






















人物で読み解く




「日本陸海軍」失敗の本質






 兵頭二十八　








 
■序





　本書は、隔月刊雑誌『表現者』の創刊号から２０１３年５月号までのあいだにわたくし兵頭二十八が寄き

 稿こう

 した連載記事「近代未満の軍人たち」の後半、すなわち２００９年５月号以降の24
 名分（発表順に並べますと、保科善四郎、櫻井忠温、南次郎、大西瀧治郎、高橋三吉、荒井郁之助、荒木貞夫、山下源太郎、田中義一、宇垣一成、小川又次、兼田市郎、村田経芳、本郷房太郎、黒田清隆、山田顕義、西郷従道、田中新一、阿部孝壮、岡部直三郎、岡田啓介、堀場一雄、多門二郎、角田覚治）を、加筆・修正して、さらに、本書のために新たにやや長文の「石原莞爾」も書き下ろし、あわせて１冊にまとめたものです。

　配列は、生年順としました。

「石原莞爾」の項目は、彼の有名な「最終戦争論」の背景を腑ふ

 分わ

 けするために特に文章量が多くなりました。

　が、おかげで、本書で独立項目として紹介をし得ない昭和前期の重要な軍人たちの幾人かを、その中であらためて紹介できることにもなりました。５年前の単行本（光人社刊『近代未満の軍人たち』２００９年刊）所しよ

 収しゆう

 の軍人たちの一部も、そこで少しおさらいができるかもしれません。



　なお、２０１０年11
 月号からは雑誌の編集方針が変更になり、原稿の指定枚数が削減されております。そのため、宇垣一成から角田覚治に至る15
 人は、文字数がそれ以前の人物よりも８００字前後、少なくなっています。長短の差ができてしまいましたこと、どうぞご勘かん

 弁べん

 ください。



左は、初出一覧です。



保科善四郎　『表現者』２００９年５月号

櫻井忠温　　『表現者』２００９年７月号

南 次郎　　 『表現者』２００９年９月号

大西瀧治郎　『表現者』２００９年11
 月号

高橋三吉　　『表現者』２０１０年１月号

荒井郁之助　『表現者』２０１０年３月号

荒木貞夫　　『表現者』２０１０年５月号

山下源太郎　『表現者』２０１０年７月号

田中義一　　『表現者』２０１０年９月号

宇垣一成　　『表現者』２０１０年11
 月号

小川又次　　『表現者』２０１１年１月号

兼田市郎　　『表現者』２０１１年３月号

村田経芳　　『表現者』２０１１年５月号

本郷房太郎　『表現者』２０１１年７月号

黒田清隆　　『表現者』２０１１年９月号

山田顕義　　『表現者』２０１１年11
 月号

西郷従道　　『表現者』２０１２年３月号

田中新一　　『表現者』２０１２年５月号

阿部孝壮　　『表現者』２０１２年７月号

岡部直三郎　『表現者』２０１２年９月号

岡田啓介　　『表現者』２０１２年11
 月号

堀場一雄　　『表現者』２０１３年１月号

多門二郎　　『表現者』２０１３年３月号

角田覚治　　『表現者』２０１３年５月号

石原莞爾　　 書き下ろし（２０１３年11
 月擱かく

 筆ひつ

 ）


＊参考までに、光人社から２００９年に単行本化した『近代未満の軍人たち』に収録した23
 人の軍人は、以下の通りです。上原勇作、寺島健、板垣征四郎、竹下勇、永田鉄山、和田操、小畑敏四郎、奥宮正武、田中静壹、南部麒次郎、田中隆吉、末次信正、梅津美治郎、南雲忠一、高木惣吉、小磯國昭、米内光政、樋口季一郎、阿南惟幾、森林太郎、岩畔豪雄、兒玉源太郎、畑俊六。ご興味ある方は、是非、ご参さん

 照しよう

 ください。
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荒井郁之助

 ［あらい・いくのすけ］






国産か外国産か――新式歩兵銃の「大量整備」への早道は？




　
《陸軍少将》
 
村田経芳
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《元帥海軍大将》
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山縣有朋に愛され、メッケル少佐に論駁した「非藩閥将軍」




　
《陸軍大将》
 
小川又次

 ［おがわ・またじ］
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《海軍大将》
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 ［やました・げんたろう］
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《陸軍大将》
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《陸軍大将》
 
宇垣一成

 ［うがき・かずしげ］






潔く元帥の座を諦めた「バンカラ騎兵」の陸軍長老




　
《陸軍大将》
 
南 次郎

 ［みなみ・じろう］






対ソ戦遂行こそが、日本国民の公益も私益もすべて満足させる




　
《陸軍大将》
 
荒木貞夫

 ［あらき・さだお］






誰よりも弾雨を潜った現代軍人――「尼港事件」の救出支隊長




　
《陸軍中将》
 
多門二郎

 ［たもん・じろう］






『肉弾』――戦記文学の世界的ベストセラーの舞台裏では




　
《陸軍少将》
 
櫻井忠温

 ［さくらい・ただよし］






単純に軍令部と聯合艦隊を愛し、単純に海軍省と米国を憎んだ男




　
《海軍大将》
 
高橋三吉

 ［たかはし・さんきち］






機関科将校の「教育精神」が防衛大学校に引き継がれた




　
《海軍中将》
 
兼田市郎

 ［かねだ・いちろう］






参謀の専横と踏みにじられた「科学技術尊重主義」の理想




　
《陸軍大将》
 
岡部直三郎

 ［おかべ・なおさぶろう］






〈石原教〉の蹉跌――戦前のマルクシズムと国体論の狭間で




　
《陸軍中将》
 
石原莞爾

 ［いしわら・かんじ］






南洋島嶼の「不沈空母」――なぜ基地航空隊は自滅したか？




　
《海軍中将》
 
角田覚治

 ［かくた・かくじ］






海軍の海軍による海軍のための「物資統制」のエキスパート




　
《海軍中将》
 
保科善四郎

 ［ほしな・ぜんしろう］






「近代日本の宿命」である対米戦を諦めぬことは全国民の義務




　
《海軍中将》
 
大西瀧治郎

 ［おおにし・たきじろう］






中央と現場の板挟み――南方島嶼での捕虜処刑の責は？




　
《海軍中将》
 
阿部孝壮

 ［あべ・こうそう］






支那事変処理要綱、関特演……武藤章の「影武者」を勤める




　
《陸軍中将》
 
田中新一

 ［たなか・しんいち］






支那事変で早くも破綻――「国策の一元化」を図った戦争指導課




　
《陸軍大佐》
 
堀場一雄

 ［ほりば・かずお］
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宮古湾海戦の殴り込みを指揮した「学のある英雄」のその後







《蝦夷共和国海軍奉行》




荒井郁之助

 　［あらい・いくのすけ］
 
　　天保７年４月29
 日（１８３６年６月12
 日）～明治42
 年（１９０９年）７月19
 日




　
榎本武揚と同年の生まれ――才芸に見どころあり





　荒井氏は、徳川３代の家いえ

 光みつ

 将軍時代に、日向ひゆうが

 国から江戸に出て、御ご

 家け

 人にん

 となった。

　天保７年に郁之助が長男として湯ゆ

 島しま

 天てん

 神じん

 下で生まれたとき（つまり榎えの

 本もと

 武たけ

 揚あき

 とは同年）、父はまだ小こ

 普ぶ

 請しん

 方かた

 （非役）の旗はた

 本もと

 であったが、その後、勘かん

 定じよう

 奉行支配下の代官、さらには郡ぐん

 代だい

 （代官の上）にまで昇任。一家の暮らし向きには何不自由とて無かった。これが郁之助の性格を、ちょうど長州の山田顕あき

 義よし

 のように温順にしたのである。

　荒井郁之助は７歳から13
 歳まで人並みに漢学を仕し

 込こ

 まれた。学問よりは凧たこ

 揚あ

 げの方を好む、普通の子供だった。12
 歳からは剣術、馬術、槍そう

 術も修め、砲術（鉄砲）は荻おぎ

 野の

 流という。才さい

 芸に見どころあり、通例より１年早い14
 歳で元げん

 服ぷく

 を許されて将軍家いえ

 慶よし

 に拝はい

 謁えつ

 した。

　郁之助を江戸に残して甲こう

 州しゆう

 に転勤した父は、安政大地震おこるや私財を放出したのみか、代官所の御ご

 用よう

 金きん

 を勘定奉行の命めい

 なく被災住民のために賑しん

 恤じゆつ

 。ために譴けん

 責せき

 処分を蒙こうむ

 った。村では神様扱いの「生せい

 祠し

 」を建てて、その徳とく

 に謝しゃ

 したという。



　
蘭学を学ぶ――勝海舟の後をついで軍艦操練所の頭取に





　その安政２年、郁之助の叔父の一人の矢や

 田た

 堀ぼり

 景けい

 蔵ぞう

 が、勝かつ

 麟りん

 太た

 郎ろう

 とともに長崎の海軍伝でん

 習しゆう

 所（軍艦『観光』）に移る。郁之助は、箕み

 作つくり

 玩げん

 甫ぽ

 に蘭らん

 学を習い、蘭人カルテン著の『舶はく

 砲ほう

 新編』も筆写した。徳とく

 丸まる

 ヶ原はら

 （今の高たか

 島しま

 平だいら

 ）では佐さ

 久く

 間ま

 象しよう

 山ざん

 らと競うように国産洋式臼きゆう

 砲ほう

 を試射したという。

　安政４年暮くれ

 に江戸に戻ってきた矢田堀は、築つき

 地じ

 に幕府の御軍艦操そう

 練れん

 所を開設した。郁之助は幕府の閑かん

 職の傍かたわ

 ら、そこへ通っていたが、やがて「教授」方に正式採用された。

　安政６年には蒸気船『朝ちよう

 陽よう

 』で、下しも

 田だ

 、清水、戸田港を回る演習航海に参加。勝艦長に能力をアピールできた（『朝陽』は明治新政府の軍艦となるが、明治２年の箱はこ

 館だて

 湾海戦で『蟠ばん

 龍りよう

 』の１弾のために轟ごう

 沈ちん

 させられる）。

　万延元年には郁之助は、同じ操練所に通う後輩の甲こう

 賀が

 源げん

 吾ご

 とともに、小お

 野の

 友とも

 五ご

 郎ろう

 から高等幾き

 何か

 と高等代数学を習った。同年、郁之助の叔父の一人の成なる

 瀬せ

 正まさ

 典のり

 が、外国奉行支配組頭として、日米修好条約を批ひ

 准じゆん

 するための新見豊ぶ

 前ぜんの

 守かみ

 らの使節団に随ずい

 行こう

 。そのアメリカ土産みやげ

 は、製せい

 図ず

 道具であった。

　文久元年、荒井郁之助は江戸湾内の測そく

 量りよう

 （特に測そく

 深しん

 ）を命じられ、原始的な器械だけを頼りに海図を調ちよう

 製せい

 した。また、蒸気船『蟠龍』の船せん

 将しよう

 （艦長）心こころ

 得え

 も体験。翌年には、帆はん

 船せん

 『千秋丸』で、苦労の末に小お

 笠がさ

 原わら

 諸島へ人員と資材を運び、それには甲賀も同行した。

　文久２年、郁之助の実父が流行病の麻疹はしか

 のため49
 歳でみまかり、本来なら郡代の役目も相続しなければならなかったところ、勝の周しゆう

 旋せん

 によって、荒井は御軍艦操練所の頭とう

 取どり

 （前任の勝は海軍奉行に昇任）に就く。また蒸気船『順じゆん

 動どう

 丸まる

 』の船将にも任命された。この外がい

 輪りん

 船は、幕府ＶＩＰを最速で江戸から大坂へ出張させるシャトル便で、これに搭とう

 じた14
 代家いえ

 茂もち

 は、初めて海路、大坂から戻った徳川将軍となった。



　
旧幕テクノクラートの「近代兵術」を誇示すべく出帆するも……





　元治元年、内乱の風ふう

 雲うん

 を観み

 て幕府は陸軍の近代化を焦あせ

 り、矢田堀と荒井を操練所から異動させ、郁之助は講こう

 武ぶ

 所しよ

 の取締役を命じられた。さらに荒井は慶應元年夏には歩兵指さし

 図ず

 役やく

 頭取になり、大おお

 鳥とり

 圭けい

 介すけ

 とともに、同年冬に横浜に到着したフランス教師団を接せつ

 遇ぐう

 。仏ふつ

 語の号令を日本語に直すなどし、やがて歩ほ

 兵へい

 頭がしら

 並を拝はい

 承しよう

 した（大鳥も同役）。

　慶應４年の鳥と

 羽ば

 ・伏ふし

 見み

 戦の直後、徳川慶よし

 喜のぶ

 は勝を陸軍総そう

 裁さい

 とし、矢田堀を海軍総裁（海相）とし（榎本は副総裁）、荒井郁之助を海軍奉行（艦隊司令官）の任に就かしめたものの、これはまったく恭きよう

 順じゆん

 のシフトだった。

　そこで榎本は旧暦８月19
 日、まだ抗戦中の奥おう

 州しゆう

 への脱走を決心し、荒井を誘って、深夜、品川沖おき

 を出しゆつ

 帆ぱん

 した。しかし仙台・庄しよう

 内ない

 藩も降服してしまったことから、榎本艦隊は蝦え

 夷ぞ

 へ転じ、同地を占領して、旧幕テクノクラートの近代兵術の到達点を[image: 〓]
 さつ

 長ちよう

 政府に対して見せつけようと考えた。荒井は箱館でも「海軍奉行」になった。

　ところが明治元年11
 月15
 日に、榎本と一緒にオランダ留学した澤さわ

 太た

 郎ろう

 左ざ

 衛え

 門もん

 （海軍造ぞう

 兵へい

 総そう

 監かん

 ・澤鑑かん

 之の

 丞じよう

 の父）の迂う

 闊かつ

 すぎる操艦のため、政府軍には無い大口径の施し

 条じよう

 砲ほう

 を誇った最新鋭軍艦『開かい

 陽よう

 』は江え

 差さし

 の浜辺に座ざ

 礁しよう

 し全損。22
 日にサルベージにかけつけた『神しん

 速そく

 』も大破覆ふく

 滅めつ

 する中、荒井と甲賀の２人組で指揮した外輪船『回かい

 天てん

 』は、冷静な判断で荒天遭難を免まぬが

 れた。



　
榎本海軍は起死回生を狙う――『回天』単艦で宮古湾に殴り込み





　フランス海軍士官候補生の制服を脱ぎ捨てて北海道の榎本軍に勝手に投とう

 じていた23
 歳の貴族アンリ・ポール・イポリト・ドゥ・ニコルは、甲賀源吾に対し、「かくなる上は宮みや

 古こ

 湾を急襲し、政府軍の最強艦『甲こう

 鉄てつ

 』を奪うにしかず」と持ちかけた。

　ナポレオン戦争時代、仏海軍は一度だけ英海軍をやっつけたことがある。それは１７９８年のビスケー湾で、英フリゲート艦『アムビュスケイド』（４５０トン）に追いつかれた仏コルベット艦『バイヨネーズ』（３１０トン）が、ヤケクソで体当たりをして接せつ

 舷げん

 乗り移りを敢かん

 行こう

 したところ、英艦がすでに陸りく

 戦せん

 隊たい

 を揚よう

 陸りく

 した後で手薄であったことと、英艦後部で火薬樽だる

 が自爆するというアクシデントにも助けられて、30
 分で上甲かん

 板ぱん

 を制圧。帆船なのでそのまま拿だ

 捕ほ

 してしまったという、フランス国内で大いに宣伝された武ぶ

 勲くん

 であった。これは40
 人が戦死する激闘で、英艦長は片足をもぎとられ、26
 歳の仏艦長も片腕を切断したほどだったが、捕ほ

 虜りよ

 は鄭てい

 重ちよう

 に扱われて英軍港まで送り返されている。

　この提案を甲賀が支持し、先輩の荒井も同意したので、榎本と、相談役のブリュネ陸軍大尉（のちにフランス軍の参謀総長に出世した）も否いな

 とは言えなかった。

　明治２年の旧暦３月21
 日深夜（新暦では土曜日の深夜なので外国人に目撃・通報されにくい）、荒井が艦隊司令官となって甲賀艦長の『回天』に座乗し、『蟠龍』と蒸気輸送船『高たか

 尾お

 丸』を率ひき

 いて箱館港を出航（『蟠龍』には榎本の姻いん

 戚せき

 でのちに外相になる林はやし

 董ただす

 も見み

 習ならい

 士官格で張り切って乗り込んだ）。途中、大おお

 嵐あらし

 のため３艦はバラバラとなり、25
 日に『回天』は単艦で宮古湾に殴り込む。

　意外にも『甲鉄』は、船体の断面形が富士山のようなタンブルホーム型であり、外輪船の『回天』は横付けできず、艦首「槍やり

 だし」（船の舳へ

 先さき

 から前方に突き出した帆ほ

 柱ばしら

 ）を『甲鉄』後こう

 檣しよう

 の縄なわ

 梯ばし

 子ご

 に突き刺すことしかできなかった。

　石炭等を満載した『甲鉄』の吃きっ

 水すい

 は深く、『回天』との乾かん

 舷げん

 高の差だけでも３ｍあった上に、「槍だし」上からは甲板がごく狭せま

 く見え、周囲は海である。土ひじ

 方かた

 歳とし

 三ぞう

 を含む斬り込み隊員はすくんでしまって渡れず、攻撃は失敗した。甲賀艦長は敵艦からの散さん

 弾か小銃弾で斃たお

 され、荒井が指揮を引き取って宮古湾から離脱した。

　ビスケー湾海戦ではミトラーユ（散弾）が著ちよ

 効こう

 があったために、「甲賀はガトリング砲（機関砲＝ミトラユーズ）でやられた」とする幻想をのちに入じゆ

 牢ろう

 中の小こ

 杉すぎ

 雅まさ

 之の

 進しん

 （『咸かん

 臨りん

 丸』で渡米した一人）の脳内に生むに至ったが、[image: 〓]
 さつ

 摩ま

 艦『春日かすが

 』配はい

 乗じよう

 の少尉としてすべてを見ている東とう

 郷ごう

 平へい

 八はち

 郎ろう

 は、宮古湾や箱館湾で機関砲が使われたとは一言も語っていない。



　
「五稜郭」ののちは、スキルを活かして地図事業、中央気象台長に専心





　旧暦５月７日、政府軍艦隊は、箱館湾内の『回天』をやっつけようと押し寄せた。荒井艦長は巧たく

 みなかけひきで満身創そう

 痍い

 の『回天』を縦じゆう

 横おう

 に走らせ砲戦を続けたが、ついに敵弾が蒸気ピストン機械の偏へん

 心しん

 環かん

 （エクセントリーク）を破壊したので、岸に乗り上げて総員を退艦せしめ、みずからは五ご

 稜りよう

 郭かく

 に入った。

　榎本、荒井、大鳥、松まつ

 平だいら

 太た

 郎ろう

 の４幹部は、明治２年５月17
 日、五稜郭を出て亀かめ

 田だ

 八はち

 幡まん

 宮ぐう

 に至り、黒くろ

 田だ

 了りよう

 介すけ

 （清きよ

 隆たか

 ）に降伏を誓せい

 約やく

 した。郁之助の実母は、息子がおめおめと生きて帰って来た、というので憤ふん

 慨がい

 したという。

　東京の獄ごく

 舎しや

 内で彼らは、もし命が助かっても、ふたたび陸海軍の将官の軍服を着ることは控ひか

 えよう、と申し合わせた（榎本が明治７年に海軍中将になっているのは、駐露ろ

 全権公使として千ち

 島しま

 ・樺から

 太ふと

 交換を交渉するのに効果的だったため）。

　学のある英雄を愛した粗そ

 忽こつ

 な豪ごう

 傑けつ

 ・黒田は、赦しや

 免めん

 後の荒井を「開かい

 拓たく

 使し

 仮学校長」に任用した。東京にあったこの学校はしかし、長続きできなかった。荒井は三角測量の専門知識を買われて、内務省地理局の測量課長（のち局長）兼、気象台技官となり、地図事業が参謀本部に引き継がれると、中央気象台長の業務に専心。退官後は、中島三さぶ

 郎ろう

 助すけ

 ゆかりの「浦うら

 賀が

 船せん

 渠きよ

 （株）」の初代監かん

 査さ

 役も勉つと

 めた。

　荒井郁之助の後ご

 妻さい

 は、外交官の安あん

 藤どう

 太た

 郎ろう

 （宮古湾海戦の『回天』に同乗し負傷）の姉である。長男は明治20
 年代にニューカレドニアのニッケル会社の役員になった。三女の巳奈子は、海軍兵学校35
 期の真ま

 崎さき

 勝かつ

 次じ

 の妻になっている。



 

国産か外国産か――新式歩兵銃の「大量整備」への早道は？







《陸軍少将》




村田経芳

 　［むらた・つねよし］
 
　　天保９年６月10
 日（１８３８年７月30
 日）～大正10
 年（１９２１年）２月９日




　
朝鮮出兵、関ヶ原――[image: 〓]
 摩軍の「火力戦」研究の先駆者がいた





『さんざし』という鹿児島の地元文化雑誌に池田兵右衛門氏が書いたところによれば、村田勇右衛門は、天保９年に、城下二本松馬ば

 場ば

 の日置裏門通りの右側に属した丁てい

 字じ

 型の角かど

 屋敷で藩士の長男として生まれ（『国乃礎』という資料では山やま

 之の

 口くち

 町だとする）、高見馬場郷ご

 中じゆう

 に属して基礎教育を受けた。長ちよう

 州しゆう

 の山やま

 縣がた

 有あり

 朋とも

 と同年だ。阿あ

 片へん

 戦争が始まったのは翌天保10
 年だった。

　高見馬場郷中の大先輩には、村田が生まれる34
 年前に死去した兵学者の徳とく

 田だ

 [image: 〓]
 ゆう

 興こう

 が居い

 た。徳田は、朝鮮と関ヶ原における[image: 〓]
 摩軍の火力戦を巨こ

 細さい

 にわたって調べ、「合伝流」としてまとめ、[image: 〓]
 藩が天保末以降に高島流（＝長崎流つまり西洋式）を導入するのを容易にした。

　村田は鉄砲師し

 範はん

 家ではなかったにもかかわらず、この合伝流をつぶさに研究したことで、藩庁に火術の専門家として認めてもらい易やす

 かった。



　
藩主の怪死――島津久光が火縄銃を復活させて「回り道」するも





　村田が４歳のとき、島しま

 津づ

 斉なり

 興おき

 は蘭らん

 式陸軍の模も

 倣ほう

 を決意。嘉永５年に襲しゆう

 封ほう

 した島津斉なり

 彬あきら

 も、すぐに洋式火器と弾薬の自製に乗り出した。

　村田はその２年後、14
 歳にして蘭式火技を専攻し、「砲術館」での洋書調査の仕事も与えられる。そこには単発後こう

 装そう

 ライフルのウェンツル銃（アルビニー銃）が輸入されていた。

　残念ながら村田には語学の才能は無かった。そこで毎日、鹿児島湾に面する洲す

 崎ざき

 の小銃射しや

 的てき

 場まで４、５回往復しては、各種小銃で50
 発、狙撃した。また、弾丸も装薬もこめずに雷らい

 管かん

 だけ発火させ、銃口からの僅わず

 かなガス流を当てて行あん

 灯どん

 の火を正確に吹き消すという室内鍛たん

 練れん

 にも励はげ

 んだ。

　村田が19
 歳のとき、島津斉彬は単発後装式のシャープス銃のコピー量産を企画する。が、藩主は突然怪かい

 死し

 ──。

　実権を掌しよう

 握あく

 した島津久ひさ

 光みつ

 は、西洋砲術を廃はい

 し、火ひ

 縄なわ

 銃を復活させたので、村田もやむなく火縄銃の師範の門もん

 弟てい

 となって研けん

 鑽さん

 した。短たん

 袴こ

 で、抱かか

 え大おお

 筒づつ

 を構えている村田の写真があるが、これが23
 歳頃という。




 



 



 

　久光の権力が安定すると、さすがにライフル銃用の弾丸工場が建設され、大おお

 久く

 保ぼ

 利とし

 通みち

 派に属した村田には後装銃の試製研究も公許された。翌年の[image: 〓]
 さつ

 英えい

 戦争は、火縄銃では攘じよう

 夷い

 もできぬことを藩内に悟さと

 らせた。

　25
 歳で村田は家か

 督とく

 を継いだ。弟の新兵衛（篤雄）は、16
 歳で実業家の養子になったという。村田は、初めて後装銃を模も

 造ぞう

 して藩主に献けん

 じた。

　村田勇右衛門が「経芳」と署名するようになったのは、維新後だ。

　読み方は公的には「つねよし」なるも、遺品の封ふう

 蝋ろう

 印のローマ字表記が「ツネフサ」となっているそうであり、かつまた、明治30
 年頃に横浜の金かな

 丸まる

 銃砲店が製作した『銃砲正せい

 價か

 報告書』の巻末広告にも「陸軍少将村田経房氏増ぞう

 訂てい

 」と誤ご

 植しよく

 されているので、本人は「つねふさ」と言っていたのであろう。



　
戊辰戦争──単発前装ライフルから、スペンサー７連銃へ更新





　慶應３年初冬、村田は、日向高岡の郷きよう

 兵へい

 部隊「外と

 城じよう

 一番隊」の隊長を拝命して鹿児島から乗船し、三み

 田た

 尻じり

 で長州部隊と合ごう

 して神戸に上陸し、伏見に進出した。当初の武器は、単発前ぜん

 装そう

 ライフルのエンフィールド銃（中古の大量輸入品）である。

　翌年１月、鳥羽・伏見で戦争が始まった直後、私物の後装銃の使い方が分からず困っていた同い齢どし

 の中村半はん

 次じ

 郎ろう

 （桐きり

 野の

 利とし

 秋あき

 ）に、村田はその操そう

 法ほう

 を教えた――と明治30
 年に速記者に対して語っているけれども、解げ

 せない。桐野は小隊長級の藩士であったはずだが、戊ぼ

 辰しん

 開戦時点でのその部署・所しよ

 在ざい

 は不明なのだ。

　村田隊は６月には長なが

 岡おか

 戦線へ転ずる。新潟占領後に小銃は後装単発銃に更新された。村田自身は、新し

 発ば

 田た

 から榎えのき

 峠とうげ

 （新潟県関川村）に進撃する途と

 次じ

 、ウィルソン銃にて大おお

 猿ざる

 を仕留め、国境の大おお

 里さと

 峠の前でスペンサー７連銃に持ち替えた。そこで米よね

 澤ざわ

 藩の降伏使し

 を迎えた後、部隊は南下して会あい

 津づ

 領に入り、９月に塩しお

 川かわ

 で敗残兵を集めて会津城下まで護送し、10
 月に江戸へ凱がい

 旋せん

 した。後年、村田が叙じよ

 爵しやく

 されたのは、この間の功こう

 が重視されてのことといわれる。



　
軍銃の実技で「日本軍の第一人者」と[image: 〓]
 長に認められる





　明治２年、鹿児島で御ご

 親しん

 兵ぺい

 が編成され、東京に駐ちゆう

 屯とん

 した。村田は砲術師範として随行した。明治４年、31
 歳にして陸軍大尉に初任される。明治７年まで、小銃の国産整備の研究に明け暮れ、軍銃の実技に関しては村田が日本軍の第一人者であると、[image: 〓]
 長の有力幹部から承認された。紙かみ

 薬やつ

 莢きよう

 のため後方ガス漏も

 れがひどかったシャスポー銃の改造の経験も、村田の血ち

 肉にく

 となった。

　日本陸軍は、清しん

 国との戦争が急にはなさそうなタイミングを見計らい、明治８年に村田少佐を、英仏独およびスイス陸軍の小銃事情視察に派は

 した。村田は見学がてら、各国の歩兵学校教官の射的自慢たちをことごとく持参銃で負かし、それを報じた現地新聞の転載が島津久光を喜き

 悦えつ

 させたという。



　
西南戦争から日清戦争の間に制式化された「村田歩兵銃」





　明治９年時点では、外国製の工作機械を駆く

 使し

 し、一世代前のアルビニー銃やスナイドル銃を新造または改造するのが、歩兵銃大量整備の早道だろうと陸軍幹部は見ていた。村田はこれに反発し、なんとか自分の工夫した最新世代の単発ライフルを採用してもらおうと、山縣有朋に訴えかける。

　翌年勃ぼつ

 発ぱつ

 の西せい

 南なん

 戦争では、村田少佐は山縣の命を蒙こうむ

 り、官軍の小銃と弾薬の消耗量についての実態を調査報告した。新鋭小銃は旧式の歩兵銃よりも射しや

 程てい

 が増す。それに伴ともな

 って逸そ

 れ弾も幾き

 何か

 級数式に増えるのだという、あたりまえな現象を、誰もが忘れていた。

　村田は４月20
 日に、熊本県の保ほ

 田た

 窪くぼ

 村で右肩から脇わき

 下に盲もう

 貫かん

 弾を受けた。その激戦中、村田が後継者にするつもりだった射撃の才ある一下士官も戦死する。兵へい

 站たん

 参謀・乃の

 木ぎ

 希まれ

 典すけ

 中佐は、５月26
 日と６月７日に熊本病院で村田少佐に逢あ

 っている。６月27
 日には、村田は東京の砲ほう

 兵へい

 会議に出席した。

　明治11
 年から翌年にかけては、村田考案の試製銃（全体をフランスの「グラー１８７４型」小銃に倣なら

 い、撃げき

 針しん

 バネだけオランダの「ボーモン１８７１型」の両脚発はつ

 條じよう

 〈板いた

 バネ〉にした。日本の冶や

 金きん

 技術では、特殊鋼こう

 の小径弦つる

 巻まき

 発條の製造が無理であった）と、改善型シャスポー銃とのトライヤル期間で、陸軍制せい

 式しき

 銃がどちらに決まるかは微び

 妙みよう

 であった。

　しかし明治12
 年10
 月には、村田式に文句をつける軍幹部はいなくなる。翌13
 年、それは「村田歩兵銃」として制式化され、村田は中佐に進級。量産は、東京の砲兵本ほん

 廠しよう

 で明治14
 年から始められた。

　ところが、対清戦争が意識されながら、量産ペースは遅ち

 々ち

 としており、明治15
 年でも〈国産銃より外国銃を早く整備すべきでは〉との異論は軍内で無視し得なかった。明治17
 年にようやく諸改修が済み、工作機械も増強される。これが「十八年式村田歩兵銃」と呼ばれ、日清戦争の主力小銃になった。



　
晩年に「民間猟銃」を無償で設計――村田が理想とした国軍とは？





　46
 歳の村田大佐は現役キャリアはもう長くないと予感し、明治18
 年に急いで懸けん

 案あん

 の連発小銃を８種類試製した。

　明治21
 年末、山縣の渡と

 欧おう

 直前に、仏製ルベル銃を模も

 した「村田連発銃」の採用が内定され、村田も翌年に欧州へ慰い

 労ろう

 旅行を許された（帰路は上うえ

 原はら

 勇ゆう

 作さく

 と同船）。そして、山縣が帰朝してきた２日後の明治23
 年10
 月４日、村田は陸軍少将に昇進と同時に予よ

 備び

 役に編入された。

　村田が理想とした国軍は、スイス流の郷きよう

 土ど

 銃じゆう

 兵へい

 だった。だから、退たい

 役えき

 後に無む

 償しよう

 で設計した民用猟りよう

 銃じゆう

 （いわゆる「村田銃」。軍用単発小銃の機関部と無腔綫銃身とを結合。国産最さい

 廉れん

 の猟銃として日清戦争後に普及させた）にも敢あ

 えて軍銃型の照しよう

 門もん

 を設もう

 けたほどだった。その考えは三み

 浦うら

 梧ご

 楼ろう

 と近かっただろう。

　また、谷たに

 干たて

 城き

 の孫が村田の外がい

 孫そん

 にあたるともいうから、フランス派の村田と、ドイツ派の山縣一派との関係は、すでに良くはなかったかもしれない（ただし谷や三浦の月げつ

 曜よう

 会には入らず）。



　
最後まで悩んだ「精密加工」と「大量生産」の矛盾





　村田連発銃の内部メカニズムは、西部劇によく出てくるウィンチェスター銃にも似ていた。その機構は、各部品の高い品質管理を要求し、しかも、よほど精密に工作されていなければ、操作中にとつぜん動きがひっかかって、もはや押そうが引こうが直せなくなる。軍用銃としては致命的だった。

　そうした精せい

 密みつ

 加工と大量生産の両立は、当時の日本では至し

 難なん

 であった。日清戦争には村田連発銃の支給は間に合わなかった。清国軍は最新のモーゼル連発ライフルを装備していたのだが、旧式単発の村田歩兵銃はそれに勝った。

　貴族院議員であった村田には、明治29
 年に男だん

 爵しやく

 が授さず

 けられた。晩ばん

 年ねん

 は東京麹こうじ

 町まち

 三番町に住んで、表おもて

 庭にわ

 で家族全員で射的していた。村田の一人息子は外国に射撃留学し、陸軍技ぎ

 師し

 になったという。

　村田経芳は、大正10
 年に没ぼっ

 した。



 

対ロシア最前線――開拓使の「東印度会社」化を狙うも頓挫







《陸軍中将》




黒田清隆

 　［くろだ・きよたか］
 
　　天保11
 年10
 月16
 日（１８４０年11
 月９日）～明治33
 年（１９００年）８月23
 日




　
本当は不仲な「[image: 〓]
 長盟約」の狭間で――公けに長州人の悪口を語らぬ男





　日本で２人目の内閣総理大臣となった黒田清隆中将には、なんと昭和41
 年まで伝記がない。生前の黒田が、[image: 〓]
 長の不ふ

 仲なか

 であった事実を天下に知らせぬよう気き

 遣づか

 い、回顧の類たぐい

 は残さなかったのに対し、黒田を好す

 かなかった大官たちが、容よう

 赦しや

 なく黒田を貶おとし

 め排はい

 した明治前半史を、仕上げさせたせいでもあったろうか。

　天保11
 年、黒田了りよう

 介すけ

 は、４石こく

 取りの鹿児島城じよう

 下か

 士し

 の長男として生まれた。他の著名な「黒田」氏のいずれとも係けい

 累るい

 ではない真しん

 乎こ

 の軽けい

 輩はい

 武士だ。

　20
 歳で[image: 〓]
 摩藩の青せい

 銅どう

 砲ほう

 砲手（綱つな

 曳ひ

 き）に組み入れられ、22
 歳で[image: 〓]
 英戦争を体験した。藩は文久３年に、黒田や大おお

 山やま

 巖いわお

 を江戸の江え

 川がわ

 塾（英ひで

 龍たつ

 の子の英ひで

 敏とし

 が主しゆ

 宰さい

 し、教頭は大おお

 鳥とり

 圭けい

 介すけ

 ）へ遣や

 る。

　黒田は慶應元年末に西さい

 郷ごう

 隆たか

 盛もり

 の指令を受け、坂本龍りよう

 馬ま

 を同道して[image: 〓]
 長盟めい

 約やく

 をなかだちする（そのさい長州の山縣有朋とも知った）。この25
 歳での経験に、黒田は一生拘こう

 束そく

 された。公おおや

 けに長州人の悪口を語らぬ男となったのだ。



　
戊辰戦争――「西郷隆盛の分身」として長州に拒否権を連発





　西郷は黒田を自己の弟おとうと

 分ぶん

 として駆使した。慶應４年１月の鳥羽・伏見戦で小銃一番隊にいた黒田を、３月に北陸道の参謀とさせたのも彼。

　西郷は、倒とう

 幕ばく

 戦の手柄を長州人に独占させぬことを重視し、豪ごう

 傑けつ

 顔の迫力で長州の若じやく

 輩はい

 どもを沈黙させ得る黒田のキャラクターを買った。じっさいの黒田は、素面しらふ

 だと臆病な小お

 父じ

 さんで、人斬き

 り宰さい

 相しよう

 の伊藤（博ひろ

 文ぶみ

 ）などとは異なり、生涯一人も刃物で殺あや

 めたことはない。逆に維新後は、暗殺を恐れてピストルを携帯していたほどだ。

　越えち

 後ご

 戦線で、黒田参謀の敵は河かわ

 井い

 継つぎ

 之の

 助すけ

 ではなく、長州の山縣参謀だった。

　黒田は西郷の意を体たい

 し、同じ日本人である奥おう

 羽う

 越えつ

 諸藩を無む

 血けつ

 で降伏させたかったのに、長州側は無闇に城攻めや会かい

 戦せん

 を志向した。

　山縣は27
 歳の黒田の拒きよ

 否ひ

 権けん

 連発に手を焼く。バックに西郷が居い

 るのでは、誰も黒田を克服しようがない。

　山縣は８月に軍艦で追つい

 及きゆう

 してきた西郷と会って、「欧州へ行って軍制を勉強してきたい」と相談した。西郷や黒田と国内で張り合う気などございません――との屈くつ

 従じゆう

 宣言だ。爾じ

 後ご

 、山縣に代わり前まえ

 原ばら

 一いつ

 誠せい

 が、黒田の憎まれ役を務めた。




 



 

　９月、庄内藩主の酒井忠ただ

 篤ずみ

 は、西郷の分身である黒田の前にひれ伏ふ

 した。西郷はすぐに[image: 〓]
 摩兵を撤収させたので、「江戸藩はん

 邸てい

 砲撃事件の報復はしないのか」と、皆みな

 が驚いた。黒田は11
 月４日に東京に凱がい

 旋せん

 し、鹿児島に帰り、１月下旬また上京。

　明治２年２月の某ぼう

 日、あらためて蝦え

 夷ぞ

 の徳川脱だつ

 籍せき

 軍を追つい

 討とう

 する政府軍の参謀に任命され、黒田は３月９日に浦賀から諸藩連合艦隊に合流した。

　途中、宮みや

 古こ

 湾で肝きも

 を冷やしつつ、青森港に入ったのが26
 日。石炭の現地貯蔵が所しよ

 要よう

 に足らぬため、蝦夷上陸作戦は４月９日（新暦だと５月20
 日）になって決行された。

　旧暦５月初旬の某日、五ご

 稜りよう

 郭かく

 を目前にした政府軍は、総攻撃の日を５月11
 日と予定した。

　が、黒田は、長州そっちのけで、榎本武たけ

 揚あき

 以下の徳川脱籍軍幹部を助じよ

 命めい

 することに決めた。旧きゆう

 幕ばく

 えりすぐりのエリートたちを黒田個人の味方に取り込むことで、長州人の増ぞう

 長ちよう

 を抑え、且か

 つ、西郷の徳とく

 に追いつきたいと念ねん

 じたのだ。

　黒田の背後に浮かんで見える西郷隆盛の姿は、ここでも長州勢の異論を自粛させ、黒田の専せん

 恣し

 を貫徹させた。もちろん西郷も黒田の首尾如何いかん

 を気に掛か

 け、長州軍を威圧すべく、桐きり

 野の

 利とし

 秋あき

 の部隊を率いて箱館へ後ご

 詰づ

 めすると宣伝してじっさいに北上もしていた。




 



 

　
樺太問題に没頭――政治的に「第二兵部省」化が図られた開拓使





　戊辰戦争後に黒田を遇ぐう

 するポストがまた新政府の難問だった。黒田はその経歴と人脈からして樺から

 太ふと

 問題（すなわち対露戦争）担当の最適任者だった。けれども明治２年７月にできた兵ひよう

 部ぶ

 省の最高権威者は大おお

 村むら

 益ます

 次じ

 郎ろう

 で決まっている。大村には渡欧中の山縣が結びついていた。西郷の分身を意識する黒田は、山縣や前原などの部下では、いられないはずである。

　たまたま兵部大たい

 輔ふ

 （次官格）の大村が９月に遭難し11
 月５日に死亡したので、黒田が23
 日に兵部大たい

 丞じよう

 （局長格）に任じられた。

　黒田は兵部省には西郷が君くん

 臨りん

 すべきだと信じ、期待した。ところが政府（大久保）は12
 月２日に前原を兵部大輔に据す

 えたから、黒田はふてくされ、兵部省の機能は麻ま

 痺ひ

 してしまう。

　スーパー・ソリューションとして、明治２年７月創設の「〔北海道〕開かい

 拓たく

 使し

 」の、「第二兵部省」化が図られた。

　政府は明治３年２月に開拓使から「樺太開拓使」を分け、５月に黒田を「開拓使次官」に任命しておいて、樺太問題に没ぼつ

 頭とう

 させる。これで、８月に欧州兵制視察から帰朝する山縣との悶もん

 着ちやく

 は無事回避された。

　黒田は大久保と北方経営について何度も話し合い、内ない

 治ち

 優先論（樺太はロシアと力りよく

 争そう

 せず放棄し、むしろ北海道開発に集中）で、概がい

 略りやく

 合意していた。慶應３年のロシアによるアラスカ売却がお手本であった。

　松まつ

 前まえ

 藩がその歳入を漁商に全面依い

 拠きよ

 し、寒かん

 地ち

 開発の識しき

 見けん

 ゼロであったことが響ひび

 き、日本人は樺太にまるで定着することができず、数で十倍以上の入にゆう

 殖しよく

 ロシア人が戊辰戦争中に全島を占せん

 拠きよ

 してしまっていた。守備隊の[image: 〓]
 摩藩士は対露軍事行動を叫さけ

 んだものの、寒地の国防基盤（住民）が空白では有事動どう

 員いん

 も何もできず、戦争は必敗だ。それどころか北海道が奪われかねない。

　黒田は８月から樺太を巡じゆん

 視し

 しロシア人とも面談し、10
 月に「樺太建けん

 議ぎ

 」として撤収方針を公文書化した（翌４年８月に樺太開拓使も解消）。



　
過疎の北海道防衛は？――屯田兵制度が始まり「陸軍中将」となるも





　同じ明治３年10
 月に山縣は、新生陸軍を仏ふつ

 式で統一する旨を太だ

 政じよう

 官かん

 布告した。[image: 〓]
 摩陸軍はもと英式なので、嫌気がさした少しよう

 壮そう

 将校は先輩黒田の下へ転じた。

　黒田本人は、過か

 疎そ

 北海道の防衛のためには、まず住民を増やすのが王道だと理解し、かねて英国と競うべく日本政府にいろいろ心強い助言をしてくれている米国へ出かけ（そのさい男女留学生７名も渡米）、寒地農業の技術指導者を求めた。そしてなんと現役の連邦政府農務長官ケプロンを帯たい

 同どう

 して戻り、内外をアッと驚かせたのが明治４年６月。10
 月には、開拓使の長官代理（長官は欠けつ

 なので実質のボス）におさまった。

　黒田は南北戦争の南軍降こう

 将しよう

 が死刑になっていないことを論拠に、極刑論者の木き

 戸ど

 孝たか

 允よし

 を相手に榎本らの助命運動を一人で展開していた。明治５年に榎本らが出しゆつ

 牢ろう

 するや、ただちに開拓使に採用。牢内で鉱こう

 山ざん

 の勉強をしていた榎本は、空そら

 知ち

 炭田を発見して恩に報いた。

　しかし、米国資本の新投資先として北海道を調べるつもりだったケプロンが、旧幕臣授じゆ

 産さん

 をかたときも忘れぬ榎本を憎んで逐お

 い出し、榎本は駐露公使に転ずる。




 



 

　明治７年６月、開拓使が管かん

 掌しよう

 する屯とん

 田でん

 兵へい

 制度（ロシアを刺激せぬよう「屯田憲けん

 兵ぺい

 」と称した。じっさいは郷きよう

 土ど

 防衛ゲリラ中核要員で、コサック村は参考とはしていない）がスタートし、黒田次官には陸軍中将（山縣、西郷従じゆう

 道どう

 に続いて３人目）のランクが与えられる。

　そもそも、対露防備は屯田兵で、と提唱したのは、明治４年の西郷隆盛だった。明治５～６年には、西郷自身が真ま

 駒こま

 内ない

 の鎮ちん

 台だい

 長になり、桐野や別べつ

 府ぷ

 晋しん

 介すけ

 を道内に配し、篠しの

 原はら

 国くに

 幹もと

 を樺太分ぶん

 営えい

 長にすればよいと、大乗り気で黒田に訴え続けた。

　北海道をパイロットモデルに、全国民を旧[image: 〓]
 摩藩の農のう

 兵へい

 同然に仕立て上げようとし、対外戦争を士族の存在理由にしようという西郷を沈黙させるのに、大久保と黒田は苦心した。



　
長州のライバル山縣有朋より「総理就任」では先んじたが挫折





　千島と樺太が交換されると、恐きよう

 露ろ

 病にかかった黒田は樺太アイヌの宗そう

 谷や

 居きよ

 留りゆう

 を許さず、樺太から離れた内陸の対雁ついしかり

 への集団移住を強し

 いて、心ある者の顰ひん

 蹙しゆく

 を買った。

　１８６２年のモリル法（Morrill Land-Grant Act）で設立されていた米国の州立農科大学を札幌にも移植すべく、クラークが招しよう

 聘へい

 されたのは明治９年。同法は、農科大学内で陸軍戦術も教えるべしとしていた（現存札幌時計台の機能は、その精神に基づいた雨う

 天てん

 教練場だった）。

　しかし中西部育ちのケプロンは偏へん

 頗ぱ

 な男で、自分が肉牛専門家なものだから北海道には酪らく

 農のう

 は向かぬと決めつけ、しかも開拓農民の寒地住居をどうすべきかという考えが何もなかった（冬季一度も来らい

 道どう

 したことなし）。この穴を、二大ロシア通つう

 たる榎本と黒田が試行錯さく

 誤ご

 して埋める。丸まる

 木き

 小屋は北海道の気候では腐ふ

 朽きゆう

 が早すぎることも、その過程で知られた。

　西南戦争では、[image: 〓]
 人が独占する屯田兵将校は、近接戦闘を避けた。東北人からなる草鞋わらじ

 履きの屯田兵の下級兵へい

 卒そつ

 たちは、勇ゆう

 敢かん

 さを立証した。

　空前の[image: 〓]
 人独占官かん

 衙が

 であった開拓使を、さらに「東印イン

 度ド

 会社」化しようとした黒田らの思惑は、長州からも民みん

 党とう

 からも非難攻撃され、日清戦争前に黒田閥ばつ

 は消滅した。総理就任では山縣の先を越した黒田だが、失意時に勉強するのではなく飲酒してしまう癖くせ

 が、彼の運勢を悪くした。



 

草創期の明治政府で誰よりも「二者択一」に苦しめられる







《元帥海軍大将》




西郷従道

 　［さいごう・じゅうどう］
 
　　天保14
 年５月４日（１８４３年６月１日）～明治35
 年（１９０２年）７月18
 日




　
兄・隆盛、大久保利通――「維新の巨頭」たちとの恵まれすぎた関係





　西郷従道の名前は「つぐみち」ではなく「じゅうどう」と読む。理由は、孫が書いた伝記によって明めい

 快かい

 だ。

　生まれは天保14
 年。長兄・隆盛は16
 歳も年ねん

 長ちよう

 だから、ほとんど親子だ。９歳で両親と死別。13
 歳のとき、藩主斉なり

 彬あきら

 の茶ちや

 坊ぼう

 主ず

 だった海かい

 江え

 田だ

 信のぶ

 義よし

 が、従道を同じ茶坊主にしてくれた。17
 歳で還げん

 俗ぞく

 したが、従道は、まったく音を立てずに歩くようになった。

　隆盛が島流しにされなどしていた間、従道は大久保利通に頼った。「寺てら

 田だ

 屋や

 事件」に連れん

 座ざ

 したものの、若輩の故ゆえ

 をもって謹きん

 慎しん

 のみ。元治元年、隆盛が赦免されてから慶應３年までは、隆盛の伝でん

 令れい

 や、大久保利通の護衛（ピストルを懐かい

 中ちゆう

 し、少し後方から歩く）に任じている。




 



 



 

　慶應４年１月２日、鳥羽の野戦で右耳下に貫通銃じゆう

 創そう

 を受け、耳が遠くなった。越後口で次兄の吉きち

 次じ

 郎ろう

 が戦死していた頃、従道は隆盛の命令により鹿児島で募ぼ

 兵へい

 をしていた。

　戊辰戦争の莫ばく

 大だい

 な賞しよう

 典てん

 で隆盛は、永田町の従道邸内に私し

 塾じゆく

 を開き、外人教師に洋学を教えしめ、留学生の渡欧費も出した（これが隆盛の下げ

 野や

 後に鹿児島へ移って「私学校」）。

　明治２年、従道は山縣有朋とともに長崎を出港。欧州軍制を視察し、２人で翌年に戻る途中の米国内で、普ふ

 仏ふつ

 戦争の勃発を知った。



　
廃藩置県、征韓論、徴兵制――旧体制と新政府の板ばさみに





　ロシアから日本を防衛するためには朝鮮経営が必要だと、隆盛や大久保に教えたのは故・島津斉彬であった。しかし明治４年に大蔵卿きよう

 に就任した大久保は、各省が勝手に事業を進めて国庫を蕩とう

 尽じん

 する乱脈に驚きよう

 愕がく

 。外がい

 債さい

 募集に支障をきたす乱暴な外交は、当分不可能だと理解する。

　明治４年、隆盛は島津久ひさ

 光みつ

 に、廃はい

 藩はん

 はしませんと誓って上京し、７月に廃藩置ち

 県けん

 を断行した（大久保は岩いわ

 倉くら

 具とも

 視み

 とともに欧米巡視中）。兵部大たい

 丞じよう

 の従道が、地元に対する説明役として８月に派遣された。おそらく久光は従道を面めん

 罵ば

 し、従道の気持ちは[image: 〓]
 摩から離れた。隆盛も問もん

 詰きつ

 され、こちらは明治帝てい

 と久光の二に

 君くん

 のあいだで苦悩。何でもいいから、対外戦争に没頭しようと思った。

　９月、桐野利秋に北海道を調査させた隆盛は、〈対露の守しゆ

 勢せい

 作戦を立てても必敗だ。合理的な軍略は、こちらから朝鮮北部～ポシェット湾まで先に進出することだ〉と結論した。おそらく隆盛は漢訳でクラウゼヴィッツを読んでいた。

　明治５年、40
 万人の士族は政府に不満であり、「山やま

 城しろ

 屋や

 事件」は近この

 衛え

 将校を怒らせた。板いた

 垣がき

 退たい

 助すけ

 は、（副そえ

 島じま

 種たね

 臣おみ

 と同様）恐露主義ながら、朝鮮で戦争して士気を一いつ

 振しん

 しようと隆盛に説く。隆盛は対露一戦主義で、８月に別べつ

 府ぷ

 晋しん

 介すけ

 少佐を韓国に派遣するなどして戦場地理の調査を始めた。江え

 藤とう

 新しん

 平ぺい

 や後ご

 藤とう

 象しよう

 二じ

 郎ろう

 は、長州を挫くじ

 くために[image: 〓]
 摩主導の征せい

 韓かん

 戦争を焚た

 き付けた。

　従道（明治５年３月から陸軍少将）は山縣をかばって近衛兵を鎮しず

 めた。山縣は近衛都と

 督とく

 を解かい

 職しよく

 され、隆盛が都督に就いた。




 



 

　明治６年１月、前から大たい

 綱こう

 の決していた徴ちよう

 兵へい

 制が発はつ

 布ぷ

 される。これにいちばん反対したのは桐野だった。桐野の出しゆつ

 自じ

 は、西郷や大久保ら鹿児島の城下士と、微妙に同じではなかった。そして従道と桐野は終始、反はん

 目もく

 した。

　５月に大久保が米欧巡視から帰国すると、国内は征韓一色であった。大久保は隆盛に理路整然と反はん

 駁ばく

 し、両者は疎そ

 遠えん

 となる。

　10
 月の閣議は、隆盛と大久保の正面衝突となり、どちらも辞職すると言う。隆盛には近衛兵の多数がついており、下野すれば内乱開始だ。心身消耗した三さん

 条じよう

 実さね

 美とみ

 は寝込んだ。岩倉が西郷案を覆くつがえ

 すと、隆盛、桐野、篠しの

 原はら

 国くに

 幹もと

 らは軍職を棄す

 て、鹿児島へ帰った。従道も家か

 人じん

 に荷物をまとめさせていたところ、隆盛が「東京に残れ」と命じた。従道は、高島鞆とも

 之の

 助すけ

 や野の

 津づ

 鎮しず

 雄お

 も引き止める。



　
明治政府最大の懸案――「横浜の英仏駐留軍」の撤兵も促した台湾遠征





　これに先立つ明治４年、那な

 覇は

 を出港した船が台風のため台湾南部東岸に漂ひよう

 着ちやく

 。未開部族が44
 人を斬ざん

 殺さつ

 して財物を奪い、かろうじて清国商人宅にかくまわれた12
 人だけが命拾いをした。

　鹿児島県けん

 令れい

 は、兵艦を派遣して仇かたき

 を殄てん

 滅めつ

 することを政府に求めた。陸軍省は明治５年から、樺かば

 山やま

 資すけ

 紀のり

 少佐や上海の官費留学生らを使って台湾の下調べにかかる。樺山は、現地部族は一枚岩いわ

 ではなく、日本軍は他部族の協力を得られよう、と報告した。

　大久保は、幕末から横浜に駐屯したままの英仏軍隊こそが、明治政府最大の恥ち

 辱じよく

 だと思っていた。そのフランスは、安あん

 南なん

 から清国を蚕さん

 食しよく

 せんと意欲的で、この調子だと台湾から沖縄も狙いかねない。

　丁ちよう

 度ど

 良し。明治７年３月、大久保は、28
 歳の従道に台湾遠えん

 征せい

 を命じた（隆盛が反発せぬよう、初めは谷たに

 干たて

 城き

 を主将候補に挙げた）。従道は４月に陸軍中将に昇進。隆盛も悦よろこ

 んで郷里の士族３００名を「徴集隊」として差し出した。

　英国公使はこの遠征を止めさせようと、米国をして傭よう

 船せん

 契約を破棄させるなど妨害に出たが、大蔵卿の大おお

 隈くま

 重しげ

 信のぶ

 が即決で長崎港の外国汽き

 船せん

 を買い上げて穴を埋めた。下手に中止しようものなら、従道が内乱を起こしそうな情勢であった。ただし従道は、外人記者にはすこぶる評判が良かった。

　７月下旬までに下げ

 手しゆ

 人の蛮ばん

 族ぞく

 は懲ちよう

 罰ばつ

 された。しかし凱旋までに、日本将兵の大半がマラリアに罹り

 患かん

 した。従道も終生キニーネが手離せなくなり、その常用が因いん

 で後年発はつ

 癌がん

 したと考えられる。一酋しゆう

 長ちよう

 は従道の酔すい

 余よ

 の裸はだか

 踊おど

 りを気に入り、ハンマーで叩いて抜けなくする銀の腕輪を贈った。従道は、洋行時も含め、死ぬまでそれを脱だつ

 していない。

　大久保は、みずから全権となって北京に乗り込んだ。清国はドイツから最新小銃を買い込み、台湾へ兵員１万以上を送り込んだのに、３０００人足らずの日本兵と開戦することを尻しり

 込ご

 みした。

　とうとう大久保は、清国に償しよう

 金きん

 を支払わせることで沖縄の日本帰き

 属ぞく

 を認めさせた。これは清国にとって、雲うん

 南なん

 、朝鮮、ビルマ、満まん

 州しゆう

 、蒙もう

 古こ

 、チベットの支配根拠も揺ゆ

 るぐ画かつ

 期き

 だった。大久保に無視され体たい

 面めん

 を傷つけられた実力者・李り

 鴻こう

 章しよう

 は、以後、日本が最大の脅威だとみなし、日本が欲する利権を早めに西洋強国に与えることで、日本に対抗しようと画策する。

　列強も近代日本軍の実力を承認し、横浜の英仏駐留軍は撤兵した。



　
兄決起、大久保遭難……憎まれた故郷に代わる「安住の場所」を求めて





　凱旋後も依然として郷里から憎まれることを、従道は気に病や

 んだ。明治９年10
 月、神しん

 風ぷう

 連れん

 の乱、秋あき

 月づき

 の乱が、立て続いて起きた。

　従道は、隆盛は決して叛はん

 乱らん

 などしないと東京政府に請うけ

 合あ

 っていた。が、明治10
 年２月、[image: 〓]
 軍は挙きよ

 兵へい

 した。

　この西南戦争後に従道は、念願の特命全権公使としてのイタリー駐ちゆう

 箚さつ

 の辞令を得た（明治11
 年４月）。夫人、長男と喜んで出国準備をしていたところへ、大久保遭難の急報が至る。従道は政府顕けん

 官かん

 として最初に現場にかけつけ、遺い

 骸がい

 を大久保邸へ運んだ。イタリア暮らしの夢は消えた。

　従道は無口になり、参さん

 内だい

 するときも酒気を帯お

 びた。故郷に代わる安住の所領としては、西那な

 須す

 野の

 に開かい

 墾こん

 地を、従兄弟いとこ

 の大山巖いわお

 と共同で購こう

 求きゆう

 する。

　明治18
 年末、伊藤博文内閣が成立し、従道は陸軍中将のまま初代海軍大臣に就任した。このとき次官に次ぐ「官かん

 房ぼう

 主事」に抜ばつ

 擢てき

 したのが山本権ごん

 兵べ

 衛え

 。

　樺山次官、山本、安あ

 保ぼ

 清きよ

 康やす

 （大阪出身）らは、特別な国内公債で海軍軍備を拡充する案をまとめ、従道が大山に話をつけて、対清戦争の準備が進んだ。

　明治26
 年３月、伊藤改造内閣の海軍大臣にまた任命される。従道はただちに山本大佐を山縣に面接させ、山縣の理解を得させた。そして、日清開戦前の27
 年７月には、軍令部長の中なか

 牟む

 田た

 倉くら

 之の

 助すけ

 （佐賀出身で、箱館湾海戦で轟ごう

 沈ちん

 された『朝陽』艦長だった老人）を、若い樺山に更こう

 迭てつ

 した。

　11
 月、大山留守中の陸相兼けん

 摂せつ

 の上での都合もあったのか、陸軍中将西郷従道は、日本最初の海軍大将に昇進した。

　明治35
 年に没したとき、従道の子供は27
 人くらいもいたという。



 

高杉晋作ゆずりの「海上機動戦法」で上陸作戦の第一人者に







《陸軍中将》




山田顕義

 　［やまだ・あきよし］
 
　　天保15
 年10
 月９日（１８４４年11
 月18
 日）～明治25
 年（１８９２年）11
 月11
 日




　
長州藩の「海軍頭」の父を持ち、松下村塾で攘夷の志士となる





　山田顕義の生まれは天保15
 年、ところは萩はぎ

 。維新前は、市いち

 之の

 允じよう

 を名乗っていた。

　父は長州藩の海軍頭（中堅指揮官。長崎伝習所の一期生）で１０２石取り。貧乏武士ばかり多い同藩では上位10
 ％の大たい

 禄ろく

 だ。長男の市之允に生活苦の経験は無く、その高い社会地位（若年で藩主に近きん

 侍じ

 できる）を継ぐ者としての物腰が身についた。野や

 人じん

 揃いの新編諸隊の中で得難い素そ

 養よう

 だ。同じ上じよう

 士し

 層の倅せがれ

 たる高たか

 杉すぎ

 晋しん

 作さく

 から、同志集団の渉しよう

 外がい

 役として嘱しよく

 目もく

 されたのも不思議ではない。

　藩の洋式帆船の乗組員であり、山やま

 鹿が

 流を伝える吉よし

 田だ

 松しよう

 陰いん

 に長なが

 沼ぬま

 流軍学を講授したともいう山田亦また

 助すけ

 は、市之允の伯父にして、村田清せい

 風ふう

 （長州を軍事大国化させた改革者）の甥おい

 だ。が、そんな洋学の環境と裏腹に、同藩は京都で攘じよう

 夷い

 を焚き付けることで倒幕という政局の主導役におどり出ようとした。

　安政４年、伯父・亦助の手配によって、山田市之允は松しよう

 下か

 村そん

 塾じゆく

 の年少聴ちよう

 講こう

 生になった。後見人が、桂かつら

 小こ

 五ご

 郎ろう

 （のちの木戸孝允）。




 



 

　同年、松陰は竹たけ

 島しま

 （鬱うつ

 陵りよう

 島）を開発すべきであると思い立ち、桂が村田蔵ぞう

 六ろく

 （大村益次郎）に相談した。幕府は許可を与えたが、藩庁は外国との軋あつ

 轢れき

 に怖おじ

 気け

 づいて、沙さ

 汰た

 は止む。しかし、大村はこの縁えん

 で萩への仕官がかなった。

　元医学生の久く

 坂さか

 玄げん

 瑞ずい

 が京都から松陰の塾に戻った折、山縣小こ

 輔すけ

 （有朋）を連れてきた。同門となった山縣は、山田より６歳年長の21
 歳。士分の槍持ちはしても撃げき

 剣けん

 修業など許されぬ中ちゆう

 間げん

 （足軽より下）出身だったので、深い憎ぞう

 悪お

 を上級武士に対して燃やし、旧式身分制の破壊を念願していた。

　山田は文久２年には、攘夷を標ひよう

 榜ぼう

 したテロ作戦に加わるまでに育つ。翌年には三条実美らの「七しち

 卿きよう

 落お

 ち」を途中まで護衛した。

　元治元年の「禁きん

 門もん

 の変」では、砲兵としての完敗と、武士が坊主頭あたま

 になっての潜せん

 行こう

 を体験した。生まれつきの上士身分で、なおかつ大勢を動かすリーダーシップは発揮していなかったが故に、山田にはこの恥は忍しの

 び易い。逆に元坊主頭の医官から武士に転じていた久坂は、攘夷の煽せん

 動どう

 者として退却が不可能で、自じ

 刃じん

 した。



　
第二回長州征伐で、洋式船を駆使した「上陸ゲリラ攻撃」を学ぶ





　山田が三田尻軍港（今の防ほう

 府ふ

 市）まで逃げ帰ったとき、馬ば

 関かん

 海峡砲台は、四ヵ国連合艦隊の陸戦隊によって蹂じゆう

 躙りん

 されてしまっていた（山縣の奇き

 兵へい

 隊の敗戦）。

　高杉晋作は、海峡方面の奇兵隊を雛ひな

 形がた

 に、三田尻には「御み

 楯たて

 隊」を設け、山田を、御み

 堀ほり

 耕こう

 介すけ

 （やはり上士身分）に次ぐ副隊長に据えた。この御堀とは、山田はついに協調できなかった。

　幕府軍の強圧に怯ひる

 んで攘夷路線を抛ほう

 棄き

 した藩論を再度覆くつがえ

 すべく、高杉は元治元年末、伊藤俊しゆん

 輔すけ

 （博文）の「力士隊」とともに蹶けつ

 起き

 する。長ちよう

 府ふ

 の山縣（奇兵隊）は躊ちゆう

 躇ちよ

 し、それ以上に山田らは逡しゆん

 巡じゆん

 してしまって、伊藤が男を上げた。

　高杉の一挙は奏そう

 効こう

 し、電撃的に三田尻へも乗り込み、藩の海軍局と、軍艦『癸き

 亥がい

 丸』『庚こう

 申しん

 丸』『丙へい

 辰しん

 丸』を押収した。




 



 



 

　幕府は第二回長州征せい

 伐ばつ

 の動員を決議し、慶應２年６月に「四し

 境きよう

 戦争」が始まる。高杉は２００トンの『丙へい

 寅いん

 丸』に砲手として山田を乗せて、瀬戸内の最前線である大島を占領した幕府艦隊『富士山丸』『翔しよう

 鶴かく

 丸』『八や

 雲くも

 丸』『旭日あさひ

 丸』を、暁ぎよう

 闇あん

 に単艦奇襲。幕軍は動揺し、翌日に逃げ去ったので、大島は奪回された。

　高杉は、大村益次郎に石せき

 州しゆう

 口ぐち

 を任せ、みずからは『癸亥丸』『庚申丸』『丙辰丸』『丙寅丸』に亀かめ

 山やま

 社しや

 中ちゆう

 の『ユニオン丸』をあわせた全艦を率いて小こ

 倉くら

 口へ臨のぞ

 んだ。山田はこの艦隊には配属されずに芸げい

 州しゆう

 口で陸戦している。

　高杉は対岸の門も

 司じ

 や小倉に対し、洋式船を駆使した巧妙な上陸ゲリラ攻撃を反復して、山田に貴重な手本を残した。

　肺病をこじらせた死の床とこ

 で高杉は、自分の亡きあと、奇兵隊は大村が指揮すべきこと、大村が死ねばその次は山田市之允である、と遺い

 命めい

 した。慶應元年から３年にかけ、山田は大村の西洋兵学のいちばん熱心な生徒だったが、山田がよく吸収したのは、高杉の海上機動戦法の方だったろう。



　
箱館戦争――巧妙な陽動で政府軍の乙部「無血上陸」に成功





　慶應３年、[image: 〓]
 摩藩は、長州の倒幕に一転して合ごう

 力りき

 することで、日本の政局の主導権を握る路線に転換した。秋から年末にかけ、三田尻港から長州諸隊および[image: 〓]
 摩軍が京都に送り込まれた。山田は大村の推すい

 挙きよ

 をうけて藩庁からは節せつ

 刀とう

 を授かり、長州総軍の参謀格に据えられた。

　しかし「鳥羽・伏見」の快勝後、東海道からの江戸攻めとなると海軍系の山田は役に立たないので、慶應４年４月に三田尻港に帰き

 郷きよう

 待機を命ぜられた。

　５月、山縣と[image: 〓]
 摩の黒田了介が苦戦している越後口への増援が必要になる。山田は三田尻から『丁てい

 卯ぼう

 』に座乗し、奇兵隊など陸兵を載の

 せ、[image: 〓]
 摩艦『乾けん

 行こう

 』や筑ちく

 前ぜん

 艦『大たい

 鵬ほう

 丸』とともに日本海を北上した。寺てら

 泊どまり

 では、榎本武揚が早々と江戸湾から遁とん

 走そう

 させていた『順じゆん

 動どう

 丸』を発見してついに自じ

 焼しよう

 せしめ、さらに武器輸送船も拿だ

 捕ほ

 した。

　山縣とは馬が合わない黒田と、山田は円満に協力し、新潟の北に陸兵を海上機動させる作戦も成功させた。黒田は庄内藩をあざやかに帰き

 順じゆん

 させる。




 



 

　山田は10
 月、徳山藩兵（兒こ

 玉だま

 源げん

 太た

 郎ろう

 も？）などを率い、秋田の土つち

 崎ざき

 港に上陸したところ、奥おう

 羽う

 戦争は終わっていた。かわって今度は、榎本軍が北海道に上陸して占拠したから、官軍は青森へ屯とん

 集しゆう

 し、新たにそこから逆上陸作戦を指揮すべき任務が山田参謀に付与された。

　山田は、絶妙な陽よう

 動どう

 で、まず渡お

 島しま

 半島の東海岸に上陸するかと思わせておき、ついに明治２年４月９日にみずから陣頭指揮して、まるで反対側の西海岸の乙おと

 部べ

 に、長州軍を主力とする第一梯てい

 団だん

 を無血上陸させた。

　間をおいて、黒田率いる[image: 〓]
 摩軍主体の後続梯団も江え

 差さし

 に上陸。山田は、海上からの援護が受けやすい海岸ルートは黒田に譲り、みずからは内陸街道の苦しい戦闘を指導した。[image: 〓]
 摩兵はその山田に必ずしも従わず、ために二ふた

 股また

 口ぐち

 の前線で、松陰門下の同輩・駒こま

 井い

 政まさ

 五ご

 郎ろう

 は自殺的な戦死を遂げた。

　５月の五稜郭総攻撃を前に、箱館山の裏側断だん

 崖がい

 への奇襲上陸を発案したのは山田か黒田か分からない（両名とも回顧録は残さず。つまり書けぬ機き

 微び

 があり過ぎ）。




 



 

　しかし海上機動の第一人者は山田だ。細部は山田が決めたろう。じっさい黒田は上陸の陣頭指揮を執と

 っていない。山田は最も損な役割の「千ち

 代よ

 ヶ岱たい

 陣じん

 屋や

 」攻めを引き受け、筆頭参謀でありながら、五稜郭開城交渉の手柄一いつ

 切さい

 を黒田へ譲った。



　
兵部省ごと御破算に――「徴兵制プラン」をめぐり山縣有朋と対立





　明治４年春に山田は、故・大村益次郎の遺言を遂行せんと、大阪で最初の徴兵を始めようとしたものの、訓くん

 導どう

 の鍵かぎ

 となる下士官層は空白であり、根回しも悪く、企画は数ヶ月で頓とん

 挫ざ

 した。政府は山田に少将の階級を与えて、気を鎮しず

 めさせようと努めた。ちなみに旧軍の諸階級名は、山田が創案したものだという。

　明治４年10
 月、山田は岩倉使節団に随行を許され、山岳民らしい自主防衛志し

 操そう

 とペスタロッチ教育が融合したスイス国軍の姿に、将来の日本の理想を見出して帰き

 朝ちよう

 した。

　が、対清・対露戦争が重い課題であったときに２年もの外がい

 遊ゆう

 は長過ぎた。本国では山縣中将が、「対[image: 〓]
 摩」を真の目的にしていたために不都合が多かった大村プランを兵ひよう

 部ぶ

 省ごと御ご

 破は

 算さん

 にして、斬ざん

 新しん

 な全国徴兵制を決定する。大久保利通はもちろん山縣に味方をした。

　山田はうすうす承知していたはずだがやはり臍へそ

 を曲げ、〈スイス等と比べて市民に武ぶ

 徳とく

 が無さすぎる我が国は、まだ外征軍など考える段階にない。まず兵士や下士官の母ぼ

 集団たる住民の近代化教育に注力すべきだ〉といった反論を明治６年後半に書いてリークした。これは全国の反税一いつ

 揆き

 に燃料を与えただけで、大久保も山田の「教きよう

 導どう

 」に苦慮する（たとえば駐清公使発令）。



　
西南戦争での「八代湾上陸」――軍人として最後の一花を咲かせる





　佐賀の乱の鎮ちん

 定てい

 は、大久保一人が見事に仕切り、手元に山田を置いて監視した。

　木戸孝允だけは山田に同情し、西南戦争が起こると、山田構想である「八やつ

 代しろ

 湾上陸」を大久保に薦すす

 めて採用させた。再び黒田と山田のコンビでこの作戦は大成功し、両名は山縣よりも早く熊本城に入って山縣を羞しゆう

 殺さつ

 せしめた。

　これを最後の花として山田は軍人生活とは無縁になった。政府は陸軍中将の階級を山田に贈った。書類上は明治21
 年まで現役だったので、[image: 〓]
 摩閥ばつ

 を攻撃するカードとして海軍卿に擬ぎ

 されたこともある。



 

山縣有朋に愛され、メッケル少佐に論駁した「非藩閥将軍」







《陸軍大将》




小川又次

 　［おがわ・またじ］
 
　　嘉永元年７月24
 日（１８４８年８月22
 日）～明治42
 年（１９０９年）10
 月20
 日




　
一大課題――西日本の人民集団をいかに「国防に挺身」させるか？





　ときとして反社会的・反国家的になる西日本の人民集団を、いかにしたら近代軍隊として国防に挺てい

 身しん

 させることができるのかは、明治陸軍の一大課題であった。手本のひとつを体たい

 現げん

 している小川又次は、欧米遊学の経験が皆無で、ゆえにひとしお参考に富と

 む。

　明治42
 年に死去した小川大将に関しては、長らく伝記の類は書かれていなかった。西暦２０００年になって篠原昌人氏が『陸軍戦略の先駆者　小川又次』を公刊してくれたおかげで、現代人は労せずして、このユニークな非藩はん

 閥ばつ

 将軍の履り

 歴れき

 を確かめ得る。

　小倉藩士の長男として嘉永元年に産まれた又次は、藩が慶應２年の第二回長州征伐に動員されたときに、18
 歳で初陣。小お

 澤ざわ

 武たけ

 雄お

 と奥おく

 保やす

 鞏かた

 も、小川より年長の小倉藩士として、この大苦戦をともにした。もし逆に、小倉口で山縣狂きよう

 介すけ

 （有朋）らが悪あく

 戦せん

 させられていたとしたなら、この３人には、明治陸軍で中将まで出世するチャンスも無かったろう。

　小倉藩は、戊辰戦争では朝ちよう

 廷てい

 軍側として奥羽まで遠征する。が、そこに小川がいたとは、本人は語っていないようである。

　明治３年に、大坂の兵へい

 学がく

 寮りよう

 の青年学舎へ入学。幼年学舎とは違い、語学の授業が無く、箱館戦争で榎本軍側についたフランス軍脱走下士官たちから、仏式の動作や名めい

 辞じ

 を習うのであった。小川は内心不安を感じたか、鎌倉時代の軍ぐん

 記き

 物や、江戸時代の越後流兵学書などを読み漁あさ

 って研けん

 鑽さん

 に勉つと

 めた。

　明治５年に歩兵少尉となった（ちなみに奥は同年初任で大尉。小澤は明治４年に初任少佐で、乃の

 木ぎ

 希まれ

 典すけ

 よりも３ヶ月早い）。明治７年に小川大尉は台湾へ出征。後方基地となった長崎の酒屋の娘と婚こん

 姻いん

 した。二人のあいだの娘・啓子は、のちに杉山元はじめ

 の妻となる（昭和20
 年９月、夫に殉じゆん

 じて自刃）。



　
不祥事件――「隊紀粛清」のため、大阪歩兵第８聯隊長に臨時に着任





　凱旋後の明治８年、東京鎮ちん

 台だい

 歩兵第１聯れん

 隊たい

 附づき

 。翌年、大尉のまま熊本の歩兵第13
 聯隊の大隊長となって、神しん

 風ぷう

 連れん

 の乱勃発するや、唯ゆい

 一いつ

 無傷の大隊を率いて鎮定に功績があった。油断が無い将校であった。

　西南戦争では奥少佐とともに熊本城内に籠こも

 り、糧りよう

 食しよく

 が無くなってきたので「侵しん

 襲しゆう

 隊」を率いて飛び出せと命じられ、見事に成功させた。小川は部下に厳しかったが、死地の中で部下を掌握した。

　少佐になった小川は、明治11
 年には熊本鎮台の参謀副長、翌12
 年には西日本を統とう

 管かん

 する参謀本部の局員を体験。明治13
 年にはシナへ出張して、対清国戦争発生の際の上陸地点などを調べあげて、山縣有朋に報告した。爾じ

 来らい

 、山縣は個人的に小川を買う。

　山縣の関心事は、対外戦争もさることながら、西日本でまた叛はん

 乱らん

 が起きやせぬかということであった。

　明治14
 年、小川は中佐昇進と同時に、大阪鎮台の参謀長を拝はい

 命めい

 する。地元の大阪第８聯隊は、明治10
 年の九州の鍋なべ

 田た

 攻撃で、不規律の悪い見本を示していた。

　がんらい商業の就職先に困らぬのが大阪の特質で、このため徴兵中の優すぐ

 れた者が下士官として聯隊内に残らない。それを肌はだ

 合あ

 いの異なる九州出身の下士官によって補充されていたから、団結も悪かったのだ。天皇みずから「御ご

 嘉か

 賞しよう

 」してやるなど、文字通り「なだめすかす」という感じで扱わねばならなかったのが、大阪鎮台（のちの第４師団）だった。

　明治15
 年に小川は広島鎮台参謀長も経験し、17
 年10
 月には大佐に進級して歩兵第８聯隊長になった。

　転てん

 補ぽ

 前からすでに大佐の聯隊長が、この聯隊に来たのは初めてのことだ。これは、同年１月に当聯隊の兵士が酒に酔よ

 って集合して派は

 出しゆつ

 所じよ

 を破壊し、警察官のサーベルで２名が斬り殺されてしまったという「松島遊ゆう

 郭かく

 事件」の余波だろう（前任聯隊長の青山朗大佐は10
 月に休職）。そして７ヶ月という短さで他へ転出したのも、小川が初めてだった。隊たい

 紀き

 粛しゆく

 正せい

 のための臨時起用だったのだ。



　
野砲か山砲か――メッケル批判には「近未来の大陸作戦」が念頭に





　山縣から信任された小川は、翌年には参謀本部の第二局長（後年の作戦部長）に抜ばつ

 擢てき

 される。編成動員担当の第一局長には、兒こ

 玉だま

 源げん

 太た

 郎ろう

 が就いた。対清開戦シフトであった。

　前後して桂かつら

 太た

 郎ろう

 の肝きも

 煎い

 りでドイツから招しよう

 聘へい

 されたメッケル少佐が、フランス式しか頭にない日本のエリート将校を速成でドイツ式に改かい

 鋳ちゆう

 すべく、東京の陸軍大学校に着任した。小川と兒玉の両大佐も、中尉・大尉たちに混じり、講堂の最後尾で聴講する。

　明治19
 年春には、近未来の大陸作戦を念頭して野や

 砲ほう

 （道路上を馬６頭で曳ひ

 き、長射程）を整備したい日本陸軍の方針を察することのできぬメッケルが、日本国内用には山さん

 砲ぽう

 （分解して馬の背に載の

 せて路外を機動し、短射程）しか考えなくて可よ

 いと教えようとするので、小川は国策を秘ひ

 しつつ論ろん

 駁ばく

 し、断だん

 乎こ

 その結論を排除した。メッケルは機き

 嫌げん

 を損そこ

 ねた。

　同年、山縣は小川に再度の渡清を促うなが

 し、帰朝した小川は、６個師団で北京を囲み、２個師団で上海と南京を押さえてしまえば、清国は降伏させ得ると報告した。

　メッケルが明治21
 年に離り

 日にち

 するとき、兒玉と小川の２人を褒ほ

 めたと伝えられる。けれどもこれは、少佐の分ぶん

 際ざい

 として大佐に対する当然の外交儀ぎ

 礼れい

 にすぎない。しかも小川については実質、けなしていた。

　同年の「参謀旅行」ではメッケルは、九州にシナ軍が上陸することを想定し、〈このようなとき、たといそれが重要でない土地であっても、すぐ大部隊をさしむけなかったら、軍は住民から恨うら

 まれてしまうだろう〉と貴重なアドバイスを残した。



　
日清戦争――厳寒期に「北京まで攻め込みたい」山縣に配慮する





　明治25
 年10
 月、青森の歩兵第４旅団長となっていた小川少将は、宇う

 都つの

 宮みや

 地方での陸軍特別大演習にて、いったんいつわって敗走することで敵を罠わな

 にかける「謙信流」を実践した。が、演習場の敵兵は比較的冷静であるため、これは失敗し、退却軍を一転逆ぎやく

 襲しゆう

 へ転じさせた「中槍」という指揮法も、無理がありすぎると講こう

 評ひよう

 されてしまう。

　しかし山縣だけはこの小川を賞し、明治27
 年に対清開戦と決まると、みずから第１軍司令官におさまって、参謀長には小川を名指しした。

　同年10
 月に鴨おう

 緑りよく

 江こう

 まで到達した山縣は、厳げん

 寒かん

 季き

 にさしかかる不利も無視して連続無停止の打撃を清国軍に与えたいと熱望した。小川は無理を承知で山縣のために、海かい

 城じよう

 までの前進作戦を立案した。

　広島の大本営はドイツ帰りの秀才参謀が集つど

 っていたけれども、直ちよく

 隷れい

 平野（北京周辺）での大決戦という教科書流にこだわって、それが英国を不機嫌にさせるという対外配慮や、待たされている日本兵の士気が崩くず

 れるという用兵の妙みよう

 に無知だった。対して現地の山縣や野津らは、休む間なく清国軍の面メン

 子ツ

 を潰し続けてやることこそがシナ人の団結と戦意をくじくという心理戦がよく分かっていた。

　明治30
 年４月７日まで近歩第２旅団長であった小川は中将に昇進、第４師団長（その隷れい

 下か

 には大阪第８聯隊や京都第９聯隊がある）になった。明治37
 年、昭しよう

 憲けん

 皇こう

 太たい

 后ごう

 が坂本龍馬の夢を見たとの奇妙な『時事新報』の報道（４月13
 日）に続き、土佐出身で休職中の竹内正せい

 策さく

 が６月に後こう

 備び

 第４旅団長に就いた（佐藤鋼こう

 次じ

 郎ろう

 によれば、竹内は旅順で麾き

 下か

 の後備第８聯隊の若じやつ

 干かん

 人にん

 を、ふがいないといって斬り殺したとの噂うわさ

 があると。竹内は大正11
 年に自殺を遂げている）。



　
大阪第４師団を率いて日露戦争で快勝――「自論の正しさ」を証明





　明治37
 年の対露ろ

 開戦では、小川中将は奥大将の第２軍に属して第４師団を率いた。緒しよ

 戦せん

 で、遼りよう

 東とう

 半島の最もくびれたところ（金きん

 州しゆう

 湾から大だい

 連れん

 湾までさしわたし５km
 ）に築かれた南なん

 山ざん

 陣地に、第２軍は北から攻めかかった。

　ロシア軍の塹ざん

 壕ごう

 は掩えん

 蓋がい

 付きであったため、砲兵の榴りゆう

 霰さん

 弾も歩兵の小銃弾もまるで効かず、露側の機関銃だけが有効だった。これを克服するには、着発榴りゆう

 弾を発射できる海軍艦かん

 艇てい

 の支援を頼む他はない。

　しかし朝６時からの攻撃は、朦もう

 気き

 と逆光で艦砲の観測がよくなく、陸りく

 風かぜ

 による砲煙と煤ばい

 煙えん

 も観測を妨害し、失敗した。中ちゆう

 翼よく

 の宮みや

 様さま

 第１師団のために火力支援を差し出さねばならなかった不合理も失敗因だった。

　小川は夕方、右翼の第４師団だけで攻撃を再さい

 興こう

 させる。今度は艦砲は背中から太陽を背負い、しかも海風のため、砲煙と煤煙にも邪じや

 魔ま

 はされなかった。最右翼の第８聯隊は、東海岸の汀てい

 線せん

 を前進させられたことで死地に投じられる格好となり一致団結、善戦して敵陣へ一番乗りした。

　南山と金州城を攻略したので、続いて北転した第２軍は６月中旬、南下するロシア軍と得とく

 利り

 寺じ

 で衝突した。露軍は掩蓋付き塹壕を工事する暇いとま

 を与えられなかったので、我が野砲と小銃が有効であった。

　小川は地皺を巧たく

 みに利用し、敵軍のすぐ前なのに敵に少しも気付かせずに隷下部隊を迂う

 回かい

 機動させて敵を驚かせ（これは旧軍が陸大でさんざん教育していながら、ついに小川以外の誰ひとり実行し得なかった、フリードリヒ大王の「ロイテン会戦」における機動の再現）、ついで敗走し始めた敵を射程の長い野砲で執しつ

 拗よう

 に追い撃ちさせて快勝した。

　山砲がいくら山さん

 地ち

 機動が楽だといっても、敗走する敵のスピードには追いつかない。このようなときは、運うん

 搬ぱん

 にいくら苦労をしようとも射程の長い大砲でなければ役には立たぬのだという、かつて教官メッケルをやりこめた際の小川の正論は、こうして立証された。

　７月の遼りよう

 陽よう

 会戦で、小川の師団司令部に敵弾が炸さく

 裂れつ

 した。小川は頭部に受傷して後こう

 送そう

 される。山縣は、小川を大将に昇進させて、多年の忠誠に酬むく

 いた。

　小川大将の予備役編入は、明治40
 年であった。



 

非凡な記憶力で日露戦争の「論功行賞」をあざやかに裁定







《陸軍大将》




本郷房太郎

 　［ほんごう・ふさたろう］
 
　　万延元年１月24
 日（１８６０年２月15
 日）～昭和６年（１９３１年）３月20
 日




　
旧藩主の「郷里出身の同期生」に応募して陸軍士官学校に進む





　天正18
 年に徳川家康から江戸奉行に任じられた青山忠ただ

 成なり

 は、今の代よ

 々よ

 木ぎ

 から青山墓地にまでも及ぶ広大な屋敷地を拝はい

 領りよう

 。その一部は子孫に持ち伝えられた。おかげで、丹たん

 波ば

 篠ささ

 山やま

 の６万石の藩主にすぎない青山家は幕末にも裕ゆう

 福ふく

 で、旧体制に不自由を覚えず、維新に加担しなかった。

　しかるに明治６年に15
 歳で部屋住みから一転、家督を継いだ青山忠ただ

 誠しげ

 は、朝廷による華か

 族ぞく

 待遇に感激した。翌年、彼は陸軍幼よう

 年ねん

 学校へ入学することを決めた。大名として先さき

 駆が

 けであった。

　その篠山で万延元年に藩士の子として生まれた本郷房太郎は、明治初めの士族の一般コースとして、小学教員になるはずだった。が、１歳年長の忠誠が士官学校に進むにあたって郷里出身の同期生を欲していると聞くや、それに応募。明治９年に上京が許された。しかるに本郷は小こ

 石いし

 川かわ

 の洗場で卒そっ

 倒とう

 し、志望を転ずるよう医者から勧められる。が、無断で受験して士官学校に入ったという。

　明治13
 年に名古屋の歩兵第６聯隊附づき

 となるも、ここでも「頭をやられ」（大正12
 年のスピーチ。昭和８年刊『陸軍大将本郷房太郎傳』３６５頁）、明治18
 年に少尉のまま士官学校の生徒小隊長になった。



　
士官学校の半ば専属に――中隊長として「皇族生徒」を次々に教える





　青山忠ただ

 俊とし

 （忠成の子）のひそみにならい、部下の名前と顔を短時間で記憶できるのが自慢の本郷ながら、健康がネックとなって陸大受験を見送り続け、明治24
 年には歩兵大尉となる（受験資格喪そう

 失しつ

 ）。

　だが人生、何が幸さいわ

 いするか分からない。能力を評価された本郷は、士官学校の半ば専属のようになり、日清戦争中の明治27
 年11
 月に入学した久く

 邇にの

 宮みや

 邦くに

 彦よし

 王、ならびにその実弟で明治28
 年１月入学の梨なし

 本もと

 宮のみや

 守もり

 正まさ

 王を、中隊長として教えている。

　明治28
 年６月、精せい

 勤きん

 が認められ少佐となり、本郷は留る

 守す

 第４師団の参謀を拝命した。陸大出身者でない参謀は異例だった。

　明治33
 年８月に陸軍省軍務局軍事課員であった本郷中佐は、北ほく

 清しん

 事変後の各国軍隊を視察してくるよう命ぜられる。これは、聯隊長昇任を前提とした〈箔はく

 付け海外旅行〉で、留学歴もない本郷に上司が同情したものと見える。本郷は漸ようや

 く健康を回復していた。



　
人事局長がかつての士官学校教官――聯隊間の不公平を抑える





　明治35
 年５月、本郷は寺てら

 内うち

 正まさ

 毅たけ

 陸相の指名で、山口の歩兵第42
 聯隊長とされ、11
 月には大佐に昇進した。

　この部隊は、シナで香川の第11
 師団ともども「馬ば

 蹄てい

 銀ぎん

 掠りやく

 奪だつ

 事件」にかかわっていたのに前の陸相・兒玉が放置し、それをライバルの寺内が暴あば

 いて前聯隊長は予備役にされていた。本郷は、驕おご

 り腐った防ぼう

 長ちよう

 将校たちの矯きよう

 正せい

 を、同地出身の寺内から依い

 嘱しよく

 され、それに応えた。

　明治37
 年５月、聯隊は張ちよう

 家か

 屯とん

 に上陸。第２軍・第５師団に属して南なん

 山ざん

 から対露戦に加入する。体重１００kg
 近かった本郷は、７月の蓋がい

 平へい

 戦の頃に赤せき

 痢り

 に罹かか

 り、析せつ

 木き

 城じよう

 では担たん

 架か

 上で指揮したという。

　９月、寺内が本郷を、副ふく

 官かん

 として内地に呼び戻すことにし、明治38
 年には少将にもしてやった。

　大臣官かん

 房ぼう

 勤務で本郷は、厳げん

 正せい

 主義の寺内の期待に十じゆう

 全ぜん

 に応えた。非ひ

 凡ぼん

 な記憶力で、メモ帳を持たないで副官の仕事ができたという。




 



 

　８万６６６３人分のロシア将兵俘ふ

 虜りよ

 の「銘めい

 々めい

 票」を作成するという面倒な仕事も、本郷はコンピュータ無しでやり遂げた。姫ひめ

 路じ

 に収容されていた２名の俘虜が帰国後の処罰を恐れ、日本への帰化を懇こん

 願がん

 したケースでは、本郷は「逃走行方不明者」扱いにしてやったという。

　ついで本郷は陸軍省の人事局長も兼けん

 勤きん

 させられ、ひとしお寺内を満足させた。なにしろ本郷は、長年士官学校で教えた少尉たちの全氏名と性格を憶おぼ

 えていたから、その昇進や行こう

 賞しよう

 を非藩閥の本郷一人に任せておけば、聯隊間に生じていた不公平感を一度に解消できたのである。




 



 

　あの西南戦争の後には、勲くん

 功こう

 の不公平から竹たけ

 橋ばし

 事件が生じている。日露戦争ほどの大戦役の直後ともなれば、もっと騒動となる恐れがあった。けれども明治39
 年の本郷のあざやかな裁さい

 定てい

 により、ついに不平の声は聞かれなかった。

　明治42
 年には、教育総そう

 監かん

 部の本部長（次長相当）となった。本郷は、歩兵の「劔けん

 術じゆつ

 教きよう

 範はん

 」を、フランス式の片手剣術から、日本式の雙もろ

 手て

 剣術に強引に改正させた。実父が篠山藩指し

 南なん

 番ばん

 であった本郷は、武術には一いつ

 家か

 言げん

 があり、勇猛なロシア兵に気け

 圧お

 されぬためにも日本兵は全員、剣道と柔道をみっちり覚えておく必要があると信じていた。



　
「陸大・欧米留学なし」で大将昇進――停年より２年早く自主引退





　大正２年、本郷中将は陸軍次官に抜擢される。が、能力を示すことはできなかった。この間、久邇宮家が渋谷（青山家ゆかりの地）に新たに本ほん

 邸てい

 を定めるについては、本郷次官が斡あつ

 旋せん

 したという。

　大正３年、本郷は岡山の第17
 師団の師団長に転じ、翌年には、21
 ヵ条問題で緊迫する満州（遼りよう

 陽よう

 ）に駐ちゆう

 箚さつ

 した。このとき〈張ちよう

 作さく

 霖りん

 を爆ばく

 殺さつ

 して、ついでに第17
 師団は大陸の占領地を拡大してしまえ〉というプロットを思いついた「内地要人」が居り、それに乗らない本郷を大陸浪ろう

 人にん

 が脅迫したが、本郷は応接室で格闘の末、その浪人を制圧したという。

　大正６年に青チン

 島タオ

 守備軍司令官に転補された本郷は、同地の日本人が阿あ

 片へん

 商売にかかわることを禁じた。排除した利権が巨大であったことから、本郷は怨うら

 みを買い、大阪の新聞等に中ちゆう

 傷しよう

 記事が載ったという。

　大正７年２月、本郷は大将に昇進。８月に青島から東京に戻り、10
 月に軍事参さん

 議ぎ

 官とされた。同年の１月、久邇宮家の良なが

 子こ

 女王が、皇太子裕ひろ

 仁ひと

 親王の妃きさき

 に内定しているから、これは邦彦王（当時中将）の意向に沿った人事なのであろう。

　[image: 〓]
 長以外から大将になった本郷の同期には、上原勇ゆう

 作さく

 、秋あき

 山やま

 好よし

 古ふる

 、柴しば

 五ご

 郎ろう

 らがいる。が、歩兵科で、陸大にも行かず、欧米留学も無しで、という例は、本郷の後はさすがに絶ぜつ

 無む

 だ。

　大正10
 年３月８日、演習特命検けん

 閲えつ

 使し

 となって九州へ下った本郷は、別べつ

 府ぷ

 温泉の脱衣所で失神転落して頭部を強打。以後、耳が遠くなり、低気圧の日には話すことが億おつ

 劫くう

 になった。そこで６月、停てい

 年ねん

 よりも２年早く、予備役編入を山やま

 梨なし

 半はん

 造ぞう

 陸相に願って受理された。大将が自主引退するのは西郷隆盛以来だ、と騒がれた。

　この間、２月には「宮きゆう

 中ちゆう

 某重大事件」が解決し、大正12
 年の関東大震災で延の

 びた良子女王と裕仁親王の結婚も、晴れて大正13
 年に実現を見た。大正14
 年７月、本郷は、何かと多事な久邇宮家の宮きゆう

 務む

 監督を引き受け、邦彦王の薨こう

 去きよ

 後の昭和５年まで勤めている。



　
大日本武徳会会長として、中学校の「剣道・柔道の必修化」を後押し





　大正15
 年、本郷は、京都の「大日本武ぶ

 徳とく

 会」の会長に就任し、死ぬまでその地位に在あ

 った。本郷は、剣道試合における「ひきあげ」（打だ

 突とつ

 後、残ざん

 心しん

 を忘れた態度）を特に厳禁し、柔道でも、最初から寝ね

 技わざ

 へもちこもうとする試合運びを禁止させた。ただしこれについては、高こう

 専せん

 柔道界などはついに納得をしていない。

　日本の中等学校が随ずい

 意い

 科として剣道と柔道を教えるようになったのは明治42
 年で、それには、当時の本郷教育総監部本部長から文部省に対しての働きかけがあった。これが中学校（今の高校）で必修科になるのは昭和４年４月だが、そのかげには、武徳会が武道教員（国語や漢文の中等教員資格も持つ）を組織的に育成した貢献がある。

　昭和６年１月、本郷は胃に違和感を覚え、普通に食事ができなくなり、２月に軍医学校で精密検査を受けた。胃癌で幽ゆう

 門もん

 が狭きよう

 窄さく

 していたのだった。その短期入院中、本郷は二度、貧血で卒倒したという（２月８日の手紙。『陸軍大将本郷房太郎傳』６２４頁）。医師は手術が無理であると判断、病名は知らせずに帰宅をさせた。

　昭和６年３月４日に本郷房太郎は大吐と

 血けつ

 し、徐じよ

 々じよ

 に衰弱して20
 日に息を引き取った。骨は、故郷の兵庫県多た

 紀き

 郡城北村澤田の少林寺に葬ほうむ

 られた。

　本郷の長男の義夫は、航空科の優秀な将校となり、現役中将として昭和20
 年８月を迎えた。三男の忠夫は賀か

 陽やの

 宮みや

 恒つね

 憲のり

 王と同期で騎き

 兵へい

 科である。昭和18
 年７月に第51
 師団の参謀長としてニューギニアで戦死した。二男は幼年学校の在学中に病死している。

　本郷の同郷後輩として最も出世した軍人には、本ほん

 庄じよう

 繁しげる

 がいる。



 

在職45
 年――日本海海戦時の作戦班長から軍令部長まで







《海軍大将》




山下源太郎

 　［やました・げんたろう］
 
　　文久３年７月30
 日（１８６３年８月26
 日）～昭和６年（１９３１年）２月18
 日




　
「海軍の父」の勝海舟が同情的――東北旧藩士の子弟は海軍に殺到した





　海軍兵学校10
 期卒の山下源太郎は、山形県出身の軍人としては、陸・海を通じて、初めての大将である。

　彼以前には、庄内藩主の養子で、安政４年生まれの酒井忠ただ

 利とし

 が、明治12
 年に海軍少尉となり、明治38
 年に少将になっているけれども、まあ、特別扱いだろう。

　安政４年生まれの山形県人で、西南戦争が初陣であった内ない

 藤とう

 新しん

 一いち

 郎ろう

 が珍しく明治45
 年に陸軍中将となっている事情は、審つまび

 らかにしない。戊辰の役の奥羽越列藩同盟中で、米澤藩（上杉氏）は、中級藩士の宮みや

 島じま

 誠せい

 一いち

 郎ろう

 の周しゆう

 旋せん

 のおかげで最も早く降伏し、庄内藩を裏切ったが、新政府からは両藩とも寛かん

 大だい

 に処遇されていた。

　山形県人に限らず、明治初期の東北人に、公平に試験エリートとなる道が閉ざされていたわけではなかった。

　たとえば海兵５期の出で

 羽わ

 重しげ

 遠とお

 （福島県）や海兵６期の斎さい

 藤とう

 實まこと

 （岩手県、のち首相）は、大将になった。出羽が少尉に任官したのは、岩手出身の陸軍中将（それも後こう

 備び

 編入日と同日の昇進だった）の東とう

 條じよう

 英ひで

 教のり

 と同年なのである。

　日本海軍の父である旧幕臣の勝かつ

 海かい

 舟しゆう

 が、東北諸藩士に同情的だったのだ。公務員しか生きる道のない東北旧藩士の子弟は、海軍へ殺さつ

 到とう

 しようとした。ただ、先輩が後輩に勉強方法をアドバイスする同郷互ご

 助じよ

 の出世システムが、山形県では、福島県よりも遅くに完成したのだろう。




 



 

　山下とほぼ同時の明治20
 年に機き

 関かん

 学校の旧４期を卒業した入いり

 沢さわ

 敏雄（本籍は東京だが米澤出身）は、大正５年に機関科の最高階級である中将になる。また兵学校で山下に続く11
 期以降は、続々と海軍将官を出した。51
 期で終戦時に海上護衛参謀だった大おお

 井い

 篤あつし

 （大佐）も山形出身者だ（大井の同期で広島出身の渓たに

 口ぐち

 泰やす

 麿まろ

 大佐は、山下の二女の嫁とつ

 ぎ先）。



　
「海上保安庁」が無かった明治時代――沖縄の大東諸島を探検





　さて、米澤藩士の二男として育った山下源太郎は、明治３年に８歳で藩校の興こう

 譲じよう

 館かん

 （上杉鷹よう

 山ざん

 が細ほそ

 井い

 平へい

 洲しゆう

 を招聘して創設し、平ひら

 賀が

 源げん

 内ない

 が本ほん

 草ぞう

 学がく

 を教えていた時期もある。のち、私立米澤中学校と改称）に入った。

　同校には明治４年から英人教師が招聘されて、英語コース（官僚予備校コース）が充実した。山下は、毎朝４時起床、夜10
 時に就寝。米こめ

 搗つ

 きをしながらも本を糸で吊つ

 り、書しよ

 見けん

 したという。明治12
 年卒業の年に、受験地の東京まで歩いて行き、17
 歳で海軍兵学校の入試に合格した。

　能のう

 吏り

 の宮島誠一郎は藩主の側近として、維新前後に勝海舟と二百数十度も面談しており、その勝の紹介で大久保利通とも近かった。大久保の推お

 しで宮島の弟の小こ

 森もり

 沢さわ

 長なが

 政まさ

 は海軍省の大書記官（文官のキャリア）になっていた。その小森沢が東京で山下らの面倒を見た。

　山下は、明治15
 年の遠洋航海実習では、豪ごう

 州しゆう

 から南米を回る。ペルーに戦勝したチリ軍の兵営は、不ふ

 潔けつ

 ・不規律だった。翌年、４番の成績で海軍少尉候補生になった。

　明治25
 年、山下海軍大尉は、火か

 夫ふ

 練習艦『海かい

 門もん

 』の分隊長として、大だい

 東とう

 諸島のラサ島を探検し、その時点まで人の住んだ痕こん

 跡せき

 は認めず、と報告する。

　明治時代には今の「海上保安庁」が無い。ついで明治26
 年６月、山下大尉は、１５００トンの巡洋艦『武蔵むさし

 』（有名な巨大戦艦の先代で、明治21
 年に竣しゆん

 工こう

 、昭和10
 年廃はい

 用よう

 ）の航海長になった（その折の艦長は沢さわ

 良りよう

 煥かん

 であるが、昭和16
 年刊の『海軍大将山下源太郎伝』には載らない）。同艦の任務は、９月下旬まで、北海道から千島の沿岸を警備し、英米人によるラッコとオットセイの密みつ

 猟りよう

 を取り締まることだった。が、至るところ、夏の濃のう

 霧む

 に苦しめられる。

　当時、色しこ

 丹たん

 島と占しゆむ

 守しゆ

 島が未開拓なのが大問題だと山下は観察した。特に色丹島には、斜しや

 古こ

 丹たん

 、松ヶ浜の二つの天てん

 然ねん

 良港がある（後者は不ふ

 凍とう

 港であり、前者の結氷も根ね

 室むろ

 港よりは薄いという）ので、開発拠点にする条件は揃そろ

 っている、と山下は勤務日誌に認したた

 めた。



　
北清事変の「天津総攻撃」では海軍陸戦隊２３０名を指揮





　明治27
 年の対清国開戦を、山下大尉は、横須賀鎮ちん

 守じゆ

 府ふ

 の参謀として迎える。黄こう

 海かい

 海戦後の11
 月、旧式砲ほう

 艦かん

 の『金こん

 剛ごう

 』の砲術長となり、翌28
 年２月まで、４回の陸上砲撃を指揮することができた。

　明治28
 年10
 月、下しもの

 関せき

 条約で割かつ

 譲じよう

 された台湾を鎮定するため、山下は陸戦隊の大隊副官として、安アン

 平ピン

 市を占領した。

　明治29
 年、宮島誠一郎の三女と婚姻。その１ヶ月後、山下大尉は英国ニューカッスルのアームストロング社へ派遣され、日本海軍が発注していた10
 隻以上の艦船の水すい

 雷らい

 艤ぎ

 装そう

 が契約通りになされているかどうかを検分した。欧州では、オーストリー軍士官の真剣味の無さを目撃し、〈追おい

 々おい

 亡ぼう

 国こく

 の仲間入りをするだろう〉と予見したのが明治31
 年（１８９８年）である。翌年帰朝したときは、山下は中佐になっていた。新婚で３年近くも単身赴任していたのだ。

　明治33
 年、新鋭巡洋艦『笠かさ

 置ぎ

 』（船体を米国、兵装を英国に発注したもの）の副長だったときに北清事変が勃発。同艦とともに６月に太ター

 沽クー

 に急行し、７月の天てん

 津しん

 総攻撃では、山下中佐が同地の海軍陸戦隊約２３０名の総指揮をとった。

　７月14
 日に天津城が陥落すると、清兵と拳けん

 匪ぴ

 はたちまち便べん

 衣い

 に変じ、また清国人同士が互いに争そう

 掠りやく

 した。山下は、日本軍以外の列国軍が、民家で泥どろ

 棒ぼう

 を働く姿も目撃する。ついで、天津郊外でホチキス速そく

 射しや

 砲用の37
 ミリ砲弾を製造していた清国行営機器局の破壊状況を調べた。



　
日本海海戦の手柄の真相――バルチック艦隊の「北航」の可能性は？





　明治36
 年９月に海軍大佐に進級した山下は、軍令部に所属しつつ芝チー

 罘フー

 にてロシア軍の動静諜ちよう

 報ほう

 に当たり、開戦前に芝罘～旅りよ

 順じゆん

 間の海底電線を切断してしまうことを決める。明治37
 年２月からは大だい

 本ほん

 営えい

 海軍部参謀となり、対露役の作戦班長を勤めた。

　日本海海戦の折の手柄話として後日語られたのが、〈聯れん

 合ごう

 艦隊の東郷司令部がバルチック艦隊のコースを推すい

 断だん

 しかねて、対馬つしま

 海峡から津つ

 軽がる

 海峡へ向かってしまうかもしれぬというので、この時期の北の海に霧が多いことを知っていた山下源太郎が、上司の伊い

 集じゆう

 院いん

 五ご

 郎ろう

 軍令部次長とともに伊い

 東とう

 祐すけ

 亨ゆき

 軍令部長を説得し、鎮ちん

 海かい

 湾からは動くなとの電報を東郷の幕ばく

 僚りよう

 宛てに打った〉――というものであろう。

　当時、山下の下で中佐参謀であった財たから

 部べ

 彪たけし

 が昭和９年に回顧したところによれば、津軽海峡には聯合艦隊にも知らせていない秘密兵器の「乙おつ

 雷らい

 」を有した特とく

 種しゆ

 部隊がいたので、軍令部ではバルチック艦隊の北航は心配していなかったのだという。

　真相は、海戦時に猛もう

 烈れつ

 に消費する石炭量と、その海戦後にウラジオストックまで辿たど

 り着くための石炭所要を計算すれば、対馬通峡コース以外ではバルチック艦隊の一部が中ちゆう

 途と

 に立ち往おう

 生じよう

 となるのは必至で、正しよう

 気き

 の司令官がそんなコースを命ずるはずは、最初から無かったのだ。



　
「砲術屋」として栄達栄進するも、私生活は相次ぐ不幸に見舞われる





　明治41
 年に、海軍少将。43
 年には海軍兵学校校長となった。そして44
 年には古ふる

 鷹たか

 山やま

 の渓けい

 流りゆう

 を利用した水力発電の施設によって教室へ電でん

 灯とう

 を引き、45
 年には、旧式砲艦等を屑くず

 鉄てつ

 に売却した代金30
 万円を、鉄骨花か

 崗こう

 岩がん

 造りのルネサンス調ちよう

 大講堂の新築に当てる許可を、海相の斎藤實から得た。

　このときに、廃はい

 艦かん

 の12
 インチ砲を支し

 柱ちゆう

 の一部に記念的に利用してはどうかという提てい

 議ぎ

 があった。砲術屋の山下は、「大砲は水平でなくば安定せぬ」とその案を却下した。山下は、忠ちゆう

 魂こん

 碑ひ

 の頂上に砲弾を直ちよく

 立りつ

 させる当時の風習も、気に入らなかったという。

　なお明治44
 年末以降は、加藤寛ひろ

 治はる

 大佐が兵学校の教頭兼監かん

 事じ

 長で、加藤は江え

 田た

 島じま

 で山下家の雑用の面倒も見てやっていた。

　大正元年末に海軍中将に栄進した山下は、ヴィッカーズ社から海軍関係者が収しゆう

 賄わい

 していたスキャンダルに発する山本権ごん

 兵べ

 衛え

 内閣の総辞職の翌日に、軍令部次長に就任。同年８月勃発の第一次大戦の初盤を采さい

 配はい

 した。けれども膠こう

 州しゆう

 湾での独艦との対決はさんざんで、旧式巡洋艦『高たか

 千ち

 穂ほ

 』は敵水雷艇てい

 によって撃沈されてしまうし、水上機母艦『若わか

 宮みや

 』は機き

 雷らい

 で中破させられてしまった。

　大正４年、佐さ

 世せ

 保ぼ

 鎮守府司令長官に転補。地中海や南なん

 洋よう

 へ派遣される艦隊を、山下は支援する。しかるに大正６年２月９日、佐世保市内の八幡尋じん

 常じよう

 小学校に通わせていた三男の四郎（当時小学３年生）が、山下とは一面識もなき精神病者によって下校途中に待ち伏せされ、手術用のメスで殺害されるという事件が起きた。

　加害者は少尉候補生のとき喧けん

 嘩か

 で一眼を失い、その報復として夜中に相手の耳に硫りゆう

 酸さん

 を流し込んだという海軍大尉の飯島弘之。大正５年２月に佐世保鎮守府へ転任してきたものの１ヶ月で病気待たい

 命めい

 となり、当日は和服着き

 流なが

 しであったという。山下は公平を期すために、軍法会議は横須賀鎮守府で開いてもらった（無期徒と

 役えき

 の判決）。

　晩ばん

 年ねん

 までに山下は、この子を含めて４人の男子を、全員なくしてしまったようである。そのため、山下の長女（昭和13
 年病死）が嫁か

 した旧姓水野知彦という、米澤の医師の二男の海軍少佐（源太郎が死去した昭和６年２月時点では中佐で駐英中）を、昭和４年に養よう

 嗣し

 子し

 とした。この知彦も大尉時代の大正13
 年に、４歳と２歳の男児を百ひやく

 日にち

 咳ぜき

 で病死させている。



　
軍縮会議――のちの「艦隊派」の中心人物・加藤寛治が晩年まで仕える





　大正６年、山下は、横須賀の第１艦隊司令長官となった。

　大正７年２月には大将昇進と同時に聯合艦隊司令長官に任じられた。長崎県の無名の湾を、同地出身の軍ぐん

 神しん

 の名にちなんで「橘たちばな

 湾」と名づけたのは、長官時代の山下だという。７月、隷下の戦艦『河内かわち

 』が、弾火薬庫の自爆を起こして沈没し、約５００名の殉じゆん

 職しよく

 者を出した。

　大正９年末に山下は軍令部長となり、翌年10
 月に、ワシントン海軍軍縮会議のための随ずい

 員いん

 を送り出した。その随員の中には中将の加藤寛治がいた。加藤は大正11
 年５月から12
 年５月にかけて、山下部長の下で軍令部次長に就く。そして晩年まで山下家と親しくしている。

　在職45
 年を経た山下が、昭和３年に後備役となったとき、皇居で勲くん

 章しよう

 を賜たまわ

 った。山下は、御ご

 前ぜん

 退たい

 下げ

 のときから乗車後までも、その大だい

 綬じゆ

 章しよう

 を両手で目め

 八はち

 分ぶん

 に捧ささ

 げた姿勢のままであったという。

　昭和６年に死ぬまで、山下源太郎は東京四谷区舟ふな

 町まち

 の借家暮らしだった。皇居から遠いところに自宅を購入すると、いざというときに間に合わないと心配していたという。



 

日本の国防国策の「世界的ビジョン」を初めて言語化するも







《陸軍大将》




田中義一

 　［たなか・ぎいち］
 
　　元治元年６月22
 日（１８６４年７月25
 日）～昭和４年（１９２９年）９月29
 日




　
「特別な器量人ではない」と自認――与えられた機会に最大の努力





　田中義一の父は、萩はぎ

 藩主の駕か

 籠ご

 をかつぐ役の下級武士だったという。一般に、貴き

 人じん

 の乗物が浪ろう

 士し

 などに襲撃されれば、非武装の六ろく

 尺しやく

 人にん

 足そく

 は駕籠を捨てて逃走してしまうものだったが、毛もう

 利り

 藩ではそれではまずいと考えたのか。

　義一は元治元年に城下に生まれた。満４歳のときに明治維新だ。

　私塾に通い、さらに長崎で住み込み書しよ

 生せい

 になって苦学した。三男ゆえ、みずから人生を設計する覚悟が、あたりまえに求められた。

　血けつ

 気き

 の赴おもむ

 くまま、明治９年には「萩の乱」に加わったという。未成年だったため、重い処罰は免まぬが

 れた。

　明治16
 年に、下士官を養成する陸軍教きよう

 導どう

 団（その砲兵科なので計けい

 数すう

 能力はあったのだろう）に入る前には、村役場や小学校の仕事をした。

　同年末に陸士生徒となり、その旧制８期を明治19
 年に卒業。晴れて東京第１聯隊附づき

 の歩兵少尉になった。陸軍省次官の桂かつら

 太郎の長州依え

 怙こ

 贔ひい

 屓き

 人事に与あず

 かるためには、所しよ

 帯たい

 の大きい歩兵科であることが最も好都合であった。




 



 

　明治25
 年に田中中尉は陸大へ進む。ドイツ語ではなくロシア語コースを選んだ彼の成績はパッとしなかった。が、情じよう

 実じつ

 人事のおかげで、日清戦争後にロシア留学が実現。同じ陸大８期で恩おん

 賜し

 組の橋本勝太郎（陸士も同期）が、岐阜県出身であるがゆえについに外国留学もさせてもらえず、中将で予備役となるのとはえらい違いであった。

　田中大尉は、特別な器き

 量りよう

 人ではないと自認しており、与えられた特別の機会を無にせぬよう、勉強を怠なま

 けなかった。ロシアではロシア正せい

 教きよう

 に入信し、陸軍一のロシア人通つう

 たらんと心掛が

 けた。

　その成果として、ロシア軍の弱点が、将校と非将校（下士官・兵）のあいだの極端な溝みぞ

 にあることを、田中は洞どう

 察さつ

 し得た。

　非将校は、将校には常に絶対服従でなければならず、他国軍ならば下士官が気を利き

 かしてやってくれるような細かいことも、ロシア軍ではすべていちいち将校が世話を焼かなければ、一歩も前に進まないのだ。これなら、日本軍にも勝つチャンスがあるかもしれない。

　田中は後年、ロシア軍を他た

 山ざん

 の石として、帝国陸軍の「従じゆう

 卒そつ

 」を「当とう

 番ばん

 兵へい

 」と改称させ、部下が上官に「意見具ぐ

 申しん

 」もできるよう軍隊内ない

 務む

 書を改正し、「衷ちゆう

 心しん

 理解ある服従」を強調させている。



　
海外権益、軍事同盟――「専守防衛」は不可能になった





　田中少佐は幸運でもあった。明治34
 年に帰朝すると、陸相の兒玉源太郎に非常に気に入られ、参謀本部にて、迫る対露戦の作戦計画に加わることが許された。もしドイツ語スクールの秀才であったなら、こうはいかなかったろう。

　満州軍の作戦主任参謀として兒玉に仕つか

 えた田中中佐は、凱旋後の明治39
 年に意見書をまとめ、急死する前の兒玉から激げき

 賞しよう

 され、山縣有朋をも唸うな

 らせる。

　それまで日本の陸海軍には、対外作戦の研究はいろいろあっても、日本の国防国策のビジョンを世界情勢の予測とともに一から言語化した作業は皆無だった。田中は、一中佐の身で、初めてその仕事をやってのけたのだ。

　田中は断定する。

　対露戦が終わった今、次の陸海の兵力をどうするなどという問題〔これは山縣の悲ひ

 願がん

 である常じよう

 備び

 25
 個師団構想を念頭〕は枝し

 葉よう

 末まつ

 節せつ

 だ。その前にまず日本国の国こく

 是ぜ

 に基づく大方針を確立せよ、と。

　日本は海外に権益を有する。そして、英国とは軍事同盟を結んでいる。つまり、〔伊藤や山縣らの元げん

 勲くん

 世代が希望しがちな〕専せん

 守しゆ

 防衛は不可能になったと観かん

 念ねん

 すべし。

　これからは攻こう

 勢せい

 作戦を考えるべきであり、ロシアの実力と我が国の経済力を調べて軍備の目標を立てる必要がある――。

　田中はこう謳うた

 いつつも、山縣の夢をかなえる青あお

 写真となる明治39
 年の「帝国国防方針案」の策定に協力。明治42
 年には陸軍省軍務局の軍事課長に抜擢された。46
 歳だった。



　
軍務局長――「陸相の軍師」として消極財政の西園寺内閣を倒す





　明治44
 年、第二次西さい

 園おん

 寺じ

 公きん

 望もち

 内閣が成立すると、田中少将は陸軍予算を牛ぎゆう

 耳じ

 る軍務局長におさまり、部下の軍事課長には宇う

 垣がき

 一かず

 成しげ

 大佐が就く。

　一般に国防計画には部外秘ひ

 が多いが、近代立りつ

 憲けん

 政の国会に予算を承認してもらうには、その秘密を議員たちに打ち明けて説得せねばならない。田中以降、軍務局長がこの仕事を一身に担にな

 うという慣行ができあがる。

　組そ

 閣かく

 時の西園寺は、「行政整理」が現下の優先課題だと信じていた。これに対して田中少将は、長閥のボス・山縣と一心同体になるためと、少佐以上のポストを増やしてやろうとの独自の思惑とから、朝鮮半島に新設２個師団を常じよう

 置ち

 させるという、政権首しゆ

 班はん

 とは正反対の予算を通そうと運動する。

　頼りない陸相であった石いし

 本もと

 新しん

 六ろく

 が重病にかかると、山縣、桂そして寺内正まさ

 毅たけ

 は、「長閥の婿むこ

 養子」と評された上原勇作をつなぎの新大臣に据えて、次の陸相候補の田中軍務局長をしてその「軍師」たらしめた。

　西園寺を説き伏せる理屈は、宇垣と田中とでペーパー化した。

　いわく、――日露戦争のときは清国政府の陰かげ

 の協力が得られたが、第二次対露戦では、中華民国の対日協力はまず得られまい。蒙もう

 古こ

 も緩かん

 衝しよう

 地帯ではなくなり、前線正面は延長する。となると日本は戦時50
 個師団が必要だ。すなわち平時25
 個師団。現状では常設６個師団分、足りない。今度の２個師団は、その一部のみ。ロシアは鉄道の複ふく

 線せん

 化によって極東で養やしな

 える師団数を２倍にしようとしている。陸軍が不生産的だというのなら、警察だって不生産的だ。猜さい

 疑ぎ

 を招くというなら、むしろ海軍の建けん

 艦かん

 の方ではないか。財源は、要よう

 塞さい

 の廃止と兵へい

 舎しや

 の簡素化等で捻ねん

 出しゆつ

 できる――。

　田中は、元勲の一角である井上馨かおる

 を説得してついに味方につけてしまった。桂は、徳とく

 富とみ

 蘇そ

 峰ほう

 の『国民新聞』に、西園寺の消極財政を叩かせた。西園寺は、政権を投とう

 了りよう

 する。



　
いかに兒玉・桂・山縣亡きあとの「陸軍国家」を完成すべきか？





　倒とう

 閣かく

 張本人の田中はいったん海外出張でほとぼりを冷まし、第一次大戦の２年目である大正４年10
 月に中将となって、参謀本部次長におさまった。

　海軍は、日露戦争と第一次大戦の間、欧米の造船会社に軍艦を発注した代金の一部をキックバックで領りよう

 収しゆう

 しては、それを対・政せい

 友ゆう

 会の工作資金に活用して、「海かい

 主しゆ

 陸りく

 従じゆう

 」の軍備論を誘導していた。

　これを苦にが

 々にが

 しく思っていた田中次長は大正７年、寺内内閣をして、列強のロシア革命干渉に便乗して、陸軍にシベリアを占領させることで「陸軍縮小賛成」の世論を一変させようと目論もくろ

 む。

　大失敗に終わる運命のこの出しゆつ

 兵ぺい

 が宣言された翌月、黒くろ

 幕まく

 の田中中将は陸相に就任した。日本にはそれまで、検けん

 閲えつ

 制度はあっても世論工作の官かん

 公こう

 署しよ

 は無かったが、田中は陸軍省内に新聞班を創設させて、その先せん

 鞭べん

 をつけた。

　しかし原はら

 敬たかし

 内閣時代の大正10
 年、大将昇進の直後に、田中は狭きよう

 心しん

 症に罹かか

 る。それから２年間、療りよう

 養よう

 に努めるあいだ、田中は、残りの人生でいかにして、兒玉・桂・山縣亡きあとの〈陸軍国家〉を完成するか、沈ちん

 思し

 するところがあった。



　
陸軍大将から政友会総裁へ――そして蒋介石の「北伐」が危機的問題に





　大正12
 年、第二次山本権兵衛内閣に「海主陸従」予算を組ませないための対抗馬として田中は再び陸軍大臣になったが、内閣は４ヶ月で総辞職した。

　翌13
 年、立憲政友会が分裂し、新総裁が探されたことから、田中の運命は急転する。大正14
 年、彼は望んで予備役に入り、政友会総裁として迎えられた。手て

 土産みやげ

 は、陸軍の巨額の機き

 密みつ

 費と、軍事課長時代に田中が発案した「在ざい

 郷ごう

 軍人会」という集票マシーンであった。

　この頃、ソ連はモンゴルを赤せき

 化か

 して、爾じ

 来らい

 、満州に君臨する張ちよう

 作さく

 霖りん

 を北方から脅威しては、ライバルである北京軍閥や揚よう

 子す

 江こう

 軍閥（蒋しよう

 介かい

 石せき

 ）に勝たせようと策さく

 動どう

 していた。

　ソ連は、高コー

 粱リヤン

 や大豆の収穫ができる北ほく

 満まん

 （できれば南なん

 満まん

 も）を支配すれば、シベリアのソ連軍を常備50
 万人以上に増やしても食糧自給が可能となり、その次の段階でシナをいかようにも料理できると計算した。そして米国世論をして日本を牽けん

 制せい

 させるべく、日本の満州開発の真の目的は対米戦にあるのだと宣伝した。

　昭和２年、若わか

 槻つき

 礼れい

 次じ

 郎ろう

 内閣の幣しで

 原はら

 喜き

 重じゆう

 郎ろう

 外相は、南支の蒋介石軍事政権に遠慮して、同軍が外国租そ

 界かい

 や外国領りよう

 事じ

 館を襲撃する暴挙に出ても、日本の陸海軍を投入しないとの方針を堅持していた。１月には英国の漢かん

 口こう

 租界を目の前で見殺しにしながら、幣原はこれぞ「協調外交」だと胸を張る。

　しかし続いて３月24
 日に蒋軍が、日本政府の方針により発砲を禁じられていた海軍陸戦隊の制止を乗り越えて南京の日本領事館に突入し、掠りやく

 奪だつ

 暴行をほしいままにすると、世論はさすがに文民エリート政府の軟弱さに愛あい

 想そ

 を尽かした（南京の英米領事館では守備兵が銃で防戦して暴ぼう

 徒と

 どもを撃退）。

　たまたま３月14
 日には蔵相の失言から内地で金融恐きよう

 慌こう

 も起きており、囂ごう

 々ごう

 たる悪評の中、若槻内閣は４月17
 日に総辞職した。




 



 　
政府による戦略統制の成功――「山東出兵」で見せた鮮やかな一撃離脱





　全国民から期待されて、昭和２年４月20
 日、立憲政友会総裁・田中義一首班の政党内閣が誕生した。

　田中は、政務次官の森もり

 恪つとむ

 に外交を任せるため、みずから外相を兼任した。

　森は苦学力りつ

 行こう

 の元・三井商社マンで、北京語と広カン

 東トン

 語と英語を自在にあやつり、セシル・ローズが南アフリカを切り取ったように、揚子江一帯を日本が支配すべきであると信じていた。そのため英国と衝突しても構わぬと考えた点で、ドイツかぶれの故・桂太郎と妙みよう

 に一致し、桂が政界に誘ったという。

　５月28
 日、この森のイニシアチブで、政府は山さん

 東とう

 に日本軍を送って邦ほう

 人じん

 を保護することを決める。北上する蒋介石軍が山東の１万７０００人（中尉で第一次出兵に参加した菊地重規によると３万５０００人）の日本人を虐ぎやく

 殺さつ

 する恐れが強まったからだ。事前に根回しを受けた英米仏等の諸国は、日本軍の治安維持出動を歓迎した。

　これで蒋の北ほく

 伐ばつ

 はいったん頓とん

 挫ざ

 したので、田中総理は９月上旬までに日本兵を引き揚あ

 げさせた。武田信玄ばりの、鮮あざ

 やかな一いち

 撃げき

 離り

 脱だつ

 であり、また政府の戦略統とう

 制せい

 だった。



　
若き天皇に総理は食言――「近代政府の常識」にまで到達できず





　この間、森恪は、東京に外交官と軍人を集めて「東とう

 方ほう

 会議」を開催し、参謀本部作戦課員の鈴木貞てい

 一いち

 少佐の意見を参考に、満州をシナ本土から切り離して日本が支配するという長期戦略を、政府の意思として周知させた。話は当然、諸方面へ漏ろう

 洩えい

 し、シナでも満州でも対日感情は悪化した。

　昭和３年４月、再び北伐軍が山東省に迫ってきた。田中は第二次出兵を命じ、またしても蒋介石を足あし

 踏ぶ

 みさせ、翌年には撤兵も可能になった。だがこの頃になると陸軍は、「一撃離脱」の駒こま

 になって動かされるのが面白くないと思うようになっていた。その発はつ

 露ろ

 が、６月の張作霖爆ばく

 殺さつ

 事件である。

　努力して成り上がってきた田中義一は、兵隊思いであり、かつ、海軍への敵対心があって、陸軍の不名誉を公的な処罰で内外へ晒さら

 す気には、どうもなれなかった。そこで翌年、28
 歳の昭和天皇に対し、事件の真相が不明だとして済ませようとした。この面と向かっての食しよく

 言げん

 は、若き天皇を大いに怒らせ、田中内閣は総辞職させられた。

　木村毅によると元老の西園寺公望は、「いままで、いろんな人が〔わしの邸宅に〕出入りしたが、田中のように、自分がいいもしないことをいったように、新聞記者に嘘うそ

 をしゃべる奴やつ

 はない」と田中を難なん

 じたことがあるという。

　マキャベリは、君主は約束を破やぶ

 っても可よ

 いと書いていた。

　だが近代は、政府は約束を破ったり嘘うそ

 を吐つ

 いてはならぬとする。それを担たん

 保ぽ

 するのが「人民の名において」の精神なのだが、田中義一は近代の常識を理解できぬまま、心臓病で頓とん

 死し

 した。



 

日本の「パワー・エリートの限界」を遺憾なく露出した政権







《海軍大将》




岡田啓介

 　［おかだ・けいすけ］
 
　　慶應４年１月21
 日（１８６８年２月14
 日）～昭和27
 年（１９５２年）10
 月17
 日




　
最初は陸軍志望――ジュネーブ海軍軍縮会議を見据えて海相に抜擢





　越えち

 前ぜん

 福井藩は、幕末をうまく生き残る。維新後に世に出ようという福井県の若者は、旧藩主・松まつ

 平だいら

 春しゆん

 獄がく

 （明治23
 年没）の奨しよう

 学がく

 政策の便べん

 宜ぎ

 も受けた。

　岡田啓介は同藩士の長男として慶應４年に生まれた。おじが司法省勤務で馬車を乗り回す身分。岡田は中学卒業後、このおじの世話で、高橋是これ

 清きよ

 が英語を教える東京の共立学校に入った。

　しかし岡田は、偕かい

 行こう

 社しや

 （陸軍将校クラブ）で毎晩宴えん

 会かい

 をしている陸軍を見て、士官学校に志願したくなり、ドイツ語を習い出した。すると別な親類の海軍大尉が強く海軍を勧めた。岡田はまた翻ほん

 意い

 し、明治18
 年末に海軍兵学校（築つき

 地じ

 ）に入った。

　海兵15
 期には、「宮みや

 様さま

 なみ」に高速進級したと回想される俊しゆん

 秀しゆう

 の財たから

 部べ

 彪たけし

 がいた（他に、広ひろ

 瀬せ

 武たけ

 夫お

 、竹下勇いさむ

 ら）。明治22
 年卒業時の練習航海では、サモアのパゴパゴ港へ上陸。現住島民の若い女たちが腰こし

 巻まき

 の下をわざと見せて踊る歓迎に面めん

 食く

 らった〔天あま

 の岩いわ

 戸と

 の前のパフォーマンスとはこのようなものであったか〕。

　帰国したら、海軍の軍艦旗（旭きよく

 日じつ

 旗き

 ）が制定されていた。これはドイツ軍の「鉄てつ

 十じゆう

 字じ

 」マークのようなもので、ナチス党とう

 旗き

 のカギ十字のような、イデオロギーとは関係ない。だから第二次大戦後の西ドイツ軍は「鉄十字」を堂々と使用しているし、わが海上自衛隊も、軍艦旗を堂々と使用する（余談）。




 



 

　岡田は日清戦争を水雷科の少尉として迎えた。終始、東郷平八郎艦長の『浪速なにわ

 』に乗のり

 組く

 み、大尉となって凱旋（当時、海軍中尉の階級は無し）。海大を経て、明治32
 年に少佐。エリート人生は確立するも、財部や広瀬のように英国やロシアへの駐在は命じられていない。

　日露戦争では『春日かすが

 』副長として日本海海戦に際さい

 会かい

 した。ダメージコントロールの指揮をとる職しよく

 掌しよう

 上、海戦の模様は知らない。

　第一次大戦が始まると、少将の水雷戦隊司令官として膠こう

 州しゆう

 湾に出動した。ドイツの水雷艇に『高たか

 千ち

 穂ほ

 』を沈められたが、大正４年末に海軍省人事局長に栄えい

 転てん

 する。中将になり艦かん

 政せい

 本部長を経て大正12
 年に海軍次官（加藤友とも

 三さぶ

 郎ろう

 内閣）。大将になり大正13
 年に聯合艦隊司令長官。

　岡田は軍令部の顕けん

 職しよく

 は一度も経なかったが、昭和２年４月20
 日、田中義一の政友会内閣に海相として抜擢された。６月～８月のジュネーブ海軍軍縮会議を見据えたシフトだ。

　同会議は流りゆう

 産ざん

 したので、岡田大臣の初仕事は大不況下の川崎造船所の救済となった。蔵相の高橋是清に頼み込み、海軍嫌いの社長・松まつ

 方かた

 幸こう

 次じ

 郎ろう

 は放ほう

 逐ちく

 され事業家浪人にされた。



　
「テロの時代」の引き金を引いたロンドン海軍軍縮会議





　張作霖爆殺事件に先立つ昭和３年、陸軍が、内戦で張軍不在の満州を支配できると見て、山さん

 海かい

 関かん

 （満州とシナの関所）に出兵し張の帰満を阻はば

 みたがった。岡田が〈その辺へは兵を出さぬと列国に約やく

 したことに背そむ

 く〉と閣議で反対すると、既き

 往おう

 を知らなかった田中義一は提議を引っ込める。

　しかし事件は６月４日に起きた。陸相の白しら

 川かわ

 義よし

 則のり

 は、作霖の行動日程を知る楊よう

 宇う

 霆てい

 らの仕し

 業わざ

 と信じたが、鉄道大臣の小お

 川がわ

 平へい

 吉きち

 が〈河こう

 本もと

 大だい

 作さく

 大佐が黒幕〉との大陸浪人情報をもたらした。その後、岡田は〈関東軍司令官の村むら

 岡おか

 長ちよう

 太た

 郎ろう

 が発案。河本は反対したが、結局単独で決行犯になった〉と総そう

 括かつ

 している（村岡は昭和５年に死んでおり、各方面に都合よい粗あら

 筋すじ

 ）。

　この事件をうやむやに処理したことは昭和天皇の強い不ふ

 興きよう

 を買い、田中内閣は昭和４年７月に総辞職。だが岡田は「海軍大将・軍事参議官」にとどめおかれ、予備役にはされなかった。理由は、ロンドン海軍軍縮会議である。

　同会議（実態は英国をダシにしたアメリカの仕切り）への招しよう

 請せい

 状は昭和４年10
 月に届いた。浜はま

 口ぐち

 雄お

 幸さち

 内閣は外相若わか

 槻つき

 を首席全権とし、それに海相の財部も全権として随行させることにする。天皇の存ぞん

 念ねん

 が〈対米協調〉であると牧まき

 野の

 伸のぶ

 顕あき

 内大臣から聞かされていた岡田は、留る

 守す

 居い

 役として、財部とみっちり相談した上で送り出した。

　やはり留守番の軍令部長・加藤寛ひろ

 治はる

 と同次長・末すえ

 次つぐ

 信のぶ

 正まさ

 は、〈シーリングにここまで応じ得る〉と日本で定めた補助艦の保有数量を、アメリカがさらに削けず

 れと求めて強硬だと聞いて憤ふん

 慨がい

 した。長老の東郷元げん

 帥すい

 も怒る。財部が山本権兵衛の長女である妻をロンドンへ伴ともな

 った態度から、〈外交交渉は戦争そのものだ〉との認識が財部には無く、初めから対米屈従の肚はら

 であることを見抜いたからだ。

　全権一行は「日本国は、通つう

 商しよう

 破壊や海上封ふう

 鎖さ

 に関する国民経済の脆ぜい

 弱じやく

 性において米国と非ひ

 対たい

 称しよう

 ゆえ、駆逐艦と潜水艦の制限には加われぬ」「しかし軍縮呼びかけの精神には協賛し、巡洋艦で自主策定の対米英比率７割を守る」と演説して帰国すべきだった（その決意が盗とう

 聴ちよう

 によって米国側に漏も

 れれば米国は譲歩した可能性もある）。さすれば、以後の「テロ時代」は回避されただろう。




 



 

　
外交と軍事――「文／武の修学コースを分けた」明治維新の大失敗





　維新後に「試験エリート」として出世した新世代リーダーたちは、語ご

 彙い

 と発想が不自由すぎた。自由な語力をもっていないので、強い米国に逆ぎやく

 提案で反撃する国際宣伝力において貧弱だった。外交官や海軍幹部は、明治青年の選よ

 り抜きのインテリのはずなのに、米国指導層の要よう

 路ろ

 者よりも数すう

 等とう

 「頭が悪かった」ことが、日本国を窮きゆう

 地ち

 に追い込む。

　語力は一いつ

 層そう

 不足ながら、日本国民にはこのロンドン条約が、米国による偽善的な「ナンバー２叩たた

 き」であると直感できた。そこから、無む

 能のう

 なリーダーをテロで早く除のぞ

 くべしと貧乏軍人らが思い詰める、荒あ

 れた時代が始まった。

　軍令部長より若輩の海軍次官・山やま

 梨なし

 勝かつ

 之の

 進しん

 は、加藤寛治より先任である岡田には加藤は盾たて

 つけぬという海軍文化を利用し、閣議開始前の相談でいち早く岡田をして総理のロンドン条約受じゆ

 諾だく

 方針に賛成を言わしめた。

　第58
 特別議会では、政友会総裁・犬いぬ

 養かい

 毅つよし

 が倒閣を望んだ。富ふ

 豪ごう

 党とう

 人じん

 の鳩はと

 山やま

 一いち

 郎ろう

 は〈政府が軍縮を決めるのは憲法11
 条の統とう

 帥すい

 権けん

 違反だ〉と、憲政の自殺に等しい質問で攻撃した。

　第一次大戦で総そう

 力りよく

 戦せん

 の時代が開幕し、平時の予算が有事の安全を左右するようになっていた。代議士たちの経けい

 綸りん

 で、最善と思う軍隊編制が提言できなければならなかった。しかるに明治体制は武ぶ

 官かん

 の教養を囲い込み、文民が軍事を学び難がた

 かった。民間学者の大おお

 川かわ

 周しゆう

 明めい

 は、文／武の修学コースを分けたことで明治維新は失敗したと、早くも昭和２年に洞察した。



　
「陸軍の暴走を抑えてくれ」――西園寺公望の期待を裏切った岡田内閣





　満州事変に呼こ

 応おう

 した昭和６年の「三月事件」で、大川は岡田にも「革かく

 命めい

 首班」の声をかけるが、岡田は断った。昭和７年の「５・15
 」事件で退役海軍大将の斎藤實に大たい

 命めい

 が降下。岡田はまた海相に就く。

　西さい

 園おん

 寺じ

 公きん

 望もち

 は今や政党政治が万ばん

 事じ

 に無力であると見て、岡田を首班にして陸軍の暴走を止め、対米協調を維持させようと期待した。岡田は昭和８年に予備役となり、翌年、内閣総理大臣になった。




 



 

　岡田内閣は「新官僚」（大学でマルクシズムにかぶれながら革命党には飛び込めず、権けん

 勢せい

 と月給を求めて官かん

 吏り

 になり、上から日本国家をソ連式統とう

 制せい

 社会にしようとした若手）を初めて大臣にしてやり、〈財政の参謀本部〉と呼ぶべき内閣調査局を陸軍の望み通りに創設した。同局のコンセプトは敗戦後も「経済企画庁」として生き残り、ソ連にとって好都合なことに、日本の国民総生産の闊かつ

 達たつ

 な伸しん

 張ちよう

 を常に邪じや

 魔ま

 し続けた。

　警けい

 視し

 庁は昭和８年に３００人規模の「特別警備隊」を新編していた（今の機動隊の前身）。昭和10
 年に警けい

 務む

 部長が、この部隊に機関銃を持たせて陸軍の首都暴動を防ぼう

 遏あつ

 すべきことを提言したが、内務省は却下した。

　岡田内閣は、ナチス礼らい

 讃さん

 の陸軍に終始迎合的で、昭和９年末にはワシントン条約廃棄も通告して西園寺の期待を裏切った（11
 年にはロンドン条約も脱退）。



　
終戦工作で見せた最後の意地――「俺はテロを恐れずに正論を進言する」





　大不況への解決策も持たず、貧ひん

 者じや

 への同情がゼロのくせに大臣の利権だけは欲しい政友会の党人たちは、「天皇機き

 関かん

 説」を攻撃することで岡田内閣を揺さぶった。

　閣僚たちはこれに法ほう

 理り

 で応おう

 酬しゆう

 できなかったのみか、昭和10
 年10
 月15
 日には機関説を否定する声明を発し、学説論争に政府が介入するという愚ぐ

 劣れつ

 の見本を残す。欧米政治指導者並なみ

 の近代法哲学を有しない、日本のパワー・エリートの限界は遺い

 憾かん

 なく露ろ

 出しゆつ

 した。しかし岡田が議会を解散すると、政友会は総選挙で大敗する。国民はもう政党などに何も期待していなかった。直後に「２・26
 」事件が起きた。

　岡田は無事であったが、重じゆう

 恩おん

 ある高橋是清老人が叛はん

 徒と

 に暴ぼう

 殺さつ

 されたことが堪た

 え難く、政権を捨てて隠いん

 棲せい

 する。その後、岡田は〈テロを恐れずに正せい

 論ろん

 を進言できる男〉であることを朝ちよう

 野や

 に証明できるチャンスを待ち続けた。




 



 

　昭和16
 年11
 月の重じゆう

 臣しん

 会議では「終始一貫対米戦争は不可。ヂリ貧ひん

 よりも敗北の方が犠牲大なり」と陳の

 べた。岡田は憲兵を駆使する東條英ひで

 機き

 内閣を倒すリーダーシップをとり、小こ

 磯いそ

 國くに

 昭あき

 内閣に米内よない

 光みつ

 政まさ

 海相を送り込み、天皇に率そつ

 先せん

 「終戦」を直ちよく

 言げん

 し、ついに鈴木貫かん

 太た

 郎ろう

 内閣を成立させて、日本を救った。



 

統制派エリートからも、青年将校からも、天皇からも嫌われる







《陸軍大将》




宇垣一成

 　［うがき・かずしげ］
 
　　慶應４年６月21
 日（１８６８年８月９日）～昭和31
 年（１９５６年）４月30
 日




　
金がかかる「朝鮮半島経営」「満鉄防衛」――軍拡と軍縮のジレンマ





　むかし備び

 前ぜん

 岡山藩主が招聘した熊くま

 沢ざわ

 蕃ばん

 山ざん

 は「開かい

 墾こん

 を止めるべし」と説いたが聴き

 かれず、逆に岡山県は維新以後、日本の開墾農業の実験地となった。

　慶應４年、そんな岡山の農家の五男に生まれた宇垣杢もく

 次じ

 は、小卒後に母校の代用教員になったものの、軍人にあこがれて東京の成せい

 城じよう

 学校へ進む。明治23
 年、陸軍士官学校を卒業した。原げん

 隊たい

 は近衛歩兵第２聯隊と恵まれていた。日清戦争では能力が買われて広島大だい

 本ほん

 営えい

 の管理部附にされた。このとき宇垣中尉は、名前を一成と改めた。

　明治33
 年に宇垣大尉は陸大を２番の成績で卒業している。この時期、それがどこまで実力で、どこまでが長州閥に親しん

 炙しや

 したご褒ほう

 美び

 だったかは、曖あい

 昧まい

 だ。

　明治35
 年にドイツ留学を命じられ、帰朝するや対露戦役に際さい

 会かい

 。少佐として師団参謀や軍参謀を経験した。明治41
 年に二度目のドイツ駐在から帰朝した宇垣中佐は、教育総監部に転補された。

　内地税収の５％も連年注つ

 ぎ込む必要があった朝鮮半島経営に加えて、満まん

 鉄てつ

 防衛のための駐屯も必要となり、肥ひ

 大だい

 を続ける陸海常備兵力を合理化することは、明治末の日本政府の緊急課題であった。




 



 

　
軍部大臣現役武官制の「廃止」に反対して怪文書をバラ撒く





　が、明治44
 年に第二次西園寺内閣が成立するや、宇垣大佐は陸軍省軍務局の軍事課長に抜擢され、政府方針に賛成しないどころか、逆に２個師団を増設させるための工作の最前線に躍り出る。

　国民は軍部に猛反発し、圧倒的に議会政党の軍縮要求を声援した。

　大正２年成立の山本権兵衛内閣の陸相・木き

 越ごし

 安やす

 綱つな

 は、この時代の進しん

 運うん

 を理解し、陸海軍大臣は現役の中将か大将に限るとした官かん

 制せい

 を、勅ちよく

 令れい

 で改めさせようと決意する。

　勅令の起案は軍事課員がするものだ。しかるに宇垣は部下全員にこの仕事をボイコットさせ、辞表を懐かい

 中ちゆう

 に、反対理由を綴つづ

 った怪かい

 文ぶん

 書しよ

 を４０００部バラ撒ま

 いて抵抗した。やむなく木越は、大臣官房の奈な

 良ら

 武たけ

 次じ

 大佐に勅令を起案させ、陸相以外の副ふく

 署しよ

 がまったくない決けつ

 裁さい

 を通し、その直後に中将のまま予備役になった。本郷房太郎次官は、宇垣を名古屋の歩兵第６聯隊長に飛ばして、穏おん

 便びん

 に済ませた。

　だが、大正４年、宇垣は軍事課長に復帰し、２個師団増設を実現。大手柄は、少将昇進で酬むく

 いられた。

　大正８年、陸大校長となると、宇垣は東とう

 宮ぐう

 御学問所評議員も拝命した。その折、〈裕ひろ

 仁ひと

 皇太子が顕けん

 微び

 鏡きよう

 を覘のぞ

 いて細菌や昆虫の研究をするなど、帝てい

 王おう

 の趣味じゃあるまい〉と、余計な意見を述べた。のちに、昭和天皇も皇族も、宇垣を嫌う。

　大正10
 年に山やま

 梨なし

 半はん

 造ぞう

 が陸相に就くと、宇垣はその軍縮計画を呪のろ

 った。しかしロシアの消滅は確定し、翌年には陸軍の将校２２６８名（５個師団分相当）などが解雇されることが決まった。

　加藤友とも

 三さぶ

 郎ろう

 内閣の中途より、田中義一大将が陸相になり、その田中は次官として宇垣中将を起用した。〈長州閥リーダーの後継は、山縣有朋の次は田中義一、その次が宇垣の順番だ〉と、己おの

 れも人も共に思った。



　
「一石四鳥」も狙った陸軍の近代化・大リストラ計画





　大正12
 年末、虎とら

 ノ門もん

 事件で第二次山本権兵衛内閣が倒れると、長州閥は、翌年１月の清きよ

 浦うら

 奎けい

 吾ご

 内閣に、陸相として豪ごう

 腕わん

 の聞こえた宇垣を送り込んだ。

　前年の大震災の復旧も急がれる予算環境の中、宇垣は、陸軍みずからが整理をして必要費用を捻ねん

 出しゆつ

 し、寺内正毅陸相が停滞させてしまった装備近代化を加速するしかない――と観かん

 念ねん

 する。

　じつは、常設20
 個師団までは達成をしたものの、これを戦時に倍の40
 個師団に増やすと、その補給ができないという試算が出ていた。日本の国力限界は戦時32
 個師団（すなわち平時16
 個師団）までだった。なので常備４個師団（16
 個歩兵聯隊）を減らします――という宇垣の理り

 詰づ

 めの説明に、皇こう

 道どう

 派をのぞく陸軍エリートは反対し得なかった。

　この大整理と同時に宇垣は、米国のＲＯＴＣ（予備役士官訓練課程）制度を参考にして、従来の「一年志し

 願がん

 兵」を刷さつ

 新しん

 する「幹部候補生」制度を創った。すなわち、旧制公立の中学・高校・大学に、優秀な現役佐さ

 官かん

 を「学校配はい

 属ぞく

 将校」として派遣する。それによって、有事の一線指揮官用の人材を退職させずに温存し、かつまた総そう

 動どう

 員いん

 時の下級将校以下の資質向上も狙おうというわけだ。

　大正14
 年以降、この配属将校から軍事教きよう

 練れん

 を受けた学生・生徒は、徴兵されても在ざい

 営えい

 期間が半年短くされ、しかも「予備士官学校」に進んで少尉になる道が用意された。

　米国では、19
 世紀から、私立大学内に軍事教程があった。受講した大学生は有事には下級将校に任にん

 官かん

 する慣行であった。それをウィルソン大統領が１９１６年の「国防法」で連邦の公定制度に改めた。通常、奨しよう

 学がく

 金きん

 もセットであり、１９２０年以降は、陸軍航空隊の士官を養成するＲＯＴＣコースを置く一般大学も現われた。宇垣は教育総監部に勤務していた大正11
 年～12
 年に、これを聞いたはずである。



　
政権への欲――中途半端なクーデター「三月事件」で元も子もなくす





　それでも宇垣軍縮は、３０００人近い将校を予備役にした。クビにされた本人もショックだが、彼らを上司として研修に励はげ

 んできた若い将校たちは、将来の人事で引き立ててもらえる手て

 蔓づる

 を失うので、宇垣を親の仇かたき

 のように恨うら

 んだ。陸大に進むときから、原隊の先輩将校からのサポートは不可欠なのである。

　陸軍内の統制派エリートには、宇垣の斯か

 かる学がく

 制せい

 改革を加藤高たか

 明あき

 の政党内閣が賛成し協力したことが、驚異であった。自由な政党が、ソ連流の統制経済に賛成することはないであろう。その政党と、宇垣は仲良くする術すべ

 をマスターした。陸軍統制派は、宇垣の将来を警戒した。

　昭和６年３月、浜口首相の死が迫った。浜口以外の政党人で宇垣と協働できる者はいそうにないことから、〈宇垣の陸軍〉の時代はとうとう終わると予見された。




 



 

　そんな３月、社会主義派の華か

 族ぞく

 ・徳川義よし

 親ちか

 から大金を得た大川周しゆう

 明めい

 が、同郷の小磯國くに

 昭あき

 を使し

 嗾そう

 して騒動を起こし、戒かい

 厳げん

 令に乗じよう

 じて、豪腕宇垣政権をつくろうというクーデターを思いついた。

　宇垣は一度これに同意を与えた後、世間に「宇垣人気」があると錯さつ

 覚かく

 し、合法政権を樹立できると考え直して、一いち

 味み

 から抜けた。プロットは発覚し、宇垣は予備役に編入されてしまった。



　
因果応報――新聞辞令が出ても、嫌う人があまりに多すぎた「宇垣政権」





　昭和11
 年５月、広ひろ

 田た

 弘こう

 毅き

 内閣は、陸海軍大臣の現役制を復活させた。朝鮮総督となっていた宇垣は、若き軍事課長時代を思い出し、欣きん

 快かい

 を叫んだ。

　ところが翌年１月に広田内閣が倒れると、宇垣に組閣が下か

 命めい

 された。すると統制派の武む

 藤とう

 章あきら

 らは陸相を推すい

 薦せん

 しようとせず、宇垣は組閣不能に追い込まれてしまった。

　かつて軍縮によって議会人とマスコミの喝かつ

 采さい

 を浴びた宇垣は、内閣総理大臣となってもそれを反はん

 復ぷく

 するだろうと、陸軍の中堅エリートは懸け

 念ねん

 したのだ。青年将校は、三月事件いらい宇垣を信じなかった。天皇はもともと宇垣が嫌いなので、救済の手もさしのべられなかった。

　昭和13
 年５月に近この

 衛え

 文ふみ

 麿まろ

 内閣の改造があり、宇垣は支し

 那な

 事変の解決を期待されて外相に就く。しかし、対重じゆう

 慶けい

 工作を近衛が全力でサポートしてくれぬことから孤立感を覚え、４ヶ月で辞職した。

　第三次近衛内閣の次の首班としても、東條英機と並んで宇垣の名は挙げられたけれども、天皇の覚おぼ

 えは東條にめでたくて、宇垣にはめでたくなかった。

　反東條で一貫していた宇垣は、戦後すぐ、同郷後輩の田た

 中なか

 隆りゆう

 吉きち

 の運動で総理大臣となることを夢見たが、公こう

 職しよく

 追放されているあいだに、その目はなくなった。それでも昭和28
 年の参議院選挙（全国区）では楽々と当選。病死したのは、昭和31
 年であった。

　宇垣の珍しい遺産として、ロボット兵器があった。「九七式小作業機」というケーブル給きゆう

 電でん

 式の無人リモコン戦車で、満州事変の「爆弾三さん

 勇ゆう

 士し

 」と同じ鉄条網啓けい

 開かい

 ミッションを、人命を危険に曝さら

 すことなく、こなしてくれるものだった。開発は昭和８年から13
 年までかかっている。宇垣は昭和８年には参謀本部の総そう

 務む

 部長であり、昭和12
 年に陸軍省次官となってからは、予算も自在につけられる立場だった。

　岡山県の兒こ

 島じま

 湾干拓地の重じゆう

 粘ねん

 な土を、二に

 毛もう

 作さく

 のタイミングを外さないように素早く深しん

 耕こう

 するには、動力耕こう

 耘うん

 機が不可欠であった。大正末期までは石油エンジン式が主流だが、昭和初期からは、ケーブルで給電する電動耕耘機（履り

 帯たい

 式）も加わっている。宇垣は、その現物を見たことがあって、その車しや

 台だい

 部分を転用させたのであろう。



 

潔く元帥の座を諦めた「バンカラ騎兵」の陸軍長老







《陸軍大将》




南 次郎

 　［みなみ・じろう］
 
　　明治７年（１８７４年）８月10
 日～昭和30
 年（１９５５年）12
 月５日




　
「弊衣破帽」の軍人不良子弟？――クセが強すぎて騎兵科に配属





　南次郎は、明治７年、大分県の日ひ

 出ぢ

 藩の中級藩士の家に、次男として生まれた。父は旧幕時代、金かな

 谷や

 範はん

 三ぞう

 （のちの大将）の父の医師と顔見知りだったという。

　明治17
 年、次郎が11
 歳のときに、東京で下士官あがりの騎き

 兵へい

 少尉になっていた叔父（父の末弟・宮崎義一）が、次郎を東京に呼んで住まわせた。

　次郎は、芝しば

 区の鞆とも

 絵え

 小学校を卒業すると、東京第一中学校（今の日比谷高校）に進学。しかし数学の成績と素そ

 行こう

 が悪く、ついに１ヶ月の停学とされたのを機に、叔父は16
 歳の次郎を成せい

 城じよう

 学校へ転ぜしめた。成城学校は、陸軍の幼年学校の予備校だった。弊へい

 衣い

 破は

 帽ぼう

 の校風で、明治22
 年頃は、軍人不良子弟の収容所の観かん

 があった。

　次郎の兄の正吾は、大分県人としては矢や

 野の

 目め

 孫まご

 一いち

 とともに最も早く陸軍中央幼年学校に合格し、優等生として学費全ぜん

 免めん

 の特典まで得ていた（正吾は大佐で終わるが、その娘が片かた

 倉くら

 衷ただし

 と結婚）。

　次郎は明治23
 年に、悪くない成績で幼年学校に入学し、半官費生になった。同級60
 人（卒業時は45
 人）の中には、男だん

 爵しやく

 菊きく

 池ち

 武たけ

 夫お

 、山口出身で中将にまでなった村田信乃、長野出身で戸と

 山やま

 学校長で終わる等々力とどろき

 森蔵がいた。一級上の金谷範三および津つ

 野の

 一かず

 輔すけ

 （山口出身、大正13
 年陸軍次官）とは、親しく交まじ

 わった。

　幼年学校の最優秀組は卒業時に砲兵に選抜され、逆にクセがありすぎて組織として扱い難いとみなされた４名が騎兵にされた。南はその中にいた。



　
旅順攻囲で「聯隊長代理」を大尉で経験――力量を認められる





　士官学校在学中に日清戦争が起こり、南少尉に従軍の機会はなかった。この士官学校の同期には、『斜しや

 陽よう

 と鉄血』を書いた津つ

 野の

 田だ

 是これ

 重しげ

 がいる。

　陸大受験には二度目で成功して、中位の成績で明治36
 年11
 月に卒業した。この陸大の学生時代、戦死したあと妻が子供を抱えて路ろ

 頭とう

 に迷うようでは自分の士気にかかわるからと、妻を共立女子職業学校に通学させている。

　翌37
 年２月、対露戦が始まると、南は、第２軍第１師団の騎兵第１聯隊第２中隊長として、４月31
 日に銃じゆう

 火か

 の交換を初体験した。

　８月初旬からは乃木第３軍の隷下で旅順攻こう

 囲い

 に加わる。このとき聯隊長と先任中隊長が病気で入院したために一いち

 躍やく

 、聯隊長代理とされた。

　騎兵聯隊は、師団の最さい

 右う

 翼よく

 で射しや

 弾だん

 観測や通信線の維持に任じていたようである。大尉で聯隊をマネージした力量が高く買われ、12
 月初旬に２０３高地が陥落すると、南は東京に呼び返され、陸大同期の成績優秀者をさしおいて、大本営の情報参謀に抜擢された。南は、[image: 〓]
 長閥に反発する陸軍テクノクラート層から推すい

 輓ばん

 をうけた。



　
陸大教官として、後年の大将たちを「叱る・シゴく・更正させる」





　明治38
 年末から大正４年にかけ、南は二度、陸大の戦術教官となり、鈴木荘そう

 六ろく

 ゆずりの実戦合理的な教育法で、荒木、真崎、阿部、松井、本庄、杉山、小磯ら後年の大将たちをシゴいた。

　陸大受験に三度しくじって弱音を吐は

 いた同郷後輩の阿あ

 南なみ

 惟これ

 幾ちか

 を叱りつけたこともある。

　また、元帥・伯はく

 爵しやく

 寺内正毅の息子として教官からも甘やかされ、スポイルされかかっていた寺内寿ひさ

 一いち

 大尉を一夜宿舎に呼びつけ、きつく戒いまし

 め、更生させたという。寿一は少将で朝鮮軍参謀長だった昭和４年にも軍を辞や

 めようとしたのを、やはり南が撤回させた。

　幼少から喧けん

 嘩か

 の場数を踏んできた南は、上じよう

 長ちよう

 者同士が口論となったときに、それを静しず

 めてしまえるキャラクターも備えていた。

　大正３年、南中佐は、騎兵第13
 聯隊長になる。陸大卒ならば腰こし

 掛か

 けで通過してよかったところ、南はわざわざ３年半もとどまって、不良将校の掃は

 き溜だ

 めと化していた隊風を革かく

 新しん

 した。南は、部下や使用人に、嘘を吐つ

 かぬことを特に求め、みずから実践した。



　
国民革命軍の北伐と山東出兵――日本の諸権益が「武力回収」の危機に





　大正８年、陸軍少将に昇進と同時に支し

 那な

 駐屯軍司令官に栄転した。このとき、故・袁えん

 世せい

 凱がい

 の北ほく

 洋よう

 軍閥を引き継いでいた段だん

 祺き

 瑞ずい

 が、直ちよく

 隷れい

 ＆奉ほう

 天てん

 連合軍閥のために敗退。段一派の要人は日本軍の将校宿舎に匿かくま

 われた。

　そのうち、駐屯軍の先任経理官が、前年の米こめ

 騒そう

 動どう

 と排はい

 日にち

 運動のさなかに対日コメ輸出に骨を折ってくれた徐じよ

 樹じゆ

 錚そう

 を日本へ密ひそ

 かに脱出させたことが露ろ

 見けん

 。外交問題となった責せき

 を引いて辞表を出した南は翌年、盛岡の騎兵第３旅りよ

 団だん

 長に左さ

 遷せん

 される。が、大正11
 年、南は騎兵学校長へ返り咲いた。騎兵科のボス・秋山好よし

 古ふる

 （当時、教育総監）の後援もあったのだろう。

　京都第16
 師団長であった大正15
 年の師団対抗演習で、やかまし屋の統とう

 監かん

 の上原元帥からも激げき

 賞しよう

 された南中将は、昭和２年３月に参謀次長に就任する。その直後に、山さん

 東とう

 危機が起こった。

　シナ国民革命軍の北上をうけ、居きよ

 留りゆう

 民みん

 の多かった漢かん

 口こう

 から日本人はいち早く脱のが

 れ出て、外国軍が守っている上海や天てん

 津しん

 へ逃げ込んだ。危あや

 ぶまれたのは、青チン

 島タオ

 と、山東省の鉄道沿線と、済さい

 南なん

 に孤立した日本人（それぞれ、１万２０００人、７０００人、２２００人）であった。もしそこから居留民が脱出すれば、日独戦争以後に獲得した諸権益がシナ側に武力回収されてしまう。

　田中義一総理と与党政友会の森恪つとむ

 らは出兵を唱え、参本は抵抗した。が、英国も上海に派兵し、米仏も天津の兵力を増強するなど、国際的な後押しがあったため、山東出兵は断行され、日本軍は居留民を保護して９月に撤退した。

　この一件で面メン

 子ツ

 が傷ついた蒋介石は下げ

 野や

 して、逆に日本陸軍の懐ふところ

 に飛び込み、率先宣伝工作を展開。反共産主義運動で中国国民党と日本陸軍とは協同できるのだと、田中義一以下に信じさせることに成功する。

　蒋と日本とソ連に圧迫された張作霖は、北ほく

 支し

 から奉天へ引き揚あ

 げんとしたところを、関東軍高級参謀の河こう

 本もと

 大だい

 作さく

 が途中で爆殺してしまった。



　
軍縮、三月事件――前任陸相の宇垣の「置き土産」





　昭和４年、南中将は朝鮮軍司令官になり、昭和５年に大将昇進。12
 月には、軍事参議官になった。

　軍事参議官というのは、戦時にのみ編成される「軍」の司令官の候補者（古ふる

 株かぶ

 大将）を平時に在宅で温存しておくための肩書きで、窓まど

 際ぎわ

 ですらなく、そこから予備役になる者は多い。

　が、昭和６年４月、第二次若槻内閣の成立とともに、陸相宇垣はみずからの後任として南を立てる。宇垣は、「軍縮屋」のイメージが自身に定着するのを、やがて首相を目指す上で不利と判断したのだ。

　南は「三月事件」および、その容よう

 疑ぎ

 者を宇垣が放置していたことも知らされぬままに就任し、軍事参議官の白川義よし

 則のり

 から事態を告げられて驚く。８月の初人事では、真ま

 崎さき

 甚じん

 三ざぶ

 郎ろう

 を予備役にせよとの前任宇垣の意向に逆らった。そして直後の訓くん

 示じ

 で、政府の軍縮方針と満まん

 蒙もう

 方面での無策を批判し、幣しで

 原はら

 外相らから指し

 弾だん

 される。野党の政友会は、陸相訓示を支持した。



　
関東軍司令官時に、満州国をソ連とシナが「事実上」の承認





　満州事変の拡大局面として馬ま

 占せん

 山ざん

 軍をチチハルから駆逐した11
 月の北満作戦に関して、南陸相は同月18
 日、「関東軍当面の策さく

 戦せん

 は全く自じ

 存そん

 の必要に迫られたる絶対的自衛行動」だと閣議で認めさせ、声明した。12
 月、第二次若槻内閣は倒壊し、南も軍事参議官に戻った。

　同じ騎兵科の閑かん

 院いんの

 宮みや

 元帥に気に入られていた南は予備役にはならず、昭和９年に関東軍司令官に任命される。翌10
 年３月にソ連は、満州国領事館をウラジオストックとハバロフスクとに開設させ、満州国を事実上承認した。４月、南は皇帝溥ふ

 儀ぎ

 を訪日させ、薄はく

 情じよう

 な境遇で育ってきた溥儀は感動した。のちの東京裁判でソ連側の証人として引きずり出されても、溥儀は目の前の南への悪あく

 罵ば

 だけは口にできなかった。

　南の関東軍司令官在任中に、満州と北支のあいだには、通車（列車相そう

 互ご

 乗り入れ）、通郵（相互郵便配達）、設関（国境税ぜい

 関かん

 ）、直行飛行機便の「恵けい

 通つう

 航空公司」が実現した。シナ側も、満州国を認めたのだ。



　
原敬に共鳴――将来の対ソ戦と「内鮮一体化」を図った朝鮮半島経営





　昭和11
 年に「２・26
 」事件の一報が伝わるや、南は陸軍長ちよう

 老ろう

 として辞職奏そう

 請せい

 電報を打ち、予備役となった。事件さえなくば元げん

 帥すい

 府ふ

 に列れっ

 せられる予定だった南は、この潔いさぎよ

 さによって朝ちよう

 野や

 の覚えがよく、同年７月、朝鮮総そう

 督とく

 に推お

 される。

　南は、万ばん

 歳ざい

 事件の起きた大正８年に原はら

 敬たかし

 が、〈あらゆる面で朝鮮と内地は同一制度とすべきだ〉と結論した非公開の内ない

 訓くん

 に共鳴し、その上で、鮮せん

 満まん

 の国境を撤廃し、将来の対ソ戦で朝鮮半島が有力な後方策さく

 源げん

 となることを願った。

　豆と

 満まん

 江こう

 と鴨おう

 緑りよく

 江こう

 には14
 の永久橋きよう

 梁りよう

 が建設された。昭和14
 年の朝鮮大旱かん

 魃ばつ

 では、逆に満州から雑ざつ

 穀こく

 を輸送し、〈不作即そく

 大量餓が

 死し

 〉だった半島の暗い歴史を断ち切った。

　支那事変の初年に半島青年多数が、日本軍動員の熱気にあてられ、血けつ

 書しよ

 の志願書を南のもとへ寄せた。南はこれを見て機が熟じゆく

 したと思い、昭和13
 年２月に「朝鮮志願兵令」を公こう

 布ふ

 した。志願制から徴兵制への切り替えも、昭和17
 年前半の南の奔ほん

 走そう

 により、昭和19
 年度から実施されることに決まる。

　南総督は、任期中に朝鮮人に選挙権を与えるつもりはなかったが、それまで絶ぜつ

 無む

 であった警察署長への朝鮮人登とう

 用よう

 に踏み切った。

　また総督は、同姓せい

 の結婚や異姓の養子を朝鮮でも自由とするべく、朝鮮民事令を改めた。李り

 、鄭てい

 、朴ぼく

 、金きん

 ……などは姓であって氏し

 ではなかった。それらは４８０種の男系の血けつ

 脈みやく

 を表示するのみで、数百万戸こ

 の家を区別する号ごう

 ではなく、同姓同名ばかりが多くて、個人のＩＤは朝鮮には無いも同然だった。

　個々の家に対応した氏を創つく

 れば、たとえば子のない夫婦が財産を、何の親愛も無い同姓の他人に遺い

 贈ぞう

 するといった不合理も解消できる。こうした近代化を目指し、昭和15
 年２月から施し

 行こう

 された創そう

 氏し

 制度は、いちおう任意だとしつつも、性せい

 急きゆう

 に期限を定めて郡ぐん

 守しゆ

 など下級官吏に改かい

 名めい

 成績を競わせたために、広範な反感を買った。

　昭和16
 年竣しゆん

 工こう

 の水すい

 豊ほう

 ダムは、規模において、当時世界一であったソ連のドニエプル発電所を凌しの

 いだ。施工を担当した野の

 口ぐち

 遵したがう

 に対し、役人でない故ゆえ

 をもって賞しよう

 勲くん

 局が勲くん

 一等を与えないとしたのに怒った南は東條総理にねじこみ、渋しぶ

 沢さわ

 栄えい

 一いち

 いらい２人目の、民間人への勲一等瑞ずい

 宝ほう

 章しよう

 を実現させた。

　持病の中ちゆう

 耳じ

 炎えん

 のため、老齢とともに会議すらよく聴きとれなくなった南は、昭和17
 年に総督職を勇ゆう

 退たい

 し、枢すう

 密みつ

 顧問官とされた。



　
東京裁判の「検事団との論戦」でも抜群の記憶力を維持





　敗戦後、東京裁判で訴そ

 追つい

 された南は、満州関係の罪を問われたＡ級被告中でただ一人、みずから証人台に上り、検事団と論戦した。南は昔からメモを見ずに演説も講義もする主義で、補佐官の書いた１時間以上かかる訓示原稿をマル暗記してしまえる記憶力があった。

　終身禁きん

 錮こ

 の判決ながら、南は昭和26
 年７月に飯いい

 田だ

 橋ばし

 の日大病院に移され、29
 年１月６日から極秘自宅療りよう

 養よう

 が許された。そして同年12
 月５日、鎌倉の自宅で81
 歳で長ちよう

 逝せい

 した。



 

対ソ戦遂行こそが、日本国民の公益も私益もすべて満足させる







《陸軍大将》




荒木貞夫

 　［あらき・さだお］
 
　　明治10
 年（１８７７年）５月26
 日～昭和41
 年（１９６６年）11
 月２日




　
「極貧・苦学」――東京英語学校から18
 歳で陸軍士官学校に転進





　荒木貞夫は明治10
 年５月に、東京で私塾経営者の長男として生まれた。英語や剣道を10
 歳から習うが、極ごく

 貧ひん

 生活に追われて、英語・数学はものにならなかった。実父は、久く

 留る

 米め

 藩の算さん

 学がく

 家の養子で、もと和歌山藩士。貞夫の育った浅草田た

 原わら

 町まち

 には、下町の助け合い精神が濃かった。

　対清国戦用にフランスに発注した軍艦『畝うね

 傍び

 』が回かい

 航こう

 中に沈没した事件が、少年荒木に、造船技師を志望させた。しかし14
 歳で進学した東京英語学校（中等学校）は、実家窮きゆう

 迫はく

 のため３年で中退。18
 歳で、陸軍士官学校の二次募集に合格できた。

　明治30
 年秋、陸士の９期を50
 番前後の成績で卒業し、翌年に近衛歩兵第１聯隊の少尉に任官。荒木の「不動の姿勢」の端たん

 正せい

 さには定評があった。幼年学校出の松まつ

 井い

 石いわ

 根ね

 、真ま

 崎さき

 甚じん

 三ざぶ

 郎ろう

 （終生の盟めい

 友ゆう

 ）、本庄繁しげる

 （満州事変を分業する）、高等学校から転じた阿あ

 部べ

 信のぶ

 行ゆき

 らは、同期である。

　荒木は明治34
 年に幼年学校区隊長になり、そこでは土ど

 肥い

 原はら

 賢けん

 二じ

 、板いた

 垣がき

 征せい

 四し

 郎ろう

 、河本大作を指導した。




 



 

　明治35
 年に陸軍大学校に合格したが、卒業を目前にして対露動員。古い鉄砲しかない近衛後備歩兵旅団の副官となった荒木中尉に、元仙台藩士として五稜郭戦を知っている老旅団長・梅うめ

 沢ざわ

 道みち

 治はる

 は「戦には〔敵の攻勢を予告する〕香かおり

 がある。それは風が運んでくる」と教えた。



　
陸大首席卒業ののち――第一次大戦の「東部戦線」で露帝の退位を聞く





　後備部隊は凱旋と同時に解散し、金きん

 鵄し

 勲章の斡あつ

 旋せん

 をする者も無かった。荒木大尉はチフスのため陸大復帰が１期遅れたものの、明治40
 年11
 月３日に首しゆ

 席せき

 卒業を果たす。佐賀閥で陸大幹かん

 事じ

 の宇う

 都つの

 宮みや

 太た

 郎ろう

 （徳とく

 馬ま

 の父）が、荒木に参謀本部ロシア班に属ぞく

 することを勧めた。「皇こう

 道どう

 派」は、佐賀閥に発した。

　明治43
 年末、荒木少佐は露ろ

 都と

 ペテログラード駐在を拝命。翌年、クリミア戦せん

 跡せき

 を訪ね、さらにドイツの士官学校を見学した。

　日本で偉くなった陸軍将校は、士官学校をもう一度訪おとず

 れようという気にはならない。精神的にキツかった想おも

 い出しかないからだ。ところがドイツは違う。士官学校の地下に、教官と生徒が垣かき

 根ね

 を取り払えるクラブが設けられていた。荒木は、その昔に寺内正毅が、この課か

 外がい

 空間を没もつ

 却きやく

 して、プロシア軍学校の表面の堅かた

 苦くる

 しさだけを輸入したのだと覚さと

 った。

　大正４年４月、荒木少佐は欧州東部戦線の連合軍に従軍を命ぜられ、７月に露都に安あん

 着ちやく

 した。

　近代ロシア軍としての攻こう

 勢せい

 主義を説いていたシチェルバチョフ将軍は、オーストリー軍相手の緒しよ

 戦せん

 で自論を証明。ドイツは東部国境の安全のため、西部戦線から慌てて大兵を引き抜いていた。だが荒木が、油ゆ

 田でん

 地帯として敵味方ともに譲れない要よう

 地ち

 だったガリシア方面の司令部を訪れたとき、もはや露軍の補給力は尽き、独側の反撃で戦況は膠こう

 着ちやく

 していた。

　ルーマニアのドブルジャ戦線では露側は劣勢に陥おちい

 り、ブゼオ油田をドイツが奪いそうになったので、英軍特殊部隊がその精せい

 油ゆ

 設備を完全に破壊した。

　荒木はベッサラビア戦線で露ろ

 帝てい

 の退位を聞く。英国の支持を得て権力を握った社会党のケレンスキーは、ガリシアの司令官ブルシーロフに、「ただ一回」の大攻勢を懇こん

 請せい

 した。油断して独軍は捕虜３万６０００を出したものの、すぐ態勢を立て直したと、荒木中佐は露都において承知する。一方のロシア軍の戦死傷と捕虜はなんと２００万人にのぼったとされる。

　攻勢の最終頓とん

 挫ざ

 はケレンスキーを失脚させ、代わったレーニンは条約違反の単独講こう

 和わ

 をブレストリトフスクでドイツと結んだので、荒木中佐は大正７年１月７日にシベリア鉄道で帰朝の途と

 についた。この間、ずっと竹刀しない

 を帯同し、素振りを怠おこた

 らなかったという。

　ドイツ嫌いの荒木中佐は、佐賀閥のハルピン特とく

 務む

 機関長・武む

 藤とう

 信のぶ

 義よし

 少将に拾われ、田中義一陸相のホルワット擁よう

 立りつ

 方針に沿ってシベリアで奔ほん

 走そう

 するも、渉しよう

 外がい

 能力不足が顕あらわ

 れた。



　
「大正デモクラシー」の空気――貧苦にあえぐ若い将校たちを甘やかす





　大正８年７月、荒木大佐は熊本の歩兵第23
 聯隊長にしてもらえた。娑しや

 婆ば

 は好景気なのに、大尉以下の軍人はおそろしい貧苦を強し

 いられていた。

　若い将校たちがあまりに意気消しよう

 沈ちん

 しているので、荒木はことさら彼らを元気づけようとした。のちに「２・26
 」事件も引き起こすノン・エリート将校たちに対する「甘あま

 やかし」のし始めはここに発するともいえるが、荒木としては、「大正デモクラシー」の空気を聯隊に導入したまでであった。

　荒木は大正10
 年、参本の支那課長にされた。そこで平ひら

 沼ぬま

 騏き

 一いち

 郎ろう

 や大川周明、安やす

 岡おか

 正まさ

 篤ひろ

 と交際するようになったが、北きた

 一いつ

 輝き

 とは疎そ

 遠えん

 であった。

　大正12
 年、少将に昇進し、姫路の第６旅団長に。同年末の難なん

 波ば

 大だい

 助すけ

 事件で内閣が変わると、「長閥」だとして荒木が嫌っていた新陸相の宇垣一成は、荒木を憲けん

 兵ぺい

 司令官に据えた。しかし荒木は、宇垣が欲したような弾だん

 圧あつ

 よりも、「予よ

 防ぼう

 警察」を考えた。平沼騏一郎らの「国こく

 本ほん

 社しや

 」に協賛して、全憲兵をそれに入会せしめたのは、この頃だ。



　
「精神主義」の参本作戦部長――実のところ「経済無知集団」だった





　大正14
 年５月、参本作戦部長に栄転。ひとたび退却に移るやロシア兵の士気も極端に下がるのを見ている荒木は、部下の鈴木率より

 道みち

 少佐に「統とう

 帥すい

 綱こう

 領りよう

 」を編へん

 纂さん

 させるにあたって、「降伏」「退却」「防ぼう

 禦ぎよ

 」の文字を使わせなかった。また小銃の口こう

 径けい

 を６・５ミリから７・７ミリに拡大する案を却下した。

　張ちよう

 学がく

 良りよう

 と会ったついでに、荒木は天津のフランス租そ

 界かい

 でシナ側政せい

 客かく

 たちを前に「教育勅ちよく

 語ご

 」を持ち出し、排はい

 日にち

 をやめるよう演説した。

　昭和２年に中将に昇進。翌年、陸大校長。

　昭和４年８月、また熊本で第６師団長となったとき、初しよ

 度ど

 視察で鹿児島に至り、〈戦争で負けても、徳とく

 で負けてはいかぬ〉と、異色の訓くん

 示じ

 をしている。

　昭和６年の満州事変に参本の中堅幕ばく

 僚りよう

 が連動しようとした「十月事件」で、橋はし

 本もと

 欣きん

 五ご

 郎ろう

 は、教育総監部本部長（次長格）の荒木中将を、革命政権の首班に担かつ

 ごうと願った。荒木は断った。

　12
 月13
 日、若槻内閣に代わり、犬いぬ

 養かい

 内閣が立つ。まだ中将ながら、荒木は部内若手の輿よ

 望ぼう

 を背景に、陸軍大臣の椅い

 子す

 を南次郎から譲り受けた。錦きん

 州しゆう

 占領の手前までは、南陸相の在任中である。錦州占領以降、荒木は国策にかかわった。

　荒木は佐賀出身の柳やな

 川がわ

 平へい

 助すけ

 を次官にするなど、露ろ

 骨こつ

 な「皇道派」人事に手をそめた。皇道派は、対ソ戦遂行こそが日本国民の公こう

 益えき

 も私し

 益えき

 もすべて満足させると考えた経済無知集団で、尊そん

 皇のう

 ですらなく、ごまかしのためによく精神主義を強調した。



　
一撃離脱――最善の決着を生んだ「統帥権干犯スレスレ」の全体指導





　昭和７年１月には荒木は、御お

 神輿みこし

 参謀総長・閑かん

 院いんの

 宮みや

 の下で、事実上の総長となる参謀次長に、陸士同期の真崎甚三郎を据える。しかし、秀才真崎は俗ぞく

 物ぶつ

 皇族のご機き

 嫌げん

 をとる気にどうしてもなれず、これが皇道派の退たい

 潮ちよう

 を予約した。

　２月に荒木は、気き

 心ごころ

 を知る小お

 畑ばた

 敏と

 四し

 郎ろう

 を陸大教官から参本作戦課長に抜擢した。小畑は自分の世界視察旅行の旅費を部下の鈴木率道に与え、上海に陸軍を上陸させるには七しち

 了りよう

 口こう

 が適地であることを調べさせた。

　荒木は同月末に訪日したリットン調査団に、満州入りの前にまずシナの実態をよく見てくれと頼み、その通りの旅程が組まれた結果、シナ側の宣伝が優勢で、荒木の皇道精神は裏目に出た。ただし荒木は息子の貞發をロンドン大学工学部へ留学させていたので、英政府には荒木を味方にしたい肚はら

 はあったはずだ。

　日本から24
 時間で行ける距離なのだから、駐ちゆう

 兵へい

 権だけあれば、兵隊を置く必要はないのだ――と言った小畑作戦課長を信頼した、第一次上海事変への「一撃離脱」策は、最善の決着をもたらした。陸相と参本小畑課長と参本真崎次長のトリオで海外作戦を仕切ったのは、統帥権干かん

 犯ぱん

 （憲法違反）スレスレだが、そうでなければこの全体指導は為な

 し得なかったろう。



　
「満州」「皇軍」「非常時」――庶民人気が沸騰するも、不摂生で台無しに





　上海の停戦成立直後に「５・15
 」事件が起きる。惨ざん

 殺さつ

 された犬養総理の娘（芳よし

 沢ざわ

 謙けん

 吉きち

 外相夫人）は、事件の黒幕が陸相荒木であると信じた。のちの「２・26
 」事件では、国こく

 体たい

 明めい

 徴ちよう

 に関して真崎や荒木の対たい

 極きよく

 に位置した近代人・渡わた

 辺なべ

 錠じよう

 太た

 郎ろう

 の横おう

 死し

 を、荒木は歓よろこ

 んだ。

　荒木陸相は、師団長時代から不満だった「一年志願兵」制度（中学卒業生が現役徴兵された場合、１２０円出せば在ざい

 営えい

 を短縮できた）を廃はい

 し、金銭負担不要な「幹部候補生制度」に改めさせた。また傷しよう

 痍い

 軍人に初めて公的救済を講こう

 じた。陸軍科学研究所には、即そつ

 効こう

 性の「眠りガス」を開発するよう促うなが

 した。

　昭和８年７月、荒木は『非ひ

 常じよう

 時じ

 日本』というトーキー映画に出演し、国徳の高こう

 揚よう

 を説いている。皇軍とか非常時という語は、荒木が定着させたものだ。

　満州確保の成功により、庶しよ

 民みん

 間で人気が沸ふつ

 騰とう

 した荒木は、しかし、国内産業の生産性を向上させるための技術的な改革を、部下に立案させることができなかった。東北以北での有ゆう

 畜ちく

 農業の振しん

 興こう

 だけが解答だったと思われるが、荒木の念頭には伝統的水すい

 稲とう

 作以外なかった。

　健康管理の下手な荒木大将は、昭和９年１月にまたも風か

 邪ぜ

 をこじらせ、迫る国会を恐怖して陸相を辞任した。新しく軍務局長に就いた永なが

 田た

 鉄てつ

 山ざん

 が「統制派」の逆襲人事を指揮した。

　永田を刺し

 殺さつ

 した相あい

 沢ざわ

 三さぶ

 郎ろう

 中佐の剣道について荒木は「技は余あま

 りよくはないが、気力絶ぜつ

 倫りん

 」だったと評ひよう

 している。相沢が刑死すると、荒木は現役将官（軍事参議官）でただ一人、軍服を着て公然とその遺族を弔ちよう

 問もん

 した。



　
陸相辞任後は、外国人相手に「コメ・武士道・皇道主義」を講演





　昭和11
 年の２・26
 事件後、真崎と荒木は予備役に編入させられた。荒木が自分の代わりに海軍に志願させた実弟の貞さだ

 亮あき

 （海兵35
 期）も、同11
 年末に少将で予備役にされている。

　陸相辞任後、荒木は軽かる

 井い

 沢ざわ

 で外国人相手の講演を引き受け、コメと武士道と皇道主義を語った。「世間にいろいろと私の名で、著書が刊行され、新聞雑誌等に文章が出ているが、私自身、筆ふで

 を執って草そう

 稿こう

 を書いたのは、この講演だけだ」（昭和30
 年の聴き取りに基づく有あり

 竹たけ

 修しゆう

 二じ

 編『荒木貞夫風雪三十年』１６７頁）。

　荒木が昭和13
 年５月に近衛内閣の文相を引き受けてのち、学生・生徒の頭髪は丸まる

 刈が

 りに変わった。




 



 

　昭和16
 年11
 月下旬、国防衛生協会の会長として訪れた呉くれ

 市で、「海軍は愈いよ

 々いよ

 出動しました。先日若い将校等が別れに来ました」と荒木は知らされた。

　朝日新聞政治部記者の橘川学（荒木の伝記作家）は、昭和20
 年８月８日に日本が降伏すると知って荒木にも教えている。８月10
 日夜、荒木の長男が短波ラジオでアメリカの放送を聞き、その情報を確認した。

　東京裁判の論ろん

 告こく

 の中で、英国人検事は荒木の肩かた

 書がき

 を「元内閣総理大臣」とした。これは判はん

 決けつ

 書の中でもそのままだった。荒木の三男の明夫は、終戦時に北鮮で単身ソ連軍艦に乗り込んだまま消しよう

 息そく

 を絶ったという（昭和30
 年刊『嵐と闘ふ哲将荒木』）。

　荒木貞夫は刎ふん

 頚けい

 の友の真崎よりも10
 年長く、昭和41
 年まで生きた。



 

誰よりも弾雨を潜った現代軍人――「尼港事件」の救出支隊長







《陸軍中将》




多門二郎

 　［たもん・じろう］
 
　　明治11
 年（１８７８年）９月10
 日～昭和９年（１９３４年）２月15
 日




　
「陸軍で運を試そう」――おそろしくチビでガリ勉家だった多門





　静岡県は維新後に旧幕臣が寄り集まっていた土地で、そのため明治時代に軍人として出世するにはおのずから障しよう

 礙がい

 や限界があると、みな認識していた。

　明治11
 年に医師の二男として今の富士市の果か

 樹じゆ

 農村地帯に生まれた多門は、しかし語学（フランス語）もできたので陸軍で運を試ため

 そうという気になって、名古屋の地方幼年学校を経て陸士（11
 期。同期に伯はく

 爵しやく

 の子の寺内寿ひさ

 一いち

 ら）を卒業。明治33
 年に、仙台歩兵第４聯隊の新しん

 米まい

 歩兵少尉となった。同じ仙台市内には上級部隊の第２師団司令部もあったから、まずは恵まれた原げん

 隊たい

 だ。

　最初の２年は新兵教育係。さらに３年が経って、中隊の下級兵は予備兵ですら全員が多門中尉を知っているという家族的な結びつきができたところで、対露開戦の動員が下か

 令れい

 された。明治37
 年２月４日だった。

　おそろしくチビでガリ勉家の多門は陸大に進ませる方がよいと見たか、他の遠慮もあったか、聯隊長の吉田貞中佐は、彼を隣の仙台地方幼年学校の生徒監かん

 に転補させて動員編成から外した。憤ふん

 慨がい

 した多門は「軍人以外の有力者」〔というのだが、義兄の参本第一部長・松まつ

 川かわ

 敏とし

 胤たね

 大佐では？〕に泣きついて、２月19
 日に復ふく

 隊たい

 の辞令をかちとった。小隊長で出しゆつ

 征せい

 だ。



　
日露戦争――厳寒の朝鮮で「極めて悪しき舎営もなお露営に優る」を実感





　対露戦は予期されていた。郷里の父は、徳川時代からの名剣祐すけ

 定さだ

 を前年末から軍刀に仕し

 込こ

 んでくれていた。戊辰戦争で憂う

 き目を見た父からのはなむけの言葉は、「二郎、捕虜とりこ

 になることは何というても許さぬぞ」。

　宇う

 品じな

 （広島）から６８００トンの『常陸ひたち

 丸』で出航。３月22
 日に仁じん

 川せん

 沖に達すると、白衣の韓かん

 人じん

 が桟さん

 橋ばし

 附ふ

 近きん

 に群集し、日本軍の荷物を運びつつあった。

　韓人の家には便所がなかった。庭すなわち便所で、周囲は足あし

 踏ぶ

 みもできぬ。屋内は蚤のみ

 ・虱しらみ

 だらけである。それを厭いと

 うて天てん

 幕まく

 露ろ

 営えい

 をした者は、寒さでまったく寝られない。「作戦要よう

 務む

 令れい

 」に「極めて悪あ

 しき舎しや

 営えい

 も尚なお

 露営に優まさ

 る」とあるのはその通りだと確認できた。

　４月に入っても朝鮮では、地面が氷こお

 っていて掘ることができない。そのため村人の死者も俵たわら

 に包んで春まで木の叉また

 に載せていた。気温が高くなると、市街地では人じん

 糞ぷん

 臭しゆう

 が堪た

 え難くなった。３月24
 日に上陸して、４月20
 日にはもう兵隊たちは韓語で基本の用を足せるようになっていた。

　鴨緑江を押し渡り、青い服を着た弁べん

 髪ぱつ

 のシナ人が住む境きよう

 域いき

 に入る。すぐにロシア軍との銃撃戦になった。東北聯隊は動作が鈍にぶ

 いと評されぬように全員で力りき

 闘とう

 を誓っていた。多門は生まれて初めて「機関砲」の音を聴く。

　初戦一勝の安心で熟じゆく

 睡すい

 。九く

 連れん

 城じよう

 では、人家の大きいのに驚いた。朝鮮とはすべて規模が違った。



　
顔面に貫通銃創――「軍刀１本」でロシア軍陣地に飛び込んで後悔





　６月下旬の満州は炎えん

 熱ねつ

 。鳳ほう

 凰おう

 城を出発する３日前にカーキ色に染めた夏服を着て、帽ぼう

 子し

 に「垂たれ

 布ぬの

 」をつけた。

　明治37
 年８月25
 日、遼りよう

 陽よう

 会戦で第２師団は独断、弓きゆう

 張ちよう

 嶺れい

 を夜や

 襲しゆう

 し、東北兵の武名を上げた。演習では夜襲は１発も弾丸を使わないで勝てるタテマエだったので、多門は拳けん

 銃じゆう

 を置いて眼鏡めがね

 も外し、軍刀だけでロシア軍陣地に飛び込んだ。しかし強度の近きん

 眼がん

 ゆえ斜面を転落。刀は曲がり、それから銃戦となったときには後悔した。多門小隊長は、有能な下士官たちに救われて激戦を生き延びた。

　多門は顔面に貫かん

 通つう

 銃じゆう

 創そう

 を負い、弾に当たれば誰でも急に意い

 気く

 地じ

 が無くなること、また夜や

 戦せん

 では、敵から先に攻撃されると、もうこっちから出て行こうという自信は消えてしまうといった、戦場心理も体得した。受傷恢かい

 復ふく

 後は、聯隊副官や旅団副官を仰おお

 せ付かる。

　明治38
 年２月。マイナス20
 度前後を冒おか

 して奉ほう

 天てん

 への夜や

 行こう

 軍。誰もがこれが決戦だと思った。敵前機動を開始する前夜の宴うたげ

 では、聯隊長（河かわ

 内ち

 礼れい

 蔵ぞう

 中佐）は死を決しているのが分かった。

　奉天前夜が、日本軍将兵の戦意のピークであった。

　日本海海戦後の６月末、無ぶ

 聊りよう

 の多門は幸こう

 田だ

 露ろ

 伴はん

 の明治22
 年の小説『風ふう

 流りゆう

 佛ぶつ

 』を読むが、字句がむずかしくて、ところどころ分からない。

　ポーツマス講和から数ヶ月。六連むつれ

 島じま

 の緑みどり

 に感激し、12
 月下旬の宇品港に上陸すると、すべてのものが小さく見えた。それだけ、大陸は広大だったのだ。



　
教官のリアルな戦争体験日記――『余ガ参加シタル日露戦役』





　大尉で凱旋した多門は、翌年、陸軍大学校に入る。これは戦争による特例だ（平時なら中尉までが受験可）。

　明治42
 年末に陸大を出ると、士官学校教官に任ぜられた。多門は、戦争経験のまるで無い将校生徒たちの参考教材として、自分の日露戦争日記が役に立つだろうと考えた。

　そこで数百枚の手しゆ

 記き

 等を整理し、甘あま

 んじてみずからの失しつ

 策さく

 や臆病をも告白。読む者がリアルに戦争に行って、帰って来たような感かん

 慨がい

 を抱かずにおれない構成に仕上げた。『余よ

 ガ参加シタル日露戦役』は、明治43
 年末に兵へい

 事じ

 雑誌社から公刊されて評判をとった。



　
氷結・泥濘の地――陸の孤島「尼港」に支隊長で救出に向かったが……





　黒こく

 龍りゆう

 江こう

 が間ま

 宮みや

 海峡に注そそ

 ぐ河口をずっと遡さかのぼ

 ったところに、尼に

 港こう

 （ニコライエフスク）がある。冬は河と海が氷結し、春は融ゆう

 雪せつ

 洪水もあって、１年の半分は外部とはまともに連絡できない。夏だけ交こう

 易えき

 所になる陸の孤こ

 島とう

 だが、それがロシア人の辺境砦とりで

 としては昔から都合がよかった。日本軍は第一次大戦末期にここを占領。主に陸軍が、２個中隊程度を置いていた。

　大正８年、鉱山労働者のシナ人や朝鮮人らを吸収して大勢力化した現地の武装流りゆう

 民みん

 団が「赤せき

 軍ぐん

 」を自称し、真冬の尼港に迫った。白はく

 色しよく

 ロシア政権軍は士気低く退散し、暴徒は大正９年１月末から尼港で掠りやく

 奪だつ

 を始める。銃の数では少数の日本軍守備隊は不利で、居留民の運命は危あや

 うかった。

　中佐で旭あさひ

 川かわ

 歩兵第27
 聯隊附となっていた多門が大正９年２月に大佐に昇進する直前、参謀本部は、北海道の第７師団から部隊を抽ちゆう

 出しゆつ

 して「尼港派遣隊」を編成せよと命じた。支し

 隊たい

 （規模としては混こん

 成せい

 大隊）の長に多門が選ばれた。

　虐ぎやく

 殺さつ

 は３月中旬から本格化した。もとより電でん

 信しん

 線は切られている。

　派遣隊は海氷のため４月下旬にやっと北樺から

 太ふと

 まで進出し、５月中旬に沿えん

 海かい

 州しゆう

 に着ちやく

 達たつ

 。黒龍江の流氷を避けて泥でい

 濘ねい

 の地上を歩み、尼港に到達したのが６月３日。すでに賊ぞく

 徒と

 は５月25
 日に日本人７００人を含む住民多数を皆みな

 殺ごろ

 しにし、証拠を消すため爆薬と石油で町をガレキ化して逃げ去った後だった。



　
仙台市心に「多門通り」――第２師団長として満州事変から凱旋





　昭和５年、陸大校長の多門中将は、古ふる

 巣す

 の第２師団長を拝命した。翌年４月、満州に師団がローテーション駐ちゆう

 箚さつ

 すると、半年後に満州事変が起きた。

　奉天城攻撃に続き、第２師団は吉きつ

 林りん

 省へ北進。11
 月の北満チチハル攻略では「敵陣中央突破」と囃はや

 されたが、「張ちよう

 学がく

 良りよう

 軍」とは後方補給機関も無い烏う

 合ごう

 の武力集団であった。昭和７年３月の錦きん

 州しゆう

 への南侵は、関東軍の行動が「自衛」ではないことを暴ばく

 露ろ

 し、米政府の反発を惹じやつ

 起き

 した。師団は昭和７年末に駐箚を終え、翌年１月に仙台に凱旋した。

　市心にある道路が、熱狂した市民によって「多門通り」と改名された（地元彫ちよう

 刻こく

 家が仙台城じよう

 址し

 公園に多門の胸きよう

 像ぞう

 を建こん

 立りゆう

 したのは昭和12
 年９月。それは先の大戦中、金属供きよう

 出しゆつ

 された）。



　
荒木人事の予備役編入でガックリ――書かれなかった「尼港事件」の回想録





　昭和８年３月の東京で、荒木陸相が召集した「軍司令官・師団長会議」に出席した後、多門は胃い

 腸ちよう

 病で赤せき

 十じゆう

 字じ

 病院に入院した。絶対安静と言われ養よう

 生じよう

 していた８月、荒木の置き土産みやげ

 人事で多門中将は予備役にされた。待たい

 命めい

 の知らせにガックリきて、尼港事件の貴重な回想を綴つづ

 る気力も無くした多門は、昭和９年２月、57
 歳で瞑めい

 目もく

 した。

　病びよう

 臥が

 直前の昭和８年に、小学生向けに吹き込んだ講こう

 話わ

 のレコードがある。誰よりも弾だん

 雨う

 を潜くぐ

 ってきた現代軍人として多門は、実戦で勇敢になる兵隊とは、普段はおとなしく、やさしい者である――と断だん

 言げん

 している。



 

『肉弾』――戦記文学の世界的ベストセラーの舞台裏では







《陸軍少将》




櫻井忠温

 　［さくらい・ただよし］
 
　　明治12
 年（１８７９年）６月11
 日～昭和40
 年（１９６５年）９月17
 日




　
兄は、新渡戸稲造の『武士道』の邦語訳をじかに依頼された英学者





　ポーツマス講和から１年経たない明治39
 年４月に丁てい

 未び

 出版社から刊行された『肉にく

 弾だん

 』は、本ほん

 田だ

 増ます

 次じ

 郎ろう

 ならびにアリス・ベーコン訳による英語版が翌１９０７年10
 月に発行されるや、米国指導者層のあいだで、あの新に

 渡と

 戸べ

 稲いな

 造ぞう

 の『ＢＵＳＨＩＤＯ』以来の感かん

 銘めい

 を生しよう

 ぜしめた。

　それもそのはず。日本語版のプロデュースそのものが、『開国五十年史』の代だい

 筆ひつ

 を大おお

 隈くま

 重しげ

 信のぶ

 から頼まれ、民間外交官であった本田と親交があり、かつまた『武士道』を明治41
 年に邦ほう

 語ご

 訳することを新渡戸からじかに許される英学者・櫻さくら

 井い

 [image: 〓]
 おう

 村そん

 （彦一郎）の、国外宣伝策の遠えん

 謀ぼう

 に発したものだったから――。

『肉弾』の全ぜん

 篇ぺん

 にわたり、英語圏けん

 読者を念ねん

 頭とう

 した小細工や捏ねつ

 造ぞう

 までも充じゆう

 溢いつ

 しているのは、もう日本語版がまとめられる時点で、執筆者の頭の中に英字版のイデアがあることを推定させる。「家か

 兄けい

 」〔[image: 〓]
 村〕は、ただ「字句の刪さん

 正せい

 」を、しただけではなかったのだ。著者として世に知られた弟の忠温は、じつのところ、〈原案ならびに資料提供者〉であった。



　
乃木の第３軍に編入――旅順攻囲中に「肉弾」の表現を思いつく





　明治12
 年生まれの櫻井忠温は、７歳年上のこんな非ひ

 凡ぼん

 な長兄・彦一郎と、海機（海軍機関学校）19
 期のクラスヘッドにもなる理工系秀才の弟・忠武（のちに一いち

 式しき

 陸りく

 攻こう

 に防弾鈑ばん

 をつけてくれと大おお

 西にし

 瀧たき

 治じ

 郎ろう

 が頼んだとき、会議の席でそれを拒きよ

 絶ぜつ

 した張本人）に挟はさ

 まれて、うだつのあがらぬ人生を送るはずだった。

　しかし地元の松まつ

 山やま

 中学校は、数学のまるでできぬ忠温を（１年留年させはしたが）許容した。英語の成績もパッとせぬ忠温は、素そ

 志し

 であった女学校教師の夢は果たさなかったが、対露戦の切せつ

 迫ぱく

 を意識する陸軍が、士官学校の門を広く開けて待っていた。神戸税ぜい

 関かん

 の警備員に就職して悔く

 やんでいた忠温は、官かん

 報ぽう

 で入試合格を知るや辞表を進呈して、陸士13
 期生になった。

　５尺しやく

 ２寸すん

 の忠温は、少尉時代に放ほう

 蕩とう

 から家か

 産さん

 を傾けたものの、身体健康で、松山歩兵第22
 聯隊の旗き

 手しゅ

 として明治37
 年５月に遼りよう

 東とう

 半島へ上陸した。風ふう

 浪ろう

 は部隊をバラけさせ、しかもすぐさま南山への後ご

 詰づ

 めを急せ

 かされたから、一時は〈櫻井少尉が溺でき

 死し

 〉という虚きよ

 報ほう

 も伝わり、松山の新聞に掲載された。

　聯隊が所属する第11
 師団は当初、第２軍隷下だった。南山通過後は乃木の第３軍に編入される。そして旅順を囲む陣じん

 中ちゆう

 の日記で櫻井は「肉弾」という表現を思いつく。




 



 

　
旅順第一回総攻撃――ロシア軍の機関銃弾で「蜂の巣」に





　明治37
 年８月２日、櫻井は中尉に昇進したので聯隊旗手ではなくなり、安全な聯隊本部を離れて第３大隊第12
 中隊に配属された。中隊長次じ

 席せき

 であった。

　８月19
 日から、旅順第一回総攻撃が発ほつ

 起き

 された。

　23
 日、いよいよ櫻井らは、死し

 屍し

 累るい

 々るい

 の盤ばん

 龍りゆう

 山ざん

 の味方占領陣地を通過して、東ひがし

 鶏けい

 冠かん

 山ざん

 北堡ほう

 塁るい

 および望ぼう

 台だい

 の敵陣地を攻撃し占領すべき命令を受じゆ

 領りよう

 する。指揮官たちは誰もが半はん

 狂きよう

 乱らん

 であった。

　深夜の１時過ぎ。北堡塁下まで達したところで中隊長戦死。そこからは櫻井が中隊長になった。

　谷を越え、望台へ攀よ

 じる途中、櫻井は右手首関節を敵てき

 丸がん

 で貫通された。繃ほう

 帯たい

 したが、すぐにロシア兵が銃じゆう

 鎗そう

 をひらめかして逆襲突撃に駆け下ってくるのが見えた。左手のサーベルだけでは対抗できないと考えた櫻井は麓ふもと

 まで退さ

 がろうとした。そこを露軍の機関銃火が薙な

 いだ。１発は櫻井の左掌てのひら

 を貫通し、さらに１発は左前ぜん

 膊はく

 内に停てい

 弾だん

 。続いて右下か

 肢し

 にも中あた

 って脛けい

 腓ひ

 ともに完全骨折。右大だい

 腿たい

 部には盲もう

 貫かん

 弾が入った。

　翌朝、25
 歳の櫻井中尉は、四し

 肢し

 重傷の痛みを不思議にも感じないで、生きていた。辺あた

 りは双方の戦死者と戦せん

 傷しよう

 兵の山。頭を少しでも動かすとロシア兵が高所の塹ざん

 壕ごう

 から狙撃するので、死んだふりを続けた。だが露兵が、銃槍で負傷者に止とど

 めを刺して廻まわ

 っている。

　左足しか使えず絶体絶命であった櫻井を、高知聯隊の一面識もない上等兵が、鶏冠山下の安全地帯までかろうじて運び出してくれた。当時の中尉は、対米戦中の聯隊長ほどにも、偉く思われていたのだ。そこで数時間、人じん

 事じ

 不ふ

 省せい

 に陥おちい

 った櫻井は、真夏の暑しよ

 熱ねつ

 で、また目を醒さ

 ます。

　その24
 日の夜、櫻井は軍医のいる繃帯所まで後こう

 送そう

 されて来た。だが野戦病院で施せ

 療りよう

 できることはあまりない。そこからシナ人苦クー

 力リー

 の担たん

 架か

 で、鉄道終点の長ちよう

 嶺れい

 子し

 まで搬送され、大だい

 連れん

 の教会堂の兵へい

 站たん

 病院、さらに広島予備病院を経て、さいごは善ぜん

 通つう

 寺じ

 の予備病院に長期入院した。

　彦一郎が大隈重信を動かし、軍医監かん

 の菊きく

 池ち

 常三郎にじきじきに、忠温の右脚の骨折部位を診み

 させた。つなぎなおしの結果、やや右足は短くなる。

　明治38
 年６月、まだ手足不自由ながら、櫻井は松山の原隊に復帰した。重い障しよう

 害がい

 を負った将校が奉ほう

 公こう

 を続けられる職域として、８月に創設される陸軍経けい

 理り

 学校の生徒監への転勤が、まもなく取り計はか

 らわれた。



　
天覧に供され、中尉で異例の拝謁が実現するも「脱線」し始める





　やがて兄の手で『肉弾』が公刊されるや、乃木希典が侍じ

 従じゆう

 武官長を促し、異例の〈中尉の天皇拝はい

 謁えつ

 〉が実現した。山本権兵衛しか過去の例はないという。

　しかし、それから調子に乗って市し

 井せい

 の文芸誌に雑ざつ

 文ぶん

 を寄き

 稿こう

 したのが、経理学校の戦傷将校らの反発を買った。幾いく

 つかが大正４年刊の『十字路』に収められているようだが、昭和５年の全集で読むと、自己偶ぐう

 像ぞう

 破壊ともいうべき脱力の小しよう

 品ひん

 群だ。それが忠温のありのままだった。

　おそらく田中政明校長（櫻井と同じく歩兵中尉だったのが負傷によって転てん

 科か

 ）が、櫻井を悪にく

 んでパワハラの挙きょ

 に出たのだろう。思い余った櫻井は乃木に身み

 の振ふ

 り方を相談し、乃木から長閥の田中義一少将（明治44
 年９月から大正元年12
 月まで軍務局長）へ、話が行ったと想像される。

　大正元年夏に田中義一は陸軍省に櫻井を呼んで、軍事思想普及と国民精神作さつ

 興こう

 のための創作を親切に勧めた。経理学校長は９月に異動。忠温は心強く満州を旅し、大正２年に『銃じゆう

 後ご

 』を上じよう

 梓し

 した。やはり大隈が序文を寄せ、また天てん

 覧らん

 にも供きよう

 されたけれども、その散さん

 漫まん

 平へい

 板ばん

 な文ぶん

 藻そう

 が、『肉弾』が忠温の実作でなかったことを天下に告白するに等しい仕上がりであった。

　しかも、自分を救ってくれた兵の死などを『肉弾』で捏ねつ

 造ぞう

 していたことまでばらしている。[image: 〓]
 村（昭和４年没）は仰ぎよう

 嘆たん

 する外ほか

 なかったろう。



　
陸軍省「新聞班長」として――陸相が宇垣、白川、宇垣と続く幸い





　大正５年、同郷の白川義則少将が人事局長のときに、櫻井は少佐へ昇進し、京都の聯隊区司令部部員になった。徴兵関係のデスクワークが仕事だ。

　ついで京都第16
 師団の遼陽司令部の雑用を３年ほどした後、大正10
 年に中佐になって小倉の歩兵第14
 聯隊で短期間、隊たい

 附づき

 。五ご

 指し

 を随ずい

 意い

 に制御し難い右手でサーベルを抜かねばならず、同僚からは軍人適てき

 性せい

 を疑われ、苦しい勤務だった。

　宇垣一成が陸相になって２ヶ月後の大正13
 年３月、忠温は、陸軍省新聞班の４代目班長になれとの辞令を受けた。

　そこでも最初は部下から浮う

 いてしまって、新聞に櫻井の待たい

 命めい

 （退職）が、厭いや

 がらせリークされたりもしたようだが、おそらく第一次大戦中に真しん

 価か

 を発揮した英国政府の対内宣伝活動を日本でも実施せねばと、宇垣が思い詰めていたおかげで、櫻井大佐は昭和５年８月の予備役編入（同月１日に少将昇進）まで、同じポストに留とど

 まることになった。宇垣の後任陸相は松山出身の白川で、その後がまた宇垣だった。

　櫻井は、陸軍省が新聞だけでなく、映画動員にも乗り出すための表看かん

 板ばん

 として役立てられた。櫻井自身の書いた、ごくつまらないサイレント映画脚本も何作か「日につ

 活かつ

 」に押し付けられ、同社は陸軍御ご

 用よう

 撮影所のようになった（海軍は松しよう

 竹ちく

 を押さえた）。



　
“Ｋ１”と『のらくろ』――本来、櫻井に期待されていた仕事とは？





　宇垣や田中義一（昭和２年から４年まで首相）が櫻井に最も期待した仕事は、第一次大戦中に英国陸軍大尉ヤン・ヘイ（本名 John Hay Beith）が書いた挙きよ

 国こく

 一致讃さん

 歌か

 の“Ｋ１（キッチナー第１軍）”シリーズのような小説の、最新日本版だったかもしれない。

　しかし櫻井にはとうていそんな才覚は無く、代わりに、ヤン・ヘイの『前線十じゆう

 萬まん

 』を昭和３年に訳して翌年に活字化した。忠温が訳者としてクレジットされ、全集にも収められているが、文体や用語の違いから、短い序文以外はノータッチだと疑ってよい。たぶん本田増次郎（大正14
 年没）か[image: 〓]
 村が原書に着目し、彼らの関係者が働いていよう。

　[image: 〓]
 村は明治32
 年に元軍人メーン・リード著の少年小説を選んで翻ほん

 訳やく

 したことがある。本田は大正６年に、雑誌にキッチナー元帥伝を載せたことがあるようだ。

『前線十萬』の訳中に、「たくさんの犬が入隊して来た。彼等は定員外の兵隊のつもりでそばに附き纏まと

 つた」とあるところには注目したい（昭和５年10
 月刊の忠温全集第２巻、４２３頁）。

　講談社の月刊『少年倶く

 楽ら

 部ぶ

 』編集長は、昭和６年１月号から、田た

 河がわ

 水すい

 泡ほう

 の漫画「のらくろ」の新連載を決定。全国の小学生が熱ねつ

 烈れつ

 に支持した。猛もう

 犬けん

 聯隊で新兵の野の

 良ら

 犬がドジを重ねつつ、プロフェッショナルに育つという世界のヒントは、スコットランドの反政府的労働者たちが、愉ゆ

 快かい

 な高学歴中尉らとともに一人前の兵士に成熟していく“Ｋ１”シリーズにあったのではないか。

　未入にゆう

 営えい

 者に対する事前二等兵教育になるような通つう

 俗ぞく

 読み物として、『のらくろ』以上に成功した作品は日本にはない。その実用度では“Ｋ１”にくらべて劣っても、インテリ中産家庭の学がく

 童どう

 に軍隊生活を知ち

 悉しつ

 せしめた親しん

 近きん

 化か

 機能は、圧倒的だった。櫻井忠温には思いもつかぬような新時代の企画方向を、忠温の退官が間ま

 近ぢか

 くなった昭和３年以後の陸軍省新聞班内の切き

 れ者が、講談社に提案していたのかもしれぬ。



　
世間が忘れてしまった悲壮な戦場体験と、望むべからざる名声と





　郷里に戻って昭和40
 年に寂さび

 しく死んだ忠温を、松山人は、水野広ひろ

 徳のり

 と双そう

 璧へき

 をなす反戦系文人として持ち上げたそうに見える。が、それは水野や、新潟生まれで元中尉の松下芳よし

 男お

 のような人たちに対する、冒ぼう

 涜とく

 となるだろう。

　戊辰戦争体験者も、ベトナムのヴェテランズも皆みな

 、己おの

 れの戦場体験はすこぶる悲ひ

 壮そう

 であるのに、世間がそれを忘れたようだと感じた。

　櫻井忠温は、格別の勲くん

 功こう

 なき中尉としては望むべからざる名めい

 声せい

 を手にしながら、爾じ

 後ご

 、その不満にこだわった。そして、著ちよ

 述じゆつ

 家としての己れの信用を、みずからの筆によって破壊し続けた。

　なお、昭和７年にコロムビアから発売されたレコードドラマ『肉弾』には、櫻井の肉にく

 声せい

 も入っているらしいが、未いま

 だ聴く機会を得ない。



 

単純に軍令部と聯合艦隊を愛し、単純に海軍省と米国を憎んだ男







《海軍大将》




高橋三吉

 　［たかはし・さんきち］
 
　　明治15
 年（１８８２年）８月24
 日～昭和41
 年（１９６６年）６月15
 日




　
巣鴨に収監されてもめげない「単純明朗」キャラクター





　昭和21
 年８月、巣す

 鴨がも

 に収しゆう

 監かん

 されて１年足らずでＡ級戦せん

 犯ぱん

 容疑者の老人のほぼ全員がゲッソリと痩や

 せてしまった中、元聯合艦隊司令長官の高橋三吉はただ一人、逆に肥ふと

 っていた。若い児こ

 玉だま

 誉よ

 士し

 夫お

 は感銘を受けた。

　高橋と同日入所・同日出所の笹ささ

 川かわ

 良りよう

 一いち

 の証言によれば、高橋はいつも謡よう

 曲きよく

 を唸うな

 り、ときに安やす

 来ぎ

 踊りの泥鰌どじよう

 掬すく

 いを同どう

 房ぼう

 者に教授して、ＢＣ級から「三ちゃん」と慕した

 われていた。

　高橋は、物事を複雑に考える性格ではなかった。単純に軍令部と聯合艦隊を愛し、単純に海軍省エリートと米国を憎み、単純に三国同盟に賛成し、単純に反英と南進を鼓こ

 吹すい

 し、運悪く対米英戦の陣じん

 頭とう

 には立てず、時じ

 局きよく

 解説で有名人となった。



　
海兵の予備校的存在「攻玉舎」に学ぶ――そして南洋通のキャリアに





　高橋は明治15
 年、岡山県の出身である（本籍は東京青山原はら

 宿じゆく

 ）。日清戦争後の景気のよいときに、海軍に志願する少年を集めた攻こう

 玉ぎよく

 舎しや

 で彼は学んだ。山本英えい

 輔すけ

 （権兵衛の甥おい

 ）、財部彪、加藤寛治、大おお

 角すみ

 岑みね

 生お

 は同舎の先輩であり、岡おか

 敬たか

 純ずみ

 、石川信しん

 吾ご

 は後輩である。彼らの海軍内での結束は固かった。

　海軍兵学校第29
 期の同期には、潜水艇てい

 で殉じゆん

 職しよく

 した佐さ

 久く

 間ま

 勉つとむ

 、少佐で退役して未来戦記作家になった石いし

 丸まる

 藤とう

 太だ

 、藤ふじ

 田た

 尚ひさ

 徳のり

 や米よ

 内ない

 光みつ

 政まさ

 らがいる。明治34
 年の高橋の卒業時成績は、１２６人中５番であった。

　ただちに少尉候補生として機き

 帆はん

 船の『比ひ

 叡えい

 』で南方への遠洋航海へ出発。豪ごう

 州しゆう

 とニュージーランドでは、将校は貴族としての待遇を受けることを知った。

　高橋は少尉として所属した『松島』が練習艦隊に指定されたため、明治36
 年にも再び南なん

 洋よう

 をぐるりと巡めぐ

 った。

　日露戦争の旅順陥落までは、高橋少尉は英国製の小型駆逐艦『叢むら

 雲くも

 』に乗のり

 組く

 んでいた。

　明治38
 年の日本海海戦は戦艦『敷しき

 島しま

 』（旗き

 艦かん

 『三み

 笠かさ

 』のすぐ後ろに位置）で体験する。

　そして明治41
 年には、またも練習艦隊の『厳いつく

 島しま

 』の分隊長としてコロンボまで遠洋航海し、すっかり南洋通になった。この航海の帰き

 路ろ

 、僚りよう

 艦かん

 の『松島』が澎ほう

 湖こ

 島沖で火薬庫が爆発して沈み、大山元帥の子し

 息そく

 らが殉職した。

　その後、高橋は順当に海軍大学校に進み、第一次大戦の２年目にあたる大正４年には、欧米を視察旅行（実質観光）する特典も享きよう

 受じゆ

 した。

　大正５年７月には、ウラジオストックから金きん

 塊かい

 70
 トンを『春日』『日につ

 進しん

 』に分ぶん

 載さい

 してバンクーバーまで送り届けるミッションを、第４艦隊参謀長としてやり遂げた。

　大正６年には、対独戦のために英海軍が出払ってしまったインド洋を、日本海軍が代わって警備するための「第１特とく

 務む

 艦隊」の中佐（先せん

 任にん

 ）参謀を半年勤めた。シンガポールはこの時期、あたかも日本海軍が占領した観かん

 があった。高橋は、ボルネオ沿岸の水深が浅く、日本近海のように波が荒あら

 立だ

 たず、スコールが毎日あるので瀬戸内海よりも凌しの

 ぎやすいことを好感した。



　
なぜ海軍省と文民が軍縮を決めるのか？――高橋の「素朴な疑問」





　大正10
 年、ワシントン海軍軍縮条約が調ちよう

 印いん

 された。海大の教官として、次はいよいよ戦艦の艦長か軍令部の幕ばく

 僚りよう

 の椅い

 子す

 を夢見ていた高橋大佐は、時勢の暗あん

 転てん

 にショックを受けた。

　せっかく増やした軍艦を一部廃はい

 艦かん

 にするなどという約束を、どうして軍令部ではなく海軍省と文民が決めるのか？この、国策や外交を閑かん

 却きやく

 した素そ

 朴ぼく

 な感情が、大正11
 年11
 月に軍令部の課長となった高橋をして、軍令部権限強化のための運動を開始させることになった。

　潜水艦隊の旗艦となる巡洋艦『阿あ

 蘇そ

 』、および戦艦『扶ふ

 桑そう

 』（少尉候補生として高たか

 松まつの

 宮みや

 が乗艦）の艦長を勤めた後、高橋は少将に進級し、大正14
 年から軍令部の班長として再び、軍令部の権限強化を画策した。



　
多重衝突事故が起きた「美保関事件」――加藤寛治と夜戦を猛訓練





　大正15
 年11
 月、高橋は聯合艦隊の参謀長となった。続いて加藤寛治が司令長官に着任。二人は、数的劣勢を夜や

 戦せん

 技能の卓たく

 絶ぜつ

 で補おぎな

 う猛もう

 訓練を推し進めた。

　昭和２年８月24
 日の、月げつ

 明めい

 の無い午後11
 時頃、米艦隊に仮か

 装そう

 した戦艦群と巡洋艦群が煙えん

 幕まく

 を張りながら全速で退避して行くところを、やはり全部消しよう

 灯とう

 した味方の駆逐艦隊が肉にく

 薄はく

 して魚ぎよ

 雷らい

 を発射するという演習のさなか、駆逐艦『蕨わらび

 』は、巡洋艦『神じん

 通つう

 』に斜め前から衝突され、船体を真ま

 っ二ぷた

 つに割られて沈没（『神通』は艦首下部欠けつ

 損そん

 ）、また後続の駆逐艦『葦あし

 』も巡洋艦『那な

 珂か

 』に艦かん

 尾び

 を切断され、合計百二十数名が死亡するという「美み

 保ほの

 関せき

 事件」が起きた。

　加藤はこの年初め、全艦長たちに、訓練で艦と艦とが「こする」までは許す、という訓示をしていたのだった。

　戦艦『長なが

 門と

 』の司令部にあって高橋は、混乱した海域から旗艦を遠ざけ、舞まい

 鶴づる

 に向かうことを加藤に進しん

 言げん

 。加藤も同意した。やにわに砲術参謀の大おお

 川かわ

 内ち

 伝でん

 七しち

 中佐が、遭そう

 難なん

 捜査中に指揮官が現場を離れるとは何な

 ン事ごと

 かと怒ど

 号ごう

 した。これで我われ

 にかえった高橋は方針を撤回し、翌日いっぱい、美保湾に『長門』をとどめた。



　
満州事変で風向きが大きく変わる――軍令部の権限を海軍省と対等に





　昭和３年、高橋は、新編された航空戦隊（空母『赤あか

 城ぎ

 』『鳳ほう

 翔しよう

 』）の初代司令官を拝命した。

　そこで得た知ち

 見けん

 を「寡か

 を以も

 って衆しゆう

 を破る」対米作戦計画に昇しよう

 華か

 させるため、高橋は昭和４年に中将になるとともに海大校長に任命され、２年間を過ごす。竹下勇いさむ

 大将が推薦する「合あい

 気き

 武術」（古流の柔じゆう

 術じゆつ

 ）を、学生の久く

 邇にの

 宮みや

 朝あさ

 融あきら

 王とともに熱心に稽けい

 古こ

 したのはこの時期だ。

　昭和６年の満州事変は、海軍部内の風向きをも変えた。攻玉舎グループ他が、東郷元帥周辺で運動して、昭和７年２月２日には、軍令部長に伏ふし

 見みの

 宮みや

 博ひろ

 恭やす

 王が就任することになった。

　伏見宮は、みずからお飾かざ

 り総長であるつもりはなかった。２月８日には、軍令部の権限を海軍省と対等にせよというのが持論の高橋が、軍令部の次長に。そして昭和８年１月には、伏見宮と格の違いすぎる大角岑生大将が海軍大臣に再任された。

　伝統的に平時の海軍軍令部の高級幹部は、海軍省のカウンターパートよりも大たい

 概がい

 は劣等生がなるのであり、正せい

 論ろん

 を戦わせれば、負けてしまうはずだった。しかし伏見宮の迫力は、小物大将の大角を圧あつ

 倒とう

 した。高橋の念願である新軍令部条例は、天皇がいったん差し戻したものの、大角が翌日再提出して、ついに裁さい

 可か

 された。

　高橋中将は昭和８年11
 月に第２艦隊司令長官に転じた。その任期中、国際連盟が満州事変に関連して何と言おうと、南洋群島は返へん

 還かん

 せぬという含ふく

 みの演説をした（大阪毎日新聞社編『日本精神に還かえ

 れ』昭和９年２月刊）。



　
いつでも首都を砲撃する態勢――「２・26
 」事件で果断な対応





　昭和９年11
 月には、聯合艦隊司令長官に昇のぼ

 りつめた。高橋最も得意の時期で、故郷の播ばん

 州しゆう

 に里帰りし、村民総出の歓迎を受けたという。

　昭和11
 年２月26
 日、陸軍の青年将校が首都で叛乱を起こすや、高橋は東京湾と大阪湾にそれぞれ艦隊を展開させ、いつでも陸上を砲撃できる態勢をとらせた。この果か

 断だん

 が評価され、同年４月に高橋は海軍大将になった。

　もし航空機の進歩が昭和３年で止まっていたら、高橋が現役を逐お

 われることはなかっただろう。だが急激な航空技術の進歩は、高橋の技能をいつのまにか時代遅れにしてしまっていた。海軍がその総そう

 意い

 として、軍縮条約を脱退して大型高速空母を建造するつもりになった以上、海軍省の行ぎよう

 政せい

 経験もない、艦隊一ひと

 筋すじ

 の古ふる

 株かぶ

 には、居場所はなくなった。

　昭和11
 年末より軍事参議官にまつりあげられた高橋は、現役大将なのに、海軍省の軍務局から一切の機き

 密みつ

 情報を教えてもらえなくなった（おそらく謡曲を覚えたというのも、この芝しば

 白金での半隠いん

 居きよ

 時代ではないか）。



　
時局講演の才能――海軍省が「南進の広宣役」として売り出す





　昭和14
 年４月にとうとう予備役に編入されると、マスコミは、高橋には時局講演の才能があることを発見した。単純明めい

 朗ろう

 なキャラクターが、当時の庶民の理解力と絶ぜつ

 妙みよう

 に調和したのである。

　高橋は日本の旗はた

 色いろ

 が悪くなる昭和18
 年まで、毎年のように本を書いた。特に三国同盟締てい

 結けつ

 前後から日米開戦前の期間には、海軍省が高橋を「南進」の広こう

 宣せん

 役として積極的に売り出した節ふし

 もある。

　昭和16
 年３月の講演で高橋は、「私はドイツが、九九パーセントまでは勝つと信じてゐます」と語る一方で、もし日米開戦となったら、「日本海海戦のやうな大海戦は中なか

 々なか

 起おこ

 らない。こちらが希望しても向むこ

 ふが出て来ないから、なかなか起らないと思ひます。さうして、陰いん

 惨さん

 な戦いく

 さになり、《中略》相当長く続くものと考へなければなりません」とも予言している（東洋経済新報社『経済倶楽部講演』）。

　支那事変中の銃じゆう

 後ご

 の団結が、日露戦争のときほどではないのは、軍部がニュースを統制しすぎるからだ――と高橋は憂うれ

 えていた。

「国民が知らないで却かえつ

 て外国の方が知つてゐる」「差さし

 支つか

 へない限りに於お

 いて現状をもつと国民に知らせる方がいゝ」とも書いた（『南方経済圏を語る』昭和16
 年５月刊）。ここには高橋のオープンなキャラクターが表ひよう

 出しゆつ

 している。



　
山本五十六の「代弁者」のごとく――知らなかった聯合艦隊の全滅





　のちに巣鴨で高橋は、石原広ひろ

 一いち

 郎ろう

 に対して、ミッドウェー海戦で『赤城』が沈んだことも敗戦後まで知らずにいた、と語った。

　対米開戦後は、高橋は、新聞や雑誌に、山本五い

 十そ

 六ろく

 の代だい

 弁べん

 人のようになって頻ひん

 繁ぱん

 に談話を載せた。おかげで、庶民のあいだではすっかり著名人となった。

　終戦の直後、自分が愛し育てた聯合艦隊が、知らないうちに全ぜん

 滅めつ

 していたことを初めて承知した高橋は、怒りに震ふる

 え、米内と嶋しま

 田だ

 繁しげ

 太た

 郎ろう

 （開戦時の海相）を相次いで訪ねては、自じ

 決けつ

 を勧かん

 告こく

 せずにはいられなかった。

　高橋は昭和23
 年末に巣鴨から釈放される。その翌年、事情は詳つまび

 らかではないが、高橋の息子の高橋健二が銀ぎん

 座ざ

 でサンドイッチマンになっていることが、マスコミに知られた。やがて宮みや

 川がわ

 哲てつ

 夫お

 が『街のサンドイッチマン』という詞し

 を書き、吉田正ただし

 が曲をつけた。鶴つる

 田た

 浩こう

 二じ

 がこれを是ぜ

 非ひ

 にと望んで、昭和28
 年５月にビクターからレコードのＢ面扱いで発売されると、流行歌になった。

　昭和27
 ～28
 年頃は、巣鴨に未み

 決けつ

 で収監されたままの畑はた

 俊しゆん

 六ろく

 などの釈放運動を、先に釈放された笹川や高橋らが展開していた時期と、重なっている。



 

機関科将校の「教育精神」が防衛大学校に引き継がれた







《海軍中将》




兼田市郎

 　［かねだ・いちろう］
 
　　明治18
 年（１８８５年）１月16
 日～昭和28
 年（１９５３年）１月23
 日




　
戦前の日本の国策から「石油エネルギー」がスッポリ抜け落ちたわけ





　日本燃料（株）の子会社であったという原はら

 書房が昭和61
 年に公刊した『回想の兼田中将』（全４０４頁）には、意外にも、兼田の両親についての情報が見当たらない。

　生い立ちとしては、明治18
 年に今の下しもの

 関せき

 市に生まれ、旧制豊浦中学校を経て明治37
 年に海軍機関学校第16
 期生になっていることぐらいが知られる（対して兼田夫人は長ちよう

 府ふ

 藩士の娘だったと強調されている）。長州の士族以外の有ゆう

 産さん

 階級から兼田のキャラクターが出てきたと想像すると興味深い。

　機関学校の出身者は、海軍のエンジンだけでなく燃料も管かん

 掌しよう

 した。兵学校出身者は、燃料のことは機関科将校に任せて気に掛けなかった。これが、戦前の日本の国策から「石油エネルギー」がスッポリと抜け落ちていた理由だ。機関科出身者は海軍中将までで出世が止まるので、海軍省人事を支配する可能性もない。いきおい、機関科の領りよう

 分ぶん

 を超えた国政や大戦略への提言も諦あきら

 められていた。

　それにあきたらぬ海機15
 期優等卒業の中なか

 島じま

 知ち

 久く

 平へい

 は、大尉で退官し、航空機メーカーの社長から代議士、大臣になった。これは、稀け

 有う

 な例外である。



　
越えられない海軍内の壁――懸案だった「兵科と機関科の一元化」





　兼田の明治41
 年の卒業成績はトップ２位内に入っていなかった。そのため欧米駐在は無かった。まず『宗そう

 谷や

 』に機関少尉候補生として乗組んだのを手始めに乗艦を転々とし、軍艦の実務配置に精せい

 通つう

 した。

　機関大尉であった大正３年３月、兼田は機関学校教官を拝命する。同年、新にい

 妻づま

 を伴って高杉晋しん

 作さく

 の墓をお参りに行ったところ、70
 歳くらいのおのうさんが、まだ尼あま

 姿すがた

 で墓守りをしていたという。

　兼田は海大の機関科課程も経て、大正７年に機関少佐となり、翌年、第１艦隊参謀に。大正９年には、海軍省の機関局にも勤務した。

　10
 年、練習艦隊参謀として欧米巡航をして帰り、大正11
 年、ふたたび機関学校教官になった。12
 年、関東大震災で横須賀校舎（今の神奈川歯科大学）は全焼した。そこで機関学校は10
 月に江え

 田た

 島じま

 に引っ越した。

　これが〈兵科と機関科を一いち

 元げん

 化か

 しよう〉という大課題に日本海軍が取り組むきっかけになった。兼田機関中佐は、軍令部ならびに海軍省に出しゆつ

 仕し

 して、その研究に関与した。また12
 月からは人事局長の山やま

 梨なし

 勝かつ

 之の

 進しん

 の下で、機関科将校の人事も担当する。山梨は昭和14
 年から21
 年まで学がく

 習しゆう

 院いん

 院長を勤める開かい

 明めい

 的な提督で、昭和21
 年元旦の有名な詔しよう

 勅ちよく

 にも助言をしたともいわれる。

　機関学校に入学する生徒は、エンジンの専門技師になろうとは思っていなかった。全国の中学で首席を通したほどのエリートがザラにいたのだ。彼らは海軍でいちばん偉くなろうと願うだけの資質と資格が確かにあった。

　陸戦と兵学の課業時間は海軍兵学校よりも多かったほどで、１号ごう

 生（４年生）による鉄てつ

 拳けん

 制裁も、兵学校と同様であった。しかし、帝国海軍では機関科将校は常に兵科将校の風かざ

 下しも

 に甘んじねばならぬ。この現実を知って志気沮そ

 喪そう

 する生徒がおり、この現実に直面して猛反発する機関科将校もいた。中尉で退官して哲学者に転じた12
 期の鹿かの

 子こ

 木ぎ

 員かず

 信のぶ

 も、失望が大きかった口くち

 であろう。

　昭和３年12
 月、山梨中将が海軍次官になると、兼田機関大佐は教育局第三課長に抜擢された。同時期に兵学校校長には永なが

 野の

 修おさ

 身み

 が転補されている。が、永野は米国流のダルトン・プランを導入して失敗した。自じ

 習しゆう

 自じ

 学がく

 主義は、軍学校には向いていないのだ。



　
戦場に一度も出ず「教育一筋」で最高位の中将に昇り詰める





　昭和６年末、兼田は舞まい

 鶴づる

 （大正14
 年に移転）の機関学校の教頭に就任する。昭和８年には海軍少将（少将になれば肩書から「機関」の字は消えた）に昇進し、海大教官に転じた。

　そして昭和10
 年に機関学校長になり、12
 年には海軍中将になった。ここまで、兼田は一度も戦場へは出ていない。ほとんど教育一ひと

 筋すじ

 で、中将にまで昇のぼ

 り詰めたのだ。

　昭和11
 年、永野海相は懸けん

 案あん

 の〈一系化〉を解決せんと思い立った。軍務局長の豊とよ

 田だ

 副そえ

 武む

 はその任ではないと見て、永野は横須賀鎮ちん

 守じゆ

 府ふ

 から井いの

 上うえ

 成しげ

 美よし

 を呼び寄せた。

　井上少将は泊とま

 り込みで舞鶴の機関学校を念入りに調査し、結論を次の米内大臣に報告した。その内容は残されていないが、戦後に『朝日ジャーナル』が、晩年の井上から聞き出したところによれば、井上は、一般教育訓練については、兵学校の生徒もみんな機関学校に入れて教育した方がよいと思ったそうである。しかし井上によるこの高い評価は、井上没後の昭和51
 年まで、元機関科の誰も知らなかった。

　昭和12
 年７月27
 日、夏季休暇前の５浬かいり

 遠泳（７時間をかける）で、49
 期の新入生徒が死亡するという事故が起きた。１年生にはカナヅチも相当いたらしい。温厚紳士の兼田はショックを受け、臨りん

 済ざい

 宗の梶かじ

 浦うら

 逸いつ

 外がい

 （生涯独身を貫いた）に相談して、観かん

 音のん

 像を校長室に安置して冥めい

 福ふく

 を祈った。



　
兼田や娘婿などの働きかけで日本燃料（株）を戦後に創立





　現役キャリアの終末が近づいた昭和13
 年、兼田中将は一人娘を、海機40
 期の木き

 山やま

 正まさ

 義よし

 に嫁とつ

 がせた（養子とはしなかった）。

　熊本出身の木山は昭和６年に機関学校に入り、翌年の「５・15
 」事件の影響を受けたとみられて、シナ奥地の砲ほう

 艇てい

 の機関長に飛ばされたと本人は語っているが、特命検閲官（機関科の上司）がその才さい

 幹かん

 を見出し、兼田が内地に呼び戻して海大の学生にしたのであった。

　兼田は昭和14
 年に予備役になり、日本製鉄の相談役となって、昭和16
 年夏から樺太の封鎖炭田の調査をさせたという。また昭和19
 年には、炉ろ

 材ざい

 統制会会長になった。これは軍ぐん

 需じゆ

 省鉄鋼課の下部組織であった。

　終戦時、海軍省の軍需局員として燃料行政の一線に立っていた木山正義中佐（昭和17
 年から「機関」がとれた）は、山梨勝之進の慫しよう

 慂よう

 により、復ふく

 員いん

 事務を続けることになった。

　そして昭和21
 年秋、平へい

 壌じよう

 の第５海軍燃料廠しよう

 から引き揚あ

 げてきた機関学校卒業者たちの苦境に同情した木山は、顔の広い岳がく

 父ふ

 の兼田に、大蔵省の前まえ

 尾お

 繁しげ

 三さぶ

 郎ろう

 （南西方面艦隊民みん

 政せい

 部で一時期、兼田と一緒だった）や、運輸省の佐さ

 藤とう

 栄えい

 作さく

 らへの働きかけを頼んだ。木山自身は大蔵省の池いけ

 田だ

 勇はや

 人と

 と知ち

 己き

 であり、また商工省の菊池健一（山梨勝之進の姻いん

 戚せき

 ）らの協力も得られ、23
 年、国鉄機関車用の煉れん

 炭たん

 を製造する日本燃料（株）が創設された。

　兼田はさまざまな心労もあってか、昭和25
 年には歩行と会話が不自由になり、翌年からは寝ついて、昭和28
 年１月に67
 歳で瞑めい

 目もく

 した。



　
機関科将校たるもの、兵科将校以上に「死の覚悟」が必要である！





　その間の昭和26
 年12
 月、日本軍を再建しようとする日米合同の準備が始まる。日本側の海軍委員会は「Ｙ委員会」と称した。

　首席委員が少将の山本善よし

 雄お

 で、次席が機関科出身の秋重実恵少将だった。が、秋重は体調不良のため、代わりに木山が入っている。

　この委員会で、将来の保ほ

 安あん

 隊たい

 （のちの自衛隊）の幹部をどう育てるべきかも検討された。そして、教育綱こう

 領りよう

 は、戦中の海軍機関学校に則のつと

 ることで、海軍側の意見はまとまったという。

　機関科将校は、大きな軍艦の場合、吃きつ

 水すい

 線より10
 ｍ近くも深い缶かん

 室や機械室で部下を統とう

 率そつ

 しなければならない。その艦が合かっ

 戦せん

 で沈むとき、退艦命令は届かぬかもしれないし、届いても、時間的にもはや脱出は間に合わぬかもしれない。そんな空間で、指揮官が溺でき

 死し

 回避の心配ばかりしていたなら、部下に任務の完かん

 遂すい

 を命ずることなどできはせぬ。

　ゆえに、機関科将校たるもの、兵科将校以上に、死の覚悟ができなければならなかった。それを機関学校では若い生徒に教えていた。その精神が、こうして戦後の防ぼう

 衛えい

 大学校へ引き継がれることになった。

　昭和28
 年11
 月時点で保安庁の人事課首席課員は、木山と海機の同期であった。翌年に保安大学校（のちの防大）が発足し、海機45
 期の元少佐・松まつ

 平だいら

 永なが

 芳よし

 は、その第１期生の小隊指導官になった。松平はいきなり結けつ

 核かく

 性脳のう

 膜まく

 炎えん

 で３年も休職することになるのだが解雇はされず、昭和53
 年７月からは靖国神社宮ぐう

 司じ

 に就任している。

　このように機関科は、戦中に燃料を掌しよう

 握あく

 していたことと、兼田のように世話を焼や

 いてくれる幹部に恵まれたことで、終戦後の重厚な互ご

 助じよ

 ネットワークの構築が可能であったようにみえる。

　なお海軍機関学校には、文官の教官も奉ほう

 職しよく

 した。有名なのは、英語（必修）の芥あくた

 川がわ

 龍りゆう

 之の

 介すけ

 （大正５～８年、横須賀時代）、独語（選択）の内うち

 田だ

 百ひやつ

 [image: 〓]
 けん

 、仏語（選択）の豊とよ

 島しま

 与よ

 志し

 雄お

 らだろう。スキーやラグビーなどの体育系教官にも、多くの非軍人が招かれていた。



 

参謀の専横と踏みにじられた「科学技術尊重主義」の理想







《陸軍大将》




岡部直三郎

 　［おかべ・なおさぶろう］
 
　　明治20
 年（１８８７年）９月30
 日～昭和21
 年（１９４６年）11
 月23
 日




　
「異常と思うほど、地味」――まったく笑わぬ陸士18
 期の出頭人





　昭和14
 年に『軍人　わしが国さ』という、陸海将しよう

 星せい

 を２０００人も列記した人物評集を出した伊藤金きん

 次じ

 郎ろう

 は、岡部直三郎のことは「少将」だと思ってスルーした。じっさいには昭和12
 年11
 月に中将（山やま

 下した

 奉とも

 文ゆき

 と同日昇進）で、昭和13
 年７月から第１師団長という、陸士18
 期の出しゆつ

 頭とう

 人にん

 なのだが……。「異常と思うほど、地じ

 味み

 」（船引正之中将）だったためだろう。

　岡部は明治20
 年に広島市内で生まれた。父は日清戦争中に陸軍高等文官として台湾で陣じん

 没ぼつ

 してしまう。証言はないけれども、そこからの苦労が、彼の心しん

 根こん

 を形成した。岡部は父が生きていたなら普通の大学に進学し、科学者になりたかったのであろう。砲兵科を選んだのは数学ができたからである。

　明治30
 年に、長州色の強い広島幼年学校に入り、沢さわ

 田だ

 茂しげる

 の証言によると一度も笑うことなく、首席で卒業して中央幼年学校へ。少尉任官は明治39
 年であったから日露戦争は過ぎている。

　大正４年に中尉で陸大を卒業（語学はドイツ語）。参本からハバロフスクへ送り込まれ、シベリア出兵中はカルムイコフ兵団を醜しゆう

 聞ぶん

 無しに特務支援した。

　大正11
 年、岡部少佐はソ連情報が集まるワルシャワの駐在武官として、敗戦後のドイツ人の風ふう

 俗ぞく

 荒廃に呆あき

 れつつ、大正15
 年に砲兵中佐になって帰国する。日本陸軍はこの間に、ポーランドから近代的暗あん

 号ごう

 を導入したとされる。

　岡部は昭和２年末から陸大の兵学教官（二度目）を勤めた。やはり講堂ではまったく笑わず、学生の額ぬか

 田た

 担ひろし

 らは〈元帥〉と綽あだ

 名な

 した。



　
「強引で果敢な用兵こそ善し」の小畑敏四郎に全否定される





　昭和５～６年に野や

 砲ほう

 第１聯隊長を経験した岡部大佐は、満州事変が昭和７年１月に飛び火した第一次上海事変に際し、上海派遣軍の高級参謀を仰おお

 せ付かった。この派兵は、昭和の参本が海外作戦から奇き

 麗れい

 に撤収ができた最後の戦例となる。

　陸海軍は３月３日に呉ウー

 淞スン

 砲台を占領してしまい、あとは掃そう

 蕩とう

 と停戦協議の段階に。

　すると緊張が緩ゆる

 んだことから、応おう

 召しよう

 兵の規律紊びん

 乱らん

 、具体的には女捜さが

 しの醜しゆう

 行こう

 が頻ひん

 発ぱつ

 した（芦澤紀之によれば、いちど現役を済ませている兵たちはどうしても20
 歳の純じゆん

 心しん

 な気持は取り戻せない、と。また『戦せん

 陣じん

 訓くん

 』起草者の白しら

 根ね

 孝たか

 之ゆき

 によれば、応召兵を姦かん

 淫いん

 に駆か

 り立てる原因は決まって部隊の支給酒しゆ

 であった、と）。

　岡部は「施設」によって性問題を解決するよう、シナ通つう

 の部下参謀・永なが

 見み

 俊とし

 徳のり

 中佐に申しつけた。

　４月29
 日の天てん

 長ちよう

 節せつ

 。上海居留民団の主催で祝しゆく

 賀が

 会になった。君が代の斉唱中、派遣軍司令官・白川義則、第３艦隊司令長官・野の

 村むら

 吉きち

 三さぶ

 郎ろう

 、駐支公使・重しげ

 光みつ

 葵まもる

 らが並ぶ壇だん

 上じよう

 へ、25
 歳の朝鮮人が水すい

 筒とう

 改造爆弾を投げた（糸を引くと延えん

 時じ

 薬に点火する仕組みだった。もう１個、アルミ弁べん

 当とう

 箱を改造した同機構の爆弾も所持）。岡部ら幕僚は段の脇わき

 にいて無事。白川は軽傷だったのに、入院中に胃い

 潰かい

 瘍よう

 をこじらせ５月26
 日に病死した。

　凱旋した岡部は昭和９年に少将になり、翌年から陸大の幹事（副校長）に就く。技術色の強い砲兵科であるため、無理をさせず合理的な岡部の戦術授業統とう

 裁さい

 は、強引で果か

 敢かん

 な用兵こそ善よ

 しとした校長・小お

 畑ばた

 敏と

 四し

 郎ろう

 の気にいらず、昭和11
 年に３年生の前で原案を全否定されたという。

　岡部は陸軍技術研究本部の総そう

 務む

 部長に転じて、そこで信ずる主義を実践した。陸大はすでに「反長州」の病びよう

 的てき

 空間で、参謀の品しな

 も下くだ

 っていく。



　
頭ごなしにやりたい放題――方面軍命令を公然と無視する参謀たち





　昭和12
 年７月、支那事変が勃発すると、翌月新編された「北きた

 支し

 那な

 方面軍」の参謀長に補ほ

 された。さっそく軍司令官の寺内寿一大将と９月１日に京けい

 城じよう

 へ飛んだところ、朝鮮総督の南次郎から、〈山東半島から南京に向かえば徐じよ

 州しゆう

 で蒋しよう

 軍を袋ふくろ

 の鼠ねずみ

 にできるのに、それを考えないとは士官候補生の戦術より拙せつ

 劣れつ

 〉と酷こく

 評ひよう

 を聞かされた。

　方面軍の作戦課参謀末まつ

 席せき

 の辻つじ

 政まさ

 信のぶ

 大尉は、板いた

 垣がき

 征せい

 四し

 郎ろう

 中将の第５師団を山さん

 西せい

 省攻略に使うべきだとの意見が寺内に聴かれず面白くないといって、勝手に５師団附になってしまう。下した

 っ端ぱ

 幕僚は東京の参本と連絡して方面軍の頭ごなしにやりたい放題。長州の貴公子・寺内の面めん

 目ぼく

 を潰して悦よろこ

 んでいた。寺内も板垣を嫌う。11
 月、岡部は中将に昇進。

　昭和13
 年１月、優良港である青島（山東半島）の占領後の支配権をめぐり、陸海軍間で抗こう

 争そう

 が生じる。岡部は日記に「醜しゆう

 態たい

 」と書いた。東京では陸軍省も参謀本部も解決に努力せず、現地で協きよう

 定てい

 しろという無責任な態度だった。

　隷下の第１軍の作戦参謀・森もり

 赳たけし

 中佐も、方面軍命令を公然と無視したので、岡部のストレスは高まった（終戦時、近衛第１師団長として殺害される人物）。

　４月に徐州作戦が始まった。隷下の第２軍は、そのまた隷下の第10
 師団と第５師団を統一指揮せず、このため敵を侮あなど

 った小部隊がバラバラに前進。台たい

 児じ

 荘そう

 でシナ軍の意気さかんな反撃をくらって、最後まで連携悪く撃退された。シナ側は戦果を大宣伝した。



　
「田中新一は、とても参本作戦部長にして可い人物ではない」





　７月に岡部参謀長は、内地の第１師団長に転補される（後任、山下奉文）。第一線ではシナ軍の仕掛け爆弾（今でいうＩＥＤ）による深刻な損害も出ており、対する日本軍は赤あか

 筒とう

 （催さい

 涙るい

 ガス）を使うようになっていた。

　岡部が駐ちゆう

 蒙もう

 軍司令官として張ちよう

 家か

 口こう

 に赴任したのは昭和14
 年９月。蒙古工作の看板とする徳とく

 王おう

 は、会ってみれば少しも傑けつ

 出しゆつ

 したところは無かった。黄こう

 河が

 の南には朱しゆ

 徳とく

 の八はち

 路ろ

 軍がいた。

　岡部の部下幕僚となった田た

 中なか

 新しん

 一いち

 参謀長は面めん

 従じゆう

 腹ふく

 背はい

 のどうしようもない男で、黄河の蛇だ

 行こう

 が外そと

 蒙古に最接近する北岸の五ご

 原げん

 に執しゆう

 心しん

 し、距離的に無理だという司令官に逆らって特務機関を進駐させ、それが蒋軍に包囲され全滅した。

　岡部は田中少将を更こう

 迭てつ

 するよう再三中央を催促する。昭和15
 年４月に張家口に来訪した陸軍省の人事局長には〈田中は無責任で感情的で、とても参本作戦部長なんかにして可よ

 い人物ではない〉と話した（結局、田中は８月に中央へ栄転）。

　６月に岡部は腹部の圧迫感と耳みみ

 鳴な

 りを覚えた。これはじつは糖とう

 尿によう

 病で、高血圧とともに６年後の岡部の死因である。７月25
 日、元方面軍参謀の小お

 幡ばた

 一かず

 喜よし

 （工兵少佐）が、川かわ

 島しま

 芳よし

 子こ

 と関係した科とが

 で停職。８月に石油資源の調査団が内地からやってきた。ホロンバイル（ノモンハン）も油ゆ

 田でん

 地帯だという地質学者の話を、岡部は姿勢正しく謹きん

 聴ちよう

 した。

　昭和15
 年９月に、作戦とは関係のない事故が起きた。対空監視要よう

 領りよう

 を徳王政府の警察隊に教育すべく、陸軍の２人乗り偵てい

 察さつ

 機（たぶん九七司し

 偵てい

 で、岡部は飛行隊を指揮監督できぬ建けん

 制せい

 。後席は「大泉大尉」という）を張家口へ飛来させたところ、軍隊群衆の直ちよく

 上じよう

 を超低空で飛ぶことは禁止だったにもかかわらず曹そう

 長ちよう

 の操縦士が低空旋せん

 回かい

 で失しつ

 速そく

 して人ひと

 群む

 れの中へ突っ込んだ。

　操縦士含む即死者４人に加え、軍参謀の北きた

 白しら

 川かわの

 宮みや

 永なが

 久ひさ

 王（戊辰戦争の輪りん

 王のう

 寺じの

 宮みや

 の孫。当時30
 歳の砲兵大尉）が主翼で薙な

 ぎ払われ、病院で殉職するという大事件になった（戦死でないため戦中は靖国に合ごう

 祀し

 されず。昭和34
 年10
 月に合祀）。宮の切断された右足が見つからぬほどの衝突スピードであった。



　
荒木が禁じた「退却」の用語を復活させる





　岡部は12
 月に陸軍技術本部長にされた。ノモンハン事件後、陸軍は急に科学重視になり、そのためのシフトだ。

　昭和17
 年10
 月には陸大校長に転じた。荒木貞夫陸相の時代から「退却」という術じゆつ

 語が「後方機動」とか「転てん

 進しん

 」と呼び変えられていたのを、岡部は元に戻させた。しかし彼の理想とした科学技術尊そん

 重ちよう

 主義の教官人事は、もはや不可能だった。

　翌18
 年に大将になった岡部は、南方戦線へは一度も出ることなく、シナ大陸の方面司令官として終戦を迎える。昭和21
 年５月に漢口で脳内出血を発症。それが上海の収容所で11
 月に再発し、ついに帰らぬ人となった。



 

〈石原教〉の蹉跌――戦前のマルクシズムと国体論の狭間で







《陸軍中将》




石原莞爾

 　［いしわら・かんじ］
 
　　明治22
 年（１８８９年）１月18
 日～昭和24
 年（１９４９年）８月15
 日




　
佐幕の「最後の一藩」となった庄内藩――領内では負けなし





　慶應３年12
 月25
 日、幕府の軍事顧問団に属していたフランス軍砲兵大尉ジュール・ブリュネは、庄内藩の砲兵隊を指揮して、当時西郷隆盛が使し

 嗾そう

 していた江戸市中テロの拠点となっていた[image: 〓]
 摩屋敷を包囲。榴りゆう

 弾と散さん

 弾を２００発ばかり撃ち込んだ。泡あわ

 を喰く

 った浪人および[image: 〓]
 さつ

 州しゆう

 人は、芝沖の[image: 〓]
 摩の蒸気船『翔しよう

 鳳ほう

 丸』に搭とう

 じて遁とん

 走そう

 する。

　庄内藩は翌年の戊辰戦争で会津藩とともに奥羽の佐さ

 幕ばく

 連盟軍の中核になり、会津よりも後まで粘ねば

 って、領内では一敗もしなかった。藩主の酒井忠ただ

 篤ずみ

 は16
 歳でしかないからイニシアチブを発揮してはいまい。表おもて

 高だか

 17
 万石ごく

 ながら、家臣団のモラールがしっかりとしていたのだ。たとえば藩校の致ち

 道どう

 館かん

 では、「夜中独飲酒」はゆるしても「会飲酒」は厳禁していた。

　天保11
 年に同藩が国くに

 替が

 えの危機に直面したときには、この家臣団は、出で

 羽わ

 の遊ゆ

 佐ざ

 郡の出身で江戸に暮らしていた佐さ

 藤とう

 藤とう

 佐すけ

 というふざけた名前の男に訴そ

 訟しよう

 運動を頼み、その目的を達している。藩は佐藤に謝しや

 礼れい

 として年々３００石を与え、佐藤はそれを原資に旗はた

 本もと

 株かぶ

 を買った。その幕臣・佐藤の孫、林はやし

 董ただす

 が、戊辰戦争では榎本武揚とブリュネに同行して蝦え

 夷ぞ

 まで転戦した。ブリュネは後年、フランス陸軍の参謀総長にまで出世している。

　さて戊辰の役では、庄内藩は佐幕の最後の一藩となってから官軍の黒田清隆に使者を派は

 して明治元年９月に恭きよう

 順じゆん

 した。すると鶴つる

 岡おか

 城の開城に立ち会った西郷隆盛は、意外にも[image: 〓]
 摩兵をただちに庄内領から立ち退の

 かせた。

　のちに徳とく

 富とみ

 蘇そ

 峰ほう

 が弁じた如ごと

 く、[image: 〓]
 邸を砲撃した過去のある庄内藩幹部は皆、厳しい報復を覚悟していたところだったのでこの措置に感動し、明治３年になって藩主以下七十余名で鹿児島へ「留学」をした。

　そして、もしも明治10
 年の時点で酒井忠篤と弟の忠ただ

 宝みち

 がベルリンに軍事留学していなかったならば、山形県は西南戦争の西郷軍に呼こ

 応おう

 したろう、とまで言われた（明治12
 年に帰朝したこの２人は、明治政府によって、軍人コースを諦めさせられる）。



　
新政府から排斥されず――海軍中将・佐藤鉄太郎に続いた庄内人脈





　[image: 〓]
 人の斡あつ

 旋せん

 のおかげで庄内藩士のいくたりかも、新政府下で警察官として俸ほう

 給きゆう

 が得られた。石原莞爾が明治22
 年（１８８９年）に生まれたときに、元庄内藩士の父は警察署長だった。[image: 〓]
 摩の影響が強かった海軍でも、山形県人は排はい

 斥せき

 されてはいない。いちばん出世した佐藤鉄てつ

 太た

 郎ろう

 （やはり士族の子）が海軍少尉に任官したのがこの明治22
 年。鉄太郎の同期の山形県人が他に２名も海軍中将になっている。




 



 

　もちろん、すべての士族が国家公務員に転身できたわけではない。明治５年から藩は、もと浪士である新しん

 徴ちよう

 組ぐみ

 までをも含めた旧藩士３０００人を集めて、鶴岡城の東方２里り

 にある月がっ

 山さん

 山さん

 麓ろく

 １０６ヘクタールの山林を桑くわ

 畑に変えて帰き

 農のう

 （養よう

 蚕さん

 業）させた。

　最終的には、３００ヘクタール以上となって製せい

 紙し

 工場まで含む一貫産業を明治20
 年前後に大成させたこの「松ヶ岡」開墾事業は、昭和18
 年刊の『藩はん

 學がく

 史し

 談だん

 』の中で「士族の共産村」だと紹介されているほどの特とく

 異い

 なものである。



　
「警察署長」「教育パパ」――石原の奇矯なキャラクターを作った実父の謎





　石原少年は、大都市レベルではどうだったか知らないが、田舎いなか

 レベルでは飛び抜けた学力を小学校の最初から示す。

　入学が明治28
 年だから、学がく

 童どう

 期を対清戦争勝利の国こく

 運うん

 上昇ムードの中で過ごし、志望はおのずと軍人に定まった。しかし、なぜ海軍兵学校を目指さなかったのかについては本人も周囲も何も語っていないから、分からない（面めん

 貌ぼう

 がウリふたつの弟の二郎は海兵に合格し、おそらく莞爾に奨すす

 められて航空の道を進んで順当に出世した。が、昭和15
 年６月に道どう

 南なん

 の恵え

 山さん

 山さん

 塊かい

 に濃霧のなか墜落し殉職）。

　石原の父のことがよく分からないのだが、父の教養の中心は儒じゆ

 学であったし、宗しゆう

 旨し

 は曹そう

 洞とう

 宗だった。そして、少なくとも莞爾少年と二郎少年に、まったくカネの苦労をさせていない。

　本人が軍人ではないため、その子弟の幼年学校の諸費用（士官学校とは違い、授業料も寮りよう

 費もかかる）が減げん

 免めん

 される特典は受け得ない。全額負担の必要があった。弟の兵学校への入学準備も安いものではあり得ない。だから借金もしたのだろう（莞爾の漢口時代の妻宛て書しよ

 簡かん

 から、当時の父に数百円の借金があったことが知られる）。

　莞爾はそんな親の苦労を知らないで、ディープ東北で気き

 儘まま

 な天てん

 狗ぐ

 として成長した。父は息子を溺でき

 愛あい

 して「莞爾」などという名をつけ、旧制中学以上の学歴は与える決心だったのだろう。ひょっとすると、世にも稀まれ

 な「教育パパ」だったかもしれない。

　しかしこの東北人の父は、なぜか莞爾から尊敬されなかった。石原莞爾の才さい

 学がく

 だけでなく、目め

 下した

 に対して同情的（たとえば従じゆう

 兵へい

 にシャツ洗せん

 濯たく

 はさせるが靴くつ

 磨みが

 きはさせない）であって目め

 上うえ

 に対しては円満でない、奇き

 矯きよう

 なキャラクターは、まちがいなく実父が作っている。

　地元鶴岡市の旧制庄内中学校を２年の途中で辞めて、仙台の陸軍地方幼年学校に石原が入学したのが明治35
 年――誰もが次の戦争相手はロシアだと確信していた時期だ。同窓生の南なん

 部ぶ

 襄じよう

 吉きち

 （のち中将）によれば、莞爾は数学とドイツ語はいつも満点近い秀才で、それなのにガリ勉の様子がなかったという。

　東京の陸軍中央幼年学校に進んだときは明治38
 年の９月で、対露戦争の講和条約が締てい

 結けつ

 されている。尤もつと

 も、ロシア帝国は引き続いて、日本にとっての最大脅威であった。

　この「中幼」（年齢的に今の新制高校生くらいに相当する）時代の明治40
 年末から、石原は原因不明の腹ふく

 痛つう

 に悩まされ始めていることが日記から分かる（医師は「胃カタル」と誤ご

 診しん

 した）。



　
樋口季一郎と昵懇に――そして成績上位なのに「原隊」が新編聯隊？





　石原は明治40
 年に、18
 歳の見み

 習ならい

 士官になった（一般中学から士官学校へ進む者と、幼年学校からキャリアをスタートした者とは、隊たい

 附づき

 の見習士官を経験する順序が異なる）。陸軍士官学校への入校は同年末だ。石原は、原因不明の時折の腹痛（これは精神性のものではなかったと後年に判明した）に苦しまされつつも、２年後、士官候補生21
 期を上位の成績で卒業。同期には、飯いい

 村むら

 穣じよう

 や樋ひ

 口ぐち

 季き

 一いち

 郎ろう

 らがいた。樋口とは殊こと

 に昵じつ

 懇こん

 になった。

　石原少尉の「原隊」は、会津若わか

 松まつ

 に明治41
 年末に新編された歩兵第65
 聯隊と決まった。これは大変なことだ。多くの成績中位の「少尉のタマゴ」たちは、出身郷里の聯隊を希望し、成績上位の野や

 心しん

 家ならば、大～中都市（東京でなくば、少なくも師団司令部が同居している地方都市）の聯隊を自分の原隊に決めてもらいたがるものだ。

　成績が上位なのに、僻へき

 遠えん

 の田舎聯隊や新編聯隊（日露戦争前後に増えた）をわざわざ希望する酔すい

 狂きよう

 な者はいない。いろいろなイベントで師団司令部にやってくる陸軍の実力者たちに、己おの

 れの人物をアピールする機会に恵まれないからだ。



　
コネなし、アナーキーな将校の厄介払い、陸大合格は絶望的……





　新編聯隊の場合、そこには既き

 製せい

 「将校団」が存在しない。基き

 幹かん

 将校は、すべて他の古い聯隊（「歩65
 」の場合、仙台を中心とした東北地方の各聯隊）から何人かずつ割かつ

 愛あい

 してもらって、寄せ集めるわけだ。

　伝統の浅い将校団は、各方面へのコネも細ほそ

 い。だから「陸大合格サポート体制」が組み難い。まして「会津」が明治期を通じて、長州陸軍と良好な関係を構築できていたわけもない。しかも明治40
 年から41
 年という編成作業時期からみて、各聯隊では、マルクシズムなどに影響されたアナーキーな将校たちを転出させて厄やつ

 介かい

 払いしたと見るべきなのだ。

　左さ

 様よう

 な問題聯隊を原隊として指定された新任少尉は、士官学校で首席でもない限りは、陸軍大学校に合格できるかどうかが、すこぶるおぼつかなくなる（例外はある。陸士16
 期首席の永なが

 田た

 鉄てつ

 山ざん

 は、その語学力から陸大合格は初めから確実視されていたので、意図的に、日露戦争末期新設の高たか

 田だ

 歩兵第58
 聯隊を原隊として指定され、明治41
 年にその最初の陸大合格者となっている）。

　陸軍軍人は、もし大尉になるまでに陸大に合格できなければ、平時が続く限り、大佐以上へ高こう

 速そく

 出世できる「参謀」（幕僚、スタッフともいい、師団司令部以上から置かれる）には、まずなれぬようになっていた。

　陸大を受験しろと上司から勧められなかったり、みずからの意思で敢あ

 えて陸大受験をしなかったり、再三受験したけれども落とされてしまったり、そのようにして大尉になってしまったノン・エリート将校たちは「隊附将校」と称され、定年までに大佐にもなれぬことが多かったのだ。



　
我儘を通せる？　郷里の居心地の悪さ？――石原の「進路選択」の理由





　陸士首席くらいでなければ誰も行きたがらぬはずの、その聯隊を石原が原隊としてあてがわれたということには、幾つかの解釈が可能だ。

　ひとつは、石原はそれでもその聯隊から陸大へ進む最初の青年将校になる可能性が早々と見込まれて、聯隊内では上司先輩に対してかなり我わが

 儘まま

 も通せそうであったから、本人はそれは面白いと判断したかもしれない。逆に、石原が郷里聯隊または郷里そのものに居い

 心ごこ

 地ち

 の悪さを覚えた可能性もある（大正９年８月20
 日付の妻宛ての手紙に「郷里と親した

 しみ得ない理由ある私」と書いている）。

　そしてまた、新編聯隊にも何人かは、必ず優秀者を送り込まねばならぬ陸軍省としては、もしもその聯隊でアナーキズム傾向を強めて人材的に潰れてしまっても大損失ではない、あつらえ向けな一人として、石原をセレクトしたのかもしれない。……いずれにせよ、成績上位者の場合、本人の最小限の希望は尊そん

 重ちよう

 されるはずだから、石原は、勝算半分、ヤケクソ半分で、未み

 知ち

 の運命に飛び込んだことであろう。



　
箕作元八『西洋史講話』との出合い――ナポレオンの大戦略を再評価





　明治43
 年４月から45
 年３月まで、歩兵第65
 聯隊は朝鮮に駐ちゆう

 箚さつ

 した（こういうのは全国の聯隊や師団がローテーションで務めた）。

　明治40
 年代の初め頃の大陸や半島では、日本の軍人は下した

 っ端ぱ

 までも大おお

 威い

 張ば

 りだった。絶ぜつ

 東とう

 地域で日本の行動を掣せい

 肘ちゆう

 する外国は、ひとつもなかった。だからシナ人も、内心でいくら反発しても外面ではペコペコする他にない。

　ただし米国西部の州しゆう

 民みん

 が日本人移民を欧州系とは非対等的に制限しようとし、その意向を東部の政権も尊重する態度は、暗あん

 雲うん

 を投げかけ始めている。シナ人はそれに期待し、日本人はそれに怒った。欧州のマスコミは早くも「日米戦争か？」と言い出していた（高橋作さく

 衛え

 『日米之新関係』明治43
 年刊）。

　石原少尉は、東大教授の箕み

 作つくり

 元げん

 八ぱち

 （１８６２～１９１９。津つ

 山やま

 藩医の息子で、若くして英語を修め、動物学から史し

 学がく

 に転向。ドイツでランケやトライチュケに師事して「時代の精神」の要よう

 諦たい

 を掴つか

 み、ついで仏革命史を英独寄りな視点から批判的に学ぶ。昭和天皇が皇太子時代の教師の一人。海大で海戦史も教えた）が、旧制高校や高等師範学校の生徒くらいを読者に念頭して書いたテンポの良い通つう

 史し

 『西洋史講話』を明治43
 年かその翌年に読み（ただしおそらくは中世も近世も米国独立戦争もボーア戦争もスルーし）、ナポレオンがただの戦術家ではなかったこと、国家の戦争指導の大構想を持っていた英雄であったことを領りよう

 解かい

 した。

　この本は、文章は読みやすいのだけれど、なにせ１３００ページの大だい

 部ぶ

 なので携行には嵩かさ

 張ば

 る。しかも初しょ

 版はん

 発売が明治43
 年７月だから、石原は内地からこれを持って行ったのではない。取り寄せたのか、または誰かが聯隊将校クラブのために寄贈した１冊を繙はん

 読どく

 したのかもしれぬ（兵頭の私見では、石原は同書を通つう

 読どく

 も熟じゆく

 読どく

 もしてない）。

　最さい

 近きん

 年ねん

 の各国海軍勢力の消しよう

 長ちよう

 表は、佐藤鉄太郎がわざわざ作ってくれたものを箕作は使用している（この箕作元八から勧められてクラウゼヴィッツ研究を始めたという佐藤堅司が昭和11
 年に刊行した『世界兵へい

 學がく

 史話・西洋篇』によれば、じつは鉄太郎も元八の弟子であり、また友人だったそうだ）。本書の箕作の陸戦の記述内容には、石原は不満であったろう。



　
ナポレオンの「対イギリス政略」が、現在の日米関係にオーバーラップする





　米国資本家が使嗾する満まん

 鉄てつ

 中立化の執しつ

 拗よう

 な外交工作を憎みながら、その米国を徹底的に研究したいとは思わない典型的な当時の陸軍将校であった石原は、本書『西洋史講話』に述べられる往おう

 時じ

 のフランスの「対英外交」こそは、現在シナ大陸に干かん

 渉しよう

 してくる米国を、日本が排はい

 斥せき

 するための指針だと思った。

　すなわち箕作のまとめによるなら、ナポレオンの大目的は、インドを筆頭にした、七年戦争で英国に奪われてしまった海外植民地をぜんぶ奪回してフランスを富ませ、かつ英国商品を欧州大陸市場（特に北方の大たい

 河が

 河口域）から締し

 め出して英国の力を弱め、最終的には英本土を陸軍で占領してしまうことにあったのだ。

　たとえば、ナポレオンがイタリアに攻め入ったのは陸戦で名を上げたかったからではない。まず地ち

 中ちゆう

 海かい

 を制圧しないと、インドへの道が開けないからであった。

　ヨーロッパ中を転戦したように見えるのも、大陸封ふう

 鎖さ

 政策の指導に諸国の政府を無理にも従わせる必要あってのことだったのだ。１８０２年３月の英国とのアミアン和わ

 約やく

 は、軍艦の数はともかくも、英海軍に海戦で太た

 刀ち

 打う

 ちできるほどの質の高い海軍将兵の育成にはあと数年はかかると見積もられたがため、その間の平和が不可欠だと判断したのだ――。

　一切は、遠えん

 大だい

 なる「対イギリス政略」だったというわけである。石原はこの「対イギリス」を「対アメリカ」に読み換か

 えた。日露戦争後のシナ市場に割り込もうとし、第一次大戦後は多た

 国こく

 間かん

 条約で日本の大陸方面でのフリーハンドを掣肘しようとする、大海軍国の米国の姿が、ちょうど１００年前の英国と重なった。



　
朝鮮で辛亥革命の報を聞く――石原の「独特すぎる」シナ観と日本観





　明治44
 年10
 月の辛しん

 亥がい

 革命の報ほう

 を朝鮮で聞いて、若い石原は興奮した。シナ人が自発的に欧米人を大陸から追い出せばよい、と彼は思ったのだろう。だがシナ人の怒りの矛ほこ

 先さき

 が日本に向いているとは、石原はぜんぜん思わなかったらしい。石原の感覚では、シナ人は日本人の指導のみに、弟のように服従すべきであった。

　だが、その日本には、物質面の後こう

 進しん

 性だけでなく、英米指導者層が共有しているような高こう

 邁まい

 な理念が欠けていることにも、石原は鈍どん

 感かん

 ではなかった。「神しん

 道とう

 」ではどうもこの不足は埋められそうになかった。

　朝鮮駐箚も終わって、大正２年に中尉になると、聯隊では、石原に陸軍大学校を受験させるという方針が固まる。聯隊から陸大合格者を出すことは、ゆくゆく、そのエリートに中央から人事等で目をかけてもらえることを意味した。

　それは全将校団の利益であった。古い聯隊でもそうだし、田舎の新編聯隊ならばなおさらの悲願だ。石原は、専せん

 心しん

 受験準備ができる特別な勤務シフトを顧こ

 慮りよ

 されたはずである。だが、そのことを自分では語らないし、周囲もまた証言を慎つつし

 む。

　なお同聯隊はのちの宇垣軍縮で消滅させられ、こうした初期将校団の苦労一切も水すい

 泡ほう

 に帰している。



　
陸大一発合格――第一次大戦の衝撃で「天才戦術家」として注目株に





　大正４年（１９１５年）、第一次大戦が長期化（すなわちドイツ参謀本部の短期勝利計画がものの見事に破は

 綻たん

 ）という日本陸軍本流・長州閥の大ショックの中で、石原中尉は陸大受験に一発合格した。特とく

 需じゆ

 景気（国こつ

 庫こ

 歳入増）による近未来の軍拡（まだロシアは健在）も見込まれた折、赤い新編聯隊をますます赤くしないためにも、この最初の受験生をしりぞけないのは規定路線だったかもしれない。

　陸大の３年間における石原の成績の詳細は不明ながら、「戦術」の答とう

 解かい

 は出しゆつ

 色しよく

 だったのだろうと見てよい。欧州戦線から届く膨ぼう

 大だい

 な砲弾消費量のニュースは、日本陸軍のエリート将校たちを狼ろう

 狽ばい

 させ自じ

 失しつ

 させるインパクトがあった。エルンスト・ユンガーは「鉄の暴風」と表現した。大正５年２月にドイツ軍がヴェルダンを攻撃したときには、最初の８時間で２００万発の砲弾を降らせたという。日本の産業能力・経済規模では、逆立ちをしても欧州の一国にすら物量で勝てないであろう。となると参謀本部としては、あとは天才的な「戦術家」を頼りに思うしかない。

　新規な技術の話を聞いてもたじろがず、予備知識の該がい

 博はく

 を誇り、しかも常に相手の目を真正面から睨にら

 みつけて圧迫する癖くせ

 のある石原こそは、注目株かぶ

 だと信じられた。陸大では語学もしくは「戦術」の点数さえ高ければ、あとの科目は目こぼしされるしきたりが暗あん

 黙もく

 にあった。石原はドイツ語に特に熟じゆく

 達たつ

 していたとは誰も評していないが、悪い点数でもなかっただろう。



　
在学中に婚姻２ヶ月で離縁――徐々に顕在化する持病と神経衰弱





　陸大に合格した陸軍将校は、エリート人生がいちおう確定するから、大尉に進級して扶ふ

 養よう

 家族を養やしな

 える程度の俸給が得られるようになるその前後、実家の勧めで、上級官員の地位にふさわしい妻を（しばしば資産家の家から）迎えることは普通だった。

　石原も在学中の大正６年７月に、山形の両親が大急ぎで婚姻をさせたとみえる。が、２ヶ月後に離り

 縁えん

 。事情については詳しい証言者が一人もいないので、まるで分からない。ひとつ思えることは、莞爾と実父とのあいだに相互の信頼関係が築かれていたなら、こんな不ふ

 祥しよう

 事じ

 は起きまい。

　吉田司氏著『宮澤賢治殺人事件』（１９９７年刊）によれば、抗こう

 生せい

 物質が無かった戦前には、妻の側から堂々と強制離婚が可能だった事じ

 由ゆう

 のひとつとして、夫が「結けつ

 核かく

 」（それはしばしば当人によって「肋ろく

 膜まく

 炎えん

 」とか「急性肺はい

 炎えん

 」と言い換えられたそうだ。陸士34
 期の西田税みつぐ

 も大正14
 年に「肋膜炎」を口実として予備役になったあと北きた

 一いつ

 輝き

 の弟子となった）の患かん

 者じや

 だと判明した場合があったということだが、兵頭は、石原家が「肺はい

 患かん

 」の家だと書いてある資料を見たことがない。

　のちの海外在留時代の手紙文（再婚した妻宛て）を通読しても、彼や彼の両親は健康体であったとしか思えない。

　ただ、大正９年10
 月19
 日の妻宛ての手紙に、「いよ[image: 〓]
 [image: 〓]
 根本的に〔自分の〕二十余年の持病が治ることと確信します」と見え、また大正10
 年１月23
 日付けの妻宛ての手紙には、「年末年始頃は余あま

 り苦しんだので迚とて

 も此この

 持病は見み

 込こみ

 ないと思ひました」とあるので、何か深刻な自覚症状はあったらしい（最晩年の石原を診察した同郷医師によれば、膀ぼう

 胱こう

 内に腫しゆ

 瘍よう

 が成長し、それが次々に壊え

 死し

 して切せつ

 片ぺん

 となり、尿によう

 路ろ

 感染や全身症状を引き起こしていたという。その腫瘍は外げ

 科か

 的に摘てき

 出しゆつ

 ができず、焼しよう

 灼しやく

 することしかできないものだったようだ。残存する日記に「血けつ

 尿によう

 」と書かれ出すのは昭和11
 年１月からである）。

　なお陸大在学中から大正13
 年にかけて、石原は「神経過か

 敏びん

 」「神経衰弱」気味だとも意識していた。



　
原隊で中隊長に――「マルクス思想」に染まった新兵をいかに教育するか？





　大正７年11
 月、奇く

 しくも第一次欧州大戦の休戦と前後して、歩兵中尉・石原莞爾は、陸大の30
 期を「優等」の成績で卒業した。同じ「優等」には陸士同期の菰こも

 田だ

 康こう

 一いち

 （兵科は砲兵。その後、目立たず）がいた。「首席」は陸士22
 期の鈴木率より

 道みち

 （兵科は砲兵）。陸士18
 期の阿あ

 南なみ

 惟これ

 幾ちか

 も陸大30
 期であるが、阿南はここでは無む

 冠かん

 だった。

　平時であれば、語学専攻がドイツ語である陸大優等卒業者には、すぐにドイツ語圏駐在武官という「ご褒ほう

 美び

 」が与えられ、30
 代前半の男ざかりの大尉時代をヨーロッパで愉ゆ

 快かい

 に過ごせるのだった。

　が、石原の場合、語学力は抜群というほどでもなかったことと、ドイツ帝国軍が敗はい

 滅めつ

 してしまっていたので、いったん原隊で中隊長を短期間体験してから、大正８年７月、とりあえず教育総監部附にされ、その在京中の８月に二度目の婚姻をし（相手は、陸大当時の教官・五味為吉中佐の夫人の妹で、東京出身。夫婦には最後まで子供無し）、ついで大正９年４月に、漢口の中なか

 支し

 那な

 派遣隊司令部附参謀を命ぜられる。

　そこは、かつて大正３年に陸大を出たばかりの河こう

 本もと

 大だい

 作さく

 （陸士16
 期）も着任したポストだ（河本はそこで「反・袁えん

 世せい

 凱がい

 」派支援の特務工作に邁まい

 往おう

 した）。少し前なら、シベリア出兵絡がら

 みで同方面の特務機関というコースもあり得たのだったが、シベリアの方は沈静化しつつあり、むしろシナが騒がしかった。

　石原は、原隊で中隊長になるに際し、〈マルクス思想に染そ

 まった新兵を指導するには如何いかが

 するか〉を沈ちん

 思し

 したろう。陸士25
 期の歩兵中尉・松下芳よし

 男お

 が、日本陸軍始まっていらい初めての「非ひ

 戦せん

 思想」を理由としての放ほう

 逐ちく

 処分をくらうのは大正９年７月である。

　また石原は、在外勤務先の決定を待たされながら短期間待機した教育総監部では、〈ドイツ丸まる

 写うつ

 しの歩兵戦術をこれからどうするか〉を空想しただろう。

　そして漢口赴任は、「五・四運動」の翌年であった上に内地が第一次大戦後の反動不況に突入した直後でもあったので、〈日本はアメリカよりも乏とぼ

 しい財源でアメリカに劣おと

 る艦隊しか整備ができないのに、どうやってこれから大陸の独占権益を固守できるか〉と悩んだに違いあるまい。

　大正９年２月21
 日の日記には、「誤あやま

 れる陸軍の対支態度改善運動の陳ちん

 呉ご

 〔さきがけの犠牲〕たらん哉か

 」と、昨年に決心したと書かれている。



　
「三つの難問」――インテリ兵の説諭、大陸経営の正当化、艦隊と陸軍の両立





　マルクシズム（国家や政府や国民というものを否定し、階級だけがあるとするコスモポリタン思想）の影響を受けた者が徴兵の中に増えたのは、明治40
 年前後からであった。

　しかるに陸軍幼年学校で石原らが教えられ、石原も独自に勉強をしようとしていた神道では、そのマルクス思想に対抗して「なぜ日本国家は必要なのか」「なぜ国家のために死ぬべきか」をインテリの兵隊に説せつ

 諭ゆ

 できず、指導論理としての弱さは否いな

 めない。

　石原はまた、「なぜ日本がアメリカを排除して大陸を一国で支配し指導しなければならないのか」の理由付けも、頭に入れて得とく

 心しん

 したかった（石原は漢口に着任後の大正９年５月25
 日の日記に、――シナ人は自治はできず、外がい

 来らい

 人が統治しないと幸福になれない。しかしシベリア出兵のような国際管理ではダメだ。「我わが

 大和やまと

 民族が断じて此この

 重責に当あた

 らざるべからず」――と書いている）。

　商業資本家も国家も否定するマルクス思想と、日本が当時やろうとしていた大陸経営（疲ひ

 弊へい

 した欧州諸国がアジアを留守にしている今のうちに、日本が軍事力を背景としてシナ市場を独占支配してしまえ）とは、相あい

 容い

 れるものでない。識しき

 字じ

 力ある若者は、マルクス思想の方がヒューマンであって筋すじ

 が通っていると見た。かたや中層インテリたちは、「天皇のために死ね」としか言えない明治後半式の国こく

 体たい

 論に、うんざりしていた。

　アメリカをシナ大陸から遠ざけたくば、有力な艦隊が必要なのだというコンセンサスは、箕作元八の『西洋史講話』を読まない者にも共有されていた。さりながら、国家の道具として艦隊ほどカネのかかるものもない。かつてのオランダもナポレオンも、今のドイツも、艦隊と陸軍の両りよう

 立りつ

 などできはしなかったのだ。では、日本はシナ利権を放棄させられるしかないのか？



　
『宗門之維新』――独自の日蓮宗革新運動を展開した風雲児





　答こたえ

 の見つからない、三つの難問のうち、なんと二つにまで、すでに答を用意していたのが、国こく

 柱ちゅう

 会かい

 という「日にち

 蓮れん

 主義」の新宗教団体を率いる理論家、田た

 中なか

 智ち

 学がく

 （１８６１～１９３９。生まれも育ちも江戸っ子）であった。

　この智学、もともと法ほつ

 華け

 信者の医師の三男だったのだが、幼よう

 にして両親を喪うしな

 ったところから運命が狂い、廃はい

 仏ぶつ

 毀き

 釈しやく

 のさなかに日蓮宗の寺の小僧として学び育ち、17
 歳で還げん

 俗ぞく

 。その翌年（明治13
 年）から、独自の日蓮宗革かく

 新しん

 運動を組織し始めたという風ふう

 雲うん

 児じ

 である。

　明治34
 年に田中智学が発行した（雑誌に連載していた記事を手直しして、９月10
 日に単行本化した）『宗門之維新』は、日蓮を世界統一軍の「大だい

 元げん

 帥すい

 」といい、日本帝国をその「大本営」であるとし、信者に「不ふ

 惜しやく

 身しん

 命みよう

 」の決意で、宇う

 内だい

 を霊れい

 的に統一する（人類の思想と目的とを統一する）ときまで、「侵略的」態度で折しやく

 伏ぶく

 をすべしと訴え、40
 派に分裂していた日蓮宗の「改造」（改革）を呼びかける。



　
キリスト教のミレニアム意識、千年王国思想、佐藤信淵の外征論……





　かなり博ひろ

 い範囲の読書をしていたと思おぼ

 しい智学は、キリスト教のミレニアム意識や千せん

 年ねん

 王国思想のこともたぶん知っていたし、文政６年の佐藤信のぶ

 淵ひろ

 著の『宇内混こん

 同どう

 秘ひ

 策さく

 』（神道ゆえに日本は西欧より優すぐ

 れているのであり、シナ他の全世界を支配する資格がある。農のう

 本ほん

 主義で富ふ

 国こく

 強きよう

 兵へい

 し、モンゴルと同盟して清国を征服することを手始めに、神道による世界統一は実現できる――とする。信淵は平ひら

 田た

 篤あつ

 胤たね

 に師事していた）からも影響されていたに違いない。

　智学は『孫そん

 子し

 』の中に「侵略」という言葉が「攻撃」の意味で出ていることをふまえていて、寺院の門石に「一いつ

 天てん

 四し

 海かい

 皆かい

 帰き

 妙みよう

 法ほう

 」「閻えん

 浮ぶ

 提だい

 内ない

 広こう

 令りよう

 流る

 布ふ

 」とあるのは、日蓮からの内外侵略の命令なのだとする。そして、侵略は天地の公こう

 道どう

 だとも説く。

　このような智学の叫びに共鳴する信者団体（国柱会という名にするのは大正３年から）がどんどん日本に増えれば、檀だん

 信しん

 徒と

 の「宗税」を原資に、現代の教団にふさわしい「殖しよく

 産さん

 の宗財」を造り、その一部を割さ

 くだけでも、武装商船（準じゆん

 軍艦）の艦隊を毎年10
 隻ずつも建造できて、それを普段は教団の商売に使い、有事には天皇に寄き

 付ふ

 するくらいなんでもなくなる、と、いろいろ数字も示して、智学は読者を楽らっ

 観かん

 へ誘導していた。

　ついでに智学は、詔しよう

 命めい

 で日本の国教が日蓮宗になるのは１００年以内、世界が日本軍の強制によって日蓮宗で統一されるのは５００年以内だろう、とも『宗門之維新』の本文中に書いている。秀吉もナポレオンももとは匹ひつ

 夫ぷ

 だったことを思えば、「地皆震しん

 裂れつ

 の妙みよう

 力りき

 」を有する日蓮の後継者が現代に出現するであろうことも、空くう

 論ろん

 ではない、ともいう。



　
徹底した個人主義も、無政府主義も「転向」させるパワー





　石原は同書を、大正９年１月21
 日に、本ほん

 郷ごう

 （東京帝大の門もん

 前ぜん

 町まち

 ）の書店で買い求めている。

　この本は初版当時、徹底した個人中心主義を指し

 向こう

 したニーチェにあこがれていた高たか

 山やま

 樗ちよ

 牛ぎゆう

 （やはり鶴岡中学出身。肺結核の持病あり35
 歳で若死にした）を一夜にして、個人否定・反自由主義の「日蓮主義」国柱会に入信せしめ、〈日本国家中心主義〉に転向させるほどの力があった。

　なにしろ小こ

 気き

 味み

 の良いレトリックが次々展開され、それをあくまで短い文体で畳たた

 み掛け、どうしてもこれを言わなければならないんだという衝しよう

 迫はく

 力は満ち溢あふ

 れ、財政数値付きの予言暦れき

 （後述）まで付いている。

　書く必要もさほどないのに惰だ

 性せい

 で量産されたような思想のテキストにうんざりしていた樗牛は、惚ほ

 れ込んでしまった。天狗であった樗牛が個人主義を捨てたほどならば、無政府主義者（大たい

 逆ぎやく

 事件を起こしたロシア渡わた

 りの思想とされた）だって智学は糾きゆう

 合ごう

 できるであろう。




 



 

　マルクス主義（労ろう

 農のう

 主義、社会主義）は全ぜん

 体たい

 主義であり集団主義だが、階級による世界革命戦争は必然だとしながら、国家や政府による侵略戦争を否ひ

 定てい

 する。

　それに対して智学は、「日蓮主義」を採と

 った政府による世界統一のための侵略戦争は善よ

 いことだと積極肯こう

 定てい

 した。西洋渡りの「ソーシャル・ダーウィニズム」の影響はもちろんある。国柱会に帰き

 依え

 した日本軍隊が世界を支配するのが使命なんだと、智学は吼ほ

 えていた。当然、シナ市場を日本の商人と軍隊が排はい

 他た

 的に独占するのも、道義的に正しいことになるわけだ。



　
道を見出す――マルクス思想に対抗できる「国軍エリートの理論」とは





　陸大在学中に石原は、自分が国軍内で一定の地位まで昇れるという出世の目め

 星ぼし

 はつけた。しかし、マルクス思想に対抗できるような理論が国軍エリートたちに無いことは、彼の気持ちを不安定にさせていた。いまや、その答えも智学の運動の中に見出された。

　東北本線の始発駅である上野（の近くの鶯うぐいす

 谷だに

 ）に「国柱会館」はあった。陸大生であったあいだも会津まで頻ひん

 繁ぱん

 に往復している石原は、そこで智学の講演などを聴き易やす

 かったのであろう。



　
ついに国柱会に入信した石原――解説書をかじり、法華経は通読し得ず





　前述のように石原は、大正９年１月には、どうやらシナに駐在することになると聞かされており、清国史の勉強を始めていた。

　漢口の中ちゆう

 支し

 派遣隊附になれるらしいとの内定情報を知らされたのは３月だった。この派遣隊、当時は内地から歩兵１個大隊と機関銃１個中隊が、毎年ローテーションで駐留するものであった。

　基礎的な説明をしておくと、いろいろな「参謀」が必要とされるのは「師団」以上の司令部だ。その下位の旅団長や聯隊長は、幕僚に頼らず自分一人で作戦を決心する。師団の作戦参謀は、事実上その師団を一人で動かせた。しかるに中支派遣隊は聯隊よりも小しよう

 所しよ

 帯たい

 。参謀として部隊を動かす職場ではなかった。その代わりに、将来の対支作戦や工作のための特務機関員的な奥おく

 地ち

 視察旅行の出発基地となっていた。また漢口には邦ほう

 人じん

 を客とする風俗業も異常に発展していて、楽しめた。

　石原の日記の残っていない（秘ひ

 匿とく

 された？）大正９年３月29
 日から５月前半までのあいだの、ある時点（国柱会が春しゆん

 季き

 講習会を開いたときであった可能性あり。智学が「観かん

 心じん

 本ほん

 尊ぞん

 抄しよう

 大意」と「安あ

 土づち

 法ほう

 難なん

 史論」を講義したのを石原はじかに聞いたとする資料もあり。「観心本尊抄」の中で日蓮は「賢王」を言った）で、石原は、在ざい

 家け

 日蓮主義新興宗教団体「国柱会」の正式メンバーになった。「国柱」という名乗りは、日蓮自身が「我れ日本の柱とならむ。我れ日本の眼目とならむ。我れ日本の大たい

 船せん

 とならむ」と書き遺のこ

 していることにちなんでいる。

　興味深いことに石原は、この入信前に「法華経」を通読してはいない。日記の大正９年５月30
 日（揚よう

 子す

 江こう

 から漢口に上陸したのは５月14
 日）の項こう

 に、「法華経及御遺文」（御遺文とは日蓮が書き残したいろいろな文書類）を読破することを日本出発前に企き

 図と

 したものの、それは諦めた、と書きつけている。おそらく１月20
 日に東京で買い求めた、島しま

 地じ

 大だい

 等とう

 （黙もく

 雷らい

 の養子）著の『漢かん

 和わ

 對たい

 照しよう

 　妙みよう

 法ほう

 蓮れん

 華げ

 経きよう

 』か。そして、その代わりに「口こう

 訳やく

 法華経」（たぶん大正８年初版の江え

 部べ

 鴨おう

 村そん

 著『口語全訳　妙法蓮華経』のこと。石原は大正９年２月23
 日に購入している。７０４ページある）を、数日前から読み始めたという。

「本篇」の中身を知らず、予告編や雑誌の紹介記事だけで大たい

 作さく

 映画の熱心なファンになったようなものだろう。

　石原は一方で、日蓮主義の解説書の方は、手当たり次第に読んでいて、大正９年１月にはもういっぱしの日蓮教きよう

 徒と

 だったことは日記からよく分かる。ただし国柱会に所属するとは、まだこのとき決めていなかった。１月17
 日には国柱会と統一閣（本ほん

 多だ

 日につ

 生しよう

 が浅草に置いた拠点）をハシゴして説教を聴いている。

　本多日生（１８６７～１９３１）は、智学の国柱会以外にもたくさんあった日蓮宗系の新団体の内のひとつを主しゆ

 宰さい

 していた。戦前日蓮主義の国体論を明治政せい

 体たい

 に寄り添そ

 わせる工夫（たとえば天てん

 理り

 教や大おお

 本もと

 教のように天皇よりウチが偉いようなことを口走って内ない

 務む

 省から弾圧されないため）においては、智学と並ぶ貢献を果たした人物かもしれない。



　
石原莞爾の「核心」を理解するカギとは？――日蓮宗の過去の教義論争





　さて、石原が書き遺した「戦争史大たい

 観かん

 の序説（戦争史大観の由ゆ

 来らい

 記）」や「最終戦争論（第五章仏教の予言）」の中で、今日、一般の読者が、使われている用語や概がい

 念ねん

 そのものになじみがなくて、いっかな理解ができずに困惑を感じてしまうところが、何箇所も出てくるだろう。それらはすべて日蓮宗の過去の教きよう

 義ぎ

 論争に関係している。

　それらの用語の意味をひとつひとつ、わきまえておかねば、石原がその人生でいちばん熱中していた関心の核かく

 心しん

 を、われわれはスルーしつつ石原文献に対面するしかなくなる。それではおそらく石原莞爾という軍人の発想は、まるで計はか

 り知れぬことにもなるので、以下、かなりの遠回りとなってしまうけれども、このさい、兵頭がひとくさりの解説を試こころ

 み、以もつ

 て、俗ぞつ

 間かん

 の「石原神しん

 話わ

 」の訂正を試みよう。



　
古代インド人は「世界最終戦争」など予言しなかった





　仏教は、実在の、一インド王族であったゴータマ・シッタールダ太たい

 子し

 （その生没年には諸説あって今もって誰も確定ができていない。また後述する）の説いたところや、弟子の考えや教団の戒かい

 律りつ

 や教派の宣伝文を、ゴータマの死後数百年間は筆記具というものが流通していないために専もつぱ

 ら信者が「口く

 伝でん

 」によって受け継ぎ、さらにようやく筆記具というものが流通するようになってのちは、続々と経きよう

 巻かん

 などの記録媒ばい

 体たい

 に書き溜た

 められて、種類と内容が逐ちく

 次じ

 に豊富になっていったものだ。

　したがって、聖書の民やコーランの民などと異なり、仏教世界には「根こん

 本ぽん

 原典」といえるものは無い。誰かが、古い経きょう

 文もん

 を求めてどこまで遡さかのぼ

 ろうとも「これがゴータマの実説だ」という証拠にならないし、逆に「これはフェイクだ」とあかし立てることも難しい。その一方で、仏ぶつ

 滅めつ

 から４００年以上も過ぎて創そう

 作さく

 したテキストを「正しい伝でん

 承しよう

 だ」と言い張ることも、誰にでも自由である。

　ひとつ、かなり確実にいえそうな大事なことは、おそらくゴータマは、漢代や隋ずい

 代のシナ語は話さなかったし、平安朝や鎌倉期の日本語も話さなかったであろう。



　
「輪廻などない」と悟ったゴータマ――バラモン僧の嘘を見抜く





　ゴータマの「悟さと

 り」がいったいどんなものだったか、古代世界史の諸資料にアクセスできる今日のわれわれは、中世以前のシナや日本の高こう

 僧そう

 たちよりも推定するのに苦労しない。

　ゴータマは、今のアフガニスタン方面からインドにアーリア人が侵入（それは紀元前18
 世紀頃だったという）して、土ど

 着ちやく

 の有色人に対する支配を固めて以降、次第に形成されて長く流行した「バラモン教」の「輪りん

 廻ね

 」説その他に、アーリア人（白人）の身ながら「アンチ」を唱えたので、有名になったのである。ゴータマは「輪廻などというものは無い」と悟り、「バラモン僧はかれらの生せい

 計けい

 確保戦略として嘘の話でわれわれ貴族・武士を騙だま

 している」と見抜いたのであった。

　しかしゴータマ死後の伝承者たちは、この骨こつ

 子し

 を必ずしも歓迎しなかったように見える。「輪廻（来らい

 世せ

 ）はある」ということにしておいた方が、説教や、教団の経済権勢の維持・拡張のために、都合はよかった。

　またしかも、（ゴータマはヒマラヤに近い涼すず

 しいところで悟りを得ているが）インドの熱帯性密みつ

 林りん

 や大河には、生物が死んでも死んでも、すぐにまた同じような姿で大量に生まれてくるという自然現象に満ち満ちていた。

　アーリア人の侵入以後、インドは、白人（新来の支配層）と有色人（土着の被ひ

 支配層）の２階層に分かれた。シッタールダ家は白人種に属した。白人が有色人と雑ざつ

 婚こん

 すれば中間色の子供が増え、白人支配がなし崩しにされる基もと

 いともなってしまうから、アーリア人たちは「通婚の禁止」「白色の維持」に、ことのほかこだわった（カースト文化の始まり）。そして、もしそれでも雑婚子が生まれてしまったのなら、その子は例外無しに「被支配層」に落とせ、という、白人社会の容よう

 赦しや

 ないルールも定まる。

　それでも稀まれ

 には、病気や隔かく

 世せい

 遺伝や何かの理由で、白人同士の夫婦から肌の黒ずんだ子供が産まれたり、子供が成長するにつれて肌の色が濃くなる場合だってあったことだろう。それは、白人種の人々の心を、まさしく恐怖させたのだ。

　この恐怖心理に、バラモン僧たちは巧妙につけこんだ。「われわれ僧侶に対して常に布ふ

 施せ

 をし続けないと、あなたは今でこそ白色の良りよう

 家け

 の子弟だが、来世ではあの土民の類として生まれ変わりますよ」と脅おど

 かした。

　話をもっともらしくするため、「苦く

 行ぎよう

 もすべし」「一時期は出しゆつ

 家け

 をして山野に暮く

 らすべし」などともバラモン僧は命じた。馬鹿正直にそれを履り

 行こう

 した若きゴータマは、絶ぜつ

 食しよく

 修行のために、ほとんど死にかかる。そして死の淵ふち

 から蘇そ

 生せい

 したとき、彼は、「騙された」と悟り、覚かく

 醒せい

 した人「ブッダ」となったのである。



　
これこそフェイクではなく真理！――新しい「大乗経典」の宣伝戦略





　ゴータマ・シッタールダ太子の悟りを比較的に反映している経文は、当然ながら成立の早い経文である。だが、それらは「出家」（俗ぞつ

 界かい

 から離れた修行生活）を前提にしていたため、個人救きゆう

 済さい

 （なかんずく金持ち階級の個人的安心）には役立っても、社会救済や国家防衛には役立たないではないかという不満が、仏滅後５００年くらいすると、インドとその周辺（中央アジアなど）で勢いきお

 いを得た。

　それに対応すべく、当時の活動理論家たちが考えたのが、「大だい

 乗じよう

 経きよう

 典てん

 」と呼ばれる、大衆が在家のまま、しかも何の悟りもしなくたって、この教団を支持して布施をしさえすれば、大きな乗り物にみんなで乗るように、簡単確実に来世で救済されますから、と説く、一連のＰＲ文書であった。

　彼らは、もっと成立が古くて有名な諸経典のことを、いずれも「小しよう

 乗じよう

 （小さい乗り物）」だ、と悪あつ

 口こう

 した。

　大乗経典の中には、〈小乗経典を信じた者など救われるものか〉と叩たた

 くもの（たとえば『維ゆい

 摩ま

 経きよう

 』）があった一方で、〈今まで小乗経典を信じていた出家主義の方々も、われわれの教団にこれから宗旨変えをすると表明するだけで、ちゃんと救われますよ〉と、鷹おう

 揚よう

 な標ひよう

 榜ぼう

 をするものもあった。

　後者の代表格が、『サッダルマプンダリカ』（白い蓮はす

 の花のように正しい教え）とタイトルされた経典集（紀元前１世紀から西暦１５０年頃にかけて、少しずつ内容が増えてできた。石原らが重視する「薬やく

 王おう

 品ぼん

 」は西暦１５０年頃に加えられた）である。

　この経典ではしかも、〈小乗の人々はわれわれ大乗を、ゴータマ・シッタールダ生前の説ではない、と言って批ひ

 難なん

 しますけど、ブッダは久く

 遠おん

 にこの宇宙に存在し続けているので、この経典も小乗経典が成立するよりも遥はる

 かずっと以前からじつはできていたので、したがってこの経典はフェイクではなく、のみならず、権威の上で他の一切の仏ぶつ

 典てん

 を凌りよう

 駕が

 する〉と主張・宣伝した。



　
シナ版、日本版――「庶民の需要」にフィットした新仏教の流れ





　これに、それまでの原げん

 初しよ

 的な性質の仏教にはあきたらなかったシナ人インテリが、関心を寄せるようになった。早いものでは、中央アジアのバイリンガルの一訳者が西暦２８６年にまとめた『正しよう

 法華経』という漢訳が残されている。そして４０６年には、有名なバイリンガルの鳩く

 摩ま

 羅ら

 什じゆう

 が『妙法蓮華経』と題だい

 した漢訳も完成。

　そうなると次は、漢訳された経文の意味をシナ語によってもっと深く解説してくれるシナ人の学者が、あらまほしくなる。それに応こた

 え、著いちじる

 しい成功をおさめたのが、隋代の僧の智ち

 [image: 〓]
 ぎ

 （５３８～５９７）だった。智[image: 〓]
 は、羅什訳に依い

 拠きよ

 して法華経の奥義を考こう

 究きゆう

 し、みずから「天てん

 台だい

 宗」を創始する。シナにはこの他にも法華系の学がく

 統とう

 は複数あった（たとえば聖しよう

 徳とく

 太たい

 子し

 が日本に導入しようとした法華経は、天台以前の古い釈しやく

 義ぎ

 であった）が、平安時代の初めに最さい

 澄ちよう

 が唐とう

 へ渡って知識を得ようとしたときには、その最さい

 高こう

 峰ほう

 は天台宗だろうという評判であった。

　最澄（伝でん

 教ぎよう

 大だい

 師し

 、７６６～８２２）が唐から帰国し、比ひ

 叡えい

 山を、日本の法華宗（天台宗）のメッカのようにした。しかしすぐにそれは密みつ

 教きよう

 （呪じゆ

 術じゆつ

 ・修しゆ

 験げん

 道どう

 ）と混合する。つまりピュアではなくなった。下くだ

 って鎌倉時代には、浄じよう

 土ど

 宗やら禅ぜん

 宗やら、どの大乗仏教にも負けず劣らず庶民の需要（在家でイージーに往おう

 生じよう

 したい）にフィットした新仏教が、日本全国を風ふう

 靡び

 した。



　
いちばん偉いのは誰か？――己れを「上行菩[image: 〓]
 」と重ねた日蓮





　そんなとき、やはり若くして比叡山で学んでいた日蓮は、漢訳の法華経典や漢文のいろいろな教義解説書を熱心に読み漁あさ

 るうちに、自分の法華経の理解のほどが現時点で日本一ではないかと思うようになった。

　鳩摩羅什訳の『妙法蓮華経』の第15
 品（章に相当するものを漢訳仏経典では「品」と表記し、日本では呉ご

 音おん

 にしたがい「ほん」と読む）は「従じゆう

 地ぢ

 涌ゆ

 出じゆつ

 品ほん

 」という（略して「涌出品」）。

　その涌出品の中で、地面の下にあるという空間から突とつ

 如じよ

 として涌わ

 き出してくる無数の菩ぼ

 [image: 〓]
 さつ

 （悟りの修行がもはや最上級レベルに届いていて神的ですらある求ぐ

 法ほう

 者）の筆頭であり代表ともなる「上じよう

 行ぎよう

 菩[image: 〓]
 」（もしくはその「使い」）に、日蓮は、みずからをなぞらえた。

　生前のゴータマ・シッタールダから、じかに話を聞いている弟子たちはたくさんいた。それが成立の早い小乗仏経典の権威の淵えん

 源げん

 なのだが、大乗教典では、そうしたリアルの弟子たちなんか、最高に偉くはないんだと説く（シナ天台と日本の法華宗教学では、ことさらに「迹しやつ

 化け

 」とか「迹しやく

 門もん

 」とか呼び、軽かろ

 んずる）。

　いちばん偉いのは、リアルのゴータマより遥か以前からこの宇宙のどこかに生き続けている、それもイデア的もしくはスピリチュアルなものではなくて実体もあるという、愚おろ

 か者には存在の把は

 握あく

 すらもし得ないブッダから、早々と説教を聴いて悟りに近づいてしまっている、（要は歴史的存在ではなく教団幹部が空想して創作したところの）菩[image: 〓]
 たちだ、というわけだ。

　これをシナ天台以降の法華宗教学では「本ほん

 門もん

 」とか「本ほん

 化げ

 」とか誇こ

 称しよう

 した。上行菩[image: 〓]
 もご丁寧に「本ほん

 化げ

 上行菩[image: 〓]
 」と強調される。日蓮は、己れをこの「上行菩[image: 〓]
 」と重ねることで、己れ以外は誰も偉くないということにした。



　
未来の予言に使いやすい――多彩な情景描写、さらに「末法思想」が合体





　日蓮がもうひとつ気に入ったのは、漢訳をされた時点ですでに法華経は厖ぼう

 大だい

 なテキスト量に膨ふく

 らんでいて、描びよう

 写しや

 されている情じよう

 景けい

 場面は多た

 彩さい

 多た

 岐き

 であり、〈未来の予言〉の論拠に使いやすいという点であった。

　鳩摩羅什は、サンスクリット語の経文にはそもそも書かれていないような、詳しすぎ、あるいは生き生きとした、分かりやすすぎる漢文表現を、全篇に散りばめていた。だから『妙法蓮華経』には、もとのインドの大乗教団と無関係な、翻ほん

 訳やく

 家・羅什の創作が含まれていると評せざるを得ないのだが、後代のシナ人も日本人も、商売っ気があるので、そこは深く詮せん

 索さく

 をしない。

　それどころかシナの仏教界は、西暦６世紀後半のシナで流は

 行や

 り出した「末まつ

 法ぽう

 思想」に合致しそうな、インド式発想の「法ほう

 滅めつ

 尽じん

 思想」が出ている新経典（法華経とは関係のない、雑ざつ

 多た

 で、成立年代も浅い、大乗の経文）を中央アジア方面で捜そう

 索さく

 し、適任のバイリンガルにそれを漢訳させた（『大だい

 集じつ

 経』や『月がつ

 蔵ぞう

 経』など）。

　シナ天台山の高僧たちは、インドにおいてはあまり権威が無かったであろうそれら雑経中の断だん

 片ぺん

 を特筆重視して、敢えて『妙法蓮華経』の漢文と結合させることで、シナ人好ごの

 みの予言もこねあげる。

　隋代にシナ語に訳された『月蔵経』は、法華経よりも後でインドで成立し、その前に訳されている『大集経』と合冊されて『大だい

 方ほう

 等どう

 大だい

 集じつ

 経きよう

 』の一部ともされていた（その場合は『大集経・月蔵分ぶん

 』という呼び方をされる。石原莞爾など日蓮主義の著述家は、しばしば『月蔵経』または『月蔵分』の意味で『大集経』と言っている）。



　
法華教でも尊重された理由とは？――貴重な「時代の区切りの発想」





　がんらい法華教団では、当とう

 派は

 の経典より以前の経文なんて、ぜんぶ方ほう

 便べん

 （人を導みちび

 くための嘘うそ

 八はつ

 百ぴやく

 ）のようなものでもう用済みだとし、これから以後は当派の経典だけが世の中に存続されるべきなんだと、さんざんに主張するのにもかかわらず、なぜかシナ人と日本人の法華教徒は、ありがたい戒いまし

 めにはわざわざ背そむ

 いてこの漢訳『月蔵経』（全20
 品）中の「分ぶん

 布ぷ

 閻えん

 浮ぶ

 提だい

 品ほん

 」を尊重する。

　理由は、漢訳「分布閻浮提品」こそは、シナ人が大好きな「時代の区切りの発想」に、唯一例外的に、言げん

 及きゆう

 してくれた仏典だからに他ならない。



　
さかしらに「最後の最後」までは予言しなかったインド人的態度





　気き

 象しよう

 の特性から物事の腐ふ

 朽きゆう

 が急速であり、それゆえ、長いあいだ同じ形をとどめる存在とて、ひとつもありはしないんだという世代を超えた集しゆう

 合ごう

 知ち

 を有するインド人は、先人の教えもやはり滅ほろ

 びてしまうであろうという世界観や史観を、自然に有していた。

　たとえば『月蔵経』の終章である「法滅尽品」にも、わたし（大乗仏教を説いているブッダ）の涅ね

 槃はん

 の後、「正しよう

 法ぼう

 」は５００年維持され、それから「像ぞう

 法ぼう

 （正法の劣れつ

 化か

 コピー）」が１０００年を限度として生き続けるだろう――との予言がある。

　そののちのことは、さかしらに予言などはしない。それはインド人的な態度であった（余談になるが、現代仏教徒の予言者たちにとっては著しく重要なはずの『月蔵経』の漢訳のフルテキストが、ＰＤＦ形態を除けばインターネット上で見つからぬこと、そして日本語訳が過去に公刊されたこともないらしいこと、その上、サンスクリット原文をチェックした人もこれまで一人もいないらしいことは、兵頭には摩ま

 訶か

 不ふ

 思し

 議ぎ

 だと思える。ついでに指摘しておくならば「法滅尽品」には、「天てん

 竺じく

 」だとか「中ちゆう

 國ごく

 」だとか、四方の「夷えびす

 」の軍勢が襲おそ

 ってくるだとか、とうてい古代インド人が発想するとは思えぬ考え方が散見される）。



　
さかしらに「キリの好い自然数」で区切って整理したがるシナ人





　けれども、やっぱりシナ人はシナ人式教きよう

 説せつ

 でなければ満足できない。無限に微び

 細さい

 に遷せん

 移い

 し続けるこの世せ

 相そう

 を、無限に微細なものとして受けとめるのではなくて、３つとか５つとかの、何かキリの好よ

 い自し

 然ぜん

 数でさかしらに区切って整理しようとしたがる。ギリシャ人のように政治の観察に長た

 けたシナ人は、そうした把握のしやすい整理術を歴史に持ち込むのを好んだ。

　インド人は、無限や微細を表現するために大きな数字を持ち出すことはある。１００とか５００とか１万とか、あるいは、もっと大きな数字だ。羅什訳の妙法蓮華経の「薬やく

 王おう

 菩ぼ

 [image: 〓]
 さつ

 本ほん

 事じ

 品ほん

 」（略して「薬王品」。書かれたのは西暦１５０年頃）の中には「我わが

 滅めつ

 度ど

 後ご

 （わたしが死んだあと）。後ご

 五ご

 百ひやく

 歳さい

 中ちゆう

 （５００年経過するあいだ）。廣こう

 宣せん

 流る

 布ふ

 。於閻えん

 浮ぶ

 提だい

 （この世界じゅうに）。無令断だん

 絶ぜつ

 （消滅させるなよ）」と出ている（じつはこれが誤訳を含んでいることについては後述）。

　しかし、たとえば仏滅後の教きよう

 勢せい

 を５００年ずつに区切って２５００年先まで細かく予言する……といった志し

 向こう

 は、もともとインド人にも法華経にもありはしなかった。

　唯一、法華経の後からまとめられた『大集経・月蔵分』の中の「分布閻浮提品」の漢訳が、「爾時、世尊告月藏菩[image: 〓]
 摩訶[image: 〓]
 。言。於我滅後五百年中、諸比丘等、猶於我法解脱堅固。次五百年我之正法禅定三昧得住堅固。次五百年読誦多聞得住堅固。次五百年於我法中多造塔寺得住堅固。次五百年於我法中闘諍言頌白法隠没損減堅固。」と予言している――というので、「末法」の使える根拠が欲しかったシナ天台の高僧たちは、これに飛びついたのである。

　その要よう

 旨し

 は、〈わたしが死んだあと５００年は教団はわたしの教えをよく守るだろう。次の５００年も、その次の５００年も、わたしの教えは尊重され、研究され続けよう。しかしその次の５００年になると、寺や塔とう

 はたくさんできるが教えは尊重されなくなる。さらにその次の５００年間では、仏教徒の内部で言い争あらそ

 いがさかんになり、良い教えは失う

 せてしまう〉と、ブッダが月がつ

 蔵ぞう

 菩[image: 〓]
 に語ったというのである（サンスクリット古こ

 写しや

 本ほん

 を校こう

 合ごう

 した人はいないため、この漢訳の正確度は、検証できない。この部分全部がシナ人の捏ねつ

 造ぞう

 ではないとも、誰も保証ができない。今まで我が国の仏教学会は何をやっていたのだろうか？）。



　
最大のキーポイントの「設定」となった末法開始の５００年





　ここで語られている最後の５００年間こそが、シナ人の発明品である「末法」の開始の５００年なのだ、とシナ人たちは想像しようとした。最初にそのように明快に教説化するのは、シナ天台宗の中ちゆう

 興こう

 の祖と呼ばれた湛たん

 然ねん

 （妙みよう

 楽らく

 大だい

 師し

 。７１１～７８２）である。入につ

 唐とう

 した最澄は、この湛然の孫弟子であった。



　
肝心の「仏滅」年が確定できない――でも道教よりは古く設定したい





　それにつけても、ゴータマ・シッタールダの入にゆう

 滅めつ

 年を基点として、現在まで何百年が経過したのか、それをカウントする必要があった。

　今現在が、「分布閻浮提品」で予言されている２５００年間のどの段階にあたっているのか、すなわち、まだ「最後の５００年」（シナ人の考える「末法」の始まり）ではないのか、それとも、すでに末法の世には突入してしまっているのかを、確認しなければならない。

　しかし、シナ人の理論家たちは大いに悩んだ。肝かん

 心じん

 かなめの、「仏滅」年を確定できる、確かな手がかりが無かった。

　これを求めてインドまで出かけた、まじめなシナ人の僧もいただろう。が、唐代には考こう

 古こ

 学は発達しておらず、前ぜん

 漢かん

 時代の古こ

 文もん

 書じよ

 すらもう誰もまともに読どつ

 解かい

 ができなくなったような時代でもあったので、成功しなかった。そこで唐の初めのシナ人僧侶・法ほう

 琳りん

 （５７２～６４０）が『周しゆう

 書しよ

 異い

 記き

 』という古代の史し

 書しよ

 を偽造し、ご親切に仏滅の年月日まで確定した。

　それは、西暦に直すと紀元前９４９年２月15
 日だという。南アジアの仏教圏では、仏滅は紀元前５４４年か５４３年と信じられていた（これを「南伝」という。チベットに伝わった「北伝」では、仏滅年は紀元前４００年から３６８年とされる）。それらよりもずっと古く設定をした理由は、唐朝のシナでは仏教は「道どう

 教きよう

 」との勢力争いに勝つ必要があって、道教よりも確実に古くから成立している、と主張したかったからのようである。



　
日本でも平安時代に「末法」が始まる――そして日蓮の生きた時代へ





　最澄は、『周書異記』や『大集経・月蔵分』や「末法」をもてはやす不健全なシナ天台宗に学んで、それらの妄もう

 説せつ

 をいちいち疑いもせずに日本の比叡山にフルセットで移い

 植しょく

 した。日本人は、疑わなかった。疑う知力に欠けていた。それで平安時代の日本人は皆、永承７年（西暦１０５２年）からいよいよ「末法」が始まったのだと信じていた。鎌倉時代の１２２２年生まれの日蓮も、その例外ではなかった。

　じっさい鎌倉時代は乱らん

 世せ

 ではあった。シナ大陸では、モンゴルの支配拡大の前に、あれほど隆盛を誇った宋そう

 朝は追い詰められて、風ふう

 前ぜん

 のともし火のようだった。

　シナの民衆は乱世にはいろいろな宗教的結けつ

 社しや

 を作って自衛する。勝ち残った「結社」の指導者は、次のシナ王朝の始し

 祖そ

 になるかもしれない。それはシナではいつも反復されるパターンであった。

　日蓮はそこに敏感だった。最終的に南なん

 宋そう

 が滅亡するのは日蓮晩年の１２７９年で、その２年後には二度目の元げん

 寇こう

 がある。大きな危険と波乱、そして日蓮のような結社の指導者にとってはビッグ・チャンスが、まさに近づいているという実感を幕府から庶民まで共有していたのが、日蓮（１２２２～１２８２）の生きた時代であった。



　
ブッダはじぶんの死後の「説教」を一人の菩[image: 〓]
 に託したのか？





　鳩摩羅什訳の妙法蓮華経の「如によ

 来らい

 神じん

 力りき

 品ほん

 」のおしまいの方に「偈げ

 」（韻いん

 律りつ

 のある詩で、インドの古代の教団ではそれを合がつ

 唱しよう

 していたと思われる。同じ「品」の中でも、「偈」の部分が最初に成立し、それを敷ふ

 衍えん

 して他の文が追加されたことは多かったかもしれない）があって、その漢訳では、ブッダはじぶんの死後の説教を一人の菩[image: 〓]
 に託たく

 して、かつまたその一人は後の世せ

 間けん

 に出現する（斯し

 人にん

 行ぎよう

 世せ

 間けん

 ）かのようにも読めた。じつは、サンスクリットの原文にはそんなニュアンスはないのだけれども、日蓮はサンスクリットに通じておらず、天台宗が認めた羅什訳を専もつぱ

 ら根拠にしてそう信じ込んだ。

　また日蓮は、『大集経・月蔵分』の漢訳「分布閻浮提品」に「我が法ほつ

 中ちゆう

 （僧侶たち）に於お

 いて闘とう

 諍じよう

 言ごん

 訟しよう

 し白びやく

 法ほう

 穏おん

 没もつ

 し損そん

 減げん

 して堅けん

 固ご

 なり」とある仏滅後２０００年から２５００年のあいだの５００年間はまさに今のことであり、その世相は今（鎌倉時代）の日本に一致すると主張した。もちろん『周書異記』の仏滅年は疑わない。

　そして、妙法蓮華経の「薬王品」で、（上行菩[image: 〓]
 ではなく）宿しゆく

 王おう

 華け

 菩ぼ

 [image: 〓]
 さつ

 が「仏滅後の後ご

 五ご

 百ひやく

 歳さい

 中ちゆう

 に、この世界じゅうに廣こう

 宣せん

 流る

 布ふ

 をしなさい」とブッダから命じられているその後五百歳とは、シナ天台宗の言う「末法」の５００年のことだから、じぶん（日蓮）は上行菩[image: 〓]
 の生まれ変わり、もしくは「使い」として、それを実行するのだと示し

 唆さ

 した。



　
現代の文献学でサンスクリット語から直接和訳してみると……





　ところが羅什のその漢訳部分、古写本のサンスクリット語から直接に和訳すれば、やはりぜんぜん違っているのである。岩波文庫版『法華経』下巻（昭和42
 年刊）の岩本裕ゆたか

 博士のテキストを引こう（＊〔〕の中は兵頭の註ちゆう

 ）。

「〔この薬王品が〕最後の時であり最後の機会である最後の五十年の経過している間に、このジャンブ＝ドゥヴィーパ〔閻えん

 浮ぶ

 提だい

 。インドの外まで含む全世界〕に行なわれて、消滅しないように、……《中略》……余〔世せ

 尊そん

 ブッダ〕はそれを汝〔星しよう

 宿しゆく

 の王者である月によって神じん

 通つう

 力りき

 を発揮した者＝宿王華菩[image: 〓]
 〕に委ゆだ

 ねよう」

　ちなみに岩本博士は、岩波文庫版『法華経』上巻（昭和37
 年刊）の「あとがき」で、現代のサンスクリット文献学は欧州と日本でもう１世紀以上の蓄ちく

 積せき

 があるので、原文の理解については鳩摩羅什よりも学的に正確だとの自じ

 負ふ

 を披ひ

 瀝れき

 している。

　そうと分かればもうこれ以上の説明は、しんどいだけだろうけれども、石原莞爾がこだわりぬいた世界観を知り究きわ

 めるために、あとしばらく、仏教学にお付き合いを願いたい。

　サンスクリットの法華経の「薬王品」では、ブッダも法華経を「途と

 絶だ

 えさせるなよ」とは頼んでいても、ことさら「廣宣流布しろ（布ふ

 教きよう

 し、折しやく

 伏ぶく

 しろ）」とは命じていなかったのである。なぜなら教法等が滅めつ

 尽じん

 するのは、インド人にとっては必然だったからである。

　また「最後の時であり最後の機会である最後の五十年」とは、インド人がインド式に発想した「法滅尽」の頃ころ

 合あ

 いであって、それは仏滅後何年のことかは、インド人にも分からなかった。



　
「分からないもの」を「分かる」と言い出した人たちの系統





　しかしシナ人はそれが分かると言い出し、誤訳をベースに雑経や捏造を恣し

 意い

 的に付ふ

 会かい

 することによって年代を絞しぼ

 り込み、最新シナ思想の転売で立りつ

 身しん

 しようとした最澄は「それは近未来だ」と日本人に信じさせ、日蓮は「それは今だ」と信じた。田中智学や石原莞爾は、現代人なのにその信者の系統に連つら

 なったのである。



　
大きな望み――日蓮派法華宗が「日本の国教」と公定される日





　ところで、安あ

 房わ

 の国（外そと

 房ぼう

 、つまり太平洋側）の東条片かた

 海うみ

 という漁村（今は地盤沈下して存在しない）で漁業者の子として生まれている日蓮は、比叡山で修行こそしたけれども根ね

 っからの関東人であって、日本の権力としての鎌倉幕府をごく身近に意識して、北条将軍家をなんとかして日蓮派法華宗の公式パトロンにしよう、あるいはじぶんが梟きよう

 雄ゆう

 として北条家にとってかわろうと念じ続けた一方では、地方の庶民階級からはかけ離れた存在である京都の天皇や公く

 家げ

 には、さほど親しみは抱いていなかった。

　日蓮の大きな望みは、彼の用語で「本ほん

 門もん

 戒かい

 壇だん

 」といって、鎌倉幕府が日蓮派法華宗を日本の国教だとして公定し、全人民に強制してくれる日が来ることだった。これはもちろん実現しなかった。

　１２８２年の日蓮没後、その事業継承者たちの中から、天皇家を日蓮派法華宗に帰依させることで「本門戒壇」を実現しようという運動スローガンも提唱される（王おう

 仏ぶつ

 冥みよう

 合ごう

 ）。しかし徳川幕府は、一いつ

 揆き

 を起こしかねない宗派（筆頭はキリスト教）を禁きん

 圧あつ

 ・無害化することに一貫して意を砕くだ

 いた。そしてそれに屈した仏教界の堕だ

 落らく

 が、明治維新期には廃仏毀釈運動を呼び、日本の仏教界は一時は壊かい

 滅めつ

 状態に沈ちん

 潜せん

 した。

　政府主唱の神道では物足らないと思った日本のインテリたちは、明治十年代の後半に、西洋人が宣せん

 教きよう

 するキリスト教（主力は米国系のプロテスタント）に関心を示す。

　しかし清国との戦争が不可避であるのみか、条約改正の加速のためには対清戦争が望ましいとすら思われるようになった明治23
 年より以降、キリスト教宣教団の不ふ

 戦せん

 主義はソッポを向かれ出した。



　
日清戦争が始まる――日本の天皇こそが「転輪聖王」である！





　国民の気分が、何か国こく

 粋すい

 主義的な強い宗教を欲している――と察さつ

 した若手の僧侶・神官たちは、あれこれと斬ざん

 新しん

 な宗教運動を考え出した。

　このような時勢に乗り出した田中智学は、明治22
 年２月に東京で「大日本帝国憲法講義」という彼流の国体論の公開講座を３週間続けたほどの自信家であり、気き

 鋭えい

 の論ろん

 客きやく

 だった。

　明治27
 年に日清両軍の野戦が始まるや、田中は今度は大阪の天てん

 保ぽう

 山ざん

 で戦勝を祈き

 祷とう

 するイベントを催もよお

 して、その場で、日本の天皇こそが法華経の謂い

 う「転てん

 輪りん

 聖じよう

 王おう

 」だと述べた。馬が曳ひ

 く古代の戦車に乗って四し

 隣りん

 を平定し、仏教を強制するのが転輪聖王である。

『佛ぶつ

 教きよう

 の戦争観』（林はやし

 屋や

 友とも

 次じ

 郎ろう

 著、昭和12
 年刊）によれば、日本には平安朝以来、天皇＝金こん

 輪りん

 聖王＝如によ

 来らい

 の化け

 身しん

 と解説する派があったという。転輪聖王にも幾つかランクがあって、金輪聖王が、なかでもいちばん偉いらしい。

　明治34
 年になると、智学はその話をテキストにまとめる。すなわち『宗門之維新』だが、こちらでは、天皇または皇族の誰かが日蓮の生まれ変わりだなどと露ろ

 骨こつ

 に示唆して不ふ

 敬けい

 罪に抵てい

 触しよく

 しないよう、気をつけている。

　しかし「日本国教」をお定さだ

 めになるだとか、本門の戒壇を建てることの「詔しよう

 命めい

 」といった表現で、運動の目指すところをほのめかしている。皇室が帰依することで、天皇の勅ちよく

 命めい

 によって明治憲法の信しん

 教きよう

 の自由は撤てつ

 廃ぱい

 されて、日本人民は国教としての日蓮宗を信じなければいけなくなるという次第だ（これを智学は「国立戒壇」と呼ぶが、それは『宗門之維新』では書いていない）。

　智学はさらに、日蓮主義の日本軍が諸外国と戦争し、海外を次々に征服するので、全世界も最終的に日蓮宗で統一されるし、それを努力しなければならない、と唱えた。



　
「古神道」研究に行き詰まる石原に、日蓮宗を勧めたのは誰か？





　石原は、彼の日記によれば、大正９年１月４日に智学の雑誌『毒どつ

 鼓く

 』を読むまで、智学の単行本を読もうという気になっていなかった。しかし既述のように、１月21
 日に『宗門之維新』を購入した。

　そもそも石原莞爾は、最初、陸士同期でかなり親しい感情を抱いていた樋口季一郎（岐阜出身、語学専攻はロシア語）から、陸大時代（大正５～７年）に、日蓮を研究したらよかろうと言われたのだった。ちょうど石原は「古こ

 神しん

 道とう

 」を研究しようと志こころざ

 して行き詰まっていた。

　その樋口は国柱会とは無む

 縁えん

 であった。大正13
 年６月１日付の、石原がドイツから妻に宛てた手紙の中に、「樋口君は小しよう

 生せい

 大学入学中、しきりに小生に日蓮の研究をすすめたるもの」なのに、本人はなかなか国柱会の信者にはなってくれない――とこぼしている。



　
マルクスも日蓮も「預言者」だから？――しきりに勧めた樋口の本音とは





　想像をたくましくすると、樋口は、田中智学の『宗門之維新』に「改造」という言葉（「社会主義革命」の言い換えとしてもよく用いられた流行語）が頻ひん

 出しゆつ

 するのを書店かどこかで立ち読みをして、強い興味を覚えたが、みずからはソ連共産主義の研究に忙しかったので、その通読を、親しい石原に、気軽な気持ちで振ふ

 ったのではなかったろうか。

　昭和20
 年に北方軍司令官（中将）として札さつ

 幌ぽろ

 で終戦を迎えた後、樋口は小お

 樽たる

 に近い朝あさ

 里り

 の山の中で農業生活に入り、のち九州の小倉に転居している。どうもソ連軍が日本に侵入してきたときに、自分がまっさきに交渉ができると自負していた節ふし

 がある。

　インテリ向けのマルクス主義（ただし国家は要い

 らないと言ったマルクス思想ではなく、レーニン＝スターリン流の全体主義政治の方）に精通していた樋口本人は、ノン・エリートの庶民向けの仏教などに用は無かった。

　陸大での雑談中、〈お前は社会主義に詳しい。日本において、マルクシズムに対抗できるような社会理論や指し

 導どう

 指針は、幼年学校の授業以外に、もう何もないのか〉と訊たず

 ねた石原に、樋口は、〈それならばたぶん日蓮宗だろう。マルクスも日蓮も予言者だから〉とでも答えたかもしれない。



　
石原の「不可解な証言」――１９６６年か67
 年に大戦争で地球は統一？





　石原の日記では確かめられないが、石原は、自分自身で次のように回想をまとめている。智学が大正７年（第一次大戦の終わる年）に講演した話が本になっていた。石原が（大正９年頃に？）それを読んだところ、「一いつ

 天てん

 四し

 海かい

 皆かい

 帰き

 妙みよう

 法ほう

 」（世界じゅうが日蓮宗になる）は48
 年間に成じよう

 就じゆ

 し得る、と智学は「算そろ

 盤ばん

 を弾はじ

 い」たと書いてあった。つまり西暦でいうと１９６６年か67
 年に、大戦争によって地球は統一されるというのだ。

　これは不ふ

 可か

 解かい

 な証言だ。というのは、この計算根拠付きの予定表は、田中智学著の『宗門之維新』の巻末付ふ

 録ろく

 に、最初から堂々と載せてある。明治34
 年から智学が開かい

 示じ

 していた信念であって、大正７年の講演で初めて飛び出したようなものではないのだ。



　
絶対年号の「期限付き予言」などテキスト上でしなかった田中智学





　インターネットで、明治34
 年９月10
 日発行の奥おく

 付づけ

 がある『宗門之維新』の内容を確かめることができる。巻末に「宗門維新革かく

 正せい

 已い

 後ご

 　妙みよう

 宗しゆう

 未来年表」という二十数ページの付録がある（これは抜ぬき

 刷ずり

 にして無料配布もされたのかもしれない）。

　そこには、智学が本文で主張したような宗門改造がすっかりできあがったその翌年からカウントして、46
 年目ないし50
 年目のあいだに（中間を取れば48
 年だ）、「宗設艦隊」は２９１５隻となり、そうなったらもう、一いち

 躍やく

 ・一撃するだけで万ばん

 国こく

 を日蓮教徒にし、宇う

 内だい

 を簡単に統一できるだろう、と述べられている（智学は、艦隊の維持コストについては考えなかった。「地球一周爆撃機」を空想した米国人著述家が「燃料の重さ」を忘れていたのと好こう

 一いつ

 対つい

 ）。

　智学は、絶対年号（たとえば１９６７年とか）を提示しての期限付きの予言など、テキストの上では、していなかった。日本で智学の主張する通りの宗教革命が完成したそののちに、さらに50
 年を費つい

 やして、日本は世界最強の宗教国家になるだろうと告つ

 げているのみなのである。



　
国内の宗教革命だけでも１００年弱――西暦のミレニアムを意識？





　そして、その前提の第一ステップである日本国内の宗教革命の完成には１００年弱かかると、智学は明治34
 年（＝１９０１年。この年から20
 世紀がスタートした）の『宗門之維新』の本文中で明記している。

　おそらく、西暦２０００年のミレニアムが意識されていただろうが、最も進みが遅いケースだと、日本国内の日蓮宗による統一は西暦２０００年前後になるというのだから、それにまた50
 年を加算したら、世界支配にチャレンジできるようになるのは西暦２０５０年前後かもしれないわけだ。

　そしてまた『宗門之維新』の本文では智学は、世界支配には今から５００年弱もかかるかもしれないとも記しているのだ。



　
石原の切迫感が生んだ空想――「自分が80
 歳になる前にすべて起きる」





　石原は、智学の話を勝手にねじまげ、もっと切せつ

 迫ぱく

 感のある、自分流の予言を創つく

 り出しているのである。

　石原は、高山樗牛のように肺結核ではなかったのにもかかわらず、時を気長に待てなかった。下腹に時じ

 限げん

 爆ばく

 弾だん

 のような「持病」を抱えているという意識が、彼を苛さいな

 んでいた。

　自分が病びよう

 臥が

 して動けなくならぬうちに、世界が自分の思い通りに変わってくれるという、具体的な数値付きの予言を石原は欲した。

　石原が恣し

 意い

 的に解釈した予言の通りだとするなら、その前の段階として、ヨーロッパもアジアも必ずどこかの一国によって統一されるわけだった。

　順番としては、まずドイツとソ連が欧州の覇は

 を争い、その勝者がアジア代表選手の日本にトーナメントで負ける。これが準決勝戦で、決勝戦は、日本対アメリカ。これしかないだろう。それが、石原が80
 歳になる前にすべて起きる――と、石原は空想して興奮した。



　
大いに宣伝に活用――ピョートル大帝の「空想世界征服構想」の偽書





　これに似た空想世界征服構想が、１７７５年に、ロシア宮きゆう

 廷てい

 でエカテリーナ女帝の侍じ

 読どく

 であった一フランス人によって書かれたことがあった。「ピョートル大たい

 帝てい

 の遺ゆい

 詔しよう

 」（英語で Testament of Peter the Great とか The Will of Peter The Great と入力すれば、それはネットで検索できる。その解説は、GlobalSecurity.org のものが信用できると思ったので、以下、それに拠よ

 って書く）と称し、ロシアのピョートル大帝（１６７２～１７２５）が元気なときに書いたんだ、という触ふ

 れ込み。

　ロシアはこれからスウェーデン、ポーランド、ドイツ、ペルシャ、トルコ、インドを次々支配し（インドを失った英国は無力な小国に転落するから無視）、その後フランスとオーストリーに対して、全世界（これにはシナ以東のアジアは含まれていない。ピョートル時代にはシベリアの探たん

 検けん

 も済んでいなかったので）の三分割を呼びかけよ、という。ついで、仏・墺おう

 のどちらかを支援して、どちらかを滅ほろ

 ぼしてしまえ。残る一国では、もうロシアに逆らえない。そのとき、ロシアは世界の支配者になれるのだ――というもの。

　誰もが偽ぎ

 書しよ

 だと思ったが、あまりによくできた内容なのでコピーされて珍ちん

 重ちよう

 された。フリードリヒ大王（１７１２～86
 ）もナポレオンも、それを読んだ。１８１２年（ナポレオンがモスクワまで遠征する年）にはフランス外務省の関係者が、偽書と知りつつこれを印刷配布して、大いに宣伝に活用している。

　１８６６年頃を最後にこの偽書の賞しよう

 味み

 期限は欧米では終しゆう

 焉えん

 したようだが、アジアでは満州国関係者が戦後までこの偽書をホンモノだと信じ込んでいたらしいことが、泉章四郎氏著『東條英教「日本の戦争論」を読む』（２０１０年刊）の巻末に付録されている「参考資料　ピョートル大帝の遺言書」によって分かる。ちなみに泉氏も信じた様子である。



　
なぜ石原は「期限付き予言」の空想に惚れ込んでしまったのか？





　およそ、偶ぐう

 然ぜん

 性も一大要素であることを否定できない人間の歴史（軍事史）や人間社会（政治史）をまじめに勉強したことがあるのなら、「切迫する期限を明めい

 示じ

 しての予言」に惚ほ

 れ込むのは、いかにもおかしな話だ。

　そういうのは、生せい

 計けい

 のための辛しん

 酸さん

 を舐な

 めたことの無い、他人からの好意の有あり

 難がた

 味み

 が分からない、他者の自由も尊重できない、地じ

 道みち

 な努力が嫌いな育ちのお坊ぼつ

 ちゃんが、自我と世間の[image: 〓]
 かつ

 藤とう

 を解消したくて陥おちい

 ってしまう空想ではないのか？

　石原だけが抱えた特異で厄介な慢まん

 性せい

 病が、石原の心をまるで悠ゆう

 長ちよう

 ではあり得なくしていたのだ。

　大正８年８月に箕作元八は急死していた（死因は脳内出血という。58
 歳）。箕作は陸大でも教えていたから、生きていれば石原の軽けい

 薄はく

 をたしなめる機会がまだあったのだが、それは無くなった。〈現代ドイツ人は古代ギリシャ人に似る〉などの石原のコメントは、トゥーキュディデースを崇すう

 拝はい

 したランケ直じき

 伝でん

 の箕作の影響だったのかもしれない。



　
佐藤鉄太郎の入信――「出征将兵」に出版物を配った当時の宗教団体





　大正９年１月に石原が本多日生の統一閣に参ずるようになったのは、郷里山形の大先輩である海軍中将・佐藤鉄太郎（その時点で海軍大学校校長。８月に舞鶴鎮守府長官に転ずる）が誘ったのであると、インターネット上の一文書に出ている。

　佐藤は海軍少佐時代に米国でマハンを学んで帰朝し、明治35
 年に、〈日本の地ち

 政せい

 的位置は英国と相そう

 似じ

 である〉とする「帝国国防論」をまとめ、明治40
 年に海軍大佐になってからも、長州陸軍の田中義一の子分らが推すい

 進しん

 する満州領りよう

 有ゆう

 化指向に真っ向から反対する『帝国国防史論』を発表するなど、海軍きっての理論家として知られていた。

　ならばその佐藤はいったいいつ、どのように入信したのか？　日露戦争中の明治37
 年８月の蔚ウル

 山サン

 沖海戦時まで無む

 信しん

 心じん

 であったことは、佐藤著の『剛ごう

 健けん

 主義の日蓮』（大正８年３月刊）で告白されている。

　同書によれば、その後、「親友」の山崎鶴之助機関少将（佐賀出身。日露戦争中は中佐で第２艦隊機関長。明治45
 年予備）が『維ゆい

 摩ま

 経きよう

 』を送ってくれて、読んだら感動した。次に、松まつ

 井い

 健けん

 吉きち

 中佐（石川県出身。第１艦隊先任参謀として明治38
 年の日本海海戦で戦死し、少佐から死後昇進）が法華経をくれたという。そのテキストが何だったのかは不明だ。

　当時の日本では少なからぬ宗教団体が、宣伝代わりに出版物を出しゆつ

 征せい

 将兵にたくさん配くば

 っていたから、その１冊でもあったか。法華経に出てくる常じよう

 住じゆう

 の如来とは天皇のことだと示唆してあり、佐藤はその国体観念が気に入ったという。

　それから、佐藤の「家族」が、天晴会という日蓮研究団体に入会させてくれ、そこで本多日生師から聖語録を講こう

 ぜられたという。それが何年何月なのか不明なるも、佐藤は遅くとも明治42
 年には日生に会った。



　
日蓮に「立正大師」号の宣下――小笠原長生と東郷平八郎の関係





　この「家族」とは、海兵14
 期の同期で、世が世なら肥ひ

 前ぜん

 唐から

 津つ

 藩のお殿との

 様であった、小お

 笠がさ

 原わら

 長なが

 生なり

 のことであろう。長生の妹が佐藤の妻だからだ。

　長生の実父は、戊辰戦争で蝦夷まで榎本についていった幕府のもと老中・小笠原長なが

 行みち

 であった。長生「子し

 爵しやく

 」は華族であるうえ心身を鍛たん

 錬れん

 していて文ぶん

 才さい

 もあったので、海軍では軍令部の「お飾かざ

 り参謀」が適任と見た。

　父の意向で厳しく育てられてはいたけれども、海軍のリーダーとしては物足らぬ人物だったようで、長生に伝記を書いてもらった東郷元帥も、機き

 微び

 な問題では小笠原を相手にしなかった。兵学校の卒業成績順位（７番）は、あるていど華族待遇としてゲタを履は

 かせたものだ。ゆえに欧米留学（同期トップの鈴木貫かん

 太た

 郎ろう

 は独国に、３番の佐藤鉄太郎は英国）も命じられてはいないし、それでいながら、中央の軍令部がほぼ「定じよう

 席せき

 」としてあてがわれた。むろん、軍令部内での枢すう

 要よう

 な業務は、部下が代行していたのであろう。

　この長生はしかし、学がく

 習しゆう

 院いん

 出であり、明治44
 年に、軍令部出しゆつ

 仕し

 の身分のまま、学習院御ご

 用よう

 掛がかり

 を兼務する。そして大正３年に東とう

 宮ぐう

 （のちの昭和天皇）の御学問所が設置されると、やはり軍令部に班長として籍せき

 を置きながら、皇太子教育にもあたるようになった。待命となった大正７年末以降は、東宮教育専任である。

　だから、本多日生らがこの小笠原長生を取り込まばやと猛然と工作を仕掛けたのは、当然であった。長生を通じて皇太子を折しやく

 伏ぶく

 して日蓮宗に帰依させてしまえば、本多や田中智学の野望は実現したも同然なのだ。日蓮自身が「わが弟子等の出家は主しゆ

 上じよう

 （天皇）上じよう

 皇こう

 の師となり、在家は左右の臣しん

 下か

 に列れつ

 せん。はたまた一いち

 閻えん

 浮ぶ

 提だい

 （日本の外の世界ぜんぶ）皆この法ほう

 門もん

 を仰あお

 がん」（弘安元年３月の手紙）となる未来を期待していた。

　のちの大正11
 年に皇室（大正10
 年11
 月以降、これは摂せつ

 政しよう

 宮のみや

 ＝皇太子を意味する）は、日蓮に「立りつ

 正しよう

 大だい

 師し

 」号を宣せん

 下げ

 した。働きかけは東郷元帥からなされたというが、その東郷を動かしたのは小笠原長生の他にはあり得まい（神かみ

 風かぜ

 を吹かせたのは日蓮だとでも言ったのか）。



　
近未来の「日本の天皇の軍隊による世界の宗教的統一」に賭けた石原





　石原はしかし、智学よりも理り

 路ろ

 整せい

 然ぜん

 とした風ふう

 のある日生の教団ではなくて、〈期限付きの切迫した予言〉でインパクトが勝まさ

 る智学の教団のメンバーとなった。石原は、佐藤鉄太郎の国防論のスタンス（日本は東洋の英国であり海軍国であるべきだから、満州方面にあまり深ふか

 入い

 りすべきでない）や、佐藤のキャラクターも、気に入らなかったと思うけれども、それは小さな問題だった。

　大正９年の３月に、日蓮の言う「前代未聞の大闘とう

 諍じよう

 」（この句は法華経には出てこない。日蓮の発明）が現代または近未来に起きて、その結果、日本の天皇の軍隊により、世界の宗教的統一が成な

 るのだとする田中智学の話に賭か

 けた石原は、前述の如く某ぼう

 日じつ

 に国柱会に正規に加入し、５月前半に漢口へ単身赴任した。



　
「西欧の考古学によるブッダの生没年」に無頓着だった石原





　その時点ではまだ石原は、明治時代にインド研究を深しん

 化か

 させた宗そう

 主しゆ

 国イギリスを筆頭とする西欧の考古学者たちが、ゴータマ・シッタールダの歴史的没年についての正確な絞り込みをしつつあったことに無む

 頓とん

 着ちやく

 だった。

　その年代は今日では、紀元前３８３年から５００年のあいだで収しゆう

 束そく

 （すなわち「北伝」と近い）しているようだが、いずれにしてもシナ天台が持ち上げ、最澄や日蓮やその信徒たちが疑いもしなかった『周書異記』の紀元前９４９年仏滅説とは５００年前後ものズレがあることは、明治時代に分かったのである。

　さてそうなると、「正像二千年過ぎて末法の始二百余歳の今時は」（法華初しよ

 心しん

 成じよう

 仏ぶつ

 抄しよう

 ）とか「今末法に入って二百余歳」（撰せん

 時じ

 抄しよう

 ）とか「当世は末法に入つて二百一十余年なり」（教きよう

 機き

 時じ

 国こく

 抄しよう

 ）とか「仏滅後二千二百二十余年」（文永10
 年７月６日の手紙）とか「仏滅後二千二百二十余年一閻浮提之内未曾有これ

 之あり

 」（佐さ

 渡ど

 始し

 顕けんの

 本ほん

 尊ぞん

 とよばれる曼まん

 荼だ

 羅ら

 の讃さん

 ）とか「仏滅後二千二百三十余年之間一閻浮提之内未有大曼まん

 陀だ

 羅ら

 也」（文永12
 年４月の讃）とか幾度も書き残している日蓮は、本当に上行菩[image: 〓]
 の生まれ変わりなのかと、石原のような俄にわ

 か信者ならば疑うだろう。

　石原がこの問題の所しよ

 在ざい

 に気がつくのは、しかし、昭和13
 年である。また後述する。



　
漢口で板垣征四郎との運命的出会い。そして「ドイツ留学」が復活





　話を戻そう。大正９年の漢口には、先に板いた

 垣がき

 征せい

 四し

 郎ろう

 （４月に少佐進級）が１年前から着任しており、板垣と石原とは、すぐに親しくなった。

　同年８月に、石原は手紙による説得だけで、内地の妻を国柱会に入信させる。妻の家は曹そう

 洞とう

 宗であった。

　狭い範囲ながらシナ大陸を旅して回った石原大尉は、北方からのロシア帝国の圧力が無くなった代わりに、今や米国が日本の邪じや

 魔ま

 者として立ち現れたと確認できた。一部（山東省に近い徐じよ

 州しゆう

 など）のシナ人は排はい

 日にち

 に燃えている。それはアメリカが後ろ盾だて

 になってくれそうなので、根ね

 付づ

 きつつある現象なのだ。

　シナ人は第一次大戦中は孤こ

 立りつ

 無む

 援えん

 になって、日本人の前でシュンとしていた。だから将来もし日本に対米戦争ができるだけの実力（西太平洋において対等以上の海軍力）がつけば、シナ人はまたシュンとするだろう。しかし石原参謀は、シナ市場を日本が独占支配するためには、日本人のすべての下級官吏や商売人に高僧のような人格素そ

 養よう

 が備わっているべきだとも信じた。

　大正10
 年（１９２１年）に大陸から東京へ呼び戻された石原は、陸大の兵学教官を仰せつかり、翌々年のドイツ留学のための準備調整期間に入る。

　敗戦国ドイツ（ワイマール共和国体制）は、１９２０年代前半、あらゆる方面で混乱をきわめていた。それでも、日本からの研修目的の武官の派遣は素早く復活している。大正10
 年にはドイツで東條英ひで

 機き

 （陸士17
 期）が永田鉄山から〈日本も国家総そう

 動どう

 員いん

 体制をつくるべきだ〉と吹き込まれて私し

 淑しゆく

 した。武む

 藤とう

 章あきら

 （陸士25
 期）が大正12
 年に石原より少し遅れてベルリンに赴任したときには、もう日本人だらけで語学の勉強にならないほどであった。



　
なぜ、戦前の日本は「ドイツ信者」が異常な比率で存在したか？





　渡独前から石原の興味の中心は、「デルブリュック対ルーデンドルフ論争」だったと考えられる。この、非ひ

 軍人の第一線学者と元参謀総長の〈敗はい

 因いん

 論争〉は１９２０年から25
 年まで、公開的に熱く持続した。

　ドイツに戦争で勝っている米軍などはほぼ無関心でいたようだが、〈一高～東大法科～高級官僚〉〈幼年学校～士官学校～陸軍大学校〉の主流語学がドイツ語であったがゆえに、おのずからドイツ信しん

 者じや

 が異常な比率で存在した戦前の日本では、何に限らずドイツの「思し

 潮ちよう

 」はニア・リアルタイムでフォローされていた。



　
〈敗因論争〉――デルブリュックの戦史研究は「情報統制への反発」が起点





　ハンス・デルブリュック（１８４８～１９２９）は、ベルリン大学の歴史学の教授である。彼は、１９１８年の敗北以後ますます猖しよう

 獗けつ

 をきわめている元エリート参謀たちの責任転てん

 嫁か

 宣伝（敗ま

 けたのは指導部や国軍のせいではなく、社会主義者＝共産主義者たちが国内でサボタージュしたからだとする）に我慢がならず、〈大戦に敗れたのはドイツの参謀たちが無む

 能のう

 で、ドイツの政せい

 体たい

 が政府をそんな無能者集団にすぎぬ参謀本部の下に置くような欠陥品だったからに他ならぬ〉との国軍糾きゆう

 弾だん

 を始めたのだ。

　ドイツのあるべき政治と軍事の関係を、歴史を根拠に考えてみたいと念願していた気鋭のデルブリュックは、しかしながら、ドイツ政府が自国の軍事外交関連公こう

 文ぶん

 書しよ

 を過去の戦役についても選別的にしか（つまり政府批判の材料にならぬものだけしか）公開しないという資料環境上の大だい

 不ふ

 満まん

 から、自然に、かつてクラウゼヴィッツ（１７８０～１８３１）が〈信用できる史料は無いから〉との理由で自制をしていた古代戦役の近代的な分析に、のめりこむ。

　古代戦史の資料は、あたりまえのことだが、ぜんぶ公開だ（世界中の図書館に収蔵されている）から、研究家にとって、資料面で不足をかこつことはない。せいせいした気持ちで取り組めた。



　
クラウゼヴィッツの正確な祖述者に――「消耗戦略」対「殲滅戦略」





　もうひとつ公刊されていた良いテキストがあった。それが、クラウゼヴィッツの主著『戦争論』を含む遺い

 稿こう

 集だ。『戦争論』の文章は、ドイツ人が読んですら難解だと言われる（当時のライバル評論家ジョミニの名前を挙げずにジョミニを論ろん

 破ぱ

 しようとした遠慮と、ジョミニの度たび

 重かさ

 なる自稿改訂とが仇あだ

 となり、後代の読者にはチンプンカンプンになってしまった、といった諸事情については、兵頭編の『【新訳】戦争論』〈ＰＨＰ研究所〉を参照せよ）。

　そのため、ドイツの参謀本部ですら、大先輩クラウゼヴィッツの権威を賞しよう

 揚よう

 しつつも、クラウゼヴィッツの所しよ

 論ろん

 はまともに理解はしていないのだと、デルブリュックは見み

 破やぶ

 った。……というか、日露戦争中にドイツで刊行された『戦争論』の第五版に時の参謀総長シュリーフェン（普ふ

 仏ふつ

 戦争時から参本メンバーで、１８８３年から総長就任、１９０６年予備）が寄せている序文を見れば、勉強の浅あさ

 さはありありとしていたのだ。

　かくしてデルブリュックは、クラウゼヴィッツの正確な祖そ

 述じゆつ

 者になった。彼の「消しよう

 耗もう

 戦略」対「殲せん

 滅めつ

 戦略」の切り口は、『戦争論』中に説かれている「戦争の二つの形式」を分かりやすく言い換えたものにすぎない。フリードリヒとナポレオンに特に注目したのも、クラウゼヴィッツの創そう

 見けん

 なのである。

　デルブリュックは難なん

 じて言う。第一次大戦後半の作戦立案を任せられたルーデンドルフは、ナポレオンの真似（動員戦力の余よ

 剰じよう

 を梃て

 子こ

 に、わずか数回の決定的大だい

 会かい

 戦せん

 で敵主力軍を撃げき

 滅めつ

 してしまい、自国に有利な講和を強制して戦争をすぐ終わらせる）ではなく、七年戦争中のフリードリヒ大王の真似（動員戦力の寡か

 少しよう

 を自覚し、限定的な作戦を気長に執しつ

 拗よう

 に重ねて周辺国政府からの譲じよう

 歩ほ

 を引き出す）に努めるべきであった――と。



　
デルブリュックの「限界」が、そのまま石原戦争論の「限界」に





　欧州に向かう船の中で語学の勉強をしている形けい

 跡せき

 のまったくない（玉たま

 井い

 禮れい

 一いち

 郎ろう

 編『石原莞爾選集２ ベルリンから妻へ（書簡と日記）』昭和60
 年刊）石原莞爾は、この論争の概がい

 要よう

 を、ベルリン駐在中から少しずつ吸収した。

　石原の語学力は、ルーデンドルフの回想録を３週間強で読み終える（大正12
 年５月４日。ただし本書は邦ほう

 訳やく

 もあった。石原はその「第一集」を大正９年１月に読んでいた）レベルだった。

　箕作元八の書いた大部の『欧州大戦史』も同時に頼りにせざるを得なかった。さらにはユダヤ系のドイツ参謀本部戦史課の一中佐にアパートに来てもらって、有料で何度も話を聞いたりしている。それでも大おお

 枠わく

 では、デルブリュックの限界が、そのまま、石原の戦争論の限界にもなった。



　
不都合な真実――欧州大陸での戦争の「アルパでありオメガ」は？





　クラウゼヴィッツ本人が百も承知で、敢えてぼやかして書いていた奥おう

 義ぎ

 があった。フリードリヒ大王に軍資金を供給して７年間も継戦させていたのは、イギリスであったこと。そして、対ナポレオン戦争中のロシア軍やプロイセン軍に軍資金を提供し軍ぐん

 需じゆ

 品を送り届けていたのも、やはりイギリスに他ならぬことだ。

　要は、「イギリスと結ぶ」という高こう

 等とう

 政せい

 治じ

 が、欧州大陸での長期戦に生き残るためのアルパでありオメガだった。

　近世以降のヨーロッパの、「割かつ

 拠きよ

 」を基調とする政治地図は、いつでも中ちゆう

 欧おう

 の背後へ北からも南からも艦隊によって回り込めた立場のイギリスの、常じよう

 続ぞく

 的でトータルな介入が、こしらえていたのだ。イギリスの支援が無くば、いかにフリードリヒが野戦の天才であったとて、まわりじゅうの大国・強国を敵にまわしての長ちよう

 期き

 持じ

 久きゆう

 など、できる道理は無いのである。



　
「金満なイギリスの海軍力の援助を受けた内陸国軍は長期的に無敵」





　また、クラウゼヴィッツ自身、ロシア軍の参謀となって敗走するフランス軍を追いかける途と

 次じ

 で、北の海からまわり込んできた英国艦隊から莫大な援助を受け取ったものだ。その金きん

 品ぴん

 は、王政プロイセンとしては歓迎をしたくない、民みん

 兵ぺい

 軍を多数編成できるほどのものであった。パリまでなだれ込んだ主力がこの民兵軍だった。

「金きん

 満まん

 な島しま

 帝てい

 国こく

 （英国）から海軍力によって援助を受けた内ない

 陸りく

 国こく

 軍は長期的に無む

 敵てき

 である」というのが、クラウゼヴィッツがプロイセンの不名誉や己れに対する譴けん

 責せき

 を憚はばか

 って慎重にほのめかしていた文言から、デルブリュックが読み解くべき総括だったのである。



　
石原が掴み損ねた「西欧は一国によって統一されない」真の理由





　そして往おう

 年ねん

 のその「英国」を、「米国」に置ち

 換かん

 しさえすれば、ヒトラーがなぜ１９４１年以降はスターリンに勝てる見込みが無くなったか、そして日本軍がなぜ蒋しよう

 介かい

 石せき

 を屈服させられないのか（よって日本人がシナ人を指導する「連れん

 邦ぽう

 」などもあり得ぬこと）も説明されたはずだ。

　米英から軍需品を援助されるロシアやシナは、長期戦では不ふ

 敗はい

 となるのである（ついでながら、ソ連や中ちゆう

 共きよう

 から援助された１９６０年代の北ベトナムが、アメリカに対して長期戦で不敗となったのは、その逆ぎやく

 応おう

 用よう

 であった）。

　デルブリュックはしかし、ドイツ経済とドイツの人口が右みぎ

 肩かた

 上あ

 がりに隆盛する時代に生き、ドイツの敗戦を憤いきどお

 った愛国者でもあったから、ドイツが過去も現在も未来もイギリスの下流に立つという結論には、自然に背を向けた（箕作元八の師匠のランケも、ドイツは英国に対抗できる海軍力を持つべきなんだという主張を、ギリシャやローマの戦史に仮か

 託たく

 してしつこく読者に訴えている。石原は、箕作が佐藤鉄太郎やマハンから悪あく

 影響を受けたのだと疑ったが、じつはドイツ大衆の19
 世紀における一般的願望こそが、マハン主義の採用だったのだ。まず最初にフランス人が、英国のパワーは海外植民地によって担たん

 保ぽ

 されていることを七年戦争後に思い知らされ、その痛つう

 感かん

 はやがてドイツ人にも伝染していたのである）。

　おかげで石原は、イギリスやアメリカがある限り、西欧は一国によって統一されはしないという機微を、掴み損そこ

 なってしまった。



　
日本はなぜ追いつけないのか？――文官と武官の「教養知識の分断」





　戦前の日本人が、猫も杓しやく

 子し

 もドイツ人の言説を有り難がった弊へい

 害がい

 は、甚じん

 大だい

 だった。ルーデンドルフは、敗戦によって参謀本部の主あるじ

 ではなくなり、反左翼のスタンスからナチス党を応援し、軍人が無む

 理り

 筋すじ

 の総動員を政治家と国民に強制するスタイルを理想とする「国家総そう

 力りよく

 戦せん

 （Totale Krieg）」という名詞を１９３０年代になってから考えついた男であるが、英国は第一次大戦などが始まるずっと前から、国防や戦争を常にトータルに考えて、政治家があたりまえのようにそれをトータルに実行し続けていた。

　この英国の研究を、明治生まれの日本人たちは、ほとんど深めることができなかった。日本では文官と武官の教養知識が、明治の学がく

 制せい

 と「科か

 挙きよ

 」的試験制度のために、分ぶん

 断だん

 されたせいであろう。



　
英国人の「総合」発想力と、ドイツ人の「計画的」国家総動員と





　たとえば英国は、ドイツの弱点がその膨ぼう

 張ちよう

 する人口と国内食料生産高が釣つ

 り合っていないところにあると見抜き、それゆえに短期戦を焦あせ

 って農村から動員しすぎることがますます、初盤で奇襲が頓とん

 挫ざ

 して長期戦に移行した場合のドイツ戦争経済の自じ

 壊かい

 をもたらすとドライに計算した。

　そのための「食料封鎖」の方法（中立国の南北アメリカやロシアからの穀こく

 物もつ

 搬入を阻止する）を、早くも第一次大戦の前から、フランスと一緒になって検討しているほどなのだ。

　こうした英国人の「総そう

 合ごう

 」発想力に対抗しようと、ドイツ人は敗北後に戦中の動員の無計画さを反省して「統とう

 制せい

 （計画的な国家総動員）」を唱えるようになった。

　それを直ちよく

 輸ゆ

 入にゆう

 したのが、第一次大戦勃発時にベルリンに居り、ドイツ敗戦後はその周辺国に駐在を続けて、旧ドイツ軍人がいろいろな負け惜しみの虚きよ

 構こう

 説を重ねたのもそっくり鵜う

 呑の

 みにして帰朝する、永田鉄山であった。



　
大不況時の「社会主義」の流行に勝てなかった「皇室と日蓮教の合体」





　石原が魅み

 入い

 られた「日蓮主義」の社会的影響力は、関東大震災以後には全国的に翳かげ

 った。それほど震災後の不況は深刻で、何もかも右肩下がりだった。熱心な国柱会メンバーであった宮みや

 澤ざわ

 賢けん

 治じ

 （生前は無名）すら、大正15
 年からは「労農主義」に近い「羅ら

 須す

 地ち

 人じん

 協会」運動を花はな

 巻まき

 市で始めている。

　大不況時代が支持する流行は「社会主義」（マルクスが否定した「国家」「政府」を無理やりマルクス思想に結合させ、エリートによる独どく

 裁さい

 と計画経済で人民を救済すると説く、ドイツを本ほん

 家け

 とする思想）であった。識字力ある大衆にアピールする理屈の整合性・説得力の上でも、勝負はつきつつあった。

　神道そのものである皇室と、鎌倉新仏教の日蓮教を合体させようとこじつける田中智学や本多日生の教説の根本の無理は、日本軍や日本経済の調子が良いときだけ、大衆を誤ご

 魔ま

 化か

 し得た。



　
ソ連化・ナチス化――一枚上手だった永田と武藤の大政略





　それよりも、全体主義の頭とう

 首しゆ

 として庶民に天皇を仰がせておいて、陸軍省のエリート参謀がドイツ仕込みの社会主義（統制経済）で日本国を実質、ソ連化もしくはナチス化してしまおうという、永田鉄山から武藤章へ伝承される大政略の方が、一枚も二枚も上であった。

　この永田と武藤という２人の超ちよう

 秀しゆう

 才さい

 が、満州事変をお膳ぜん

 立だ

 てし、石原や東條英機を踊らせ、支那事変を契けい

 機き

 に石原を退場させてしまう。

　その後、故・永田の一の子分だった東條が対米戦争を契機として気き

 障ざわ

 りな武藤を放ほう

 逐ちく

 して統制権力をほしいままにするが、東條は天皇から何と言われても永田の遺い

 命めい

 である〈北ほく

 支し

 の切り取り〉をやめる気はなく、まっしぐらに日本国を自じ

 滅めつ

 へ導くのだ。



　
父の日蓮主義国体論を「西洋の法哲学」でガードした里見の労作





　さて田中智学の三男の岸きし

 雄お

 （１８９７～１９７４）は、親戚に養子に出されて里さと

 見み

 姓を名乗っていたが、智学のスパルタ教育にもよくついてきたので、早稲田大学哲学科を卒業する前から智学によって嘱しよく

 目もく

 された。

　岸雄が在学中に「卒そつ

 論ろん

 」として出版した『日蓮主義の新研究』（大正８年刊）は、リアルの日蓮の生涯の主張を、整理された資料としてまとめてみせたのに加え、父・智学の思い切りのよすぎる日蓮主義国体論が、大逆事件後の内務省から不ふ

 穏おん

 思想として睨にら

 まれないように、近代的な憲法論と相容れぬものでもないということを西洋の法哲学を援えん

 用よう

 して迂う

 回かい

 的に宣伝し、国柱会の隙すき

 をガードすることに務めている労作である。

　大部の割に校こう

 正せい

 は完璧であって、しかも細部の表現にみられる配意は、老ろう

 成せい

 した学術論文の書き手を思わせるものだから、とうてい大学の夏休みに一挙に清せい

 書しよ

 されたような単著だとは思われない。

　けれども里見がほとんど独学ながら確かに一流の近代憲法学徒であったことは、戦中から戦後にかけての比較憲法論や、〈一国一党主義と大たい

 政せい

 翼よく

 賛さん

 会かい

 は違憲だ〉とする戦中のブレない著述で証明されるだろう。国柱会が宗教政党「立憲養生会」として国会に進出できなくなる一国一党主義に、里見は正攻法で不賛同を唱え続けた。



　
『日蓮主義の新研究』の著者・里見のドイツ遊学の便宜を図った石原





　石原は国柱会に入る前の大正９年２月２日にこの『日蓮主義の新研究』を読どく

 了りよう

 していたことが、日記によって知られる。

　その里見青年が、大正12
 年春、石原が２月に赴任したばかりのベルリンへ、語学習得の目的を兼ねてやってきた（里見は英独仏を３年間遊ゆう

 学がく

 した）。

　内務省による大正10
 年の大本教壊滅作戦を見た智学が危機感を抱いて里見に、欧州で欧語による国柱会の広こう

 宣せん

 をして箔はく

 を付けるように指示していたかどうかは分からない。智学のメインテーマが若いときから晩年まで「国体論」で一貫しているので、智学としては、里見にその洋学面からのバックアップ（資料整備）を期待したことは疑いない。

　石原は、今日の下っ端の在外駐在員が、内地から後輩職員やＶＩＰを新しん

 来らい

 者として迎えるときにしてやるように、里見のドイツ滞在中（英国から７月５日に入独し、12
 月15
 日にはフランスへ移転）の便べん

 宜ぎ

 を懇こん

 切せつ

 に図ってやった。

　駐独中の石原の身分は陸大教官のままであって、大使館等でなすべき仕事は何も無く、ただベルリン近辺の下げ

 宿しゆく

 で、書籍や地図を蒐しゆう

 集しゆう

 して自主勉強をしたり、あちこち旅行をしたりしていればよかった。諸経費にもさほど苦しんだ様子はない。

　戦前のエリート参謀と隊たい

 附づき

 将校の世界のあいだには、月とスッポンの落差があった。



　
関東大震災、ドイツ世相の劇的変化――石原の思い込みに拍車がかかる





　９月２日にベルリンの新聞が伝えた「横浜・東京が大地震で全滅」のニュースは、石原をやきもきさせた。〈日本の恢かい

 復ふく

 には数世紀かかり、もはや世界の四よん

 等とう

 国になった〉と『毎日新聞』が論評しているとの電報がベルリンに届いていたらしく、石原は憤ふん

 慨がい

 した。それが本当なら、米国との軍事パリティの達成どころではなく、したがって日本の世界制せい

 覇は

 はなく、したがってそもそも日本は日蓮がまた生まれ変わって現れるべき国ではなかったことになる。

　帝てい

 都と

 を直撃したこれほどの大災害を予知しなかった新興宗教についての疑いは、石原は抱かない。むしろ、田中智学や、国柱会の会館や、講師陣の全員が無被害であったことが、彼には霊れい

 的宇宙からのメッセージ（人迷まよ

 って、天怒いか

 る＝日本人はボヤボヤするな、対米決戦のため、物ぶつ

 資し

 力を充実させろ）だと受け止められた。

　石原は、「一閻浮堤未曾有ノ大闘諍」も「立憲養生会ノ天下」も「数十年」以内に切迫しているのだと信じようとした。大正13
 年２月７日の妻への手紙の中で、〈ドイツの社会党は、結けつ

 党とう

 から30
 年で政権を握ることができた。わが立憲養生会は20
 年でそれができてもおかしくはない〉と言っている。

　これはザクセン邦ほう

 に大正12
 年10
 月に誕生した、ドイツ社会民主党と共産党の連立政府のことで、もともとマルクスは反資本主義革命はドイツかイギリスでまず起きると予言していたのだから、先には皇帝を放逐して共和国化したドイツ連邦が、まもなく共産化するとしても今さら不思議のない話であった。

　やがて台たい

 頭とう

 するナチスも、レッキとした社会主義標榜政権に他ならない（マルクスが階級だけを問題として国家を否定するのに対して、国家の中に階級を解消しようとした。ソ連政体も実質は同類）。このドイツ世相の劇げき

 的てき

 な変化は、一方では永田鉄山を刺激して日本のソ連化（＝ナチス化）を図らせることにつながったし、他方では石原莞爾を刺激して独自の〈日蓮主義石いし

 原わら

 派は

 〉に向かわせた。



　
急ぐ石原――今から「三十年」で田中智学に政権を獲らせると力説





　期限を決めて、それまでに日本の国教を日蓮教にする――など、国柱会幹部が論ろん

 定てい

 して宣伝しようとしたテーゼではない。石原だけの思い付きであり予言であった。

　里見は石原に対して直接に、本門戒壇の建こん

 立りゆう

 までのタイムスパンを「まあ考えたことはないが、二、三百年位は……？」と見解を述べたという。石原はそれに絶対に同意せず、今から「三十年位」で田中智学に政権を獲と

 らせるつもりだと力りき

 説せつ

 した（大正12
 年11
 月１日）。

　田中智学は大正13
 年の第15
 回衆議院議員選挙にみずから立候補するのだけれども、５月10
 日に落選（次点）した。だが石原は、自分の予言を修正し続けるだけで、決して撤回しなかった。



　
日米最終決戦――「三十年とするも六十五歳。未だ少々御役に立つ年也」





　石原は、地震前の大正12
 年８月28
 日の妻への手紙の中では、米国を「平たいら

 ノ左さ

 ェ門」（平たいら

 頼のより

 綱つな

 ）になぞらえている。北条家の家臣の身で鎌倉幕府の実権を握った頼綱は、文永８年に日蓮を佐さ

 渡どが

 島しま

 へ流した。しかし正応６年（１２９３年）４月、鎌倉大地震の混乱を利用した執しつ

 権けん

 側の奇襲に遭あ

 って自刃した。日蓮宗内では、悪役のキャラクターだ。

　大正12
 年９月14
 日の石原から妻への手紙には、今度の地震は「地ち

 涌ゆ

 の大だい

 菩ぼ

 [image: 〓]
 さつ

 」が東京に出現する兆きざし

 なのだという自分の見解を披瀝している。

　その大菩[image: 〓]
 は「東宮殿下」（昭和天皇。この時点では摂政宮）だとも示唆する。そして、真の世界戦争は、二、三十年後に切迫しているという。「三十年とするも六十五歳。未いま

 だ少々御お

 役やく

 に立つ年とし

 也なり

 」とも打ち明けている。

　おそらく発想の順番は、その逆なのだ。自分のトシから逆ぎやく

 算さん

 をして、遅くとも１９５３年（30
 年後）までには、日米決戦が無くては困ると思い詰めた。自分の思い通りに地球が回るべきだと石原は考えた。

　第一次大戦末にフランスのフォッシュ元帥が67
 歳で連合軍の総指揮をとったこと、そのフォッシュを抜擢したのは76
 歳のクレマンソー首相であったことは、戦前の日本軍将校として知らぬ者はなかった。石原はしかし、そこまで己れの肉体への自信は持たなかった。



　
抑えられない石原の切迫感――「独自の教義」を創造し始める





　大正13
 年３月16
 日の妻への手紙中では、ベルリンの新聞の夕刊が、日米の国交が断絶するかもしれない〔排日移民法が５月にクーリッヂ大統領によって署しよ

 名めい

 されるから、その問題だろう〕と報じているのに対して、「自じ

 界かい

 叛ほん

 逆ぎやく

 難なん

 に次いでいよいよ他た

 国こく

 侵しん

 逼ぴつ

 難なん

 か？」と反応している。

「他国侵逼難」および「自界叛逆難」は、日蓮の遺文に出てくる熟語で、末法の初めの二百数十年の今（鎌倉時代）は、内乱や外がい

 患かん

 があいついで至り、まさにシナ天台教の言う「闘とう

 諍じよう

 堅けん

 固ご

 」の時代であり、唯一有効な良りよう

 薬やく

 として法華経ばかり弘ひろ

 まるに違いない、という文脈だ。

　この切迫感は、田中智学の落選を聞いても無くなりはしないで、ますます石原莞爾の中で亢こう

 進しん

 した。

　欧州には、日米戦争は必至だろうと書き立てる新聞論ろん

 説せつ

 が複数あったことも、石原の手紙から分かる。在欧の日本人として、まして働きざかりの将校として、それを読んで興奮しないでいられようか。彼は、自然に、田中智学や里見岸雄が同意しない未来スケジュールを核かく

 心しん

 的教義とする、日蓮主義分ぶん

 派ぱ

 の新グループ〈石原教〉を開いてしまうのである。



　
信者・板垣征四郎が「満州事変」の罪状で石原をかばった理由とは？





　余談だが、その〈石原教〉の信者となった唯一の将官であった板垣征四郎は、東京裁判の被ひ

 告こく

 にされたとき、「満州事変はぜんぶ石原や、自分の同期の永田が準備し、手回しした」と法廷で暴ばく

 露ろ

 するだけでも検事側をキリキリ舞いさせられたはずなのに、そうはしなかった。

　なにしろ〈石原教〉によれば、あともう少しで１９５３年である。最終戦争（米ソ核戦争）が起きるはずであった。信者・板垣としては、最期までそれを楽しみに、教祖石原の息そく

 災さい

 と大活躍を祈り続けたのであろう。



　
迷惑千万、笑止千万――「異色のキャリア」武藤章の折伏に失敗





　大正13
 年に石原は、ベルリンで真しん

 宗しゆう

 の武藤章大尉の折しやく

 伏ぶく

 ができそうだと甘く期待した。そして数人の日本人を一室に集め、里見にミニ講演をさせて、後輩の武藤にもそれを聴かせた。

　武藤はそつのない事務系エリートだから、誰であれ先輩上司が勧めることを冷たく峻しゆん

 絶ぜつ

 したりはしない。が、心中では迷めい

 惑わく

 千せん

 万ばん

 もしくは笑しよう

 止し

 千万だったろう。

　武藤は尉い

 官かん

 時代まで大病に悩まされがちで、他のエリート参謀とよほど違う出世コース（隊附が少なく、大佐で必須とされた聯隊長職すら特例的にパス。ちなみに19
 世紀のフランス陸軍は、参謀将校とそれ以外の隊附将校をキャリアパス面で露ろ

 骨こつ

 に分けたために、普仏戦争で計画と実動が齟そ

 齬ご

 して大敗。プロイセン軍はそうしなかったので強かったという話は日本軍将校なら皆、聞かされていた。じっさいには伝説的参謀総長のモルトケも聯隊を指揮した経験は無かったのだが……）を歩まされる中で、自分も若くして病死してしまうのではないか、不ふ

 治じ

 の死し

 病びよう

 たる結核に移行したらどうしようか、などと悩み、キリスト教から禅まで宗教をひと通り研究したという。

　だから、石原の関心領域を微妙にくすぐる受け答えくらい、自在にできるのだ。

　武藤が、国柱会の理論の弱さ（権威を依拠する日蓮が依拠していたシナ天台宗のいかがわしさ。梵ぼん

 語ご

 を解さないがゆえに、そのいかがわしさを見抜けなかった日蓮に神通力もあったわけのないこと）をどこまで看かん

 取しゆ

 したかは分からないが、カリズマ性ゼロの里見青年に扈こ

 従しよう

 する石原大尉の姿を見て、田中智学は日本を動かせるような政治家にはなれまいとだけは、判定したであろう。



　
まるで教団勧誘員――「持ちつ持たれつの政治」ができなかった石原





　日本でエリート参謀が政治的にのしあがるためには、目上や同僚や部下の欲よく

 望ぼう

 の面倒を見てやらねばならない。持ちつ持たれつが、政治である。しかし石原にはそれができなかった。

　この時期の彼は教団勧かん

 誘ゆう

 員であった。職しよつ

 権けん

 で部下に「この宗教テキストを読め」だの「この宗教講演会を聴いてみろ」などと押し付け、しまいには他者の欲望を全部規制しようとするから、石原に忠ちゆう

 義ぎ

 立てすることで政治的に得をしようと図る有能な後輩参謀は増えなかった。



　
陸大講義準備中の大病――ますます「人生の優先順位」が先鋭になる





　大正14
 年10
 月に帰国した石原少佐は、陸大教官として、大正15
 年の夏に、陸大の２年生に欧州古こ

 戦せん

 史を教えなさい、と言われて、慌てた。

　石原が昭和15
 年に「戦争史大観の由来記」で告白しているところによると、〈学問的に戦史を研究したのは昭和３年２月までの１年半だけ。しかも対象はナポレオンとフリードリヒのみ〉だった。

　昭和３年度の陸大講義では、ナポレオンの大陸封鎖（対英政略）をテーマにしようと思って資料整理にとりかかったが、同年初めに流りゆう

 感かん

 から劇げき

 症しよう

 の中ちゆう

 耳じ

 炎えん

 に罹かか

 ってしまい、断念した（頭とう

 蓋がい

 骨こつ

 穿せん

 孔こう

 手術の寸前までいったという）。

　人は、何かの傷病により入院でもすると、寝しん

 台だい

 で終日天てん

 井じよう

 を睨にら

 みながら己れの肉体の物理的・時間的な有限性にあらためて向き合わされて、それが、残りの人生で何を優先すべきか（何をこのさい断た

 つべきか）という肚はら

 を固めるきっかけになることがある。石原は、日常がほぼ、その機会であるという、異例の一生を送った人のようにみえる。



　
関東軍に赴任――河本大作から「後継者」として満州事変を託される





　陸大を卒業して、まだ大佐にはなっていない「中堅」エリート将校たちが形成していた私的グループの中で、石原の変わった個こ

 性せい

 は評判であった。

　それに着目していた河本大作大佐（兵庫出身でシナ語スクール）が、昭和３年６月の張ちよう

 作さく

 霖りん

 爆殺事件後の自分の後あと

 釜がま

 、すなわち関東軍司令部の幕僚に、石原中佐を指名する。

　石原は８月の定期異動で関東軍への赴任を命じられ、10
 月に旅順に着き、関東軍の作戦主任参謀を拝命した。河本は、のちの「満州事件」の基本計画を、昭和２年から昭和３年にかけ、みずから発案して練ね

 り上げていた。その計画の継承と実行を、河本は石原に託す。



　
東條は「永田の影」のような存在――留守中の整備局動員課長に据える





　ここで話を少し戻し、日本の中央政界の対支政策の流れも確認しておこう。

　欧州から帰朝して大正13
 年末から陸軍省軍事課の枢すう

 要よう

 メンバーとなったスーパー・エリートの永田鉄山中佐は、大正15
 年、ついに念願の「国家総動員」を準備させる機関の設置を若槻内閣に閣議決定させることに成功。さっそくみずから、新設の整せい

 備び

 局動員課長におさまっていた。

　今日の日本の中央官庁とも何も変わらず、当時も、ある分野の仕事を実質、すべて任されて細こま

 々ごま

 と策さく

 案あん

 しているのは、陸軍省・海軍省・陸軍参謀本部・海軍軍令部のどこであっても、「課長」か、その補佐役の高こう

 級きゆう

 課員であった。

　直属ボスたる局長（参謀本部ならば部長）や、さらにその上の次官（参本なら次長）・大臣（もしくは参謀総長）等は、ほとんどの場合、ざっと目を通してハンコをつくだけだ（彼らには他の要よう

 務む

 があって忙しい）。

〈国家社会主義の創始者ビスマルクに、自分は似ているだろう〉とうぬぼれていたかもしれない陸相の宇垣一成から才さい

 気き

 を買われていた永田課長は、自身が内ない

 規き

 上どうしても聯隊長（大佐職）となって省しよう

 部ぶ

 （中央の陸軍省もしくは参謀本部）から離れていなければならない間、ドイツ語熱心なのを見込んで欧州で弟子にしていた東條英機を動員課長に据えさせることができた（昭和３年３月）。

　永田が指揮をとった歩兵第３聯隊は東京市心にあるから、東條からちょくちょく報告を受けることも容易である。東條は永田の影かげ

 のような存在であった。




 



 



 

　
北伐の最中でも「排日」の煽動は、すべての軍閥領袖の一致テーマ





　シナ大陸では、大正15
 年の夏から蒋介石の「北伐」が始まっていた。蒋介石も、彼の政敵たる他の軍閥領りよう

 袖しゆう

 も、大正４年（１９１５年）の大隈政権による「対支21
 ヶ条要求」の騒ぎいらい、ひとつの問題意識に限っては一体だった。それが「排日」である。満州の「奉天軍閥」のボス張作霖も、21
 ヶ条要求には憤った。あるいは、憤ったフリをする必要があったほどだ。

　今日のシナ人の反日は、同じアジア人なのになぜか近代先進国である日本を嫉しつ

 妬と

 する識字階級の小しよう

 人じん

 心理に乗じた政治宣伝と、１９３０年代からの長年の政治教育のミックスだ。しかし第一次大戦から第二次大戦にかけてのシナ人有力者や中層大衆のあいだの排日は、もっと自然発生的な、「いわれある憎悪ヘイト

 」だった。

　当時の日本人は、地位の高い者も低い者も、立場の弱い者に対して不必要に威張る癖があった。殊こと

 に末端の小役人にこれが酷ひど

 かった。その上、「一ひと

 旗はた

 組ぐみ

 」のブローカーたちのように、シナ人の損害など知ったことではないという民間人も大勢いた。いずれも日本軍のプレゼンスを恃たの

 んでおり、その日本軍も日本社会の縮しゆく

 図ず

 だから、やはりシナ人に対しては、下士官を中心に、不必要に威張った。

　張作霖は、大正７年以降、〈シナを統一して皇帝に就くべきだ〉と、とりまきが勧めるままに、揚子江までも出兵するようになっていた。が、張作霖はなにも、蒋介石ら他の軍閥のボスと中ちゆう

 原げん

 での人気取り競争をせんがために、地元満州で「排日」をゼロから作さつ

 興こう

 したわけではない。排日は、全シナ人の願いに他ならなかったのである。

　ただ、それぞれの軍閥ボスは政治的な損そん

 得とく

 を計算して、それを強く煽あお

 った場合と、それほど強くは煽らずに自然に任せていた場合との違いがあった。張作霖は、日本の公人が満州を属ぞく

 領りよう

 化しようとする底てい

 意い

 が露骨であったがゆえに最も危機意識を抱き、より強く部下に排日をけしかけさせねばならなかった。

　もちろん抜け目の無い政治ボスとして、東京の田中義一や満州出で

 先さき

 の日本の諸役人たちには、友ゆう

 誼ぎ

 的な対応を続けながら、である。



　
日本人が弱気になれば「無制限の暴力による利権回収」が現実に





　満州での排日運動は、日本人に対する「テロ」にまでは亢進してはいなかった。シナ人が得意とする、敵に本格軍事行動の口こう

 実じつ

 を与えない、大規模だがギリギリの線の厭いや

 がらせにとどまっていた。

　しかし、シナ人が日本人の前に意気地なくひれ伏ふ

 していた明治40
 年前後の快こころよ

 さが忘れられない河本大作は、たとい日本人が一人も殺されておらずとも、この満州における排日の日常化そのものを許せないと思った。

　これを放置して日本人が弱気になると（じっさいその趨すう

 勢せい

 はあった）、やがて日支の集団的意い

 志し

 力の差が歴然となった暁あかつき

 に、シナ人は一転、無制限の暴力によって利権の回収を急ぐことを辞じ

 さなくなるだろう。……と、そこまでの洞察は、河本の「シナ通つう

 」のキャリアをはずかしめない。だが、そこから先の河本の説明は、やや不自然に響ひび

 くのである。



　
ボスが「頓死」しても軍閥は無くならない――百も承知で爆殺を決意





　河本は、シナ軍閥は有能な一人のボスによって率いられているので、そのボスが頓とん

 死し

 すれば、部下はみんなちりぢりバラバラとなって、軍閥の力は無くなる――と信じていたかのように、張作霖爆殺事件の後になって説明をしている。

　永田や武藤章のような、ドイツ語スクールの陸軍省のエリートだったならば、ひょっとしてそんな錯覚も犯おか

 すかも分からないが、シナ通として現地に長く、すでに大佐でもあった河本が、果は

 たしてかかる初歩的すぎる誤解をしたものであろうか？

　軍閥を動かしているのは、ボスのまわりのとりまきなのだ。とりまきの利権のために、ボスは神輿みこし

 となって政治力を揮ふる

 う。それは帝国陸軍内の諸しよ

 派は

 閥ばつ

 の閥内力りき

 学がく

 とよく似たものだった。

　河本は、作霖一人を斃たお

 しても満州から軍閥は消滅しやしないし、排日だって終わらないことは、百も承知であったはずだ。

　それでも彼は、作霖を殺すことは、何もしないで様子を見ているよりもずっとマシなはずだと思い詰めた。日本人が怒っていることと、日本軍のおそろしい決行力（鉄道破壊では近過去に驍ぎよう

 名めい

 を馳は

 せたＴ・Ｅ・ローレンスすら実行したことの無い、走る列車中の要人を一回の試みだけで爆殺する）をシナ人に見せつけ、シナ人がまた明治40
 年前後の頃のように、日本人を畏い

 怖ふ

 の目で見るようにさせてやれるなら、それは河本の愉ゆ

 悦えつ

 とするところであった。



　
なぜ河本は「現役軍人」のまま実行したか？――長州閥への同時テロ





　ところで、これがもし幕末の志し

 士し

 だったならば、河本はまずは脱だつ

 藩ぱん

 （依願退たい

 役えき

 ）をして「大たい

 陸りく

 浪ろう

 人にん

 」の身分となってから違法工作にでも邁まい

 進しん

 したところだろう。

　しかし河本は、甚はなは

 だ常識を欠いた帝国軍人だった。彼は現役の大佐のまま外国要人爆殺テロを企画してみずから実施し、所属官かん

 衙が

 （陸軍）と本国政府に国際的な大迷惑をかける道をわざと択えら

 んでいる。国家を私わたくし

 するエリート少しよう

 壮そう

 公務員の、河本はさきがけであった。

　と同時に彼は、長州閥（田中義一）に対するテロリストともなっている。幕末に長州藩と[image: 〓]
 摩藩は、勝手に攘じよう

 夷い

 に走ることで徳川幕府を窮きゆう

 地ち

 に追い込んだものであったが、今度は長州閥が、河本一人のテロのために、息の根ね

 を止められてしまう。河本大作こそは、近代日本史上、最も著いちじる

 しい（ただし日本の役にはぜんぜんプラスにならなかった）テロを企画し実行し成功させた男であったろう。

　内閣総理大臣の田中義一は、満支の軍閥は短期には根こん

 絶ぜつ

 などできぬもので、日本としてはそれを適てき

 宜ぎ

 にあしらって長期的になんとか利用していくしかないのだと、ロシア通らしく判断していただろう。

　しかし河本以下の関東軍の参謀たちは、中央からは先の見通しも与えられずに、このまま何もしないで、現地人から軽けい

 侮ぶ

 をされ続けることには耐え難かった。大陸の日本人から見ると、田中義一は、蒋介石からも張作霖からも逆に利用されているのではないかとさえ疑えた。

　長州閥最後のボス、陸軍大将・田中義一は、古い家か

 父ふ

 長ちよう

 的な性格が濃こ

 いのか、歳とし

 わかい昭和天皇に対しても、また陸軍の後輩少壮エリートたちに対しても、「アカウンタビリティ（説明責任）」のセンスが無く、それがみずからの政治的および生物学的な死を招くのである。



　
南満州のカネのなる木――大豆の生産・輸送の「巨額利権ビジネス」





　南満州には「大だい

 豆ず

 」という、カネのなる木があった。大豆は世界中のたいていの土地でも作さく

 付づ

 けは可能だが、平らな広い土地が余っている満州では、他のどこよりも安価に収穫でき、近くの大消費地を寡か

 占せん

 的に得意先にできた。

　大豆を搾しぼ

 れば油が得られた。それはシナ家庭の必需品だった。さらに搾さく

 出しゆつ

 後の豆かすは、豚ぶた

 の飼し

 料りよう

 や畑の肥料になった。江戸時代末期、近海のニシン資源が枯こ

 渇かつ

 した後の日本の農民も、この清国産の「大豆かす」を肥料として輸入し始める。そしてその輸入額は、維新後にいちだんと増えた。

　日本は大正時代に、コメの自給が不可能なまでに国内人口が増えていた。その趨すう

 勢せい

 は、止まらなかった。

　それゆえ大豆は、第一次大戦後に普及が始まった化か

 学がく

 肥料が高価だったことにも助けられ、長期一貫して需要が増える一方の有力な国際商品であった（独ソ戦の開始前、満州大豆がドイツに大量に供給されていた時期もある）。

　しかるに、生産だけではなく、大産地の満州から渤ぼつ

 海かい

 湾を越えて大消費地のシナ本土へ大豆を輸送する商売がまた、シナ商人たちのコストの低い運うん

 漕そう

 業界に独占されていたのだった。日本の事業者は、いつまで経ってもシナ人とのサービス競争（コスト削減競争）には勝てなかった。

　日露戦争後に日本が南満州鉄道（ロシア人が敷ふ

 設せつ

 した）を得たことで、初めて、日本人はこの「満州大豆」という有望商品の巨額利権ビジネスに食い込むことができた。なにしろ全満の大豆畑から大だい

 連れん

 港までの大量輸送手段は、この「満鉄」１本しかなかったのだ。

　世界に大豆の需要がある限り、確かな収益が約束されたも同然である。



　
「旧条約」を破る気満々のムード――日本の事業者はすべて追い出せ





　だが、馬ば

 賊ぞく

 上がりの満州軍閥も、満州や本土のシナ人も、儲もう

 かる商売のありかには敏感だった。奉天軍閥は、日本以外の外がい

 資し

 と組んで「満鉄併へい

 行こう

 線」を複数敷設し、大連に代わる鉄道端末積つみ

 出だし

 埠ふ

 頭とう

 も新規に築ちっ

 港こう

 することによって、利権を奪おうとした。もちろんその結果は、日本の商人と事業者をすっかり追い出してしまうことにつながるであろう（対ソ戦時の動員奇襲用鉄道としての意義は決して無くならないので、日本陸軍は線路を放棄しないだろうけれども）。

　本土のシナ人たちも、日本人を困らせる活動には声援を送る。日本側は、旧清国政府とのあいだで満鉄の併行線はつくらないという〈秘密の合意〉をしていたと言って抗こう

 弁べん

 することになったが、なにしろシナ本土では、蒋介石の南京政府が欧米各国との旧条約をすべて堂々と破る気満まん

 々まん

 であったから、そのムードに乗り、奉天軍閥も馬ば

 耳じ

 東とう

 風ふう

 の態度をとった。

　特権の上に安あん

 固こ

 な商売をもくろんでいた在ざい

 満まん

 の日本の事業関係者は危機感を強めた。このまま、なしくずし的に利権を「回収」されるようなことは我慢がならない。学歴ゼロの奉天軍閥は試験勉強エリートの日本人から、押し付けられた不平等条約といえども、武力で蹂じゆう

 躙りん

 することは許されぬことを学ぶべきなのである。

　それができないのなら、もう関東軍が奉天軍閥を追い出して直接に満州に軍ぐん

 政せい

 を敷し

 いた方がよいだろうと、一部の利害関係者は思うようになった。



　
弾薬備蓄、後方兵站、教育訓練……「無い無い尽くし」の軍閥軍





　関東軍は、奉天軍閥の武力については、少しも恐れてはいなかった。この点、河本の事後釈しやく

 明めい

 には、ごまかしがある。

　奉天軍閥など、いくら兵数が多かろうとも、弾薬備び

 蓄ちく

 はゼロに等しく、組織として「後方兵へい

 站たん

 」も無ければ、部隊の各レベルの専門的な「教育訓練」も無い、似え

 非せ

 軍隊にすぎないのだ。

　関東軍は、この連中がまるごとそっくり満州に戻った後でも、いつでも、いかようにも料りよう

 理り

 はできた。それは大陸に一度でも勤務をした日本陸軍の参謀だったならば、悩むまでもない常識だったはずだ。

　ちなみに、南京の蒋軍閥の、他軍閥に対する強みは、幹部の一部が近代的な軍ぐん

 官かん

 学校（士官学校）教育を受けていたことにあったのだが、それでも、日本の正規軍が山東半島に出兵するや、手も足も出せずに三さん

 舎しや

 を避けている。

　軍閥軍は、陣地の「死し

 守しゆ

 」もできないし、野戦での「決戦」もできない。じっさい、直近の軍閥同士の内戦で、「決けつ

 勝しよう

 」も「殲せん

 滅めつ

 」も一度も生せい

 起き

 したことがない。司令官から兵隊まで、誰でも己れの命が危険になったらばすぐに退却してよいというのが、シナ軍閥文化なのだ。奉天軍閥が満鉄を総攻撃して関東軍に堂々と挑戦することなど、ハナからあり得なかった。

　だが、趨勢の行く先は、思いやられた。大正11
 年調印のワシントン会議条約（海軍軍備制限の他に、シナの政治的現げん

 況きよう

 変更を禁じた「九ヶ国条約」等も包ほう

 含がん

 される）は、シナ人を元気づけた。要するに、第一次大戦中はフリーハンドであった日本を、欧米列強が縛しば

 り上げたのである。

　続く関東大震災は日本の財政をいよいよ苦しくし、宇垣軍縮は陸軍軍人の意気を沈ちん

 滞たい

 させていた。こんなときにシナ大陸の諸軍閥は、欧米の最新兵器や弾薬を輸入して軍事改革を進めようとしている。長期的には楽観は禁きん

 物もつ

 だった。



　
戦争をするのか？ しないのか？――文官の若槻首相の器量をオーバー





　大正15
 年（12
 月25
 日に昭和に改元）、英米を味方につけ、ソ連の手先のような親しん

 共きよう

 派分子も非公認的に取り込んだ南方の蒋介石軍閥は、天下統一のライバルである奉天軍閥を駆逐すべく、北上した。

　同時に、民衆レベルでは、蒋介石がけしかける「排日」が盛り上がった。シナ人の政治家にとり、日本人に救いを求めたり日本の政治家の機嫌をとって利用する一方で、国民的な反日運動を工作するなど、朝あさ

 飯めし

 前の常じよう

 套とう

 戦術だった。

　軍閥軍の実態は「雑ざつ

 軍ぐん

 」で、通過する土地の住民たち（外国人を含む）にとっては、法律度ど

 外がい

 視し

 の強ごう

 盗とう

 団が襲来するのと大差は無い。

　あけて昭和２年、苛か

 烈れつ

 化する大陸の反日運動と北伐の騒ぎにお手上げになった若槻内閣は総辞職し、代わって立った田中義一（陸軍大将ながらデモクラシーの時勢を理解し、陸軍省の機密費を手て

 土産みやげ

 に、退役と同時に政友会総裁に迎えられた）内閣は、山東半島（良港があり、北京と南京の中間にあって、農業先進地で、労働力もきわめて豊富）に最も集中していた日本人居留民を、軍閥軍による虐殺（これはシナの内戦ではつきもの）から保護するために、日本軍を同半島に出兵させた。

　長期的な心配は、むしろ日本の満州権益にあった。有力な蒋介石軍が満州にまでも入ってきて、満鉄や大連・旅順を武力回収しようとすれば、日につ

 支し

 戦争が発生するであろう。

　戦争をするかしないかという話に進展しつつあったがゆえに、もはや文官の若槻礼次郎の器き

 量りよう

 では、どうしようも無くなったのである。




 



 

　
関東軍が奉天軍閥を邀撃せよ――東方会議で「黒子」となった河本





　田中義一は、当面の対大陸国策を至し

 急きゆう

 に意思統一しておくべく、同年６月に「東とう

 方ほう

 会議」を招しよう

 集しゆう

 した。この会議に、関東軍の中心人物である高級参謀の河本大作大佐が、関東軍司令官の武む

 藤とう

 信のぶ

 義よし

 中将（まだ転補されたばかりで、河本の台だい

 本ほん

 を復唱する人形のようなもの）の黒くろ

 子こ

 として、勇躍、乗り込んだ。

　７月、河本は、まず政友会の有力代議士の森もり

 恪つとむ

 に、次のように説き、すっかり同意させている。

　――満鉄併行線問題は口くち

 先さき

 の外交交渉では決して解決などせず、張作霖は満鉄を廃はい

 業ぎよう

 に追い込む工作を将来も止めないはずだ。もちろん蒋介石に北支で敗れれば張作霖はまた満州に逃げ戻るだけで、排日の態度も改まらない。かくなる上は、軍閥抗こう

 争そう

 のなりゆきの好こう

 機き

 を捉え、錦きん

 州しゆう

 および山さん

 海かい

 関かん

 （満州が北支と接する地域で、交通上のチョークポイントであった）にて関東軍（＋増援の朝鮮軍）が奉天軍閥を邀よう

 撃げき

 し（ただしそこは満鉄沿えん

 線せん

 ではない「外国領土」になるため、日本軍が出動展開するためには東京の参謀総長があらためて天皇から許可をもらう「奉ほう

 勅ちよく

 命令」が必要）、奉天軍閥を武装解かい

 除じよ

 してしまい、実質、関東軍が南満州に秩序を強制すべきだ――。

　田中義一もこれに賛成して、東方会議は７月７日に終わった。

　この頃、石原少佐は下しも

 志し

 津づ

 の飛行学校に勤務していたが、「国防国家建設要よう

 綱こう

 」「東とう

 亜あ

 大だい

 同どう

 政策」というペーパーを書き上げ、秋にそれを伊い

 勢せ

 神じん

 宮ぐう

 まで携たずさ

 えて行ったという。



　
米国の警告、田中首相の変心――雲散霧消した河本の「満州占領計画」





　翌、昭和３年……。張作霖ひきいる奉天軍閥は、いよいよ蒋介石の南京政府軍のために、北京から追い払われる形勢となった。河本は昨年来、満州を日本軍が占領する作戦計画に着ちやく

 手しゆ

 し、それはとうに完成していた（この文書証拠は湮いん

 滅めつ

 し、残されていない）。

　５月18
 日までは、田中義一も、河本計画を発はつ

 動どう

 させる気でいた。

　しかるにそこへ、米国から外務省経由で強い警告が至った。もし、関東軍が奉天軍閥を武装解除して満州に軍政を敷くようなことをすれば、それは「九ヶ国条約」違反だから、アメリカは日本を制裁するぞ――というのだ。当時の日本海軍は軍縮のせいで弱気で、アメリカの大艦隊が制裁実行のため渤海湾までやって来るかもしれないと深刻に懸け

 念ねん

 された。

　現地で奉勅命令を今か今かと待っていた河本大作は、ついに田中義一が米国を恐れて決心を翻ひるがえ

 したことを悟るや、怒り心しん

 頭とう

 に発した。すでに奉天軍閥は、満州領内への引き上げを続々と始めてしまっている。河本は、こうなったらたった一人で張作霖を爆殺して怒りを表明し、ついでに田中義一内閣にも臆病な変へん

 心しん

 の代価を支払わせてやることに意を決した。

　ここから先の河本の行動力は、特筆に価あたい

 する。



　
鉄道爆破――「アラビアのローレンス」は日本陸軍に研究されていた





　河本と彼に同どう

 心しん

 した数名の仲間たちの念頭にあったのは、第一次大戦中に英国のゲリラ先せん

 導どう

 隊員Ｔ・Ｅ・ローレンスが、アラビア半島の砂漠を走るトルコの汽車を何度も執拗に爆破してみせた、十数年前の著名なエピソードだった。

　ローレンスの仕掛けたダイナマイトは、ダマスカスとメディナを55
 時間で結んでいたヒジャス鉄道（ドイツ技ぎ

 師し

 団が敷設し１９１３年に開業した）の常に先頭機関車の真ま

 下した

 で爆発し、脱線転てん

 覆ぷく

 させたので、戦争中、同線の旅りよ

 客かく

 切符は、後方車両の座席ほど高値がついたという。日本陸軍の若い参謀たちは、日露戦争のときにシベリア鉄道を我が挺てい

 進しん

 騎兵隊が有効に妨害できなかった（橋きよう

 梁りよう

 破壊を試みているが失敗）反省もあり、次の対ソ戦ではぜひともローレンスの活躍に倣なら

 うべく、書籍等でフォローをしていたのだ。

　第一次大戦が始まるや、イギリスは、スエズ運河をトルコ軍（ドイツ軍将校が指導役に送り込まれていた）から防衛すると同時に、メソポタミアの油田（今のイラクあたりで、当時はサウジアラビア原げん

 油ゆ

 は未発見）をトルコやドイツに利用させぬことも重視した。

　このため英陸軍は、メソポタミア砂漠に自動車快かい

 速そく

 部隊（ロールスロイスの大型オープンカーを改造したもの）を派遣してイラクからトルコ軍を追い払うことになったが、そのさいトルコ軍がメソポタミアに反撃の軍隊を集中できないようにしたかった。そこで、後こう

 背はい

 地ち

 にあたる紅こう

 海かい

 にダマスカスから延びていたヒジャス鉄道をゲリラ攻撃で寸すん

 断だん

 させる任務を、探検考古学者でアラビア語の得意なローレンスに与えた。

　同地のアラブ部族は根っからの反トルコで、ヒジャス鉄道のメッカまでの延えん

 伸しん

 をドイツ人に諦めさせたほどの実力もあった。ローレンスは軍歴はゼロだったが、英陸軍から尉官の階級を与えられた。そして爆薬や電気発はつ

 破ぱ

 に滅めつ

 法ぽう

 詳しいハーバート・ガーランドという若い化学者と組み、現地アラブ部族の助けを借り、ラクダで機動して、トルコ鉄道の爆破やトルコ軍拠点の襲撃を反復して成功を収めたのだ。



　
ここでやるしかない――終点直前の京奉線・連長線の「立体クロス地点」





　河本は、自分が立案した、関東軍による満州占領作戦の中止の埋め合わせとして、せめて張作霖を殺してやろうと動いたのだが、鉄道爆破を口実にして関東軍を出動させるという、のちに石原莞爾が実施するプロットまでは、考えていない。決意から実行まで10
 日間くらいしかなく、とてもそんな大計画の根回しはできなかった。

　張作霖は昭和３年５月30
 日に、麾き

 下か

 の奉天軍閥に対し、北支をひきはらって満州へ戻るぞと指令を発していた。張自身も近ちか

 々ぢか

 、特別列車で北京から北上して奉天を目指すであろう。その列車が走るのは「京けい

 奉ほう

 線」という線路で、満鉄ではなかった（関東軍は、満鉄もしくは自軍が襲撃された場合だけ、司令官の権限で出動ができた）。

　河本は当初、京奉線が大きな河川を横おう

 断だん

 するその橋梁を爆破してやれ、と思った。だが候補地を視察したところ、沿線は奉天軍閥による警備が厳重で、橋を落下させるほどの大量の爆薬を、とても事前に誰にも気付かれずに仕掛けておくことなどできまいと判断された。

　ここにおいて河本の選択肢はひとつしかなくなった。すなわち、京奉線が、終点の奉天駅の直前で、満鉄の「連長線」（大連と長ちよう

 春しゆん

 を結ぶ）と立体クロスする地点である。そこでは京奉線の上を、陸りつ

 橋きよう

 で連長線が跨また

 ぎ越こ

 していた（ちなみに、どちらも複ふく

 線せん

 ）。

　この連長線は満鉄であるゆえ、満鉄守備隊としての関東軍将兵が、堂々とその陸橋の周辺をうろつけるし、そこで何か作業をしても、奉天軍閥側では文句もつけられない。置かれた土ど

 嚢のう

 の中身を検けん

 分ぶん

 されたり、そこから橋梁監視小屋まで延びている電線に注目される心配もなかった。

　河本は、爆破に精通した工兵中尉を仲間に誘い入れ、大量の爆薬（総計２５０kg
 の黄き

 色いろ

 薬やく

 だったという証言があり、辻つじ

 褄つま

 は合っているのだが、科学捜査をさせていないから、その量についても爆薬の種類についても、疑問の余地がないわけではない）を土嚢に詰めさせ、張作霖の列車が通過する線路の上方（真上ではなく、陸橋の内ない

 壁へき

 上端。そして連長線の枕まくら

 木ぎ

 の下の橋はし

 桁げた

 と想像される）に装置し、発はつ

 破ぱ

 の準備を整えさせた。

　後で、橋きよう

 脚きやく

 と監視小屋のあいだに、工兵隊で使う発破用の電線がそのまま残ざん

 置ち

 されていたので、現場を見た者には日本軍の仕業であるとの心しん

 証しよう

 が強まるのだけれども、河本らとしては、絶対確実を期す必要から、導どう

 爆ばく

 線せん

 （導火線と違って超ちよう

 音おん

 速そく

 で燃える。証拠が残りにくい）には頼れなかった。

　河本の証言によれば、彼らは「脱だつ

 線せん

 器き

 」も仕掛けていた。脱線器というのは、シベリア出兵時に敵のゲリラが、貨か

 車しや

 の「突つ

 っ放ぱな

 し」というテロ攻撃をよく仕掛けてきたので、その向かってくる無人の貨車を、味方の列車に激突する前に確実に脱線させてしまう器き

 具ぐ

 で、やはり工兵隊が装備していた。たぶん、満鉄や関東軍の警備部隊でも、持っていたであろう。

　河本らが、その脱線器をどこから調ちよう

 達たつ

 したのかは、不明である。そして、この仕掛けた脱線器を、その後どうしたのかは、もっと謎なぞ

 だ。



　
機関車と前方列車の行方は？ 「脱線器」はどこへ消えたのか？





　張作霖爆殺現場の写真は、今日、インターネットで複数枚を確認できるが、それらはいずれも、爆薬の衝しよう

 撃げき

 波は

 や、落下橋梁によって押し潰つぶ

 された客きやく

 車しや

 のものばかりで、そこよりも前方の列車と機関車がどうなったのかを教えてくれる写真が１枚もない。

　おそらく、脱線器は、機能したのだ。

　そして破壊された後半列車を置お

 き去ざ

 りに、走り続けた先頭機関車以下の前半列車は、脱線したことによって現場の数百ｍ先で停止した（横よこ

 倒だお

 しになったかどうかは不明）のだろう。そちらの現場には脱線器がまるまる残っていたから、それらの現場を撮影した写真は、関東軍がぜんぶ没ぼつ

 収しゆう

 したのであろう。事情を知らぬ別な工兵隊将兵が、その脱線器を外して回収し、口こう

 外がい

 を厳禁されたのだろう。

　脱線器は、１個が７kg
 以上の重さで、マニュアル的にはそれを左右のレールにペアとして装置することになっていたようだから、１セットが14
 kg
 以上である。しかも、レールにはガッチリとねじ止めされる。夜でなければすぐに発見されてしまうに違いなく、おまけに仕掛けた場所はクロス点から数百ｍも離れているとなれば、昼間に日本兵が回収することなど現場チームは諦めていただろう。

　昭和３年時点で日本軍が使うことができた脱線器のスペックは、残念ながら分からない。しかし昭和９年頃の陸軍制式の脱線器は、１個が７kg
 あった。古いタイプほど、重くて嵩かさ

 張ば

 ったようである。



　
「抜刀斬り込み」も覚悟していた河本――工兵隊は事件に深く関与？





　河本は、万一爆破が失敗したときの用心に、これを、クロス点を通過した先、２～３００ｍの位置に、２、３個仕掛け、抜ばつ

 刀とう

 斬り込みによっても張作霖を殺す準備ができていた、と言っている。「３個（２個）」なのか「３組（２組）」なのか「２個（１組）」なのか、ハッキリしない。河本自身は歩兵科で、脱線器の専門家ではないから、こんな曖あい

 昧まい

 な言い方をしたのであろう。現在判明している以上に、工兵隊はこの事件に協力していたのではないかと、兵頭は疑う。

　鉄道がカーブしているところで列車を脱線させるのなら、脱線器も１個（または１組）で済んだかもしれないが、大陸の鉄道は直線が基本で脱線し難いから、できれば複数個（または複数ペア）を仕掛けるべきであった。それにつけても「３個（１組半）」というのは、変な話に聞こえる。

「脱線器」という専用の器具を用いずして、単に片側レールの一部（１ｍ弱）を少量の爆薬で欠けつ

 損そん

 させたぐらいでは、直線コースを走る貨か

 物もつ

 列車は、おいそれと脱線などしてくれない。それが信じられぬという人は、１９４４年３月に米陸軍が実験して分かりやすく解説している「Derailment」というタイトルのフィルム（製作はＯＳＳ、すなわち今のＣＩＡ）を、インターネットで視し

 聴ちよう

 するとよい（ただしこのフィルムには脱線器は登場しない。脱線器の三面図は、佐山二郎氏著『工兵入門』を見るべし）。



　
確率に賭けるしかない――爆殺成功は、河本の「幸運」によるもの





　さて当日の爆破の手順だが、河本らにとっては、鉄道の破壊が目的ではなく、張作霖個人の殺害が目的であったから、影かげ

 武む

 者しや

 でない作霖本人がどの列車にいつ乗ったか、その列車は現在どこを走っているか（または待たい

 避ひ

 線で止まっているか）を承知する必要があった。

　河本は、諜ちよう

 者じや

 網もう

 と、関東軍司令部に通ずる有ゆう

 線せん

 電話だけを頼りにこれを刻こつ

 々こく

 把握して、みずからが伝でん

 令れい

 となって現場まで往復し（その時間帯は夜明け前である）、監視小屋に潜せん

 伏ぷく

 する工兵中尉らに最新情報を教えている。

　作霖の特別列車は、中央に「貴き

 賓ひん

 車しや

 」という目立つ客車を連れん

 結けつ

 していた（英『タイムズ』紙の１９２８年６月５日の記事には、全体が客車22
 両の編成で、機関車から11
 両目が吹き飛ばされ、続く４両が燃えたとあるそうだ。他にも諸説がある）。作霖は、昼夜を問わず、貴賓車（詳細不明だが、おそらく寝しん

 台だい

 付き）か、その前に連結されている食堂車（談話の場にも使われたようだ）に居る可能性が高いが、クロス点通過時点で、それ以外の別な車両に移動していないという保証は、何もなかった。

　河本らは確率に賭けるしかなく、食堂車かそのひとつ前の客車に狙いを定めて爆薬のスイッチを入れることにしたのだろう。クロス点の通過予想時刻は、６月４日の早朝であった（事後調査で、５時23
 分頃だったと結論された）。河本らは夜間の通過に備えて現場に照しよう

 明めい

 工事までしていたが、明け方以降であれば、貴賓車の位置を見落とす心配はなかった。その代わり、爆破後に電線や脱線器を回収する作業は、人目につくため、不可能になった。

　起爆は１秒間かん

 隔かく

 で二度実施したともいうのだが、よく分からない（有線を念を入れて２系統構成しておいたということなのか？）。

　張作霖は、手足こそちぎれなかったが衝撃のため即死に近く、遺体は奉天へ自動車で運搬され、軍閥側の思惑で、絶命の発表は暫ざん

 時じ

 伏せられていた。

　貴賓車よりも後方の客車は、大破は免れたようである。また、作霖の近くに乗っていたのに、軽けい

 症しよう

 で済んだ者もいた。この爆殺が成功したのは、半ば以上、主犯の河本が呼び寄せた幸こう

 運うん

 に負っている。



　
河本の予備役編入――そして関東軍に残された「昭和３年封印計画」





　田中義一は、この事件の真相について天皇に詳しく報告することを回避した。若き昭和天皇は田中を憎み、田中は昭和４年７月に内閣を総辞職せねばならなくなった。田中は、それからまもなく、病死した（９月25
 日）。

　悪あく

 運うん

 強い河本は、軍法会議は免れたものの、予備役編入は必至で、訊じん

 問もん

 が済んだ後の昭和４年５月に、第９師団司令部（金沢）に移された。それに先立つ昭和４年２月23
 日、石原は東條英機とともに岡おか

 村むら

 寧やす

 次じ

 （陸士16
 期。この時点では参本戦史課長）を訪れて、河本事件の善ぜん

 後ご

 策について相談してから、旅順へ戻っている。

　河本は７月１日付で停職（翌５年７月１日付で予備役編入）になったが、昭和４年に石原莞爾中佐と面談したと自分で言っているので、石原は２月23
 日より前の某時点で、河本から満州事変のプロットを託されたのだろう。石原日記によれば、石原自身は昭和４年３月末から４月中旬にかけて「対米戦争計画大綱」を書き上げている。これが河本の刺激によるものかどうかは分からない。

　いずれにしても、石原が作戦参謀に就任していた関東軍では、幕僚たちが、不発に終わった河本の置き土産＝「昭和３年封ふう

 印いん

 計画」を、次こそは成功させねばならぬと、準備から仕切り直すことになった。

　関東軍参謀や各地の特務機関長のあいだでのコンセンサスは、昭和４年５月にはできあがっていた。７月には、関東軍参謀長の板垣征四郎大佐のもとに、独立守備隊や駐箚師団の参謀までが集められて、満州の要地を巡めぐ

 る「参謀演えん

 習しゆう

 旅行」が挙きよ

 行こう

 されている。



　
軍縮条約の是非を国民に説明できなかった「文官・武官」の完全分業制





　昭和４年末から昭和５年10
 月にかけては、「ロンドン軍縮条約」が大問題になった。アメリカ政府（大統領は東洋事情に通じていた共和党のフーバーだが、会議のイニシアチブは、アジアに無知な国務長官のスティムソンがとった）は、すでにワシントン軍縮条約で戦艦と空母の劣れつ

 位い

 が協定されている日本海軍の、今度は巡洋艦や駆逐艦や潜水艦までをも、その必要が特になかったのにもかかわらず（放置していても日本の財政にはその拡充は無理であった。特に潜水艦の建造費は割わり

 高だか

 であった）、量的に厳しく制限しようとした。

　日本政府（浜口内閣）は米国に対しては立場が弱いことを自覚し、かつまた、財政難と海軍の予算要求にも悩まされていた折から、交渉に入る前からもう屈服（提案受諾）することが根回しされていたような按あん

 配ばい

 であった（海軍全権の財部彪が戦争気分ではなく、観光気分で妻を同どう

 伴はん

 したのもその反映）。

　しかも日本政府は、国民に対しては、どうしてアメリカの意向に逆らえないのか、何も説明しなかった（できなかった）。これは文官と武官が完全分業になってしまっている「明治日本式科挙制度」の必然の弊へい

 害がい

 が出たものである。



　
「日本政府がアメリカに弱腰になると？」――法則が発動する





　この政府の態度に、国内の若い軍人も民間人も皆、怒った。日本政府がアメリカに対して弱よわ

 腰ごし

 になれば、てきめんに、シナ大陸でシナ人が増ぞう

 長ちよう

 するというパターンがあったからである。

　張作霖爆殺で少しはおとなしくさせてやったのに、これでぜんぶ帳ちよう

 消け

 しだった。さっそく昭和５年５月には、長ちよう

 沙さ

 にあった日本領事館がシナ人から焼や

 き討ちを受けている。



　
政府が使うカネを削るだけ削れ――不況下に「デフレ」を煽った浜口内閣





　浜口内閣が、軍縮で節約した政府資金を、何か民間の大工事（たとえば下しも

 北きた

 半島に運うん

 河が

 を開かい

 鑿さく

 して陸む

 奥つ

 湾に巨大商港や工業地帯を整備するといった、将来を明るくする建設事案）に投入していれば、それは日本全国の景気を下した

 支ざさ

 えするケインズ政策（もちろん、まだケインズ政策という言葉は存在しない）となって、軍と国民がこぞって政府や大資本を怨うら

 むといった気分は醸じよう

 成せい

 されなかっただろう。

　ところが浜口内閣は、政府が使うカネを削けず

 るだけ削り、建設国債など発行はしないで、世の中が不況であるときにさらにデフレを煽ることが、財政の「健全」化なのであると信じ込んでいた。大蔵省と日銀のバランス・シートを美しくするために国民経済を暗黒化させるのを辞さないのが、日本の経済官僚たちなのだ。政府中枢には、英語で経済学を学んだインテリも複数混ざっていたが、庶民の苦境に対しては超ちよう

 然ぜん

 とし、ほとんど貧困者への同情心をもっていないかのように見えた。

　陸海軍の若い将校たちのあいだでは、こんな内閣を早く退場させねばならないと、テロやクーデターや国家改造（革命という言葉は共産主義の手先や反天皇制運動を思わせるために、改造と言い換えられていた）を妄もう

 想そう

 する同どう

 志し

 会かい

 的なインフォーマル・グループが複数、形成される。

　なかでも９月に陸軍中佐の橋本欣きん

 五ご

 郎ろう

 （トルコ駐在の経験があり、青年主導の近代化改革を見て影響されていた）が立ち上げた「桜さくら

 会」は、陸大を卒業した少壮エリート将校の集まりであっただけに、各方面に人脈を張り、そのポテンシャルが侮あなど

 れなかった。



　
陸軍省軍事課長――日本の国家予算の四分の一を自由にできるポスト





　永田鉄山大佐は昭和５年８月に陸軍省勤務に復帰し、今度は軍務局の軍事課長を拝命した。上司の軍務局長は小こ

 磯いそ

 國くに

 昭あき

 少将（第一次大戦中のドイツの物資動員の技法を初めて日本に翻訳紹介した事務系参謀で、昭和19
 年には内閣総理大臣となる）。

　国会議員たちに工作し、大蔵省に説明して陸軍予算をとってくるのが軍務局長で、その陸軍予算の必要額や使い途みち

 を細かく決めるのが、すぐ下の部下の軍事課長だ。

　国家総力戦時代の平時に於お

 いては、このコンビが日本の大陸政策まで方向付けてしまうであろう。日本の国家予算のじつに四分の一を自由にでき、日本で動員される可能性のある全男子の運命も否いや

 応おう

 なく左右されてしまう。

　それほどの大権力が有力官庁の「課長」に与えられるというのが、近代日本なのである。永田は次代の軍務局長も最初から約束されているような出しゆつ

 頭とう

 人にん

 であった。



　
杜撰。そして、あからさまに明治憲法を破壊せんとするクーデター





　ところがこのコンビが、例の桜会と一緒にやらかしたのが、昭和６年の「三月事件」であった。

　三月事件は、陸軍の機密費を自由にできる永田鉄山が、民間インテリ右翼の理論派リーダーである大川周明（小磯と同じ山形県出身）をさまざまに支援して帝都に大だい

 騒そう

 擾じよう

 を起こさせ、ソ連の五ヵ年計画やイタリアのファシスト政権にかぶれた桜会の将校たちがそれを口実にして戒かい

 厳げん

 令れい

 （政府に代わって軍隊が、統とう

 帥すい

 権けん

 の作用により人民に、立法・行政・司法を及ぼすことを戒厳という。根こん

 拠きよ

 法ほう

 は明治15
 年からあり、明治憲法31
 条の「非ひ

 常じよう

 大たい

 権けん

 」でさらに確立した）を敷かせてしまい、浜口雄幸（ロンドン条約に怒ったテロリストに銃撃されて死の床とこ

 にあり）の代理首相となっていた幣原喜重郎を引きずりおろし、当時陸相であった宇垣一成大将を首班とする独裁政権を作ってしまおうという、杜ず

 撰さん

 ながらも、あからさまに明治憲法を破は

 壊かい

 せんと企図した大それたクーデター未み

 遂すい

 事件だった。




 



 

　小しよう

 心しん

 者もの

 の宇垣は、最初、この話に乗り気を見せたのだったが、実行が切迫するにつれて、〈浜口が間もなく死亡すれば自分に大たい

 命めい

 降こう

 下か

 し、合法的に日本の宰さい

 相しよう

 になれるかも……〉と変心し、一味から脱落。




 



 

　これで計画全体が頓挫したが、宇垣は内閣から追い出され、次いで予備役に編入され、朝鮮総督とされて国内からも遠ざけられた。



　
満州事変と十月事件――「人」を見抜いた河本、「計画」は好きな永田





　永田は河本と違って「人」を知らないのに、よくよく「計画」は好きな男だった。もっと大おお

 掛が

 かりな次の一手をすぐに考えた。

　同年10
 月に、今度は満州と内地で、同時にクーデターをやろうというのだ。しかし関東軍が張り切り出したので、さすがにプロットが中央まで漏ろう

 洩えい

 し始め、しかたなく「満州事変」の方は決行が９月18
 日に早められ、それはあっけなく成功した。

　河本は、エリート人生を棒ぼう

 に振るかもしれない投とう

 機き

 的な一いつ

 挙きよ

 には石原が適していると見抜いていた。そして、昭和３年に封印された河本大作大佐の緻ち

 密みつ

 で合理的な作戦計画が、石原とその仲間の欠点を補おぎな

 ってくれた。

　一方、永田の内地でのクーデター構想は、細部の詰めを考えていない粗そ

 雑ざつ

 きわまるシロモノで、最初から成功の見込みが無いに等しかった。実行の陣頭指揮者たるべき橋本中佐の性格も、不注意で散さん

 漫まん

 だったようである。プロットの露ろ

 見けん

 後、桜会は解散させられた。ただし誰も、軍法会議にはかけられなかった。

「十月事件」は、マスコミや有力国会議員には知られていた。が、報道は禁じられたので、日本国民が「十月事件」および「三月事件」について初めて聞かされたのは、敗戦後の東京裁判にて、田た

 中なか

 隆りゆう

 吉きち

 （陸士26
 期、少将で予備役）が検察側に立って証言したときであった。



　
本庄繁の覚悟の背景――部下幕僚だけでなく東京の省部少壮の「総意」





　満州事変当時、関東軍の司令官は、本ほん

 庄じよう

 繁しげる

 （陸士９期、兵庫出身）だった。大正10
 年から13
 年にかけて、張作霖の顧問（参本の支那班からの出しゆつ

 向こう

 ）だったこともある。しかし本庄中将は昭和６年８月１日に着任したばかりで（その前は第10
 師団長だった）、関東軍での仕事は、高級参謀の板垣大佐やその部下参謀たちの言うなりにするしかなかった。

　もともと、同郷の本郷房太郎大将の引きで出世してきた本庄は、有能な周しゆう

 辺へん

 者しや

 に自分を合わせることは不得意ではない。しかし、満州事変の作戦計画にゴー・サインを出すことは、本人のキャリアにとってのリスクが軽くなかった。

　関東軍は、あたりまえだがシナの一軍閥とは違う。日本国正規軍の一部である。東京の参謀本部からの正式の命令（それには天皇陛下の裁さい

 可か

 が伴う）無しには、満鉄沿線附ふ

 属ぞく

 地ち

 外へ出動して武力行使することは許されなかった。

　かりにもし、在外の日本軍部隊が勝手に外国軍と戦争を開始しようものなら、その司令官は、陸軍刑法の定めにしたがって軍法会議にかけられて極きよつ

 刑けい

 に処されるはずであった。当然、家族の将来もおしまいである。

　いったい関東軍の幕僚たちは、どうやって本庄を説得したのだろうか？

　昭和54
 年刊の『中国ビルマ戦線』の著者、菊きく

 地ち

 重しげ

 規のり

 が、同郷（岡山県）である花はな

 谷や

 正ただし

 （陸士26
 期。昭和６年時点で石原の部下参謀）から直接話を聞いたところによれば、板垣および石原から指さし

 図ず

 を受けた花谷が、旅順から奉天へ向かう汽車の中で、本庄にこう言ったのだという。「閣下はこれから歴史的な世界の名将になられるか、どうかの分岐点にたっておられます。もし名将を希望されるなら、わたしたち三人にお任せ下さい。きっと希望通りにさせてあげます」。本庄は黙だま

 って眼をつぶっていたが静かにうなずいたので、板垣・石原・花谷が事変に乗り出したのである――と。

　当時、若輩の花谷は、ただ「伝言」をしたにすぎないのだろう。本庄には、この作戦が関東軍幕僚の総そう

 意い

 であるだけではなくて、東京の省しよう

 部ぶ

 少壮たち（中心人物は、陸軍省軍事課長・永田鉄山）の総意でもあることが、花谷の話でハッキリと認識できた。それで、悪いようにはなるまいと信じ、成り行きに身を委ゆだ

 ねることにしたのである。



　
満鉄線の爆破――「自衛作戦」を演出した河本のプロットの妙味





　河本が昭和２年から考えておいた作戦は、「自衛」を演出するという点に妙みよう

 味み

 があった。

〈敵勢力が先に満鉄を襲ってきたので武力で撃退した〉、というストーリーをでっちあげられるなら、関東軍は、本国からの命令などを待つことなく、その武力を使った「自衛」の小作戦を、沿線附属地外にまで、実施可能だったのである。自衛戦争であるならば、第一次大戦後に結成された「国際連盟」も反対はできないはずだ。

　９月18
 日の深しん

 更こう

 （22
 時20
 分頃という）、奉天駅から北８km
 （その辺りの地名が柳りゆう

 条じよう

 湖こ

 ）の満鉄線が、小規模な発破によって吹ふ

 っ飛んだという一報が、関東軍司令部に到来した。

　参謀が用意した「自衛作戦」を本庄は承認し、たちまちにして張ちよう

 学がく

 良りよう

 （作霖の息子で、父の爆死後、蒋介石に臣しん

 従じゆう

 する形で満州の行政を委ねられていた）の烏う

 合ごう

 の軍ぐん

 兵ぴよう

 は、関東軍によって奉天近辺から駆逐された。すぐに朝鮮軍も援えん

 兵ぺい

 として越えつ

 境きよう

 してきて、吉きつ

 林りん

 省を占領した。



　
北京への道――石原が手ずから錦州に爆弾を投下し、派手に宣伝





　問題は、その次のステップである。

　満鉄は奉天から南の大連（遼東半島）へ敷かれていたもので、西寄りの錦州へは延びていない。錦州を通り、北京まで延びている鉄道は「京奉線」であって、関東軍はそれに関しては何の権利も無かった。しかし関東軍は錦州の占領も計画していた。この動きを察した米国のスティムソン国務長官は、日本政府に対し、外交ルートで抗議と警告を伝えてきた。

　米国は国際連盟の正式メンバーではなかったけれども、国際連盟を動かす力があった（というか、国際連盟が米国国務省の出で

 店みせ

 のようなものだった）。関東軍がもしここで動きを止めれば、日本政府（若槻内閣）は、米国や連盟の勧かん

 告こく

 に従って作戦を中止させるに決まっていた。そこで石原莞爾はみずから陸軍の航空隊に同乗して錦州に爆弾を投下し（単発複ふく

 葉よう

 の偵察機から、75
 ミリの野砲砲弾を改造した急造爆弾を、手で機外に放ほう

 り投げたという）、派は

 手で

 に報道させた結果、この国際政治の「流れ」は断ち切られた。

　在満の日本軍は、ソ連の鉄道権益が残っている北部満州にも占領地を拡大する（鉄道を接せつ

 収しゆう

 したわけではない）。ソ連政府は強く抗議できなかった。日本国内では、貧びん

 乏ぼう

 神がみ

 の若槻デフレ内閣に反発する大衆が、関東軍の行動を絶ぜつ

 賛さん

 した。12
 月、若槻内閣は総辞職した。

　昭和７年１月、錦州は占領され、日本軍は北支との境界線へ進撃した。前後して北支では、排日気運がいやでも盛り上がる。上海の在留邦人が蒋軍閥の虐殺の対象になり得る気配となったため、日本海軍は陸戦隊を邦人保護のため展開させた（これは特に条約無しでもすべての外国政府に認められていた当時の慣行）。

　蒋介石だけでなく、米国政府やソ連政府も期待したように、そこで日支両軍の武力衝突が起こった。外国の商業資本が集中する国際貿易港で騒ぎが大きくなれば、外国世論は必ず日本非難に回るという計算が複数の関係国にあったので、シナ軍も強気に出たのだ。



　
満州国建国――佐藤賢了が見破った日本外務省の「宣伝能力の無さ」





　昭和16
 年から17
 年にかけ陸軍省軍務局の中枢にいて、東條内閣の対米開戦を後押しした佐さ

 藤とう

 賢けん

 了りよう

 （陸士29
 期、終戦時中将）は、昭和５～７年に駐米し、この昭和７年初めに米国の対日輿よ

 論ろん

 が急に悪化していくありさまを観み

 ていた。

　遺稿の自伝（未完）に佐藤は書いている。〈米国には世論づくりのブローカーとなる広告会社があり、外国政府の宣伝も請け負ってくれる。ところがワシントンの出で

 淵ぶち

 勝かつ

 次じ

 大使がその売り込みをぜんぶ門前払いしてしまった。反対にシナ外交部が、彼らブローカーを雇った。果か

 然ぜん

 、日本製品ボイコット論が全米を風靡した〉。

　蒋介石軍には米国から「義ぎ

 勇ゆう

 兵」の戦闘機パイロットまでが加わったものの、これらは帝国海軍の空母パイロットがあしらって一歩も引かず、内地からは日本陸軍も増援されてきたので、蒋介石軍はタジタジとなった。ここで、英国が仲介役に乗り出してきた（リットン卿きょう

 を団長とする国際連盟の満州事変調査団）。

　英国はシナ本土が無秩序化したり共産化（蒋介石は表向き手を切っていたが、南京政府内にはソ連シンパが多かった）すればいちばん迷惑する商しよう

 権けん

 を抱えていた。それで日本の顔も立てる「落としどころ」を探そうとしてくれたのである。英語のできる三井合ごう

 名めい

 理事長の団だん

 琢たく

 磨ま

 らが、日本に立ち寄った調査団を上手にもてなして、すっかり日本贔屓びいき

 にさせた。

　リットン調査団は、関東軍の行動が「自衛」だとまでは認めなかったものの、満州の日本の権益を公的に尊重する報告をしてくれそうであった。

　ところが石原莞爾や松まつ

 岡おか

 洋よう

 右すけ

 ら、円満な性格を欠く少壮軍人や少壮役人たちは、欧米人の機嫌をとる必要はないのだと虚きよ

 勢せい

 を張り、大衆人気をバックに、満州国の切り取り（シナから分離独立させて国家承認する）を政府に迫った。

　これを渋しぶ

 った犬養毅の政友会内閣は「５・15
 」テロで即座に倒され、その恐怖の中に立った斎藤實内閣は政党とは距離を置く役人中心の顔ぶれになり、９月に満州国を正式承認。翌昭和８年２月には、日本国は国際連盟から脱退して、昭和天皇を失望させる。



　

19
 世紀以降――他国の領土を切り取りたくば「代金」を払え





　近代の世界史上、強い国が軍事力を背景に、他国の領土を切り取ったことは、何度もある。ただし、19
 世紀以降になれば、妥だ

 当とう

 な「代だい

 価か

 」を払って、「やらずぶったくり」という不平や非難がどこからも、将来も出てこないように気をつけたものである。ケツの穴の小さい日本人には、その着ちゃく

 眼がん

 が無いのだった。

　１８０３年に米国政府は、ナポレオンからルイジアナを１５００万ドル（明治末の相そう

 場ば

 にして３０００万円強）で買った。これは武力を背景にして譲じよう

 渡と

 を強いたというのが実態なのだが、外見的には、あくまで平和裡り

 の売買という体てい

 裁さい

 がつけられた。

　ついで１８２０年に米国政府は、スペイン政府から全フロリダを５００万ドルで買い取った。これも、軍事力を背景にして、強制的に譲渡させたというのが実相である。

　続いて米国は隣国のメキシコに戦争を仕掛け、１８４８年２月２日に和わ

 議ぎ

 は成ったが、メキシコ政府は、テキサス、ニューメキシコ、カリフォルニアを合衆国にしぶしぶ割くことになり、合衆国は代価として１５００万ドルを支払った。

　１８６７年には、ロシアのアレキサンドル２世が、アラスカを７００万ドルで米国政府に割かつ

 譲じよう

 した。これは特に米国から脅おど

 かされたわけではないけれども、将来、ロシアがイギリスやフランスと戦争になったときに、それらの海軍がアラスカまで遠征する可能性は強く（クリミア戦争では英仏艦隊がカムチャツカ半島を攻撃していた）、そうなると、新大陸に対する欧州軍の干渉を好まない米国が、アラスカを接収してしまう好機にするといった厄介な事態への進展が心配されたので、先せん

 手て

 を打って話をまとめた次第である。

　１８９８年、アメリカはスペインに戦争を仕掛け、講和条約でキューバを独立させ、プエルトリコとフィリピンとグァム島は米国領土にした。アメリカはその代金としてスペインに２０００万ドル（４０００万円）を支払っている。



　
アメリカ版の「満州事変」――パナマ独立工作の先例に学ばず





　特に満州問題当とう

 路ろ

 者が参考にすべきだった事例は、１９０３年（明治36
 年）のパナマの分離独立騒ぎだろう。

　アメリカは、新運河の完成を見込み、もともとコロンビアの一地方であるパナマ地ち

 峡きよう

 地帯の住民を使し

 嗾そう

 して分離運動を起こさせた。

　１９０３年11
 月４日、住民は「パナマ共和国」が独立したと声せい

 明めい

 。それを米国政府（国務長官はジョン・ヘイ）が11
 月13
 日に国家承認した。11
 月18
 日にはパナマ共和国と合衆国が条約を結んだ。

　運河の両岸それぞれ５マイルを、アメリカが永久租そ

 借しやく

 して治ち

 外がい

 法ほう

 権けん

 を握る。パナマ湾の諸島と運河防衛に必要な地帯もアメリカは取得する。アメリカはコロンビア政府には補ほ

 償しよう

 金として１０００万ドルを支払い、かつ、コロンビア政府が分離承認の条約を批ひ

 准じゆん

 したら、それから９年間、毎年25
 万ドルずつを払おう、というものだった。

　コロンビア政府はパナマ国家の承認を拒きよ

 絶ぜつ

 し続けたけれども、アメリカが総額２５００万ドルをコロンビア政府に支払った上、米議会も１９０３年のパナマ介入について公式に謝しや

 罪ざい

 したので、１９２１年に至り、やっと事態を承認した。

　パナマ運河の工事を途中で投げ出していたフランス政府は、英国がこの運河を支配できなくなる構図が快こころよ

 いので、米政府に続いて速すみ

 やかにパナマ共和国を国家承認した。逆に、世界中のチョークポイントすべてを支配して海洋秩序を仕切る主義の英国は、アメリカのパナマ謀ぼう

 略りやく

 に内心で強く反発をした――なぜなら英軍艦の通航を米政府の一いち

 存ぞん

 で拒否されたり、いろいろなイヤガラセをされかねない――ものの、結局、黙もく

 認にん

 するのが得策だろうと結論された。



　
満州の相場は２０００万ドル？――「切り取り」は「買い取り」にできた





　さて、かつて清朝の滅亡の後、新皇帝になろうとした袁世凱が孫そん

 文ぶん

 （国民党）を放逐にかかったとき、資金がなくて困こん

 窮きゆう

 した孫文は、当時、シナ駐在の三井物産社員だった森恪に向かって、「日本政府に満州を売るから、わたしにその代価２０００万円をくれ」と持ちかけたことがあった。これは、明治末の満州の相場であったと思われる。

　そして、夏か

 文ぶん

 運うん

 著の『黄こう

 塵じん

 万ばん

 丈じよう

 』（昭和42
 年刊）には、こういう話も載っている。

　板垣征四郎がシナの有力政治家の胡こ

 漢かん

 民みん

 に、満州は対ソ防備のための重要拠点だから、シナから切り離して独立地域にするのだ、と言ったところ、胡は、「盗亦有道」（盗とう

 賊ぞく

 のボスは手下をただ搾さく

 取しゆ

 するだけではなく、さすがはボスだと慕した

 わせる徳とく

 を有しているものだ）という『庄しよう

 子じ

 』「外がい

 篇へん

 」に出る句を持ち出して、満州を独立させるのならば、シナ人（を代表する胡）に、その代価５０００万ドルを払え、と求めたという。これが昭和初期の相場だった。

　日本本土の２倍以上もの広さの土地だ。なんと、安いものではなかったか。

「切り取り」を外見的に「買い取り」に変えてしまうこの妙みよう

 案あん

 、〈盗賊首しゆ

 領りよう

 すら持っている徳〉を有しなかった日本の試験エリートたちは、誰も検討しなかった。



　
ソ連の弱気――単独で「対日戦争」する気概を失った蒋介石政府





　石原は満州事変のあいだ、ほとんど病臥していたという。昭和７年８月に大佐に進級するのに合わせて、陸軍兵器本ほん

 廠しよう

 附（任地は東京の小こ

 石いし

 川かわ

 ）とされ、ついで国際連盟総会に出席する日本代表団に加えられて渡欧。

　これも、ご褒美旅行のようなもので、ジュネーヴでは松岡洋右の果てしなく無内容な饒じよう

 舌ぜつ

 を聞かされるばかりでする仕事もないので、昭和８年１月にベルリンに移動して、ナポレオンとフリードリヒ大王に関する書籍資料を収集した。持病の血けつ

 尿によう

 が、この時期に悪化したという。

　シナ大陸では、５月にソ連が北満州鉄道の売却を日本に提案してきた。ソ連がこのように弱気を見せたのと、日本が国際連盟を脱退してますます強気だったので、蒋介石政府も単独で対日戦争する気き

 概がい

 を失い、５月31
 日の「塘タン

 沽クー

 停戦協定」によって、事実上、満州国を認めた。



　
永田が軍務局長として陸軍中枢に――皇道派への「報復人事」開始





　欧州から帰朝すると、石原は８月の定期異動で、仙台の歩兵第４聯隊長を拝命した（仙台の第４師団の師団長は、同日付で、東ひがし

 久く

 邇にの

 宮みや

 稔なる

 彦ひこ

 王。敗戦直後の内閣総理大臣）。石原大佐がこのポストにあったのは、キッカリ２年間である。

　着任後すぐに膀ぼう

 胱こう

 内の腫瘍（これが血尿の原因だったという）の摘出手術を受ける必要が生じ、10
 月に仙台市の東北大学附属病院に入院した。その手術後も、健康体にはならなかったという。

　永田鉄山少将は、昭和７年４月に参謀本部第二部長に転補されたが、日本軍の装備も弾薬製造力もまったく劣勢なのにもかかわらず、対ソ戦をしきりに急ぎたがる同じ参本内の小お

 畑ばた

 敏と

 四し

 郎ろう

 と、大だい

 方ほう

 針しん

 で衝突した。陸相の荒木貞夫は、小畑の味方であった。

　永田は、この荒木が昭和９年１月に急病で辞職した好機を捉え、エリート人脈をフルに活かして、ドイツ式の「国家総力戦体制」を計画する自分のロボットになってくれそうな林はやし

 銑せん

 十じゆう

 郎ろう

 大将を陸相に担かつ

 ぎ上げることに成功する。林はさっそく３月に永田を陸軍省の軍務局長に据えた。




 



 

　永田が本気で〈日本国のナチス化またはソ連化〉を考えていることは、10
 月に全国の学校その他に大量に配布された「陸軍省パンフレット」によって朝ちよう

 野や

 に伝わった。

　荒木が陸相だった間の乱暴な派は

 閥ばつ

 人事に怒っていた永田は、「皇道派」への報復人事も開始した。皇道派の大物、真ま

 崎さき

 甚じん

 三ざぶ

 郎ろう

 大将が、陸軍三長官（陸相人選などに口を出す権けん

 能のう

 があった）のひとつである教育総監に就任していたのを、永田は追い落とそうとした。

　真崎は、ノン・エリート（すなわち陸大を受験しなかったり、受験しても不合格で、そのまま大尉になった）将校たちに自宅でタダ酒を奢おご

 り、その生なま

 意い

 気き

 な意見をすべて絶賛し、人気を皇道派に集めることに努めていた（荒木も同様に末まつ

 輩ぱい

 らを遇ぐう

 した）。これらノン・エリート将校たちは、次第にエリート参謀の代表である永田を、親の仇かたき

 のように思い込む。



　
ソ連に国力で対抗するには満州、北支、中支まで切り取れ！





　永田は、かねての持論に基づき、北支と内モンゴルの「満州化」工作を、昭和10
 年から露骨化させた。

　永田の計算では、満州の地下資源は乏しく、その農業開発だけだと、日本はソ連には戦力的に対抗ができない。北支（山さん

 西せい

 省に石炭、河か

 北ほく

 省に鉄が出た）や中支までの豊富な地下資源と人的資源を、満州の土地と一体的に用いた暁あかつき

 に、初めて日本の国力は、物的にソ連に対抗できるはずであった。



　
石原が作戦課長で東京に――永田斬殺により「２・26
 」事件が迫る





　永田はこれから次官・陸相、さらには首相へも高速出世する予定なので、この北支切り取りの大仕事は、最も有能と見込んだ武藤章に仕切らせようと考え、昭和10
 年８月の定期異動で、武藤中佐を軍務局軍事課の高級課員として呼び寄せた。

　また同日、石原莞爾を参謀本部の作戦課長（前任は鈴木率より

 道みち

 ）に据えさせた。石原は、〈日本の国力が充実するまでは対ソ戦を始めるべきではないし、海軍が南進によって米国と過か

 早そう

 に対立するのも困る〉との考えを抱ほう

 懐かい

 していたので、永田としては小畑よりは相手にし易かった。小畑は、近衛歩兵第１旅団長という、名誉はあるが政治的な発言は絶対にできない微妙なポストに飛ばされた。

　しかるに、それに先立って真崎大将を、教育総監からただの軍事参議官（平時に出勤すべきオフィスは無く、在宅。大戦争が起こったときにのみ、軍司令官に任命される可能性がある）に放逐した報復人事が、一人の中年の皇道派ノン・エリート、相あい

 沢ざわ

 三さぶ

 郎ろう

 中佐をして、永田の暗殺を決意させていた。

　永田は、武藤が部下としてやってきてから12
 日目に、軍務局長室内で、大男の相沢の軍刀で刺し殺される。

　多くの大尉クラスのノン・エリート将校や、強制退役させられた皇道派の元もと

 尉い

 官かん

 らが、この大胆な個人テロにいたく刺激され、自分たちも「蹶けつ

 起き

 」して世よ

 直なお

 ししなければならぬと熱くなった。

　昭和10
 年12
 月、第１師団（その中に東京の歩兵第３聯隊があって、昭和天皇の弟である秩ちち

 父ぶの

 宮みや

 の原隊。ただし秩父宮は８月の異動で青森の歩兵大隊長に転補され、しばらく東京から引き離されていた）を満州に派遣するという内ない

 示じ

 があった。

　歩兵第３聯隊の大尉～中尉クラスの隊附将校には、現下の農村の経済的窮きゆう

 境きよう

 を救済するには「天皇親しん

 政せい

 」による脱だつ

 憲法的な世直ししかないと信ずる皇道派が多かった。彼らはマクロ経済に無知であり、クーデターで日本の政体を破壊して資本家も粛しゆく

 正せい

 したのちの国家改造策とやらは、中学生の空想と大差が無かった。



　
荒木か真崎が「救国内閣」の首班に？　秩父宮が味方をしてくれる？





　しかし彼らは、もし蹶起すれば、秩父宮が味方をしてくれると漠ばく

 然ぜん

 と信じていた。秩父宮は皇族だから、他の尉官よりも若じやく

 年ねん

 にして進級させられる。隊附将校たちは、常に年下であるこの「同どう

 僚りよう

 尉官」を、見習士官から少尉、少尉から中尉、陸大３年間をはさんで、大尉（中隊長）になるまで、ずっと指導してきて、すっかり仲間にしたつもりになっていたのだ。

　若い秩父宮も自然に影響は蒙こうむ

 っていたが、大尉ぐらいにもなれば世の中の複雑さも分かり、視野の狭すぎる隊附将校連中に担ぎ上げられるつもりなどサラサラなかったであろう。もちろん、原隊が叛乱将校に率いられていると知れば、兵や下士官たちが心配でならなかったはずである。これは元中隊長ならばあたりまえである。

　満州移い

 駐ちゆう

 が迫る昭和11
 年２月26
 日、歩兵第３聯隊の中隊長クラスであったノン・エリートの尉官たちを中心に、蹶起が実行された。

　夜間の週しゆう

 番ばん

 将校の権限として営えい

 内ない

 居住の兵隊たちに非常呼こ

 集しゆう

 をかけ、武装をさせてそのまま引率。手て

 筈はず

 にしたがい、首相官かん

 邸てい

 以下、各所を一斉襲撃して、複数の大臣や将官を兵器によって殺害した。

　荒木と真崎に甘やかされていた彼らは、荒木貞夫か真崎甚三郎を救きゆう

 国こく

 内閣の首班に担げるとも考えていたのだったが、荒木は正面から彼らをたしなめ、真崎はフル・コミットメントをずるく避けつつ味方をするようなことを言っていた。

　省部の上級将官は、成り行きをうかがうばかりで、鎮ちん

 圧あつ

 の方針をちっとも定められないでいた。

　石原は、もしこのクーデター騒ぎが石原流の理想の実現のために利用できそうなものならば、参謀総長が参さん

 内だい

 して「維新」の断行を奏そう

 請せい

 するのもアリかもしれぬと考えたかどうかは分からぬものの、まずは叛はん

 徒と

 が占拠している三み

 宅やけ

 坂ざか

 （参謀本部や陸軍省や陸相官邸があった）へ様子を見に行った。



　
未熟な頑なさ――陸大に行けない将校には、行けないだけの理由が……





　石原にとって「維新」といえば、それは、参謀本部内に「戦争指導」の新部門を設けて、石原がその責任者におさまって、日本の軍事・経済・外交を全部そこから一いち

 元げん

 的てき

 にコントロールし、長期的に日蓮主義による世界統一を目指す体制の完成しかない。

　ちなみに『宗門之維新』を、石原はドイツ駐在時にも再読して激げき

 賞しよう

 していた（ポツダムの下宿から妻へ送った手紙に書いてある）。皇族が国柱会の信者となることも、その「維新」には含まれる。

「２・26
 」事件の間じゅう、昭和天皇は弟の秩父宮に譲じよう

 位い

 するのではないか、とか、譲位を迫ったらいいじゃないか、という噂うわさ

 話ばなし

 が飛び交か

 っていた。秩父宮は、法華信者の西田税みつぐ

 （事件後、軍法会議にかけられ銃じゆう

 殺さつ

 ）とも陸士同期生（34
 期）であった。

　しかし石原は、蹶起将校らの言動を間近に観察して、瞬時にすべてを察した。彼らは「５・15
 」事件の直ちよく

 情じよう

 径けい

 行こう

 な犯人たちには数段劣った、政治的にスレている不ふ

 純じゆん

 な手合いであった。そうでありながら、改革ビジョンの出発点は、工業力の国際競争に背せ

 を向ける、落ちこぼれ者の未熟な頑かたく

 なさでしかないのだ。

　やはり、陸大に行けない将校には、行けないだけの理由があるのだ。それなのに真崎大将などがしきりにおだて上げたものだから、すっかり勘かん

 違ちが

 いをしてしまったのだ。もちろん秩父宮の同心だってあり得ない。昭和天皇は激しく怒っている。こんな手合いと結けつ

 託たく

 すれば、とうてい、対ソ・対米戦争の国防力涵かん

 養よう

 どころではなくなるだろう。

　石原は上司よりも早く「討とう

 伐ばつ

 」を主張した。ノン・エリートにもエリート幕僚たちにも失望した石原は、事件が終息すると今度は「進しん

 退たい

 伺うかが

 い」を提出し、省部の課長級以上は全員予備役編入されるべきだと叫んだ。



　
バクー石油の輸出――ソ連の五ヵ年計画の「秘密」に誰も気付かず





　昭和11
 年６月、石原の念願である「戦争指導課」が、参謀本部内にできることになり、石原がその初代の課長に就任した。それまで、国防国策を総合的に企画するセクションが、陸軍の機構のどこにも無かったのだ。兵隊を動員する前の平時の軍需生産力の増ぞう

 強きよう

 が、現代強国の筆ひつ

 頭とう

 の課題になっていた。

　これに先立って石原は、ソ連の「五ヵ年計画」に関する第一人者だとの評判の、満鉄の調ちよう

 査さ

 部に所属していた宮みや

 崎ざき

 正まさ

 義よし

 （金沢出身、１８９３～１９５４）を、参謀本部の嘱しよく

 託たく

 （事実上の、石原の経済アドバイザー）として東京に引き抜いた。

　石川県の官費留学生としてペテルブルグ大学に在籍中に、ロシア革命を目撃することになった宮崎は、その後のソ連の驚異的な軍事力増強の原資は、バクー原油の輸出で稼かせ

 いだ外貨に他ならないことには気付かず（戦前はおろか、戦後かなりのあいだも、これに気付いた日本人はいなかった）、国民消費や民間の勝手な企業活動をエリート役人が徹底統制すれば、日本にもソ連並なみ

 の軍拡が可能だと信じた。

　さしずめ田中智学が『宗門之維新』に書いた、「死し

 用よう

 せずして活かつ

 用よう

 」「愚ぐ

 用よう

 せずして智ち

 用よう

 」にあたるだろう。



　
国民の統制は不可欠――「他者の自由・独立」を理解できなかった石原





　軍備五ヵ年計画と、満州への農業移民（日本の軽工業品がシナ製品よりコスト高だか

 で輸出不ふ

 振しん

 であるために、都市で就職先を探せない農家の二、三男に生業なりわい

 を与える解決策）のためには、１００億円の政府資金が要るだろうと思われた。

　当時の国民の貯ちよ

 蓄ちく

 額が、年に15
 ～20
 億円であった。その20
 億を５回使えば１００億になろう。すなわち官僚が、国民のふところには１銭せん

 も残さないように経済を統制するかたわら、計画的な公共投資を５年間続ければ、実現するだろう。輸入品は、工作機械を優先させる。鉄は、贅ぜい

 沢たく

 品には使わせない。

　貿易も生産も消費も投資も、すべて役人が細かく決定して、国民の自由を許さなければいいのだ。石原は、没後に公開されている手紙文を見ても、「自由」や「独立」を憎み、「他者の自由・独立」が理解できない男であった（大正９年に婦ふ

 人じん

 参政権には反対だと妻に手紙で演説）。



　
「対ソ戦、対米戦は10
 年待つべし」――それを宗教的予言で説得





　日本はソ連陸軍にもアメリカ海軍にも勝たねばならないと考える石原にとり、こんな眉まゆ

 唾つば

 モノの日本版「五ヵ年計画」の話は魅力的すぎた。

　マルクス主義計画経済を礼らい

 賛さん

 する経済学者は、官僚養成学校たる帝大ではすでに主流派であった（私立大では然しか

 らず）。宮崎はそれら「マル経」の学者たちを集め、昭和11
 年６月に「日満産業五ヵ年計画」をまとめあげた。この五ヵ年計画ののちに、日本陸軍はソ連軍と互ご

 角かく

 になる。

　したがって、昭和16
 年まではソ連と衝突はできないし、海軍が米国を挑ちよう

 発はつ

 するのも困る（ナポレオンが、ときたま対英宥ゆう

 和わ

 をしたのと同じ思惑）。しばらくは、ひたすら対外戦争を避けて国力を蓄積しなければならない。

　石原は、さすがにたったの５年ですべてがうまく行くとは思っておらず、倍の10
 年は国力を養うべきだと早くから考えてはいたが、それでは対ソ戦がやりたくてたまらぬ陸軍の一派や、対米戦をしたくてたまらない海軍にウケが悪いと思い、間接的な宗教予言を語ることで、自説の結論への誘導を図る。



　
広田内閣への横車――石原が「陰の国政支配者」になろうとする構想





　昭和11
 年８月、この宮崎プランを陸軍の正式提案に格上げして、寺内寿一陸相から広田弘こう

 毅き

 内閣につきつけさせ、実現しようじゃないかという相談が、石原大佐以下、省部の少壮幕僚（課長と課員）の間で進展する。陸軍省側では佐藤賢了中佐（陸士29
 期、石川県出身。８月から軍務課国内班長）が根回し役となった。

　昭和11
 年11
 月26
 日、陸軍省は「軍備充実計画の大綱」を策定した。昭和17
 年度までに41
 個師団と１４２個飛行中隊を整備し、満州と朝鮮には13
 個師団を置く。そのためには行政改革が必要であり、総理大臣の幕僚機関として、経済の参謀本部のようなものを新設すべし。その事務機関が、すべての省に上から命令して、産業五ヵ年計画を進めればよかろう……。

　さりながら、石原ら少壮幕僚には、広田内閣がこれをオイソレと呑の

 むわけもないことも分かっていた。なにしろ、商工省や農林省で、昨年度まで国内産業振しん

 興こう

 のために使えた予算が、来年度からは満州その他へまわされてしまうというのだから、ムチャクチャである。大蔵省にしても、予算の編成権を事実上陸軍に明け渡すなど、とんでもない話だった。第一、財源が無い。

　石原らは、「だったら広田内閣など潰してしまうまで」と考えた。すでに石原の腹ふく

 中ちゆう

 には、下か

 僚りよう

 （エリート参謀たち）の言うなりである林銑十郎に組閣させて、〈石原教〉の信者である板垣征四郎を陸軍大臣に就つ

 け、この陸相をみずからの腹ふく

 話わ

 術人形として、石原が陰かげ

 の国政支配者になるという、大胆な構想が膨ふく

 らんでいた。



　
因果はめぐる――元陸相・宇垣への大命降下に陸軍全体が「ＮＯ！」





　しかし陸軍次官の梅うめ

 津づ

 美よし

 治じ

 郎ろう

 は常識人であったので、大蔵省から泣きつかれて、石原らの手足を縛らねばならぬと思った。

　昭和12
 年１月、政変が起きた。

　軍事課長の武藤章につきあげられて、寺内陸相は、無理難題の諸要求を譲らず、広田内閣を総辞職に追い込む（１月21
 日）。

　宮きゆう

 中ちゆう

 では、昭和11
 年８月に朝鮮総督を辞めてから伊い

 豆ず

 の温泉で待機している宇垣一成に、その豪腕で内外の危機を穏おん

 便びん

 に乗り切ってもらえればと考え、宇垣に大命が降下した。

　しかし、少壮幕僚の大反対と、梅津もこの件では石原らに同調したことから、宇垣は陸軍から大臣候補（現役の中将または大将でなくてはダメだと、かつて宇垣が陸軍省内で叫さけ

 んだ通りの慣行が、広田内閣でまた復活していた）を推薦して貰もら

 えぬことになって、涙を呑んで組閣を辞退。憲政史上、未曾有の顛てん

 末まつ

 となった。

　なぜ宇垣は陸軍内でそんなに反発されたのかというと、「三月事件」でその卑ひ

 怯きよう

 な本ほん

 性しよう

 を印象づけたことと、何事も部下に任すということができず、部下の前でしったかぶりをする幼児的な性質に加えて、マスコミ人気にだけは敏感で、政党や大衆にウケるためなら陸軍将校を大規模リストラするのも平気であったという陸相時代の「前ぜん

 科か

 」が、大きな祟たた

 りをなしていた。

　宇垣は、幾つかの聯隊をまるごと消滅させる乱暴なリストラ（それはマスコミ受けがよかった）をするのではなく、一部の聯隊を「予備聯隊」化して、衛えい

 戍じゆ

 地の外見と本部の管かん

 理り

 事務要員だけ残してやり、有事動員の弾だん

 撥ぱつ

 性の保存にも努めていたならば、ここまでは恨うら

 まれなかったであろう。

　梅津としては、過去にクーデター首班になってもよいと動いた人物に、嫌けん

 悪お

 があったと思われる。梅津には、政界に野心を抱くような将官すべてが疎うと

 ましかった。



　
石原の無念――肝心かなめの「板垣陸相」を阻んだ梅津美治郎





　石原は、天下取りに王手をかけたと思った。

　２月２日、林銑十郎内閣が成立する。同内閣には、ついに政党からは一人の大臣も入れず、軍人と役人だけの内閣になった。

　されど、肝心の陸相が、石原の意い

 中ちゆう

 の板垣ではなかった。梅津次官の肝きも

 煎い

 りによって、教養人の杉山元はじめ

 が就任することになった。

　板垣（16
 期）は梅津（15
 期）よりも後輩だ。日本の役所の慣かん

 例れい

 として、もし後輩の板垣が大臣となって来れば、先任たる梅津は次官を辞めなければならない。

　梅津は、がさつなシナ屋の板垣レベルの将軍が、同じくがさつな日蓮主義者の石原参謀と組んで、今の日本国の難なん

 局きよく

 をまともにマネージできるわけがないと信じた。ちなみに梅津の同郷・大分出身の子分の池いけ

 田だ

 純すみ

 久ひさ

 （28
 期）などは、マル経には通つう

 暁ぎよう

 していた。

　戦後の経済企画庁を先取りしたような経済参謀本部（長官は内閣書記官長が兼務し、実質、そのすぐ下の宮崎正義に独裁させるというもの）に、財界シンパの池いけ

 田だ

 成しげ

 彬あき

 を協力させてやろうと思っていた石原の大構想も、既き

 得とく

 権を死守せんとする官僚の反撃に遭あ

 い、実現はしなかった。

　ただ、岡田啓介内閣が昭和10
 年に創設した「内閣調査局」（内務官僚の長官の下に実質ボスの鈴木貞てい

 一いち

 大佐）を政権末期に「企画庁」へと格上げできたのが、せめてもの慰なぐさ

 めであった（企画庁は昭和12
 年に近衛文ふみ

 麿まろ

 内閣が資源局と合体させ、企画院になる）。

　石原はまた、海軍大臣には末すえ

 次つぐ

 信のぶ

 正まさ

 を望んでいた。末次の補佐役には、法華教徒の加藤寛治がいた。しかし海軍省の山本五い

 十そ

 六ろく

 次官は、米内光政を入閣させた。

　林内閣は、政党を追放したこと以外、政治・経済・軍事の何の改革もなし得なかった。それで、「三国同盟を阻止するから」と重臣を密ひそ

 かに説いて、予算だけ成立させた後、林は国会会かい

 期き

 の最終日に抜き打ち的に衆議院を解散させる。せめて「議会改革」の流れを作ろうと試みたのだ。しかし４月30
 日の総選挙の結果は、政府が応援する候補たちのボロ負けに終わったので、林内閣は５月31
 日に総辞職した。



　
参本第一部長に昇進するも、陸軍省内の「石原シンパ」が追放される





　この間、梅津次官は、陸軍予算案と、置お

 き土産みやげ

 人事とに、苦心していた。梅津は大蔵省を困らせないように石原らの要求額を引き下げた。参本作戦課長の富とみ

 永なが

 恭きよう

 次じ

 がこれに激しく噛か

 み付いてきたので、梅津は昭和12
 年１月７日に富永を関東軍附づき

 へ飛ばした。

　３月１日の異動では、石原を参本の第一部長（作戦）に正式就任させた（同時に少将進級）代わりに、石原シンパであった磯いそ

 谷がい

 廉れん

 介すけ

 軍務局長、町まち

 尻じり

 量かず

 基もと

 軍事課長、石いし

 本もと

 寅とら

 三ぞう

 軍務課長をすべて省外へ出してしまった。

　石原部長は、参本内で軍備充実を推進する「第３課長」の後任として、武藤章を入れた。

　３月下旬、前年末から懸案だった「軍備充実計画の大綱」が修正の上、政府の計画として決定された。

　５月には、石原が宮崎正義に作らせた草そう

 案あん

 に基づいた「重要産業五ヵ年計画」を陸軍省が閣議に提出。それは６月15
 日に、政府の計画として承認された。満州に重工業を育成することによって、日本の産業構造を強化するという野心的な内容であった。

　石原は、日本が「北支分離工作」の一いつ

 環かん

 として昭和10
 年末に成立させた「冀き

 東とう

 防ぼう

 共きよう

 自治政府」（第二の満州国的なもの）を解消する代わりに、蒋介石が満州国を承認してくれるのではないかと、甘い期待を、このときになっても抱いていた。

　あたりまえの話だが蒋介石は終始一貫、満州を取り返すつもりであったし、シナ人で内心それを支持せぬ者はいなかった。



　
自由と統制――なぜ石原は「テロリズムの発達」を想像できなかった？





　石原は昭和15
 年５月に京都で講演をした際、「大隊、中隊、小隊、分隊と逐ちく

 次じ

 小さくなって来た〔軍隊の〕指揮単位は、この次は個人になると考えるのが至し

 当とう

 」と述べ、さらにまた、「この次の、すごい決戦戦争で、人類はもうとても戦争をやることはできないということになる。そこで初めて世界の人類が長くあこがれていた本当の平和に到着する」などと語っている（この講演内容は、東條を罵ば

 倒とう

 したくだりなどを削さく

 除じよ

 して『最終戦争論』として刊行された）。

　さらに昭和16
 年２月に脱だつ

 稿こう

 した「戦争史大観の説明」の「第二節」で石原は、「武器が高度に進歩する事が内乱を困難にして来た」（軍隊が参加しない内乱は不可能）と見て、「戦争術がその究極的発達に達した時」には、「戦争の絶ぜつ

 滅めつ

 」「世界統一」「永久平和」が実現されるだろう――と、大おお

 掴づか

 みしている。

　石原は、各個人が心から全体主義の指導に従したが

 うという精神的な意味で「統制」という言葉を用いた。

　なにゆえか、いかなる特殊な経験がそうさせるものか、石原は、自由主義には価値を認めない。そのため、武器が発達すれぱ、個人や小しよう

 集団や国家による「テロ」もまた発達し、決して世界は統制も統一もされたりはしないという簡単な道理も、眼がん

 前ぜん

 にその実例が豊富にあったのにもかかわらず、とうとう死ぬまで理解することはできなかった。

　シナ大陸での反日工作には、火器の乱射やテロも多用された。

　そしてその最大規模のものが、蒋介石が昭和12
 年８月に発動した「第二次上海事変」である。しかし、この「決戦」が日本軍により粉ふん

 砕さい

 されてしまったので、大だい

 東とう

 亜あ

 戦争まで連れん

 接せつ

 する長期戦に拡大するのだ。



　
支那事変――「対ソ戦」「五ヵ年計画」を第一に考えた石原の狼狽





　石原は、せっかく政府方針と決まった「重要産業五ヵ年計画」がご破は

 算さん

 となるがゆえに、支那事変を拡大させることには大反対だった。

　石原は、シナ人は戦う相手ではなく、対ソ戦のために連れん

 盟めい

 する相手だと考えていた（そう言いつつ例の「統制」精神で、シナ人がすすんで日本人の指導に服ふく

 するのも当然視）ので、対支作戦など何も研究してはいなかった。その怠たい

 慢まん

 を蒋介石に衝つ

 かれて、石原作戦部長は狼ろう

 狽ばい

 した。

　盧ろ

 溝こう

 橋きよう

 事件の拡大をうけて７月29
 日にまとめた石原の方針案は、北京と天津（そのあたりの居留民数は１万２０００人）にだけ戦場を限定せんとするものだったが、８月13
 日には蒋介石の大軍が上海に向かって本格的な攻勢を発ほつ

 起き

 したので、「不ふ

 拡かく

 大だい

 」などと言っている場合ではなくなった。上海の日本人の数とその財産は、北京・天津地区の比ではなかった。

　しかるに石原は、〈ソ連軍は６ヶ月準備をすれば満州に侵しん

 攻こう

 できる。だから日本からシナ大陸に派兵するとしても、作戦は必ず６ヶ月以内で終わらせるべきである。そして昭和７年の第一次上海事変のときのように、すぐに部隊を引き揚あ

 げるべきだ。そうしないと、想定外の経費が嵩かさ

 んで、五ヵ年計画が頓挫しちまう。６ヶ月で事態を平定できなくても、部隊を引き揚げ、ソ連に備えることにしよう。とりあえず臨りん

 時じ

 動員の規模は、対ソ戦争想定時のフル動員の半分としよう〉――と言い出した。

　誰も支持するわけがなかった。予言が外れても熱心な信者がついてきてくれる新興宗教とは違い、現実の不ふ

 測そく

 の事態に即そく

 応おう

 できないのなら、無能と断だん

 罪ざい

 されるのが参謀本部である。



　
「短期戦もよし長期戦もよし」――永田の遺志を継承した武藤





　陸軍省のエリート将官たちは、しばらく大陸勤務をしていなかったので、今年のシナ軍はいままでとは気き

 合あ

 いが違うぞ、ということを皮ひ

 膚ふ

 感覚で理解し得ていなかった。陸相の杉山も、次官の梅津も、武藤章が説く「一いち

 撃げき

 論」（国民党は寄り合い所帯だから、日本軍が一撃すれば分ぶん

 裂れつ

 し、一部は必ず日本側の味方に取り込めるというもので、死んだ永田が説いていた見方）を支持した。

　永田の遺い

 志し

 を継承する武藤としては、支那事変が短期戦になろうが長期戦になろうが、どちらでも構わなかったのである。北支は、日本が必ず切り取らねばならないのだ。

　今回ついに蒋介石は、日本があくまで画策する北支分離工作（北支と内ない

 蒙もう

 の第二満州国化）に堪た

 え切れず、日本との全ぜん

 面めん

 戦争を選択した。

　それもよし。なぜなら、日本の政体を「ナチス化」または「ソ連化」してしまう大改造（革命）は、このような本格戦争が持続しているあいだの、国家／国民総動員の環境の下でこそ、スムースに推進ができるだろうからである。

　武藤は、ナチスかぶれの軽薄な総理大臣・近衛文麿を、これから存ぞん

 分ぶん

 に操縦してやる心しん

 算さん

 であった。



　
参本での「石原の成果」を消す――国家総動員は陸軍省の主導たるべし





　孤立無援となった石原を、梅津次官は関東軍参謀副長に転補せしめた（発令が９月27
 日。新潟から客船で新津へ渡って、新しん

 京きよう

 着任が10
 月13
 日）。関東軍での直属上司の参謀長は、東條英機だった。

　やがて武藤は、参本が「戦争指導」に口出しなどできないように、部内機構を石原着任以前に戻してしまう。日本の国家総動員（社会主義化）は、あくまで陸軍省（軍務局・軍事課）が主しゆ

 導どう

 すべきだったからだ。



　
無軌道な「作戦指導」に転落――大冶鉄山が確保できたからＯＫ？





　石原の後任になった参本作戦部長の下しも

 村むら

 定さだむ

 は、上海を包囲する蒋介石軍の後方連絡線を遮しや

 断だん

 してやるための、陸軍による杭こう

 州しゆう

 湾上陸作戦までは、東京から現地を統とう

 帥すい

 することができた。しかしそこから先は、現地軍が勝手に動いて参本がそれを事後承諾するという、無む

 軌き

 道どう

 に転落した。

　陸大で普ふ

 墺おう

 戦争や普仏戦争の経過を叩き込まれた陸軍エリート参謀にとって、敵国首都にわが軍隊がいきなり突入をしないで、その一歩手前で敵に不利な講和の交渉をスタートさせるのが理想であることは了解されていた。

　しかし現地軍の勢いは止まらず、12
 月に南京を過早に陥落させてしまって無用な大混乱を惹じやつ

 起き

 し（すぐ近くの揚子江にかかる橋梁がひとつも無いために、慌てて対岸に逃げようとした軍民が多数溺おぼ

 れた）、肝心の蒋介石は奥おく

 地ち

 （最初は漢口）に政府を移転させて、戦争はまた仕切り直しになってしまった。

　このようなとき、首相の近衛以下、政府の要よう

 路ろ

 も、蒋介石が交渉に出てきにくくなるようなメッセージ（対支強硬要求）を、昭和13
 年初めにかけて繰り返し発信した。

　参謀本部は、「敵野戦軍の殲せん

 滅めつ

 」が戦争の決勝をもたらすとするドイツ流のセオリーに忠ちゆう

 実じつ

 に、今度は徐州（南京市からは北方にあたり、山東半島の付け根のやや南にある）で蒋介石軍を一挙に包囲殲滅しようと、大会戦を企図した。

　しかし、南北から迫る味方の複数の師団をうまく統制することができず、前線の各部隊それぞれが末輩参謀の主導権で、われ先に敵軍に向かって前進して一番乗りの手柄を競うという、南京攻略のときと同じ錯さく

 乱らん

 が発生。シナ兵は随意に麦むぎ

 畑を潜せん

 行こう

 し、先に日本軍が鉄道を遮断していたのにもかかわらず楽々と戦場をのがれ、トラックの数が第一次大戦中の欧州諸国レベルにも達していなかった日本陸軍は万ばん

 事じ

 休きゆう

 した。

　参本は、「だったら次は漢口（南京から揚子江を遡さかのぼ

 った奥地にあり、北岸の漢口市と南岸の武ぶ

 昌しよう

 市をあわせて武ぶ

 漢かん

 とも呼んだ）まで攻め寄せよう」という案しか考えつけなかった。すでに日本軍は弾薬が枯渇し、弾薬や兵員を運ぶトラックも無いのに、である。攻略は、やればできるだろうが、蒋介石はさらに奥地へ政府を移す（本人は飛行機で移動）だけでよく、降伏する理由はない。

　戦争が短期で決着する見込みは、まるであり得なくなった。統制派の中堅はしかし、中支の大だい

 冶や

 鉄山が国家総力戦に不可欠だと確信していたので、それでよかったのだ。



　
かつての林銑十郎と「同類のフェロモン」？――板垣征四郎の人気が急騰





　これはえらいことになったと、青くなった近衛は５月26
 日に内閣を改造した。

　和平工作の切り札として、近衛は宇垣一成を外相に起用した。多年の陸相経験者にして今なおエネルギーと権力欲にも満ちている宇垣でなくては、陸軍中堅の武藤一派にとうてい対抗できそうにないし、宇垣はどうしても首相になりたいと思っているから、それだけ真剣に和平工作には奔ほん

 走そう

 してみせてくれるはずであった。

　問題は陸相だった。陸軍大臣は陸軍が推薦し、近衛はその候補者の中から択えら

 ぶことしかできないのだ。

　当時、悪戦の徐州作戦で第５師団を率いていた板垣征四郎が、辻つじ

 政まさ

 信のぶ

 ら若い参謀の言うことをよく聞いてくれるというので、中央の幕僚たちのあいだで株が急きゆう

 騰とう

 していた。かつての林銑十郎と同類のフェロモンが伝わったのだろう。武藤章らの次の狙いは「日独の攻こう

 守しゆ

 同盟（仮想敵は英・米・露）」であり、欧米通でないシナ屋の板垣は、下から操縦し易そうだった。

　梅津次官にとって板垣中将は軽けい

 蔑べつ

 にしか価あたい

 せぬ男だったが、杉山陸相の軍部内人気を盛り立てるべく一緒になって最初に「一撃論」に與くみ

 してしまった梅津の信用も、このときは低下していた（したがって、梅津を陸相に昇しよう

 格かく

 させろという西園寺公望秘書の原はら

 田だ

 熊くま

 雄お

 の意見を近衛が斥しりぞ

 けたのは無理がない）。

　結局、板垣が陸軍大臣に登用された。



　
東條次官にすべて仕切られ、石原を「カムバック」させられない陸相板垣





　梅津は、石原らのロボットになるであろう板垣をチェックできる人物を探した。そして、関東軍参謀長として部下の石原と反目し続けていた東條英機を中央に呼び戻し、自分の後任の陸軍次官に据えて（５月30
 日）、陸軍省を去った。

　普通は、陸相たるもの、お気に入りの部下を、遠い任地から東京に転勤させることなど、いくらでも可能だ。しかし東條次官（昭和13
 年12
 月10
 日に山やま

 脇わき

 正まさ

 隆たか

 中将に交代する）が人事を仕切ったので、板垣はどうしても石原を内地へ転補させられなかった。さりとて、石原を関東軍の参謀長に据えることも、板垣はできなかった。陸軍番ばん

 の新聞記者に言わせれば、こんな板垣は「愚ぐ

 図ず

 」だった。



　
焦れる石原――腹いせに「予備役編入願」を叩き付け東京に出る





　せっかく自分の信者が陸軍大臣となって、いまや国策はほしいままにできそうだというのに、対ソ戦のためにシナ人と満州人を手なずける（第一歩として関東軍は満州国政府に内側からあれこれ指図するのをやめよ）という自分の大理念を広められないままであることに焦じ

 れた石原は、昭和13
 年８月18
 日、一方的に予備役編入願ねがい

 を出して東京にやって来てしまう。これは、あからさまな服ふく

 務む

 規律違反の、逸いつ

 脱だつ

 であった。

　直接のきっかけは、昭和13
 年６月13
 日に、極東ソ連軍の粛しゆく

 清せい

 を担当していたゲンリフ・リュシコフ三等政治大将が、みずからもスターリンから粛正される危険を覚え、琿こん

 春しゆん

 県（満州国であるが、警備の担当は朝鮮軍になっていた）に、背せ

 広びろ

 姿で歩いて亡ぼう

 命めい

 してきたという椿ちん

 事じ

 だった。

　リュシコフが大変な情報をもっていたことは当然だ。しかるにその身み

 柄がら

 はすぐに参本に送そう

 致ち

 されてしまい、供きよう

 述じゆつ

 の内容にアクセスできないことに、ソ連の戦争準備態勢を知りたい石原は大不満であった。

　腹はら

 いせにリュシコフ亡命の事実を在満の新聞記者に話し、それを上司の磯谷参謀長が叱しつ

 責せき

 したので、石原は、張ちよう

 鼓こ

 峯ほう

 事件（ちょうど中支で武漢進攻作戦が進んでいて、スターリンはその牽けん

 制せい

 をしてくれる気なのだとシナ人すら思った）が日ソ戦争にまでは拡大しないで終息したタイミングで、辞表を叩き付けたのである。



　
赤軍粛清――張鼓峯事件を惹起した「リュシコフ亡命事件」の衝撃





　リュシコフは、現時点でもう極東で20
 万人が逮たい

 捕ほ

 され、７０００人が銃殺されていることを日本の参本に語った。妄想人格のスターリンは、 Ｎ エヌ

 Ｋ カー

 Ｖ ヴエー

 Ｄ デー

 （のちに Ｋ カー

 Ｇ ゲー

 Ｂ ベー

 になる。赤せき

 軍ぐん

 を暴走させないための武装憲兵軍）の地方長官クラスまで粛清し始めていた。リュシコフはモスクワの親友から「用心しろ」と連絡され、亡命を決意したのだ。ユダヤ系の妻は、同時にポーランドへ脱出させていた。

　スターリンは、朝鮮人は日本のスパイだろうと疑っていて、昭和12
 年秋には、ウスリーと沿えん

 海かい

 州しゆう

 でコメを作っていた朝鮮人を18
 万人以上、カザフスタンに強制移住させたということも、リュシコフは教えた（このリュシコフは、最後は昭和20
 年８月に大連で死んだとされている）。

　極東ソ連軍は、リュシコフを逃がしたことに対するスターリンからの懲ちよう

 罰ばつ

 を恐れてパニックになったらしく、日本側が境界線の内側だと認識していた張鼓峯に進出して丘の頂上に陣地構築を始め、日本側を挑発した（７月１日に、特別極東軍が極東方面軍に改かい

 編へん

 され、ブリュヘルが司令官に任命されていた。そのブリュヘルも停戦後の10
 月下旬に逮捕され、１９２１年の大連会議のときから日本のスパイだったとされて11
 月上旬に銃殺される）。

　ソ連軍の動きに、現地警備担当の朝鮮軍の第19
 師団が反応した結果、日ソの局きよく

 地ち

 戦闘となった。これを張鼓峯事件（昭和13
 年７月～８月）と呼ぶ。

　同地のソ連軍は、弾薬と食糧の補給を、もっぱらウラジオストックからの船せん

 舶ぱく

 輸送に依存しており、日本軍と本格的な戦争ができるものかどうかは、疑わしかった。

　しかし、ソ連軍が軽けい

 戦車（といってもその威力は日本軍の主力戦車以上）や装甲車（その備び

 砲ほう

 は口径45
 ミリながら、日本軍の97
 式戦車の砲ほう

 塔とう

 を右から左へ貫通できるほどの性能）を２３０両も投入してきたのに対し、日本側は戦車も装甲車もゼロ。第19
 師団は１会かい

 戦せん

 分の弾薬しか準備がなく、殊こと

 に重じゆう

 砲ほう

 弾はあっという間に底をついてしまった。負傷兵を後送するトラックすら無いため、朝鮮人が牛ぎつ

 車しや

 ごと徴ちよう

 用よう

 されて、それに充あ

 てられた。

　東京では、板垣陸相と多た

 田だ

 駿はやお

 参謀次長（やはり石原派。ちなみに参謀総長は閑院宮でお飾り）が、武漢作戦の進展中であるのにもかかわらず、もう１個師団を対ソ戦覚悟で張鼓峯に増援させようとして、天皇からどなりつけられた（奉勅命令却下事件）。



　
停戦により命拾い――重光大使よりも宇垣外相を褒めた田中隆吉





　この紛ふん

 争そう

 は駐モスクワの重しげ

 光みつ

 葵まもる

 大使の、ブラフも交まじ

 えた働きでなんとか収めることができた。この活躍が祟たた

 って重光は、敗戦後の東京裁判でＡ級容疑被告としてソ連から指名を受けることになってしまうのだ（野砲の聯隊長として現地で戦死まで覚悟していた田中隆りゆう

 吉きち

 は、この休戦によって一いち

 命めい

 が助かった後、重光には感謝をしないで、宇垣外相を褒ほ

 めている）。

　第19
 師団長の尾すえ

 高たか

 亀かめ

 蔵ぞう

 中将（16
 期）は、中央や朝鮮軍司令部からの命令を待たずに断だん

 乎こ

 独断でソ連との本格戦闘を開始したのだったが、満ソ国境の近年の実態を知っているエリート参謀のあいだでは、その行為は喝かつ

 采さい

 された。

　威力偵察を仕掛けてきているのはソ連軍側なのであり、ここで日本軍が後へ引いてしまえば、彼らはそれを原げん

 状じよう

 として次の領土蚕さん

 食しよく

 の起点にするだけなのだ。尾高は、停戦後、北支に新設された第12
 軍司令官に栄転した。



　
「エリートは処罰されない」官界の不文律――それでも窓際の閑職へ





　石原の願った通り、ソ連国内はスターリンの猜さい

 疑ぎ

 心のため大混乱していた。日本はまだまだ軍備で追いつく時間を与えられているようであった。

　それはそうだとしても、陸軍将校には、勝手に退職する自由などは無かった。石原少将の行為は懲ちよう

 罰ばつ

 相当である。が、〈いったんエリート・キャリアと認められた人材は、たいていの行為では処罰されることは無い〉というのも、日本の官界の不ふ

 文ぶん

 律りつ

 なのだった。

　石原は、東京の病院に入院を命ぜられ、ついで年末に、舞鶴要塞司令官に転補された。要塞の司令官は、一般的に「窓まど

 際ぎわ

 のためのポスト」であった。



　
日蓮の予言や神通力は？――「仏滅」の正確な年代に衝撃を受ける





　この昭和13
 年末から翌14
 年の春にかけて石原は、公務に束そく

 縛ばく

 されずに読書や執筆に集中できる時間を得た。〈石原教〉が理論的に完かん

 整せい

 されたのも、この時期だ。

　石原は、西洋の古代史学界が、とっくに仏滅の正確な年代も絞り込みつつあって、日本ではその学説は旧制中学校レベルの世界史啓けい

 蒙もう

 書にも定てい

 説せつ

 扱いで紹介されていることを、昭和14
 年１月29
 日から30
 日にかけて知り、衝撃を受けた。

　じつは日本では日蓮宗以外の仏教諸しよ

 派は

 は、こうした学説をすでに採り入れ昭和９年に「釈しや

 尊か

 降ごう

 誕たん

 二千五百年記念事業」を催もよお

 しており、日蓮宗のみが、日蓮の書き遺した年代認識を根拠にそれには加わらなかったという小事件もあったのだが、当時歩兵第４聯隊長だった石原は、関知していなかったらしい。

　要するに、日蓮は自分が仏滅後２０００年から２５００年の間の「末まつ

 法ぽう

 」（繰り返しとなるが、インド人のゴータマ・シッタールダはそんな予言はしたことはなく、法華経のサンスクリット語版にもそんな説は見えず、シナ天台教がシナ人風ふう

 の考え方に則のつと

 って作り上げた時代区分であり言説である）の初期に生まれたと思い込んでいたのに、西洋考古学の示すところ、日蓮が生きていたのは「像ぞう

 法ぼう

 」（仏滅後１５００年から２０００年の間。やはりシナ天台が流行はや

 らせた区分名）の末期であったということになる。

　だとすると日蓮には、予言や生まれ変わりの神通力は、無いことになるのか？

　不安になった石原は田中智学に問い合わせたかっただろうけれども、それは無理であった。智学は昭和13
 年４月17
 日朝に脳溢血で倒れ、右半身不ふ

 随ずい

 、言語障害となってずっと、闘とう

 病びよう

 中だったのだ（昭和14
 年11
 月に病死する）。



　
「末法二重説」――スーパー・ソリューションが〈石原教〉を確立





　石原は、智学の高こう

 弟てい

 である山やま

 川かわ

 智ち

 応おう

 が昭和10
 年に著あらわ

 した『開かい

 目もく

 抄しよう

 講こう

 話わ

 』を参考にすべく、昭和14
 年２月23
 日に注文した。そしてそれが届いた３月２日に、自分でスーパー・ソリューションを編あ

 み出してしまった。

　これが、「末法二に

 重じゆう

 説」とか「五ご

 ・五ご

 百ひやく

 歳さい

 二重説」と呼ばれるこじつけである。日蓮は方便のようなものとして、『周書異記』の仏滅年や、南伝または北伝の仏滅年（西洋考古学がつきとめた仏滅年はその中間だが幅はば

 あり）を承知の上で使い分けたとする。

　シナ人はシナ語の構造から、二個物併へい

 記き

 のレトリックを好む。漢文教学では、「総」と「別」だとか、「一いち

 往おう

 」と「再さい

 往おう

 」だとかの二段構えが愛用され、以も

 って没ぼつ

 論ろん

 理り

 性の糊こ

 塗と

 に役立てられた。石原はそれを会え

 得とく

 したように見える。

　石原は考えた。鎌倉時代は、『周書異記』の仏滅年から「二千二百二十余年」で末法で間違いはなく、上行菩[image: 〓]
 たる日蓮は「僧」となって出現したのである。そして次に日蓮がこの世に出現するのは、真の仏滅年を基準にした末法だ。それは現代である（兵頭は確認できなかったが、遅くともそれは西暦２０１３年だと計算されていたともいう）。

　日蓮は、こたびは「賢王」となって日本に出現し、武力で近きん

 隣りん

 を制覇して法華経による世界精神の統制を実現するであろう。「賢王」＝「日蓮」は、ひょっとすると昭和天皇もしくは親王、もしくは天皇に近い皇族（筆頭は秩父宮）だ――とも、石原は匂にお

 わせる。

　これはなかなか合理的な辻つじ

 褄つま

 合わせであるが、昭和前期の国柱会としては、ありがた迷惑以外のなにものでもない。

　日露戦争より前だったならともかくも、今や大おお

 方かた

 がこれに「不敬」を感じ取るに違いないからだ。もし表おもて

 立だ

 って承認したりすれば、大本教のように寺院を爆破されかねない。そこまで過か

 酷こく

 にされなくとも、昭和18
 年の創価学校のように幹部が全員収しゆう

 獄ごく

 されるくらいの宗派弾圧はいつでもあり得た時代であった。

　それで田中智学の死後、石原と国柱会は、理論面では距きよ

 離り

 を置くに至った。里見は、内務省や陸軍省から目をつけられないように、西洋近代学説としての国体学に磨みが

 きをかけて、そこよりハミ出さぬように心掛けた。

　石原は、ついに「末法」の概念そのものが、シナ天台教の創作になる営業ＣＭであることに気付くことはない。よって、全ぜん

 霊れい

 を傾けい

 注ちゆう

 したこの取り繕つくろ

 いも、将来、サンスクリット語から日本語への仏典直訳事業が進めば、一切空くう

 に帰す彌び

 縫ほう

 でしかなかった。



　
世界統一と未来戦争のスケジュールが〈石原教〉の核心部分





　石原は昭和14
 年３月中に、（北伝の？）仏滅後２５００年までに完成するはずの世界統一から逆算した、未み

 来らい

 戦せん

 争そう

 のスケジュール表を明確化し、それを講演もしたという。この未来戦争の予言が〈石原教〉の核心部分を構成している。



　
果たして「賢王」とは誰だったのか？――石原をかばい続けた板垣





　信者の板垣は、「石原こそが『賢王』だ」と思っていたかもしれない。

　陸相として板垣は、東條の子分筋すじ

 から憎まれている石原少将の予備役編入をなんとか防ふせ

 いでやろうと、まず昭和14
 年８月１日の異動で、石原を中将に進級させると同時に「留る

 守す

 第16
 師団司令部附」にした。

　留守師団というのは、主力が満州に駐箚したりシナ本土で転戦しているあいだの、国内の衛戍地（駐屯地）なのだが、第16
 師団は、武漢作戦が一段落して８月に復ふく

 員いん

 することになっていた。そして師団長は、中将のポストと決まっている。

　少将が中将になり、あるいは中将が大将になるタイミングで、同日に予備役編入されることは、軍隊の人事ではよくあった。営えい

 門もん

 中将とか営門大将と呼ばれる。午後、新しい階級章しよう

 を着けて営門を出ていくときに、歩ほ

 哨しよう

 のラッパと部下の万ばん

 歳ざい

 で見送られるのだ。板垣は、石原がこの「営門中将」となるのを、とりあえず回避できた。

　ついで板垣は、石原を正規の第16
 師団長に補任しようと図り、昭和天皇に勅ちよつ

 許きよ

 を求めた。師団長は「親しん

 補ぽ

 職」であったから、陸相の一存だけで勝手には処理できないのだ。このとき昭和天皇は、賛成をしなかった模様である。天皇は、板垣も石原も、マイナスに評価をしていた。しかし板垣は粘ねば

 って裁可をいただいた。

　８月30
 日に、石原は第16
 師団長に就任した。同日、板垣も陸相の座を、畑はた

 俊しゆん

 六ろく

 大将（12
 期）に譲り、９月からは支那派遣軍の総参謀長に転ずる。



　
「東亜聯盟」運動の展開――予言した「日米決戦」の直前に予備役へ





　さっそく、石原教祖は信者・板垣に命じてシナ大陸での「東とう

 亜あ

 聯れん

 盟めい

 」運動を展開させた。国柱会とは別個にシナ人の取り込みを図り、日支を一国に融合はできぬまでも、日本の指導にシナがすすんで従う、理想的な連合国家を築こう――という夢ゆめ

 物語であった。シナ人有力者は、この運動は日本によるシナ支配を幾いく

 分ぶん

 でも緩和する交渉チャンネルになると読んで、邪じや

 慳けん

 な応対はしなかった。

　昭和15
 年７月に陸相に就任した東條英機は、板垣を責せ

 めて、この東亜聯盟運動から手を引かせる。さらに、シナ大陸で政治的活動ができなくなるよう、昭和16
 年７月に大将に昇進させて、朝鮮軍司令官へまつりあげた。

　それに先立つ昭和16
 年３月１日、石原中将は「待たい

 命めい

 」となって、31
 日に予備役編入された。

　対米戦争中、「反東條」の有力者だと世間から目もく

 され続けた石原は、敗戦後も、東京裁判のキーナン検事側の重要証人となった田中隆吉から、「宇垣内閣」実現のための広告塔とう

 になってくれるであろうと一方的に期待をかけられたために、田中の尽じん

 力りよく

 で、戦犯訴そ

 追つい

 を免れたと想像される（公職追放はされた）。

　山形県の戦後の開墾地「西山農場」（遊ゆ

 佐ざ

 町まち

 、吹浦ふくら

 海岸に近い）で療養しつつ教きよう

 勢せい

 拡充の機会を待っていた石原は、昭和24
 年に病死した。これにより、東亜聯盟運動は雲うん

 散さん

 霧む

 消しよう

 した。〈石原教〉と予言に関して一線を画かく

 した国柱会は、今も在る。



 

南洋島嶼の「不沈空母」――なぜ基地航空隊は自滅したか？







《海軍中将》




角田覚治

 　［かくた・かくじ］
 
　　明治23
 年（１８９０年）９月23
 日～昭和19
 年（１９４４年）８月２日




　
源田の講演に不同意――「飛行機がなくとも戦争はしなくてはならん」





　昭和63
 年に『提督角田覚治の沈黙』を出版した横森直行氏によると、それ以前、１冊も角田の評ひよう

 伝でん

 は無いという。角田の格かつ

 好こう

 良よ

 い姿は、空母艦隊の参謀を務めたことのある奥おく

 宮みや

 正まさ

 武たけ

 が、戦後にほぼ書き尽くしたのだ。

　新潟県の三条市に近い富ふ

 農のう

 の次男として、明治23
 年に角田は生まれた。

　旧制中学卒業後に海軍兵学校39
 期に進んで、明治44
 年に卒業した（席せき

 次じ

 は１４８人中の45
 番）。海兵38
 期以降に、生前の海軍大将はいない（伊い

 藤とう

 整せい

 一いち

 と山やま

 縣がた

 正せい

 郷ごう

 は、死後に大将になった）。

　角田は大正元年に少尉任官すると、次々と軍艦に乗組んで、横須賀で海軍大学校の受験を準備し、大正６年末に大尉で乙おつ

 種しゆ

 学生になった。砲術科のエリートコースが固まったので、旧会津藩士の娘と婚姻し、少佐で海大甲こう

 種しゆ

 学生（23
 期）卒。外国駐在を命ぜられるほどの俊しゆん

 秀しゆう

 ではなかったものの、中佐であった昭和４年末に、第１航空艦隊の参謀になった。初めて航空戦力の運用に親しんだときのエピソードは、特に伝わらない。

　昭和８年末に大佐。『木き

 曾そ

 』『古ふる

 鷹たか

 』『磐いわ

 手て

 』の艦長も歴任した。

　昭和11
 年末、兵学校教頭になった。昭和13
 年３月、支那事変について前線帰りの源げん

 田だ

 實みのる

 少佐（52
 期）に講演してもらったところ、生徒に向かって制せい

 空くう

 戦のことばかり強調するので、角田大佐は壇だん

 上じよう

 に登り、〈飛行機がなくとも戦争はしなくてはならないのである〉としめくくったという。

　ただし角田はそれから７年後、じっさいにテニアン島で、飛行機も船も無い海軍司令官として、救援される望みを絶た

 たれた島とう

 嶼しよ

 防衛の指揮をとった際に、そうなった場合の腹ふく

 案あん

 を準備していたようには、とうてい見えない。



　
南太平洋海戦――航空参謀の奥宮が、角田を絶賛した理由は？





　対米戦争が始まったとき、角田少将は、小型空母『龍りゆう

 驤じよう

 』、特とく

 設せつ

 航空母艦『春日かすが

 丸』（のち『大たい

 鷹よう

 』と改称される）および駆逐艦からなる第４航空戦隊の司令官であった。ハワイ作戦には同行せず、小お

 沢ざわ

 治じ

 三さぶ

 郎ろう

 中将の「南なん

 遣けん

 艦隊」に属し、フィリピン攻略、スラバヤ沖おき

 海戦、セイロン島爆撃に任じた（汽き

 罐かん

 の非力な『春日丸』は終始、輸送艦として使われた）。

　昭和17
 年５月26
 日、小型空母の『龍驤』と中型改かい

 装そう

 空母『隼じゆん

 鷹よう

 』を中核とする第４航空戦隊は、「第２機動部隊」（細ほそ

 萱がや

 戊ぼ

 子し

 郎ろう

 中将。細萱は翌年、南洋庁長官になる）の主力となってわざわざ人目につく正午に大おお

 湊みなと

 を出航し、アリューシャンへ向かった。

　これはミッドウェー海域に派遣される「第１機動部隊」の空母が少数であることを米軍に敢えて知らせ、決戦に及およ

 び腰ごし

 な米空母を勝負に誘い出そうとした聯合艦隊のはかりごとだった。米軍は迎撃戦力を決戦海面に集中して北方は手薄にしたから、角田とその幕僚たち（航空参謀には海兵58
 期という若い少佐の奥宮正武も）は、２隻の空母をつつがなく連れ帰ることができた。

　ミッドウェー海戦で海かい

 没ぼつ

 した「第２航空戦隊」（空母『蒼そう

 龍りゆう

 』と『飛ひ

 龍りゆう

 』）は、『隼鷹』『瑞ずい

 鳳ほう

 』等により更新再編され、角田が９月からその司令官に補任された（航空参謀として奥宮も一緒）。

　ガダルカナル島をめぐる10
 月下旬の南みなみ

 太たい

 平へい

 洋よう

 海戦では、角田少将は航空参謀の言う通りに積極的に空母（当初『隼鷹』だけを与えられ、後半から正規大型空母の『瑞ずい

 鶴かく

 』も兼けん

 摂せつ

 ）を運用してくれたので、戦後の奥宮らの筆で絶ぜつ

 賛さん

 された。11
 月、角田と、同期の原はら

 忠ちゆう

 一いち

 は、軍務局長の岡おか

 敬たか

 純ずみ

 らとともに中将に昇進。



　
空母の無い陸上基地では「航空素人」の司令官が主導権を握る





　昭和18
 年５月に角田は内地に呼び戻され、７月に「第１航空艦隊」の司令長官を仰せ付かる。これは「艦隊」と称しつつも、陣じん

 容よう

 は航空機だけ。空母も駆逐艦も１隻も持たない。

　もはや、母艦上から作戦できるような腕前にまで搭とう

 乗じよう

 員いん

 を錬れん

 成せい

 している余裕がないため、内地（７月からは九く

 十じゆう

 九く

 里り

 浜はま

 近くに新設された香か

 取とり

 飛行場）で１年ほど錬成させておいて、南方で海上決戦のできそうな機会に一挙に前線島嶼飛行基地へ集中移動させ、それら島嶼を「不ふ

 沈ちん

 空母」として米空母艦隊と勝負しようという、軍令部の源田中佐の考えであった。

　源田の誤ご

 算さん

 のひとつは、技術的に複雑な制せい

 約やく

 のある空母が関与せぬ地上基地では、非ひ

 航空畑の司令官たちの気が大きくなり、航空参謀の意見など聞かずに、思い付きの運用をする、と予見し得なかったこと。航空の素人しろうと

 ばかりの将官たちは、せっかく錬成した機材とパイロットを無駄に磨す

 り減らすだけだった。海軍の航空参謀たちには、基地航空隊は遺い

 憾かん

 な職場であった。



　
抗堪性皆無――「滑走路の増設」のみにこだわり機体が次々灰になる





　源田のもうひとつの盲もう

 点てん

 は、肝かん

 腎じん

 の南洋島嶼の飛行場で、大小１００機以上もの軍用機を一時に掩えん

 体たい

 に分散格かく

 納のう

 し、整備し、発進させられるようなところが、ほとんど無かったことだ。米軍の大型空母複数隻が一斉に飛ばすことのできる数百機の艦かん

 上じよう

 機に、それでは攻・防ともに抗こう

 し得なかった。

　サイパン島には昭和８年、テニアン島には昭和14
 年から滑かつ

 走そう

 路ろ

 が建設された。しかるに、「一式陸りく

 攻こう

 」などの双そう

 発はつ

 機をジャングル内の掩体に数十機も分散格納し、そこから滑走路までタキシングさせる施設は無かった。したがって、敵空母艦隊から数百機による空くう

 襲しゆう

 を受ければ、大型機は全滅した。

　昭和19
 年２月から海軍はマリアナ諸島の住民を総動員して、第二、第三の滑走路を島内に造ぞう

 成せい

 させる。航空機掩体や分散退たい

 避ひ

 線せん

 を設けないで滑走路ばかり増やしても、敵の本格空襲や上陸軍に対する抗こう

 堪たん

 性は改善されないのだが、海軍は最後までそこに気付こうとせず、労力や時間をひたすら滑走路増設に浪ろう

 費ひ

 させ、なけなしの航空戦力を送り込んでは、たちまちその滑走路脇わき

 で空爆により灰はい

 にされるという自滅を反復した。



　
マリアナ基地が何の貢献もできなかった「マリアナ沖海戦」





　東條陸相が参謀総長の兼任を始めた２月21
 日、角田は１航艦司令部とともにテニアン島に移った。マリアナ諸島は翌日から米４発機の空襲圏けん

 内に入る。大小15
 隻の空母、および海かい

 兵へい

 隊たい

 からなる米第５艦隊は、テニアン島から２８００km
 以上離れたメジュロ環かん

 礁しよう

 （マーシャル群ぐん

 島とう

 ）に集結して、マリアナ侵攻命令を待った。「一式陸攻」が爆ばく

 装そう

 でギリギリ飛べるのが２１００km
 であることを、米海軍は承知していたはずだ。

　５月、米第７艦隊とマッカーサーの陸軍が、西部ニューギニアに来そうだというので、角田麾き

 下か

 の航空機は上級の聯合艦隊の命めい

 で南方へ抽ちゆう

 出しゆつ

 され、やはり退避施設が無い島嶼滑走路脇で、自じ

 損そん

 同然に衰すい

 滅めつ

 した。

　マリアナの飛行場が空から

 になったのを偵てい

 知ち

 した第５艦隊は６月11
 日にグァム島沖に現われ、艦上機による濃のう

 密みつ

 な制空を確保しつつ、15
 日にテニアンの隣となり

 のサイパン島（海かい

 峡きよう

 幅３km
 ）に上陸を開始する。マリアナ基地が何の貢献もできなかった「マリアナ沖海戦」は、日本海軍の完敗に終わった。

　７月、サイパン占領後に海兵隊はグァムとテニアンにも相あい

 次つ

 ぎ上陸。角田の海軍司令部は８月２日に全滅したと見られている。米軍はテニアンでは民間人保護に気を遣つか

 い、日本本土上陸作戦の予よ

 行こう

 研究とした。対日占領行政（各種の民政改革）の雛ひな

 形がた

 も、テニアンの民間人に対してまず実験されている。



　
対米艦隊決戦――無根の妄想や願望を捨てずに亡びた帝国海軍





　帝国海軍は、国中から逸いつ

 材ざい

 を集めたが、日露戦争後の大だい

 戦せん

 略りやく

 はムチャクチャであった。

　ロシア海軍が消滅したので、陸軍と対等な予算枠わく

 の維持のためだけに、日本本土に野心の無かったアメリカ合衆国が新仮か

 想そう

 敵てき

 だと公定した。

　そして、米本土とフィリピンとの間の連絡は一本道に限られていないのに、ミクロネシア（日本委い

 任にん

 統治領）と小お

 笠がさ

 原わら

 の近海に米主力艦隊がすぐに飛び込んで来て、それがフィリピンに達する前に撃げき

 滅めつ

 し得るのだとした。

　無む

 根こん

 の妄想や願がん

 望ぼう

 が、実戦になるまでテストされ難がた

 いような組織に、日本人は国家死し

 生せい

 の決断をあずけてしまったのである。



 

海軍の海軍による海軍のための「物資統制」のエキスパート







《海軍中将》




保科善四郎

 　［ほしな・ぜんしろう］
 
　　明治24
 年（１８９１年）３月８日～平成３年（１９９１年）12
 月25
 日




　
対米戦争の全期を「海軍省の局長」として過ごした稀有な将官





　１００歳まで生きた元海軍中将の保科善四郎は、戦後30
 年目にあたる昭和50
 年、『大東亜戦争秘ひ

 史し

 ――失われた和平工作』を上じよう

 梓し

 する。戦後４期の衆議院議員を務め終わった後に、数年をかけ、満84
 歳にして仕上げた回想記にしては、特異なものだ。

　まず幼少期から少佐時代までの懐かい

 旧きゆう

 談は、ひとつもかえりみられない。愉快な逸いつ

 話わ

 やプライベートの話題もオミット。敗戦後の対米折せつ

 衝しよう

 や再軍備にまつわる公人としての大活躍の詳細も、堅かた

 く口に緘かん

 をする。

　要するに、自伝を書きたいとか自慢をしておきたいといった人並みな慾よく

 が、彼には皆無なのだ。対米戦争の全期を海軍省の局長として過ごした稀け

 有う

 な将官として、その間に書き取った会議メモの紹介と説明を、とにかくしておかねばと思い詰めている。海軍終しゆう

 末まつ

 の軍務局長（省内席次は次官の下だが、しばしばナンバー２の扱いを受ける）として、米内光政海相とともに終戦の御ご

 前ぜん

 会議に列れつ

 席せき

 したというだけでも、むろん圧倒的な思い出であったろう。

　だが敢えて邪じや

 推すい

 をするなら、生まれつき抜群に頭がきれるというタイプではなかった保科は、海軍大学校までは同郷宮みや

 城ぎ

 の大先輩たる山梨勝かつ

 之の

 進しん

 （大正12
 年時点で海軍省人事局長）の贔ひい

 屓き

 をうけたとの自覚があって、それゆえ、恪かつ

 勤きん

 の事務屋としての自分の本ほん

 領りよう

 が中央（海軍省）で認められる中佐以降の話しか、したくなかったのかもしれぬ。

　また、戦後の兵器産業や国防力整備の話を避けるのは、彼が長く米国がらみの機密と関わったせいだろう。「はしがき」には、「先日不幸にも先立たれた佐藤前総理が、口ぐせのように私に『後世のために、できるだけわかり易く書いてくれ』と勧められ、私の最初の原稿を読んで下さったことを思い出し、……」とある。戦前、鉄道省の高級官僚だった佐藤栄えい

 作さく

 にとり、保科の経験のいったいどんなところが、後世の誰にとって分かり難いと案あん

 じられたのだろうか？



　
昭和15
 年11
 月――兵備局創設に見られる「海軍の開戦イニシアチブ」





　戦前日本のユニークな国家総力戦体制下では、陸軍と海軍は、全日本の物的資源を折せっ

 半ぱん

 した。海軍は、人的には陸軍よりはるかに小所帯でありながら、物的には陸軍と同量以上の石油・金属・軍需産業・工こう

 員いん

 を支配できた。対米開戦時に兵へい

 備び

 局長（軍需動員担当）であった保科は、海軍による海軍のための物資統制のエキスパートだった。

　そもそも海軍省兵備局は、軍務局から分離されるかたちで昭和15
 年11
 月15
 日に新設され、保科は少将昇進と同時にその初代局長に就任した。帝国海軍は、この日から対米開戦の動員を始めたようなものだった。

　昭和15
 年、ドイツのフランス征服を見て米議会は「両りよう

 洋よう

 艦隊法」を７月19
 日に通過させた。陸軍はドイツに便乗して９月に北部仏ふつ

 印いん

 へ進駐。海軍も、この米海軍倍ばい

 増ぞう

 予算のショックから三国同盟賛成へ傾く。仏印進駐の数日後に、三国同盟は締結された。これが米国を挑発するのは想定内のはずで、兵備局は創設のその日から出すい

 師し

 準備計画の第一着作業を発動したのである。

　……とこのように書けば、海軍の開戦イニシアチブは明めい

 瞭りよう

 であるところ、保科の回想記ではわざと、仏印進駐→三国同盟→両洋艦隊法の順番で叙じよ

 述じゆつ

 することで、いずれも故こ

 人じん

 である上司たちの開戦責任を庇かば

 っている技ぎ

 巧こう

 は見逃せない。



　
「上司のための仕事の鬼」――米内が井上を切り捨て、保科を残した理由





　敗戦直後に保科が、〈石油の輸入停止によって開戦を余よ

 儀ぎ

 なくされた〉と語ったのは、無ぶ

 難なん

 で上手な韜とう

 晦かい

 のみ。

　だが同時に保科は、作戦の妙みよう

 とか用兵の着眼などには何の期待も抱かず、純じゆん

 粋すい

 にモノのストックとフローが国家の戦略を限定すると割わ

 り切った、現代風で異例な軍人であった。皇こう

 弟てい

 たる高たか

 松まつの

 宮みや

 も、14
 歳年長で、物的戦力を一人で把握する保科から〈勝てる道理は無く、皇室も危ない〉と秘密を打ち明けられたら、青くなったとして不思議があろうか。

　保科は、己れは天才ではないという自覚があったので、いつも、上司のための仕事の鬼おに

 になりきろうとした。これが、同郷先輩である天才肌の井上成しげ

 美よし

 （海兵37
 期。保科は41
 期）との決定的な相そう

 違い

 であろう。米内光政は、終戦工作に際しては井上を切り捨て、保科を残した。




 



 

　
東條の空手形――対米戦でも廃絶不可能だった陸軍との「資源折半の原則」





「米国の物質文明に対する日本の精神文明」といった大たい

 政せい

 翼よく

 賛さん

 式哲学を蔑べつ

 視し

 した保科は、米国式能のう

 率りつ

 を素直にリスペクトし、陸軍がその資源の大半を海軍戦備のためにあけ渡すという場合にのみ、対米戦にも光こう

 明みよう

 があると思っていたように見える。

　昭和16
 年11
 月１日の大本営政府連絡会議で、軍令部総長の永なが

 野の

 修おさ

 身み

 大将が表面では開戦論にくみしつつ、陰かげ

 では外務省の対米交渉に期待していたという保科の証言は興味深い。

　嶋しま

 田だ

 繁しげ

 太た

 郎ろう

 海相が対米開戦の「大たい

 義ぎ

 名めい

 分ぶん

 」までも揃そろ

 えていたのにくらべ、永野はフラついていた。それは永野が山本五十六から〈もし開戦するなら戦闘機と双発攻撃機が２０００機必要である〉と強硬に念を押されていたからだった。しかし会議のおしまいに東條が、陸軍が押さえている飛行機工場を海軍のために使わせてもよいと、できもしない口約束を突とつ

 如じよ

 与えたので、保科や永野のためらいは一いつ

 掃そう

 された。

　これが空から

 手て

 形がた

 だったと分かったとき、ボスに忠実であった保科は、陸軍に対しての怒りを爆発させ、高松宮にも思わずぶちまけたのかもしれない。

　保科は昭和19
 年８月時点で、石油のやりくりがつかぬために早急に講和を考えなければ必ひつ

 敗ぱい

 であるとの結論をドライにまとめ、部下をして海軍部内の会議でアドバルーン発言をさせた節ふし

 もある。

　同年９月、今の調子だと国内産業の支配権をことごとく東條の陸軍に奪われると憤慨した商工大臣の岸きし

 信のぶ

 介すけ

 は、商工省および企画院（経済の参謀本部と呼ばれたが、最初から陸軍に牛ぎゆう

 耳じ

 られていた）を「軍需省」（事実上の空くう

 軍ぐん

 兵へい

 站たん

 省）に発展解消させるという案を、海軍省の保科兵備局長にもちかけて、11
 月１日にそれが実現した。

　およそ空軍は、陸軍の航こう

 空くう

 隊たい

 が分離独立してできるというのが世界の通例なのだが、戦中の日本でのみ、海軍航空隊を基幹とするユニークな空軍が成立しかかった。が、保科らにとって遺憾にも、陸軍の容よう

 喙かい

 と〈折半の原則〉は結局、廃はい

 絶ぜつ

 が不可能であった。



　
敗戦後、米内に代わって「全海軍軍人」の面倒を見る仕事に





　降伏と決まるや、海相の米内は戦犯裁判対策で手て

 一いつ

 杯ぱい

 となりそうだったので、全海軍軍人の面倒を見る仕事は、なりたて軍務局長の保科の双そう

 肩けん

 にかかった。まず保科はＧＨＱのサザランド参謀長に、復員者の雇用のための治ち

 山さん

 ・治ち

 水すい

 ・道路改修をやらせてほしいと要望した。これは叶えられなかった。

　そこで保科は昭和22
 年３月、朝日実業（株）という海かい

 運うん

 会社を設立させて、海軍将校たちを送り込んだ。昭和29
 年に海上自衛隊が発足すると、そのほぼ全員が、海自へ移ったという。

　昭和20
 年に兵備局長と「化か

 兵へい

 戦せん

 部長」（海軍用の毒ガス装備について管かん

 掌しよう

 する）を兼務している保科は、化学工業統制会の会長・石いし

 川かわ

 一いち

 郎ろう

 と懇こん

 意い

 だった。戦後、石川が経けい

 団だん

 連れん

 の会長になると、保科は昭和27
 年５月に経団連内に「防衛生産委員会」をつくり、その審議室委員の肩書きで、兵器産業（筆頭は造ぞう

 艦かん

 ）の育成をもくろむ。

　７月には、「海空技術懇こん

 談だん

 会」も創設した。同会は昭和29
 年、保ほ

 守しゆ

 与党のために、優勢な左翼言論に正面から対抗する論文集を公表した。



　
戦後海軍の再建――冷戦期の「さまざまな思惑」のなか政治家に転身





　朝鮮で中ちゆう

 共きよう

 軍相手に苦戦をした米陸軍は、服はつ

 部とり

 卓たく

 四し

 郎ろう

 とその旧陸軍の知的資産を、冷戦期の対中共戦略に役立てられるという期待をもった。

　しかし、文民統制のハードとソフトのノウハウを皆かい

 目もく

 もたない旧内務・大蔵および外務官僚たちは、旧陸軍の復活、すなわち常備定員30
 万人以上の陸上自衛隊の創設には、絶対反対の立場だった。

　かたや、昭和23
 年に物ぶつ

 故こ

 した米内から戦後海軍の再建を託された保科は、昭和26
 年頃から野の

 村むら

 吉きち

 三さぶ

 郎ろう

 をボスに仕立て、米海軍へ働きかける。野村機関は、海軍の再建こそが、弛し

 緩かん

 しきった日本人の精神的独立を振しん

 起き

 し、共産主義者の間接侵略も阻止すると信じた。

　保科らの説得にアーレイ・バーク（１９５５年から米海軍作戦部長）らが共感し、当初構想の沿岸警備力を超えた、シーレーン護衛力の整備が許される運びとなった。

　保科は盟めい

 友ゆう

 の石川から選挙資金を得て、旧海軍軍人が多く再就職した防衛産業界の輿よ

 望ぼう

 を担にな

 って昭和30
 年２月の衆院選に出馬し、当選。12
 月には、岸が幹事長を務める自民党の初代国防部長に就いた。

　中なか

 曽そ

 根ね

 康やす

 弘ひろ

 や、第10
 代防衛庁長官の赤あか

 城ぎ

 宗むね

 徳のり

 は、海軍第一主義の保科の味方だった。中曽根は、陸軍に徴兵されたくない高等文官が海軍の主しゆ

 計けい

 官になれる「短期現役」制度を利用し、昭和19
 年には海軍省内で保科を見知っていた。

　いっぽう、昭和14
 年内務省入省の海かい

 原ばら

 治おさむ

 は、この制度の利用に失敗して陸軍に二等兵として徴兵され、さんざん厭いや

 な目に遭あ

 った。彼は警察官僚として昭和28
 年の警察予備隊創設に携たずさ

 わり、昭和35
 年12
 月には防衛局長（戦前の陸海総長＋陸海軍務局長に匹ひつ

 敵てき

 する）にもなるが、あくまで国軍復活を潰そうと図る。

　海原は、米軍の日本常駐こそが旧軍勢力に対する唯一の瓶びん

 の蓋ふた

 だと信じ、自前の海上交通保護など無理なのだと主張し、赤城や佐藤派と衝突した。しかし昭和40
 年に後ろ盾の河こう

 野の

 一いち

 郎ろう

 が死去するや、佐藤派の松まつ

 野の

 頼らい

 三ぞう

 長官によって海原は防衛庁の次官レースから外され、次第に権勢を喪そう

 失しつ

 した。



　
無私へのあこがれ――近代天皇制の真髄は「無我」性にあると見抜く





「海空重視」路線に向け、大勢が動き出すのを見つつ、保科が国会を去るのは昭和41
 年11
 月であった。中曽根長官時代の昭和45
 年には、ヘリコプターを３機運用する大型護衛艦（旧海軍の軽けい

 巡じゆん

 サイズ）の『はるな』（長官の地元山名にちなむ）が起き

 工こう

 された。これぞ親海軍派念願の８０００トン級「ヘリ空母」の、前ぜん

 駆く

 練習形態に他ならなかった（尤もつと

 も保科が逝せい

 去きよ

 する平成３年までにヘリ空母は予算要求すらできず、そのためか、保科が終しゆう

 身しん

 会長を務めた財団法人日本国防協会は、「多目的病院船」を新造してペルシャ湾に派遣せよというキャンペーンを始めたものの、それも実現しなかった）。

　近代天皇制の真しん

 髄ずい

 は天皇の「無む

 我が

 」性にあるのだと見抜き、日本の占領開始直後、それを護ご

 持じ

 するための、じっさいの活動（対共産革命用の「別動特とつ

 攻こう

 隊」編成）までした軍人は、保科だけだ。おそらくは保科自身に、無む

 私し

 へのあこがれがあったのに違いない。



 

「近代日本の宿命」である対米戦を諦めぬことは全国民の義務







《海軍中将》




大西瀧治郎

 　［おおにし・たきじろう］
 
　　明治24
 年（１８９１年）６月２日～昭和20
 年（１９４５年）８月16
 日




　
不祥事で海大に進めず、「航空畑」の山本五十六に拾われる





　昭和20
 年11
 月27
 日、源げん

 田だ

 實みのる

 は進駐軍から尋じん

 問もん

 を受けた。源田は、特とつ

 攻こう

 の責任者は自分ではなく、大西瀧治郎だと言明した（『証言記録太平洋戦争作戦の真相』１９７５年）。これは「偽ぎ

 証しよう

 」だろうか？

　大西瀧治郎は明治24
 年６月に兵庫県で生まれた。

　広ひろ

 瀬せ

 武たけ

 夫お

 にあこがれ、明治42
 年に海軍兵学校第40
 期生徒となる。入学時の順位は１４４人中の20
 番。３年後の卒業時にも、同期の山やま

 口ぐち

 多た

 聞もん

 （島根）や宇う

 垣がき

 纏まとめ

 （岡山）、福ふく

 留とめ

 繁しげる

 （鳥取）らに次ぐ、悪くない成績だった。

　少尉候補生のとき、観かん

 艦かん

 式で海軍飛行機に感心した大西は、５人兄弟の三男だったこともあり、航空の道へ進むことを気軽に決意した。飛行キャリアの初めは、水すい

 上じよう

 機だった。

　大正７年末に大尉となった大西は、英空軍の飛行隊での研修を経て、大正10
 年９月から、術じゆつ

 科か

 学校の教官職を命ぜられた。これは、海軍大学校の受験勉強をしろという人事上の配はい

 意い

 なのだが、大西は受験を二度しくじり、最後のチャンスの大正13
 年は、横須賀の料亭で芸げい

 妓き

 を負傷させるという新聞沙ざ

 汰た

 の不祥事でフイにした。たまたま米国帰りの山本五十六大佐は、横須賀で、霞かすみ

 ヶ浦うら

 航空隊の創隊準備の最中だった。国家を恨みかけていた大西は、この山本に拾われるのだ。

　36
 歳までも独身でいた大西少佐だったが、聯合艦隊参謀となって操縦から離れていた折おり

 節ふし

 、見合い結婚した。夫婦に子供はなかったようだ（大西の家族のことは、伝記作家が困こん

 惑わく

 を感じるほどに、まったくと言っていいほど資料を見ない）。



　
ロケットで加速――「特攻戦術を不要」にしたはずの試製４号爆弾





　昭和２年に発足して間もない海軍航空本部の教育部員に大西が就いたのが昭和４年。山本少将は昭和５年末に航本の技術部部長となり、大西中佐と、飛行機による軍艦撃沈法を研究し始めた。

　昭和６年、艦かん

 上じよう

 戦闘機と廃艦『千歳ちとせ

 』を使った実験から大西は、「急きゆう

 降こう

 下か

 爆撃＋ロケット加速徹てつ

 甲こう

 爆弾」の組合わせができれば、米国艦隊を、鈍どん

 速そく

 の艦かん

 攻こう

 による高々度からの水平爆撃や雷らい

 撃げき

 ではなく、小型飛行機で邀よう

 撃げき

 可能だと考えた。一方の山本は、あくまで米国ミッチェル准じゆん

 将しよう

 流の大型爆撃機による対艦水すい

 平へい

 爆撃に執しゆう

 心しん

 し、昭和６年から「95
 式大型攻撃機」「96
 式中型攻撃機」の開発が始まる。

　航空魚雷は艦かん

 政せい

 本部のナワバリで手出しができないため、山本チームは基本的に爆撃主義であった。

　昭和７年２月に大西は第３艦隊参謀に転出する。山本率いる航本技術部は、第一次上海事変での陸上支援爆撃の非ひ

 効こう

 率りつ

 を反省しつつ、各種新型爆弾（対艦用の毒ガス弾を含む）の実験を続けた。この研究中、〈軍艦のカタパルトから射しや

 出しゆつ

 される爆弾搭載の単座の体たい

 当あた

 り機〉を発想した飛行将校もいる。

　昭和９年、米陸軍は双そう

 発はつ

 爆撃機を戦力化し、さらに４発重爆も発注した。同年、大西大佐は佐さ

 世せ

 保ぼ

 航空隊の司令から、横須賀航空隊の副長に転ずる。

　Ｂ‐17
 重爆が初飛行した昭和10
 年、戦闘機乗りながら急降下爆撃法のパイオニアでもある源田實は、有限の予算を多く対艦攻撃機種へ回させるべく、「戦闘機不ふ

 要よう

 論」を唱えた。同年末に航空本部長になった山本中将と、翌11
 年４月に航本教育部長に就任した大西は、源田を贔ひい

 屓き

 にする。

　大西は、予算は戦艦（艦政本部）などにではなく「エア・パワー」にこそ回すべきであるとの航本派の主張を科学的・説得的たらしめるための「空くう

 威い

 研究会」を実質主しゆ

 宰さい

 し、昭和12
 年末までに斬新な技術指針をまとめた。

　注目すべきは、２５０キロ爆弾をロケットで加速させ、緩かん

 降こう

 下か

 爆撃の迅速性、急降下爆撃の命中率、水平爆撃の撃げき

 速そく

 、さらに水中至し

 近きん

 爆発効果までも狙った「４号爆弾」の計画だ。実験はまず30
 キロ爆弾で成功したが、２５０キロにスケールアップしたところで躓つまず

 いた。もしこれを60
 キロ爆弾で妥だ

 協きよう

 していれば、軽快な「爆ばく

 装そう

 零戦」が敵空母甲かん

 板ぱん

 無力化の切り札となり、特攻戦術は不要だったであろう。



　
山本五十六を陰から支える――「生粋エリートの部下」源田との絶妙な分業





　昭和12
 年８月１日、航本の大西教育部長は、南京を渡と

 洋よう

 爆撃する中ちゆう

 攻こう

 に同乗した。14
 年には、在支の戦略爆撃部隊を統とう

 轄かつ

 する第２聯合航空隊司令官になり、少将にも昇進。翌年には山口多聞から、第１聯合航空隊の司令職を引き継ぐ。

　大西は、山本聯合艦隊司令長官から、「対米洋よう

 上じよう

 決戦用の航空兵力を大陸で消耗させるな」との密みつ

 命めい

 を受けていたのだろう。山口は中攻隊を躊ちゆう

 躇ちよ

 なく消耗させていた。それは、支那事変を劇げき

 化させることによって陸軍の対ソ戦開始を妨さまた

 げたい米内総理の意に沿うものでも、山本には不満だった。

　昭和15
 年11
 月、英軍航空隊はタラント港のイタリア戦艦群ぐん

 に対する奇襲雷撃を成功させる。翌16
 年、対フィリピン用の航空部隊の参謀長になった大西は、山本から真しん

 珠じゆ

 湾わん

 奇襲の立案を任され、それを英国帰りの源田中佐に委託した。

　大西と源田は、ともに山本の匿かく

 した企図を知る間柄ながら、たとえば闇やみ

 世界の人脈を山本の権力のために貢献せしめたのは大西であって、生きつ

 粋すい

 エリートの部下源田とは、絶妙な分ぶん

 業ぎよう

 があった。



　
「桜花」の原案――無人ミサイルではなく有人機としたらどうか？





　対米開戦後の昭和17
 年２月、大西は航空本部総務部に異動。翌月、部長になった。同年12
 月24
 日、ドイツは特殊ジェットエンジン付きの鉄製巡じゆん

 航こう

 ミサイル「Ｖ‐１」を試験飛行させた。そして昭和18
 年４月１日前後、大西は航本の第一部長（同期の佐藤源蔵。のちサイパンで戦死）と、「超大射程『ロケット』爆弾（翼よく

 附つき

 ）」や「無む

 線せん

 操縦爆弾」について相談した。

　後者は、ドイツ空軍が同年９月に英国戦艦『ウォースパイト』の上面装甲を貫かん

 徹てつ

 して大破させた、無線誘導式の落下徹甲弾「フリッツ・エックス」もしくは、イタリア戦艦『ローマ』などを撃沈したとされる無線誘導式の空対艦ミサイル「ヘンシェル Ｈｓ２９３」のことか。

　そして前者はＶ‐１のことであろうが、両人は〈無人ミサイルではなく有ゆう

 人じん

 機としたらどうか〉と話し合っている。おそらくは航本教育部長・有あり

 馬ま

 正まさ

 文ふみ

 大佐も関与して、有人木もく

 製せい

 対艦ミサイル「桜おう

 花か

 」の原案はこのとき生まれた。

　昭和18
 年６月末、ラバウル基地を視察した者から報告を受けた大西中将は、もはや通常の攻撃法や兵器では米空母部隊の質と量に対して勝ち目はない、という現げん

 況きよう

 を把握する。

　ドイツでは、著名な飛行士のハンナ・ライチェが、８月のある日から、親しい空軍関係者と、自じ

 爆ばく

 特攻による局面打開を論議し始めた。話は口くち

 伝づた

 えで独軍内に広まり、支持者が増えたという。

　８月末にフランスのブレスト軍港に到着し、一部乗員がベルリンを訪問、10
 月４日にブレスト出港、12
 月５日にシンガポールまで戻って来た潜水艦「伊８」は、この空気を日本海軍の幹部に伝えたはずだ。



　
ハンナ・ライチェ――ドイツで進む「空中発射式」の有人滑空爆弾





　昭和18
 年11
 月、大西は、航空機の量産を司つかさど

 る軍需省のナンバー２に就任。ドイツではその年末に、Ｆｗ１９０戦闘機と、木製簡易ジェット機の「Ｍｅ３２８」による有人ミサイルの可能性が研究され、いずれも見込み無しと判定された。

　しかしライチェたちは翌年にかけて、あらゆる特攻法を専門家と討とう

 議ぎ

 し、そこでは１月に量産が始まるＶ‐１の有人化案も出された。２月28
 日のヒトラーへの直じき

 訴そ

 は不ふ

 首しゆ

 尾び

 に終わるもののライチェはへこたれず、空軍参謀長は特攻要員の募集を開始。「Ｍｅ３２８」のエンジンを除じよ

 去きよ

 して、空中発射式の有人滑かつ

 空くう

 爆弾とする試みが４月まで続けられた（同機は量産に移行できず）。

　昭和19
 年４月４日、軍令部の黒くろ

 島しま

 亀かめ

 人と

 大佐は、「体当り戦闘機（爆装零戦）」「走行爆破艇てい

 （震しん

 洋よう

 ）」「大威力魚雷（回かい

 天てん

 ）」などの試作方針を正式にペーパー化した。

　５月、ライチェ案を引きとったＳＳ大佐スコルツェニィは、わずか２週間で有人Ｖ‐１を試作させた。無人Ｖ‐１ミサイルがロンドンに向けて大量発射され始めるのは６月13
 日である。

　昭和19
 年６月20
 日頃、筑つく

 波ば

 航空隊の戦闘機操縦教官たちに対し、正規空母を撃沈できる自殺型の新兵器に賛同するか否いな

 かが諮し

 問もん

 されたという。

　７月、米海軍は無人Ｖ‐１の完全コピーに挑戦し、たった３週間でエンジンまで含めてそれは完成する。同月14
 日、４月16
 日にフランスのロリアン軍港を出港した潜水艦「伊29
 」がシンガポールに到着。最新ドイツ情報をもたらした。



　
実質「特攻の第一号」となった有馬正文少将――覚悟の手本を示す





　７月21
 日、軍令部は、潜水艦や飛行機などによる「奇襲戦の実施」を指令した。翌日、大西は米内海相に面談し、軍令部次長にしてくれと頼んだ。

　８月初旬、海軍特務少尉の大おお

 田た

 正しよう

 一いち

 が、メーカー技師の協力も得た「人間爆弾」の私し

 案あん

 を航空技術廠しよう

 、さらには航空本部へ提出した。すでに類似の案を模も

 索さく

 中だったはずの空くう

 廠しよう

 長や、航本の源田中佐らは歓迎した。16
 日、航本は「桜花」（正式命名は下旬）の試製を空くう

 技ぎ

 廠しよう

 に下か

 令れい

 。搭とう

 乗じよう

 員いん

 募集も始められる。

　ドイツは９月以降、Ｖ‐１を双発爆撃機から空中発射していた。また有人Ｖ‐１の飛行試験と、その突入飛行士（ただし落らつ

 下か

 傘さん

 降下が可能）選びも、同月に始めている。

　昭和19
 年９月13
 日、大おお

 森もり

 仙せん

 太た

 郎ろう

 中将は、海軍特攻部長を拝命。15
 日、すでに６月27
 日から自爆攻撃への賛成を叫んでいた岡おか

 村むら

 基もと

 春はる

 大佐が、新編桜花部隊の長に選定された（岡村は昭和23
 年自決）。

　10
 月５日、大西は、比ひ

 島とう

 （フィリピン諸島）の航空隊司令への転任を内示され、８日に羽はね

 田だ

 飛行場を離陸した。13
 日、源田は、爆装零戦の特攻隊が初戦果を挙げた場合の措置につき、機密命令を起案。15
 日、有馬正文少将は一式陸攻で比島沖に突入自爆し、かねて覚悟の手本を示した。有馬機こそ特攻の第一号であろう。



　
米軍の計画――[image: 〓]
 ‐１のコピーを空母から大量に「つるべ撃ち」に





　大西がマニラに到着した翌日の18
 日、捷しよう

 一号作戦が発動される。大西はまだ司令長官に正式着任していない19
 日から特別攻撃隊を編成させ、米軍のレイテ上陸が始まった20
 日から司令官として同隊を出撃させた。

　同月、ドイツの有人Ｖ‐１試験はうまく行かずに計画は破棄された。他方、米軍はＶ‐１コピー・ミサイルのテスト飛行を10
 日から開始した。

　桜花の訓練飛行は昭和19
 年11
 月末から始まった。12
 月、有人Ｖ‐１のコンセプト・コピーである「梅ばい

 花か

 」の計画も立ち上がる。

　昭和20
 年１月、米海軍はＶ‐１コピーを大量生産に移した。それらは日本本ほん

 土ど

 上陸作戦のときに、空母からつるべ射う

 ちされる予定であった。

　大西は１月９日の命令で司令部をフィリピンから台湾へ移した。３月21
 日、九州から桜花隊が初出撃し、全滅する。

　４月16
 日から21
 日にかけ、ドイツの36
 人のパイロットが、オーデル川のソ連軍渡と

 河か

 点に自爆攻撃を敢行した。ドイツは５月７日に降伏した。



　
海軍が「本土決戦」を恐れた理由――陸軍が戒厳令下で日本の全権を握る





　５月19
 日、大西は軍令部次長に就任した。米内海相らが大西に期待したのは、なにより沖縄方面に対する特攻作戦の手をゆるめず、本土決戦を少しでも先に延ばすことであった。もし本土決戦となると戒厳令が敷かれ、日本の全権を陸軍が握ってしまう。貧しい家庭に育ち、青年時に共産思想の洗せん

 礼れい

 を受けている陸軍エリートは、どさくさまぎれに皇室も廃止しかねなかったのだ。

　ただし大西本人は、国体よりも、近代日本の宿しゆく

 命めい

 である対米戦を諦あきら

 めぬことが全国民の義務だと思っていた。源田大佐は、国体護ご

 持じ

 派だった。

　８月16
 日、海軍中将大西瀧治郎は、渋谷の次長官邸で自刃して果てた。



 

中央と現場の板挟み――南方島嶼での捕虜処刑の責は？







《海軍中将》




阿部孝壮

 　［あべ・こうそう］
 
　　明治25
 年（１８９２年）３月24
 日～昭和22
 年（１９４７年）６月19
 日




　
三度の海大受験に失敗――著しい東北弁が「口頭試問」で災い？





　戦前の東北地方出身の海軍兵学校入校者の中には、きつい「訛なまり

 」を克服できた者と、できなかった、あるいは意い

 地じ

 で直そうとしなかった者がいた。阿部孝壮は、長ちよう

 じてのちの手紙文までがディープな東北弁べん

 である。

　今の山形県三み

 川かわ

 町の、代々の醤しよう

 油ゆ

 醸じよう

 造ぞう

 店で、明治25
 年に孝壮は生まれた。兄と姉がおり、弟らは早そう

 世せい

 した。

　明治31
 年に入った尋じん

 常じよう

 小学校には、脚かつ

 気け

 で兵学校を中退した先生がいたという。鶴つる

 岡おか

 の庄内中学（石原莞爾や大井篤あつし

 らも輩はい

 出しゆつ

 ）を11
 番の席次で明治42
 年に卒業した孝壮は、同年９月、17
 歳にして海軍兵学校生徒となった（競争倍率20
 倍。順位は25
 番）。

　この海兵40
 期には、山口多た

 聞もん

 、宇垣纏まとめ

 、福留繁しげる

 、大西瀧治郎らもいた。海の無い群馬県や長野県からも生徒が来ている。明治45
 年、阿部は中位の席次で卒業した。

　阿部は砲術科の尉い

 官かん

 時代（その後半は海軍軍縮時代に重なる）に海軍大学校を三度受験し、いずれも二次の口こう

 頭とう

 試し

 問もん

 で、はねられた（三度で受験資格はなくなる）。彼の著いちじる

 しい東北弁は、試験官の耳には反抗的に響ひび

 いた。



　
砲術の専門家として――米戦艦の「ダメコン」の優秀さを一人で解明





　海大に入れなかった海軍将校でも、何かの卓たく

 越えつ

 したエキスパートとして認められると、大佐で予備役にはされない。阿部中佐は、砲術の研究者として海軍に貢献するチャンスを与えられた。

　それまで海上勤務が連続したので少し家族サービスさせてやれという海軍の親おや

 心ごころ

 だろうが、大正７年から横須賀砲術学校の閑かん

 職しよく

 に就かされた。阿部はその２年間を無駄にせず、米国の戦艦が「ダメージ・コントロール」に関して日本海軍の数倍の配はい

 慮りよ

 をめぐらしている実態を、英語文献から一人で解明した。この成果は、兵学校47
 期の砲術科エリート・黛まゆずみ

 治はる

 夫お

 にひきつがれて、帝国海軍のポスト第一次大戦式思想への切り替えに活かされた。

　昭和９年に海軍大佐に進級した阿部は翌年、給きゆう

 油ゆ

 艦『襟えり

 裳も

 』の艦長になり、重じゆう

 油ゆ

 を積み取りに米国まで往復もしたという。もし支那事変が勃発しなければ、彼はこのあたりでキャリアが終わりそうであった。



　
支那事変の長期化――海軍にも多数の「蒋将」が生まれる





　事変勃発直後の昭和12
 年８月、阿部は軽巡『天てん

 龍りゆう

 』の艦長とされ、大陸沿岸の封鎖活動に邁まい

 進しん

 した。当時、澎ほう

 湖こ

 島と大陸とのあいだの大だい

 金きん

 門もん

 島と小しよう

 金門島に蒋介石軍が火器を据え、陸軍の舟しゆう

 艇てい

 交通をしばしば妨さまた

 げた。阿部艦長は、駆逐隊司令らとともに同島に上陸し、偵察中に銃撃を浴びる。彼らの報告に基づき、海軍は金門島を占領して、事変の拡大に一ひと

 役やく

 買った。

　昭和13
 年12
 月、阿部は重巡『三み

 隅くま

 』の艦長に転じた。のちに潜水艦コマンドー上陸部隊の長となる兵学校63
 期の山やま

 岡おか

 大だい

 二じ

 も、偶然、同時期に『三隅』ガンルーム士官であった。

　昭和14
 年末、阿部大佐は大改装を済ませた戦艦『比ひ

 叡えい

 』の艦長を拝命。翌15
 年から同艦は横須賀砲術学校の練習艦となった。昭和15
 年７月からは、高たか

 松まつの

 宮みや

 （宣のぶ

 仁ひと

 親王）も、少佐の砲術長として勤務している。ただし、昭和天皇が座乗した紀き

 元げん

 ２６００年の特別観かん

 艦かん

 式（旧軍最後の観艦式）の時点では、阿部は『比叡』を降りていた。その前の10
 月に、海軍砲術学校分ぶん

 校こう

 設立準備委員長を仰せ付かったからだ。それは「大佐で予備役」にはならないで済むことも意味した。11
 月、山口多聞より２年遅れで、阿部は海軍少将になった。

　海軍では阿部の期を中心に、多くのトップエリートではない中佐～大佐たちが、事変が長引いたがために将官まで昇進し、現役にとどまり得た。いわば「蒋しよう

 将しよう

 」だ――と彼らは諧かい

 謔ぎやく

 した。



　
「海軍の南進主義」――館山砲術学校で陸戦隊、島嶼守備隊を育成





　千葉県に昭和16
 年６月に開校した館たて

 山やま

 海軍砲術学校は、南進主義を堅持する海軍が、海軍固こ

 有ゆう

 の上陸部隊（陸戦隊）や島とう

 嶼しよ

 守備隊（警備隊。なかんずく対空火器操作員と、化か

 学がく

 兵器対応員）を錬れん

 成せい

 する目的で横須賀砲術学校から分離させたものだ。

　同時にまた、徴兵された高学歴者を海軍士官に仕立てる「予備学生」の軍隊トレーニングも実施した。米海兵隊がＲＯＴＣ（大学生向け予備士官教練コース）出身者の少～中尉を大量に活用しようとしていたことが刺激になっていた。平へい

 砂さ

 浦うら

 （今の房ぼう

 総そう

 フラワーライン）が演習地であった。

　同校は海軍の落下傘部隊にも訓練の場を提供し、昭和17
 年１月に、メナド（セレベス島）に対する日本初の降下作戦が成功した（続く陸軍によるパレンバン空くう

 挺てい

 奇襲を成功させるため報道は１ヶ月間封印）。



　
マキン環礁への米海兵隊の奇襲を粉砕――９名を捕虜にする





　２月初日、空母『エンタープライズ』がクェゼリン島を空襲し、第６根こん

 拠きよ

 地ち

 隊司令官で阿部と同期の八やつ

 代しろ

 祐すけ

 吉よし

 が爆死。阿部少将がその後任として発令され、阿部は飛行艇で同島へ着任した。

　６根の守備範囲は、北はウェーク島（昭和16
 年末に海軍が占領。米軍捕ほ

 虜りよ

 多数を得た）から南はナウルまでと広かった。

　17
 年６月のミッドウェー海戦の苦戦は、無線を傍ぼう

 受じゆ

 していたクェゼリンでも容易に知られたという。８月からはガダルカナル島をめぐる約半年の攻防が始まる。米海兵隊は半ば宣伝的な支し

 作戦として、６根が陸戦隊など73
 名を置いていたマキン環かん

 礁しよう

 に向け、潜水艦２隻と船せん

 外がい

 機き

 付きゴムボート19
 艘そう

 を使ったヒット＆ラン攻撃を昭和17
 年８月17
 日に催した。

　シナ駐屯の経歴もある、襲撃隊指揮官のカールソン海兵中佐は、２２０名ほどの部下とともに、ハワイから８日かけてマキン沖へ到いた

 り、深夜に浮上した潜水艦からゴムボートに乗り移った。が、海風と潮しお

 騒さい

 とで声が伝わりにくく、部隊掌しよう

 握あく

 には難なん

 儀ぎ

 した。

　日本海軍守備隊は午前６時まで敵の上陸に気付かず、奇襲を喫きつ

 したが、海兵隊側も不完全情報から混乱し、不手際であらぬ海岸に上陸した味方の小部隊を日本軍の後ご

 詰づめ

 だと誤認して同士討ちで弾薬を使い果たした。同夜の潜水艦への引き揚げも、エンジンが不調で環礁の砕さい

 波は

 帯たい

 の乗り切りができないゴム浮ふ

 舟しゆう

 が相次ぎ、約半数が翌朝以降も島に残された。その中に、現役大統領の長男であるジェイムズ・ローズヴェルト海兵少佐も混ざっていた。

　昼間は日本機が飛来するので、潜水艦は浮上できない。弾薬の切れた武器を前夜に捨てさせていたカールソン中佐は、投とう

 降こう

 を決意する。現地人に降伏文書を手渡したところ、日本軍側も初日に50
 名前後が戦死したため動きを見せず、投降は実行されなかった。

　夜に入って潜水艦への収容が再開され、海兵隊は島を離れた。次の日以降、97
 式飛行艇などで同島にかけつけた海軍陸戦隊は、まだ取り残されていた９名の海兵隊員を捕虜にし、クェゼリンへ送致した。



　
戦局悪化、移送便無し、迫る米軍の逆上陸、責任回避の大本営……





　海軍で得た米軍捕虜は、神奈川県の大おお

 船ふな

 収容所で実さね

 松まつ

 譲ゆずる

 中佐の訊じん

 問もん

 を受けることにされていたのだったが、移送便の無いままガ島をめぐる戦局は険けん

 悪あく

 化した。昭和17
 年10
 月12
 日のサボ島沖夜戦では重巡『古ふる

 鷹たか

 』が砲戦で沈められ、運うん

 用よう

 長の少佐以下35
 名が捕虜になった。前後してクェゼリンの第61
 警備隊司令（充じゆう

 員いん

 召集された大佐で、睨にら

 みが効かない）は部下の士官たちから〈９人の捕虜を斬ざん

 首しゆ

 させろ〉と要求され、困って６根司令官の阿部少将に相談した。

　阿部が上級司令部と大本営にも問い合わせるも、文書による指示も命令も得られなかった。阿部は10
 月16
 日に９人を斬首させた。

　１年後の昭和18
 年10
 月には、ウェーク島の海軍守備隊が、米軍の逆ぎやく

 上陸が切迫したと思い、98
 人の米軍捕虜を銃殺した（けっきょく米軍は上陸せず）。



　
捕虜処刑の「命令権者」は誰か？――米海兵隊主宰のＢＣ級戦犯に





　翌11
 月、阿部司令官は内地転任が決まる。直後にマキンとタラワに米軍が上陸してきたが、29
 日に阿部少将はクェゼリンを離れ、12
 月、またも館山砲術学校長に任じられた。クェゼリンは、明けて19
 年２月に玉ぎよく

 砕さい

 した。

　館砲校では、水陸両用の軽戦車である「特とく

 四式内ない

 火か

 艇てい

 」×20
 両を猛訓練させ、19
 年７月にサイパン島に向けて送り出した。これらは途中で輸送船が空爆され海没した。

　昭和20
 年４月、中将・阿部孝壮校長は、佐世保警備隊司令官に転じた。６月、のちの文芸評論家・木村久く

 邇に

 典のり

 が、館山砲術学校で陸戦を専せん

 修しゆう

 した海軍予備少尉として、佐世保郊外で「短12
 センチ砲」用の横よこ

 穴あな

 陣地工事を進めていると、阿部が視察に立ち寄り、射しや

 界かい

 が狭いのでもっと前の突とつ

 角かく

 へ位置を移せと言いつけたという。

　すでに南方での戦訓により、掩えん

 蓋がい

 陣地は敵眼に遠くから露ろ

 顕けん

 してしまうことをこそ最も避けるべきだとされていたのであったが、阿部はそれを知らなかった。

　阿部中将は、敗戦後にグァム島で米海兵隊主しゆ

 宰さい

 のＢＣ級戦犯裁判にかけられ、命令権者の責を問われて絞こう

 首しゆ

 刑となった。判決から執行まで１年１ヶ月。その獄ごく

 舎しや

 があった場所は、今、沖縄海兵隊の移転地として予定されている。



 

支那事変処理要綱、関特演……武藤章の「影武者」を勤める







《陸軍中将》




田中新一

 　［たなか・しんいち］
 
　　明治26
 年（１８９３年）３月18
 日～昭和51
 年（１９７６年）９月24
 日




　
北海道から仙幼へ――精神が「自然児」で、肉体も頑健な大食漢





　田中新一の父は慶應２年生まれで、教養のある村むら

 松まつ

 藩士だった。村松は今の新潟県五ご

 泉せん

 市を中心とした貧ひん

 藩だ。越後人は米澤を慕した

 い会津を嫌うので、戊辰戦争では藩論が分裂。維新後の士族は途と

 方ほう

 に暮く

 れた。田中家も困こん

 窮きゆう

 して北海道根ね

 室むろ

 に渡り、旭あさひ

 川かわ

 の北東にある愛あい

 別べつ

 村に落ち着くまで道内を流る

 転てん

 する。

　新一は長男として明治26
 年に釧くし

 路ろ

 で生まれた。上に姉３人。弟は、一人が大正７年に海軍兵学校に合格（ただし１年で病死）し、もう一人の弟も陸士～陸大と進んでいるから、教育投資は並ではなかった。

　新一は４歳から７歳まで、屯とん

 田でん

 兵へい

 村の江え

 部べ

 乙おつ

 （滝たき

 川かわ

 の北。鉄道が明治31
 年に通じたのでほぼ同時に移住か）で過ごし、軍隊教練を間近に見た。さらに草くさ

 深ぶか

 き愛別の暴あば

 れん坊ぼう

 小学生だった12
 歳のときに、日露戦争の旅順閉へい

 塞そく

 隊の報道に感かん

 奮ぷん

 。１年間猛勉強して、旭川偕かい

 行こう

 社で仙台地方幼年学校を受験すると、６倍の競争に勝って合格した。

　仙幼から陸軍士官学校まで同期で親友だった軍制史家の松下芳よし

 男お

 によれば、田中新一は精神が自然児で、肉体も頑がん

 健けん

 そのものな大たい

 食しよく

 漢かん

 だった。明治43
 年には仙幼先輩の根ね

 本もと

 博ひろし

 から影響されて、満蒙こそ対露防ぼう

 波は

 堤てい

 だと信じた。

　陸士25
 期の同期には武藤章と富とみ

 永なが

 恭きよう

 次じ

 がいた。田中は歩兵科４７３名の14
 番目の成績で卒業。少尉任官は大正２年の末。

　田中は松下と一緒の聯隊に配属されることを願って、田舎でありながら師団司令部もある衛えい

 戍じゆ

 地だった弘ひろ

 前さき

 の歩兵第52
 聯隊に目をつけ、望み通りになったという。大正７年９月29
 日、演習から帰き

 営えい

 する折、新聞店に「原はら

 敬たかし

 内閣の新任」「陸相には田中義一中将」などと貼は

 り紙がみ

 がしてあるのを見かけた田中中尉は、「オイ、松下、これはオレの未来だぞ！」と言った。



　
「出世街道」に乗る――参本作戦課長の武藤の引きで、陸軍省軍事課長に





　田中は大正９年末に陸大に入り（武藤より３年遅いが富永とは同じ）、12
 年に卒（同年結婚）。翌年末に教育総監部に呼ばれ、５年間も勤めた。昭和３年11
 月、田中は対ソ戦のエキスパートになるべく、ラトビアで語学研修ののち、昭和５年からモスクワに駐在。１年半後に帰朝すると、また教育総監部の部員になった。

　直後に満州事変が起きた。田中少佐は昭和７年に関東軍参謀を拝命した。作戦課長の石原莞爾中佐は仙幼先輩である。

　昭和９年、田中中佐はインド洋経由でドイツとポーランドに出張。ヒトラーの台頭と、シュレジエン紛争が収まるのを見た。翌年帰朝すると、宇う

 都つの

 宮みや

 の歩兵第59
 聯隊附になった。直後に聯隊長となる李り

 王おう

 垠ぎん

 殿下の世話役兼代理心こころ

 得え

 としてだった。

　昭和11
 年の「２・26
 」事件の直後、寺内陸相に呼ばれ、軍法会議を仕切る陸軍省の兵へい

 務む

 課長に就任。上司の兵務局長は阿南惟これ

 幾ちか

 少将。同年、大佐に昇進。

　昭和12
 年３月には、杉山陸相の下、軍務局・軍事課長に抜擢される（同日付で武藤章は参謀本部の作戦課長）。おそらく武藤が推すい

 挙きよ

 して、武藤の影武者を勤める出世街道に乗ったのだ。

　ただならず自負心が高こう

 揚よう

 したところに、支那事変の勃発（７月）。武藤も田中もよほど興奮したらしく、10
 ヶ月後に田中の一人息子の征登が生誕（13
 年５月５日）しているのが面白い（命めい

 名めい

 も新一の気分を反映しているのだろう）。

　事変が片付かなくなった昭和14
 年、田中は駐ちゆう

 蒙もう

 軍参謀長となり、内うち

 蒙古を「準じゆん

 満州国」化する仕事（こうした分離工作はすべて「九ヶ国条約」違反）にあたった。同年、少将に昇進（彼は聯隊長時代が無い）。



　
英本土陥落後、ドイツに先んじて「蘭印油田地帯」を確保せよ





　田中が東京を離れているあいだに、日米の衝突コースが定まる。昭和15
 年６月にドイツがフランスを降伏させた。東京の陸海軍統帥部は、ドイツが次に英国を占領し、アジアの欧州植民地もすべて領りよう

 収しゆう

 するだろうと懸念し、「南進」オプション（今から南部仏印に日本軍の航空基地を置き、英本国が崩壊したらすかさずシンガポールを空から制圧しつつ、ドイツに先んじて蘭らん

 印いん

 油田地帯を確保する）を概がい

 略りやく

 構想した。

　とっくに無能さが証明済みながら、国民に対する代弁人には仕立て易かった近衛文麿が、武藤章軍務局長によって二度目の軍部傀かい

 儡らい

 内閣を与えられる。

　昭和15
 年８月、山下奉とも

 文ゆき

 の独伊視察団の副団長とされるため、田中は張ちよう

 家か

 口こう

 から東京の参謀本部へ呼び戻された。が、英本土陥落が切迫したと思われてきて、田中はそのまま参本作戦部長（第一部長）に補任された。

　直後に参本で田中起案といわれる「支那事変処しよ

 理り

 要綱」を討議している。しかしタイムラインから推お

 して、陸軍省の武藤軍務局長の作文がそのまま使われたのだろう。ついで、海軍軍令部（作戦部長・福留繁、課長・富とみ

 岡おか

 定さだ

 俊とし

 ）との合議。

　察したところ、蒋政権を屈服させるには仏印を占領して援えん

 蒋しよう

 ルートを断た

 つしかなく、さらに蘭印進駐となると、実力干渉する米海軍と日本海軍は交こう

 戦せん

 を予期せねばならぬ。しかるに海軍には対米戦の自信は未だない。よって、こちらから南進すべきでない。とにかく軍備拡充に邁まい

 進しん

 したい――というのが海軍の考えであった。



　
「対米戦なしの南方侵略と、返す刀での対ソ戦」は可能だ





　田中は素朴な海軍好きであり、陸軍省の統制経済派としては不ふ

 適てき

 な人材だが、参本の渉しよう

 外がい

 折衝役としてはその迫力が部員から買われた。

　作戦系の少壮幕僚たちが、陸軍省から主導権を奪う道はひとつ。日本国に大戦争を始めさせることだ。田中は昭和16
 年１月末に、対米戦なしの南方侵略と、返す刀かたな

 での対ソ開戦が可能であると政府を説得し、北部仏印進駐が２月８日に開始される。もしも田中の肩書きが「参謀総長」だったなら、これだけで敗戦後の「Ａ級」訴そ

 追つい

 は免れまい。

　４月、米国の本気の梃て

 子こ

 入れで英国は生き残る見通しとなり、近衛内閣は気き

 勢せい

 を殺そ

 がれた。英語のできぬ田中は、米国東部エリートの行動力を理解せず、英国やソ連を米国が後援したらどうなるかの研究はしなかった。

　田中が信しん

 拠きよ

 した参本情報部長の岡本清きよ

 福とみ

 少将は、駐日ドイツ大使館の宣伝そのままにドイツ必ひつ

 勝しよう

 を語るだけの無能者だった（敗戦時にスイスで自決）。武藤はどうしてもドイツを勝たせたい肚はら

 だった。



　
独ソ戦で「日独が地理的に分断」されれば、米国は譲歩しない





　田中は６月上旬に関東軍を視察。単独対ソ開戦など無理だと悟さと

 るが、近きん

 々きん

 独ソ戦が始まったら、満州での「対ソ大動員」によってドイツを助けられると武藤から吹き込まれた。独ソ戦が続くあいだは日独は地理的に分ぶん

 断だん

 されてしまう。孤立した日本に対し米国は譲歩などしない。だから、ドイツに勝たせる必要があるのだ。

　22
 日に独ソ開戦。田中は26
 日頃には「関かん

 特とく

 演えん

 」（田中自身は「関東軍特別演習」と書く）の構想を固めた。関東軍がもし対ソ攻撃に出るとすれば厳げん

 冬とう

 期き

 前だ。したがって年内は、スターリンは在シベリアのソ連軍を西せい

 送そう

 したくてもできなくなる。それでドイツ軍が楽になり、年内にソ連を打倒してくれる――と、ドイツからいろんな便べん

 宜ぎ

 を受けていた武藤が希望したのだろう。田中は７月に東條陸相を同意させた。東條もまた、田中ではなく武藤から説せつ

 伏ぷく

 されたのだろう。

　独ソ戦線は膠こう

 着ちやく

 し、英国はもう救われた。英国だけを心配していた米東部エリートはもはや日本の機き

 嫌げん

 をとる必要が無くなった。

　となれば石油禁きん

 輸ゆ

 も必至だろう。蘭印を占領しなくてはならぬ。そのためには前線航空基地を設けねばならない。かくして日本軍は７月28
 日に南部仏印に進駐した。米国は８月１日、制裁として対日石油貿易の銀行決けつ

 済さい

 をできなくさせる。同日、関特演の動員が開始されたものの、石油が買えぬ上は対ソ戦など不可能で、残された道は南進のみだった。



　
支那事変の総動員体制こそ、陸相が国民を支配できる「錦の御旗」だった





　８月18
 日以降、対米開戦論の主しゆ

 唱しよう

 者は田中だった。海軍が田中に同意して、日米戦は月内にほぼ確定した。陸軍省を代表した東條がシナからの撤てつ

 兵ぺい

 を呑む気になれば話は違ったのだが、支那事変の「総動員」体制こそは、徴兵権によって陸相が国民を支配できる錦にしき

 の御み

 旗はた

 だから、東條はそれだけは譲らない。

　以後は、対米戦回避はあり得なかった（松下芳男はその著『田中作戦部長の証言』で、ハルノートが空母艦隊の出撃直後に出されたことを意図的に伏ふ

 せている）。



　
対ソ戦の念願を放棄――「関東軍の南方抽出」で長期戦を図るも





　昭和17
 年11
 月、作戦部長・田中新一中将は、日本はガダルカナル方面での船せん

 舶ぱく

 消耗のために米国に屈すべしと判断した。となれば蒋介石も強気になる。日本は破は

 滅めつ

 だ。

　田中は対ソ戦の念願を放棄し、関東軍をガダルカナル島方面に抽ちゆう

 出しゆつ

 して米軍をたじろがせ、せめて長期戦に希望をつながんとした。

　しかし陸軍省（東條総理が陸相兼任）は、輸送船せん

 腹ぷく

 のこれ以上の喪失を許容しない。田中は12
 月６日夜に東條と木村兵へい

 太た

 郎ろう

 次官を「馬鹿者共！」と大たい

 声せい

 面めん

 罵ば

 して、翌日作戦部長を解かい

 職しよく

 された。

　田中は昭和17
 年３月に、ドイツと連携したインド作戦を構想していた（これも武藤の入れ知恵臭くさ

 いが）。東條は田中をビルマの師団長に据え、昭和天皇が積極賛同したインパール作戦（19
 年３月～）の最右翼（北部助じよ

 攻こう

 ）を担当させた。田中の第18
 師団は英軍ウィンゲート空挺兵団を辟へき

 易えき

 させ、味方を全滅から救っている。



 

支那事変で早くも破綻――「国策の一元化」を図った戦争指導課







《陸軍大佐》




堀場一雄

 　［ほりば・かずお］
 
　　明治34
 年（１９０１年）２月１日～昭和28
 年（１９５３年）10
 月21
 日




　
大正デモクラシーの「万物流転」に悩んだインテリ軍人たち





　顔の四し

 角かく

 い「シナ通」参謀・堀場一雄は明治33
 年、長男として愛知県に生まれた。父は農業を見限って、転勤が多い下級警察官をしていた。

　大正３年、堀場は名古屋の地方幼年学校に入った。２年目ですでに、学術優秀・品ひん

 行こう

 方ほう

 正せい

 の模範生徒だった。しかし盲もう

 腸ちよう

 で陸軍衛えい

 戍じゆ

 病院へ入院し、１年遅れた影響で、陸士も33
 期ではなく34
 期にずれる。

　ために堀場は、若き秩ちち

 父ぶの

 宮みや

 （大正天皇の第二皇子、つまり昭和天皇の弟）と同級になり、同じ区く

 隊たい

 に編入された。また、広島幼年学校出の西にし

 浦うら

 進すすむ

 、仙台幼年学校出の服はつ

 部とり

 卓たく

 四し

 郎ろう

 とは、陸士同期の交まじ

 わりを結べた。区隊内では、ドイツ語班に属した。

　中央幼年学校の２年目で衛戍地を決めるとき、エリートの卵たまご

 たちはふつう、都会の聯隊を望む。が、堀場は高こう

 原げん

 で哲学したいからと、松まつ

 本もと

 歩兵第50
 聯隊を選んだ。

　宿敵ロシアが一時的に消滅し、大正デモクラシーの大波に呑まれた日本では、若きインテリ軍人が皆、進路について悩んだのだ。流行語が「万ばん

 物ぶつ

 流る

 転てん

 」だった。同じ34
 期の三み

 好よし

 達たつ

 治じ

 は士官学校を脱走して詩人になった。西田税みつぐ

 は学校内で国家改造運動にのめりこむ。

　余計な読書をしすぎた堀場の陸士最終成績は３４５人中の25
 位にとどまったが、原隊はあくまで厚こう

 遇ぐう

 。期待に背そむ

 かずに堀場は、中尉で恩おん

 賜し

 の軍ぐん

 刀とう

 を陸大から貰って松本に帰ってきた（陸大42
 期の卒業成績は、西浦、堀場、服部の順）。医師の娘と婚姻し、家計には後こう

 顧こ

 の憂うれ

 いが消えた。



　
参本作戦課の見習いとして――直接上司は兵站班長の武藤章





　戦術着眼が非ひ

 凡ぼん

 なことを認められた堀場は、昭和６年、大尉進級後に参謀本部作戦課の見習いになる。直接上司は、ペーパーワークの手腕を買われて兵へい

 站たん

 班長になっていた武藤章中佐。ただし兵站の専門知識は、先輩班員の公きみ

 平ひら

 匡まさ

 武たけ

 大尉が持っていた。

　満州事変に際し、作戦課長の今いま

 村むら

 均ひとし

 は関東軍を統制できず、苦しんだ。今村の部下のうち「二・三名だけは、他の部課の者と呼こ

 応おう

 し、…《中略》…不快の言げん

 辞じ

 を弄ろう

 し、その一人は暗あん

 々あん

 裡り

 に陸大教官某々氏と策さく

 応おう

 し」て追い出そうとした、と今村は戦後に述じゆつ

 懐かい

 する。

　昭和49
 年に『ある作戦参謀の悲劇』を書いた芦澤紀之によれば、この「二・三名」とは、武藤章、遠えん

 藤どう

 三さぶ

 郎ろう

 （山形出身。終戦時中将）、そして川かわ

 上かみ

 清きよ

 志し

 （鹿児島出身。昭和19
 年戦死）らしい。

「陸大教官」とやらが誰だったのか、芦澤はなぜか推定をしていないが、これは堀場と同じ愛知出身の今いま

 井い

 清きよし

 だろう。今井は昭和６～７年にかけて陸大の教官および幹事で、その前は参本作戦課長。昭和９年には参本に復帰し、作戦部長になっている（そのあと人事局長、軍務局長、参謀次長……と出世しながら昭和12
 年８月に病気退任し翌年１月没）。

　若い堀場は、武藤派と呼ばれるほどの重みはなかったものの、国内産業の基礎データを貰いに陸軍省まで使い走りをする役やく

 目め

 柄がら

 、永田鉄山（軍事課長。昭和７年４月からは参本第二部長）の計画経済論には私し

 淑しゆく

 していたはずだ。

　ただし堀場の見立てでは、封ほう

 建けん

 乱世状態のシナをまとめ得る現地の英雄は蒋介石しかおらず、蒋と日本の首相が直接話をまとめぬ限り、抗こう

 日にち

 も排日も止まらぬはずだった。奇く

 しくもモスクワでも、蒋介石こそがシナでは有力だと評価して、幾度も中共に「民みん

 族ぞく

 戦線」（蒋は自由主義者ではないので、スペインのように「人じん

 民みん

 戦線」とは呼べない）を作れと命じている。



　
対ソ戦の日延べ――永田軍務局長＋石原作戦課長で「一元」に見えたが





　石原莞爾派の片かた

 倉くら

 衷ただし

 中佐は、昭和８年８月に参本に転補されると、真さな

 田だ

 穣じよう

 一いち

 郎ろう

 、西浦、服部、堀場、辻つじ

 政まさ

 信のぶ

 （名幼で堀場の２年下だったが陸士は首席であり、据きよ

 傲ごう

 ）らを私的勉強会に誘った。

　昭和９年１月に林銑せん

 十じゆう

 郎ろう

 が陸相に就任すると、このグループが運動をして、陸軍省軍務局長に永田少将、参本作戦課長には石原大佐を据えさせた。石原は、参本に「戦争指導課」を新設して権限を集め、国策を一いち

 元げん

 提案したいと念願していた。

　永田と石原は、それぞれ独自に〈昭和10
 年から対ソ戦を始めても、前線航空兵力比で７対１以下の日本が勝てるわけがない〉と結論していた。

　この２人が省しよう

 部ぶ

 を仕切るということは、昭和10
 年に漠ばく

 然ぜん

 と期されていた対ソ戦を、やらずに日ひ

 延の

 べするという路線に陸軍が改まることを意味する。しかし、満州の次に北支まで切り取るべきか否いな

 かで、石原は孤立する運命だった。産業振興の観点だけから計算すれば、北支の資源を自由に使える環境が断だん

 然ぜん

 有利に見えた。



　
故・永田構想の実現――「満州の工場」と「北支の資源」を一体化させる





　昭和９年に、陸大42
 期の優秀者が、フランス、ソ連、イタリアへ送り出された（この時期、ドイツはスルーされる任地だった）。大目的は、次の世界戦争がいつどこで起きそうかを予測することだ。堀場はソ連行きを命じられ、途中でシナ視察も果たす。

　北京には失業者が50
 万人いた。鉄てつ

 鉱こう

 石せき

 、石炭などシナの重要資源の大半は北支（河北・山西・山東省）に在った。ソ連がモンゴルから北支の革命を画策するのは自然だった。ついで河か

 南なん

 省の農村を歩いた堀場は驚く。日本の東北地方よりも貧しさは幾いく

 層そう

 倍ばい

 なのだ。寝具、灯とう

 火か

 、紙、時計も、そこには無かった。

　昭和10
 年にモスクワ入りするや堀場大尉は、公刊書冊を精力的に蒐しゆう

 集しゆう

 。五ヵ年計画で公表されていない、ソ連の製鉄能力や石油生産量をあぶり出した。

　昭和12
 年に帰朝すると、３月から、参本の石原第一部長が肝煎りの戦争指導課に配属された。前年、石原は満鉄調査部出身の宮崎正まさ

 義よし

 に「日満産業五ヵ年計画」を書き上げさせていた。５年間は、大陸の駐留作戦費などを抑制して基礎工業力を充実させねば、とても対ソ戦などできはしない。堀場の統計値は、その石原の所しよ

 信しん

 を補強した。

　だが日本陸軍の北支分離工作は、上下一丸の対日戦争（支那事変）を発起させる。武藤らにとって蒋の屈服はどうでもよく、このさい北支を日本が占有して満州の工場と資源的に一いつ

 体たい

 化か

 させることが、すなわち死んだ永田の構想の実現であった。

　堀場ら戦争指導班には、蒋がいまさら休きゆう

 戦せん

 を号令すれば、それは総統失しつ

 脚きやく

 を意味するだけ、という時の勢いが見えていなかった。



　
和平工作の頓挫――「軍部に外交権を奪われる」のを恐れた広田外相





　参本に内ない

 緒しよ

 で陸軍省で進めたトラウトマン工作は、外相の広田弘こう

 毅き

 が敢えて潰す形となった。広田には、出先陸軍（その黒幕は武藤）は何がなんでも北支を切り取る決心なのだと読めたのだ。

　とすれば、いかなる外交協定もいずれ陸海軍に破られる。それだったら今は「軍人以上に強気の外務大臣」を演じて話をぶち壊こわ

 し、政府内での外交起き

 案あん

 権を軍部に奪われぬことこそ次じ

 善ぜん

 の道だと、広田は省しよう

 益えき

 本位に行動した。




 



 

　
日米開戦前の総力戦研究所時代――「作戦家肌」のスタンスが抜けず





　陸軍省主導の汪おう

 兆ちよう

 銘めい

 工作にも、中支への駐留続行にも反対した堀場中佐は参本に居い

 辛づら

 くなり、昭和14
 年末、支那派遣軍参謀に転補される。

　シナ戦線に80
 万もの大兵が集中され、しかも武漢作戦後は遊ゆう

 兵へい

 化したことで、支那派遣軍総司令部（総そう

 軍ぐん

 ）の巨大権力が問題になった。

　ドイツの動きを見て、この動員済みの80
 万を南方へ使おうと思いついた東條グループは、昭和16
 年７月に板垣総参謀長を朝鮮軍司令官にまつりあげた。堀場は東京の総そう

 力りよく

 戦せん

 研究所員とされた。

　同研究所のモデルは、英国の奥おく

 の院いん

 の国防大学だ。昭和６年に陸軍武官として渡英していた辰たつ

 巳み

 栄えい

 一いち

 が、ロンドンの紳しん

 士し

 録ろく

 の研究から、この秘密コースを出た中堅若手人じん

 士し

 のその後の各界でのステイタスが異常に高いことに気付き、全容を解明して昭和11
 年に東京に報告した。

　そして、フランスにいてその重要性を理解した西浦進が、帰朝後、海軍、企画院、大蔵省を次々と説き伏せ、昭和16
 年４月、日本版の戦略研究所は開かい

 所しよ

 の運びとなった。

　同年夏、秩父宮は、堀場大佐と、鈴木貫太郎（枢すう

 密みつ

 院いん

 副議長・元海軍大将）をひそかに懇談させた。しかし作戦家肌はだ

 の堀場参謀のスタンスは「対米避ひ

 戦せん

 」ではなかったようだ。



　
終戦後――「服部グループ」として吉田茂から嫌忌される





　昭和18
 年末から堀場大佐は、南方の司令部で参謀として航空作戦の指導にあたった。昭和20
 年６月に比島から南京（さらに朝鮮）へ転勤となり、８月17
 日に京けい

 城じよう

 から東京（立たち

 川かわ

 基地）に飛来するように命じられたのは、同期の服部大佐による世話焼や

 きだろう。

　堀場は、ポツダム宣言受じゆ

 諾だく

 とは軍の降伏であり、日本国の無む

 条じよう

 件けん

 降伏ではないということをマニラで主張したがったものの、英語が解わか

 らないのではダメだと、河かわ

 辺べ

 虎とら

 四し

 郎ろう

 参謀次長への随行は叶かな

 えられなかった。

　吉田茂しげる

 が警察予備隊をつくるとき、辰巳栄一の同期の谷たに

 田だ

 勇いさむ

 中将も協力している。「服部グループ」として吉田から嫌けん

 忌き

 されていた堀場は、密ひそ

 かにこの谷田へ助言を与えていた。

　昭和８年に生まれた堀場の長男は、防大入試に合格しているが、ついに自衛隊には任官しなかったという。


 
■後記





　雑誌記事を集しゆう

 積せき

 しただけの単行本企画は、むかしは小しよう

 生せい

 のあまり気の進まないものでした。

　が、この連載に関しては、テーマも内容も、あえて流行を追わぬものであるために、かえって話の鮮せん

 度ど

 が保たれているように思われます。

　そしてまた、記事を書いた後から気のつくことも少なくないのです。それらを反映して修正を加えたり、また、雑誌の字数制限でやむなくカットしていた幾いく

 行ぎよう

 かを復活させて織お

 り込めるチャンスとして、あらためて１冊にまとめられることはとても有意義で、望ぼう

 外がい

 のよろこびです。



　軍人に限らず、誰であっても、そこそこ短いものであろうとも、人の略りやく

 伝でん

 を書くことは、発見の連続になりますね。この企画において、「書くことで初めて理解ができた」ことは、数え切れません。

　毎度のように、筆者として、そんな思いがけぬ体験をさせてもらいました。

　資料を読み込んだだけだと、どうも呑の

 みこめなかった事情が、執筆の途中で、とつぜんに解わか

 るようになる……。その驚きと興奮は、原稿料には換算できない、著者だけの報ほう

 酬しゆう

 かもしれません。



　……と偉そうなことを申しておりますが、残念ながら、わたしには必要な古こ

 書しよ

 を片かた

 端はし

 から蒐しゆう

 集しゆう

 する財力がありません。この連載における人選は、「たまたま近くの古本屋で良い資料が安く手に入った」かどうかで決まったのであります。定期のペースでこういう企画に没頭させてくれる媒ばい

 体たい

 がもうないとなれば、「続刊」もあきらめる以外にありますまい。



　本書についてのご意見等がございましたら、ひとつ、インターネット上に公開的に御ご

 示し

 教きよう

 を賜りますと、甚はなは

 だ幸いと存じます。それを糧かて

 として、ひきつづいて研けん

 鑽さん

 し精進して参ります。



　本書の出版は、ＰＨＰ研究所文庫出版部の伊藤雄一郎氏のお骨ほね

 折お

 りによって実現の運びとなりました。深しん

 甚じん

 の御礼を申し上げます。

　連載の文庫版収載についてご快かい

 諾だく

 をいただきました『表現者』編集部・西部邁事務所、ジョルダン株式会社の皆様、どうもありがとうございました。

　事情あって芳ほう

 名めい

 を記せないのが無念ですけれども、水み

 戸と

 のＮ様。資料面でこの上なくお世話になっております。末まつ

 筆ぴつ

 ながら、特記して感謝を表明します。



　平成26
 年１月



 
著者　識しるす


 　





著者紹介



兵頭二十八

 （ひょうどう　にそはち）









　１９６０年長野市生まれ。陸上自衛隊（機甲科）に２年間勤務後、神奈川大学英語英文学科、東京工業大学大学院（社会工学専攻）、月刊『戦車マガジン』編集部等を経て、フリーライターに。現在は、函館市に居住。

　既著に、『パールハーバーの真実』（ＰＨＰ文庫）、『［新訳］孫子』『［新訳］戦争論』『［新訳］フロンティヌス戦術書』（以上、ＰＨＰ研究所）、『日本海軍の爆弾――大西瀧治郎の合理主義精神』『たんたんたたた――機関銃と近代日本』『有坂銃――日露戦争の本当の勝因』（以上、光人社ＮＦ文庫）、『新解　函館戦争――幕末箱館の海陸戦を一日ごとに再現する』（元就出版社）、『極東日本のサバイバル武略』（並木書房）、『精解　五輪書』（新紀元社）、『「グリーン・ミリテク」が日本を生き返らせる！』（メトロポリタンプレス）、『「日本国憲法」廃棄論』（草思社）など。

　また共著には、『東京裁判の謎を解く』（別宮暖朗氏と：光人社）、『属国の防衛革命』（太田述正氏と：光人社）、『イッテイ――13
 年式村田歩兵銃の創製』（小松直之氏と：四谷ラウンド）、『陸軍戸山流で検証する　日本刀真剣斬り』（籏谷嘉辰氏と：並木書房）などがある。

　インターネットのウェブサイト『武道通信』からは、戦前まで遡る厖大な軍事資料をランダムに紹介する「読書余論」を月に１回、有料配信中だ。






この作品は、『表現者』２００９年５月号～２０１３年５月号まで連載された「近代未満の軍人たち」に、大幅な加筆・修正・再編集を加えて文庫化したものです。








人物で読み解く




「日本陸海軍」失敗の本質






 著　者：兵頭二十八
 [image: 〓]
 Nisohachi Hyodo


この電子書籍は『「日本陸海軍」失敗の本質』二〇一四年三月十九日第一版第二刷発行を底本としています。



電子書籍版



発行者：清水卓智

発行所：株式会社ＰＨＰ研究所
 東京都千代田区一番町二一番地

〒102-8331

http://www.php.co.jp/digital/

 製作日：二〇一四年三月十二日




本書の無断複写（コピー）は著作権法上での例外を除き、禁じられています。
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